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は じ め に 

 

本市では、部落差別問題をはじめ様々な人権問題の早期解決を市政の重要課題と位

置づけ、「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」に基づく総合的な人権教育・啓

発のため、平成 22(2010)年に「飯塚市人権教育・啓発基本指針」、平成 23(2011)年に

「飯塚市人権教育・啓発実施計画」を策定し、その後、平成 28(2016)年 3 月には「第

2 次飯塚市人権教育・啓発実施計画」を策定するなど、人権教育・啓発を総合的かつ

計画的に推進してきました。 

しかしながら、依然として、部落差別問題をはじめ、女性、子ども、高齢者、障が

い者等に対する様々な人権に関する課題が存在しており、近年では、社会構造や社会

情勢の変化などに伴い、インターネットによる人権侵害や外国人、性的少数者に対す

る新たな問題も発生するなど人権問題は多様化、複雑化しています。 

その一方で、平成 28(2016)年には、「障害者差別解消法」、「ヘイトスピーチ解消法」、

「部落差別解消推進法」といった人権に関する法律が施行され、平成 31(2019)年には

福岡県においても「福岡県部落差別の解消の推進に関する条例」が施行されるなど、

人権問題の解決に向けた取組みが進められています。 

本市においては、平成 30(2018)年 4 月 1 日に「飯塚市部落差別をはじめあらゆる差

別の解消の推進に関する条例」を施行し、人権尊重社会の実現に向けて施策展開を積

極的に進めているところです。 

こうした中、今後の人権教育・啓発の推進にあたり、市民の皆様の様々な人権問題

に関する意識の現状を把握するため、「人権問題市民意識調査」を実施いたしました。

この調査は、平成 26(2014)年に実施した前回調査から 5 年が経過し、これまで飯塚市

で取り組んできた人権教育・啓発について検証するとともに、部落差別問題をはじめ

あらゆる人権問題についての課題を探るためのもので、調査結果については、関係各

位のご意見もいただきながら「飯塚市人権教育・啓発基本指針」の見直しや今後の人

権施策の推進に活用していくこととしております。 

最後に、本調査にご協力いただいた市民の皆様にお礼を申し上げますとともに、本

市が目指す「人権を大切にする市民協働のまちづくり」を推進していくため、今後と

もご支援とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 

令和 2（2020）年 3 月 

 

飯塚市長 片 峯  誠



 

 

＜ 目 次 ＞ 
一 調査の概要  

  １ 調査の目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ２ 調査対象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ３ 調査方法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ４ 回収状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ５ 調査期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ６ 調査の企画 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ７ 調査機関 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

  ８ 調査結果について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

  ９ 有効回答者の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

二 調査結果の分析  

 第 1章 人権全般について  

  １－１ 人権問題についての関心 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 

  １－２ 関心がある「人権問題」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

  １－３ 人権が侵害された経験 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

  １－４ 人権が侵害された場合の対処 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

  １－５ 人権問題に関連する法律や条令等の周知 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 16 

  １－６ 結婚に際しての行動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 21 

  １－７ 仕事の中での人権問題に関する研修の経験 ・・・・・・・・・・・・・・・ 23 

  １－８ 研修会や講演会等で学ぶ機会を持った人権課題 ・・・・・・・・・・・・・ 25 

  人権全般に関するまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

 第 2章 同和問題（部落差別問題）について  

  ２－１ 同和地区住民の人権に関する現状についての意識 ・・・・・・・・・・・・ 30 

  ２－２ 同和問題（部落差別問題）の認知の時期 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

  ２－３ 同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報の提供者 ・・・・・・・・・ 38 

  ２－４ 同和問題（部落差別問題）に関わる体験 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 43 

  ２－５ 同和問題（部落差別問題）に関わる意見 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

  ２－６ 同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無 ・・・・・・・ 50 

  ２－７ 部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた制度の認知 ・・・・ 52 

  ２－８ 自身が同和地区の人と結婚しようとした際の態度 ・・・・・・・・・・・・ 55 

  ２－９ 自分の子が同和地区の人と結婚しようとした際の自身の態度 ・・・・・・・ 57 

  ２－１０ 同和問題（部落差別問題）解決のための今後の行政施策への考え ・・・・ 60 

  同和問題（部落差別問題）に関するまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62 

 第 3章 さまざまな人権問題について  

  ３－１ 女性の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 63 

  ３－２ 子どもの人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 65 

  ３－３ 高齢者の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69 

  ３－４ 障がい者の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 72 

  ３－５ インターネットに関する人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 75 

  ３－６ 日本に居住する外国人の人権について ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 79 



 

 

  ３－７ 性自認や性的指向に起因する性的少数者の人権について ・・・・・・・・・ 82 

  さまざまな人権問題に関するまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 86 

 第 4章 市が行っている啓発活動について  

  ４－１ 人権問題に関する知識や情報の情報源について ・・・・・・・・・・・・・ 88 

  ４－２ 啓発行事や啓発冊子の利用について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 92 

  ４－３ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無 ・・・・・・・・・ 94 

  ４－４－１ 飯塚市主催の啓発行事への参加の経験 ・・・・・・・・・・・・・・・ 96 

  ４－４－２ 飯塚市主催の啓発行事へ参加したことがない理由 ・・・・・・・・・・ 98 

  ４－５ 今後の行政施策への考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101 

  啓発活動に関するまとめ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106 

 第 5章 クロス分析  

  ５－１ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と学ぶ機会を持った人権課題について 

＜問８☓問１３＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

107 

  ５－２ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と現在の知識や情報源について 

＜問１１☓問１３＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

110 

  ５－３ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と自身の体験について 

＜問１２☓問１３＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

113 

  ５－４ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と同和問題（部落差別問題）に関する授

業を受けた経験の有無について＜問１４☓問１３＞ ・・・・・・・・・・・ 

 

116 

  ５－５ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と人権問題の講演会・研修会・懇談会な

どへの参加の有無について＜問２８☓問１３＞ ・・・・・・・・・・・・・ 

 

119 

  ５－６ 同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無と部落差別をなくす

ための運動をきっかけとして生まれた制度について＜問１４☓問１５＞ ・・ 122 

  ５－７ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無と部落差別をなくすため

の運動をきっかけとして生まれた制度について＜問２８☓問１５＞ ・・・・ 124 

  ５－８ 研修会や講演会等で学ぶ機会を持った人権課題と自身の同和地区の人との結婚

に際しての態度について＜問８☓問１６＞ ・・・・・・・・・・・・・・・ 126 

  ５－９ 同和問題（部落差別問題）に関する現在の知識や情報源と自身の同和地区の人と

の結婚に際しての態度について＜問１１☓問１６＞ ・・・・・・・・・・・ 128 

  ５－１０ 同和問題（部落差別問題）に関わる体験と自身の同和地区の人との結婚に際し

ての態度について＜問１２☓問１６＞ ・・・・・・・・・・・・・・・・ 130 

  ５－１１ 同和問題(部落差別問題)に関する授業を受けた経験の有無と自身の同和地区

の人との結婚に際しての態度について＜問１４☓問１６＞ ・・・・・・・ 132 

  ５－１２ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無と自身の同和地区の人

との結婚に際しての態度について＜問２８☓問１６＞ ・・・・・・・・・ 134 

三 資料編  

  １ アンケート回収状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 136 

  ２ 各設問 集計グラフ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 137 

  ３ 調査票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 194 

  ４ 礼状兼依頼状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 210 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

       一 調査の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



- 1 - 

 

一 調査の概要 

１ 調査の目的 

本市は、市民一人ひとりの人権が大切にされる人権尊重のまちづくりの推進のため、

第 2 次飯塚市人権教育・啓発実施計画に基づき、人権教育・啓発を総合的かつ計画的に

すすめてきました。 

しかし今日では、貧困と格差が大きな社会問題になるなど、社会構造や社会情勢の変

化とともに人権問題も、性の多様性に関する偏見、インターネットによる人権侵害など

新たな問題も顕在化しています。 

そのような中、平成 28（2016）年には国において、「障害者差別解消法」、「ヘイトス

ピーチ解消法」、「部落差別解消推進法」といった人権を守り差別の解消を目的とした個

別の法律が施行され、本市においても平成 30（2018）年 4 月に部落差別をはじめ女性、

子ども、高齢者、障がい者、外国人の差別等あらゆる差別の解消を推進し人権尊重のま

ちづくりの推進のため、「飯塚市部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する

条例」を施行しました。 

今回の調査は、平成 26（2014）年に実施した意識調査から 5 年を経過することから、

現在の市民の意識についての現状や問題点を把握し、これまでの人権教育及び啓発を

推進する施策についての成果や課題を整理することによって、今後の方向性を見出し、

部落差別問題をはじめ、あらゆる人権問題の早期解決に寄与することを目的とします。 

 

２ 調査対象 

 飯塚市に住民登録している（令和元(2019)年 8 月 19 日基準）18 歳以上の市民を対象

に、3,000 人を無作為抽出。 

 

３ 調査方法 

 郵送による調査（配布及び回収） 

 

４ 回収状況 

配布数 回収数 回収率 

3,000 人 1,208 人 40.3％ 

 

５ 調査期間 

令和元（2019）年 9 月 10 日（火）～10 月 9 日（水） 

 

６ 調査の企画 

飯塚市 

 

７ 調査機関 

   調 査 主 体  飯塚市市民協働部 人権・同和政策課 

   調査委託先  公益社団法人 福岡県人権研究所 
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８ 調査結果について 

（１）割合の計算は、標本数（N：合計、ｎ：小計）に対する百分率（％）で表示して

いる。 

（２）割合（％）の計算値は、端数処理を行っていない。計算値は、小数点以下第 2 位

を四捨五入しているので、割合（％）の合計が 100.0 にならないことがある。 

（３）複数回答の設問については、各選択肢の回答合計数が回答者数を上回り、割合

（％）の合計は 100.0 を超える。 

（４）２つ以上の選択肢を合計して表している割合（％）については、各選択肢の回答

数の合計をもとに算出しているため、選択肢個々の割合（％）の合計とは、必ず

しも同じにならない場合がある。 

（５）欠損値（「単一回答の設問に対して複数の回答をした」「複数回答の設問であるが

選択肢を自分で追加して回答した」など）は、無回答に含めて処理を行ってい

る。 

（６）クロス分析集計表の中で、＄問８のように「問」の前に「＄」がついているもの

は、その設問が複数回答の設問であることを表している。 

 

９ 有効回答者の概要 

 

 

ア 性別 

有効回答者 1,208 名中、女性が 631 名（52.2％・平成 26 年度調査 58.1％）、男性が 540

名（44.7％・平成 26年度調査 39.2％）、その他が 2名（0.2％）、性別無回答者が 35名（2.9％）

男性 女性 その他 無回答

36 51 0 1 88

3.0 4.2 0.0 0.1 7.3

50 81 1 1 133

4.1 6.7 0.1 0.1 11.0

60 79 1 0 140

5.0 6.5 0.1 0.0 11.6

65 106 0 0 171

5.4 8.8 0.0 0.0 14.2

108 130 0 2 240

8.9 10.8 0.0 0.2 19.9

129 112 0 1 242

10.7 9.3 0.0 0.1 20.0

92 71 0 7 170

7.6 5.9 0.0 0.6 14.1

0 1 0 23 24

0.0 0.1 0.0 1.9 2.0

540 631 2 35 1208

44.7 52.2 0.2 2.9 100.0

上段：回答数　下段：割合（％）

合計

年
代
別

小計

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

性別
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であり、女性の回答傾向が、全体の数字

に影響を与えていると言えるが、平成 26

年度調査では 18.9 ポイントあった男女

差が、今回は 7.5 ポイントに縮まってお

り、前回の調査結果と比較する場合に

は、留意する必要がある。 

 なお、分析の中で比較対象として使用

している、福岡県が平成 28 年度に実施

した「人権問題に関する県民意識調査」

では、有効回答者に占める女性の割合は

54.7％、男性の割合は 40.8％である。 

 

       （※県民調査(平成 28 年)：「人権問題に関する県民意識調査(平成 28 年)」） 

 

イ 年齢 

年齢別回答者数は、「18～29 歳」が 88 名（7.3％・平成 26 年度調査「20～29 歳」6.8％）、

「30～39 歳」が 133 名（11.0％・平成 26 年度調査 11.1％）、「40～49 歳」が 140 名（11.6％・

平成 26 年度調査 12.8％）、「50～59 歳」が 171 名（14.2％・平成 26 年度調査 15.7％）、「60

～69 歳」が 240 名（19.9％・平成 26 年度調査 24.2％）、「70～79 歳」が 242 名（20.0％・

平成 26 年度調査 17.1％）、「80 歳以上」が 170 名（14.1％・平成 26 年度調査 9.6％）、年

齢無回答者が 24 名（2.0％・平成 26 年度調査 2.7％）となっており、人権・同和（部落差

別問題解消）教育が行われていなかった時代や始まってまもない時期に学生生活を送った

「50 歳」以上の回答者が 68.1％（平成 26 年度調査 66.6％）存在し、全体の数字に大きな

影響を与えていること、とりわけ、現役世代と比べ、教育や研修に参加する機会が少ない

と思われる「70 歳」以上の回答者が 34.1％（平成 26 年度調査 26.7％）存在していること

に留意する必要がある。特に、平成 26 年度調査に比べ、「70 歳」以上の回答者が 7.4 ポイ

ント増加していることは、前回の調査結果と比較する場合には、留意する必要がある。 

44.7 

39.2 

40.8

52.2 

58.1 

54.7

0.2 2.9 

2.7 

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(令和元年）
N=1,208

前回調査(平成26年)

N=821

県民調査(平成28年)

N=1,954

調査別_性別比

男性 女性 その他 無回答

男性, 540 , 

44.7%

女性, 631 , 

52.2%

その他, 2 , 

0.2%

無回答, 35 , 

2.9%

全体：N=1,208 
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なお、福岡県が平成 28 年度に実施した

「人権問題に関する県民意識調査」では、

「50 歳」以上の回答者は 61.7％、「70 歳」

以上の回答者は 21.3％である。 

また、それぞれの年代に占める女性回

答者の割合を見ると、「18～29 歳」が、

58.6％、「30～39 歳」が 61.8％、「40～49

歳」が 56.8％、「50～59 歳」が 62.0％、

「60～69 歳」が 54.6％、「70～79 歳」が

46.5％、「80 歳以上」が 43.6％と、最大

で 18.4 ポイントの差があることから、こ

れらの年代の回答傾向を他の年代と比較

する際に、性別割合の相違が、それぞれの

年代の回答傾向に影響を与えている可能

性があることに留意する必要がある。 

 

（※前回調査、福岡県調査の年代は、「18～29 歳」ではなく「20～29 歳」） 

 

  

7.3 

6.8 

7.6 

11.0 

11.1 

11.4 

11.6 

12.8 

14.9 

14.2 

15.7 

18.4 

19.9 

24.2 

22.0 

20.0 

17.1 

15.7 

14.1 

9.6 

5.7 

2.0 

2.7 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査(令和元年）
N=1,208

前回調査(平成26年)

N=821

県民調査(平成28年)

N=1,954

調査別_年代比

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80～89歳 無回答

7.3%

11.0%

11.6%

14.2%

19.9%

20.0%

14.1%

2.0%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70～79歳 80～89歳 無回答

全体：N=1,208 



 

 

 

     二 調査結果の分析 
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二 調査結果の分析 

第 1 章 人権全般について 

１－１ 人権問題についての関心 
 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

肯定的な回答「ある」または「少しはある」を選んだ人の割合を合計すると 71.9％（869

名)である。この数字は、平成 28 年度に福岡県が実施した「人権問題に関する県民意識調

査」（以下、県民調査）の同様の質問に、「非常に関心がある」または「少し関心がある」と

回答した人の割合 68.6％と比べ、やや高くなっていた。 

問１ 回答数 ある 少しはある あまりない ない 無回答

全体 回答数 1208 324 545 236 77 26

％ 100.0 26.8 45.1 19.5 6.4 2.2

540 30.0 39.8 21.7 7.2 1.3

18～29歳 36 22.2 50.0 19.4 8.3 0.0

30～39歳 50 22.0 50.0 20.0 6.0 2.0

40～49歳 60 28.3 43.3 25.0 3.3 0.0

50～59歳 65 26.2 49.2 18.5 6.2 0.0

60～69歳 108 29.6 40.7 22.2 4.6 2.8

70～79歳 129 31.0 34.1 25.6 8.5 0.8

80歳以上 92 40.2 28.3 17.4 12.0 2.2

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 24.1 50.7 18.1 5.7 1.4

18～29歳 51 21.6 56.9 13.7 5.9 2.0

30～39歳 81 22.2 55.6 21.0 1.2 0.0

40～49歳 79 22.8 57.0 19.0 1.3 0.0

50～59歳 106 22.6 58.5 14.2 3.8 0.9

60～69歳 130 22.3 49.2 21.5 5.4 1.5

70～79歳 112 29.5 43.8 14.3 10.7 1.8

80歳以上 71 26.8 35.2 22.5 11.3 4.2

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 22.9 28.6 14.3 5.7 28.6

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 28.6 28.6 14.3 0.0

無回答 23 17.4 21.7 13.0 4.3 43.5

男性

女性

その他

性別無回答

問１ 現在の日本社会にはさまざまな人権問題がありますが、あなたは「人権問題」に対して興

味や関心がありますか。次の中から、あてはまるものを１つ選んで○をつけてください。 



- 6 - 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「ある」または「少しはある」を選んだ人の割合の合計は、

女性 74.8％に対し男性 69.8％で、5.0 ポイントほど女性の方が高くなっている。 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「ある」または「少しはある」を選んだ人の割合の合計

で最も高かったのが「50 歳代」の 78.9％であったのに対し、最も低かった「80 歳以上」

では 65.3％にとどまっており、13.6 ポイントの較差が見られた。 

  

  

問１ 全体 ある 少しはある あまりない ない 無回答

100.0 30.0 39.8 21.7 7.2 1.3

540 162 215 117 39 7

100.0 24.1 50.7 18.1 5.7 1.4

631 152 320 114 36 9

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 2 0 0 0 0

100.0 22.9 28.6 14.3 5.7 28.6

35 8 10 5 2 10

100.0 26.8 45.1 19.5 6.4 2.2

1208 324 545 236 77 26

男性

女性

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

全体

問１ 全体 ある 少しはある あまりない ない 無回答

100.0 21.6 54.5 15.9 6.8 1.1

88 19 48 14 6 1

100.0 22.6 53.4 20.3 3.0 0.8

133 30 71 27 4 1

100.0 25.7 50.7 21.4 2.1 0.0

140 36 71 30 3 0

100.0 24.0 55.0 15.8 4.7 0.6

171 41 94 27 8 1

100.0 25.8 45.4 21.7 5.0 2.1

240 62 109 52 12 5

100.0 30.6 38.4 20.2 9.5 1.2

242 74 93 49 23 3

100.0 34.1 31.2 20.0 11.8 2.9

170 58 53 34 20 5

100.0 16.7 25.0 12.5 4.2 41.7

24 4 6 3 1 10

100.0 26.8 45.1 19.5 6.4 2.2

1208 324 545 236 77 26

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

(上段：％　下段：回答数）
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１－２ 関心がある「人権問題」 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

問２－１

回答数

同和問題

（部落差

別問題）

女性の人

権に関す

る問題

子どもの

人権に関

する問題

高齢者の

人権に関

する問題

障がい者

の人権に

関する問

題

外国人の

人権に関

する問題

HIV感染

者・エイ

ズ患者の

人権に関

する問題

ハンセン

病患者・

回復者お

よびその

家族等の

人権に関

する問題

犯罪被害

者とその

家族の人

権に関す

る問題

インター

ネット上

の人権に

関する問

題

全体 回答数 1208 386 470 580 453 613 228 130 189 355 464

％ 100.0 32.0 38.9 48.0 37.5 50.7 18.9 10.8 15.6 29.4 38.4

540 36.1 28.1 44.4 36.9 51.7 18.7 10.7 16.1 30.0 33.1

18～29歳 36 25.0 33.3 36.1 19.4 52.8 44.4 16.7 5.6 19.4 33.3

30～39歳 50 28.0 20.0 42.0 22.0 40.0 18.0 4.0 8.0 26.0 38.0

40～49歳 60 40.0 35.0 55.0 25.0 45.0 20.0 10.0 13.3 31.7 43.3

50～59歳 65 40.0 26.2 49.2 27.7 55.4 29.2 15.4 15.4 36.9 47.7

60～69歳 108 36.1 33.3 49.1 37.0 61.1 14.8 11.1 13.9 33.3 36.1

70～79歳 129 34.1 27.1 43.4 51.2 48.1 10.1 6.2 18.6 24.8 24.8

80歳以上 92 42.4 22.8 34.8 45.7 53.3 17.4 15.2 26.1 33.7 21.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 28.8 48.7 51.5 38.7 50.9 19.5 10.5 15.1 29.2 43.7

18～29歳 51 27.5 62.7 64.7 17.6 49.0 29.4 9.8 9.8 23.5 39.2

30～39歳 81 23.5 59.3 54.3 21.0 53.1 23.5 17.3 12.3 35.8 46.9

40～49歳 79 31.6 57.0 59.5 29.1 59.5 17.7 11.4 8.9 31.6 60.8

50～59歳 106 29.2 50.0 51.9 35.8 50.0 17.9 7.5 12.3 26.4 53.8

60～69歳 130 25.4 42.3 45.4 46.2 49.2 15.4 8.5 15.4 28.5 47.7

70～79歳 112 32.1 43.8 53.6 56.3 55.4 20.5 11.6 23.2 32.1 33.9

80歳以上 71 33.8 33.8 36.6 47.9 38.0 18.3 8.5 19.7 23.9 18.3

無回答 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

30～39歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

35 20.0 25.7 37.1 22.9 31.4 5.7 11.4 14.3 20.0 20.0

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

80歳以上 7 14.3 28.6 28.6 28.6 42.9 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3

無回答 23 26.1 21.7 30.4 21.7 26.1 4.3 13.0 21.7 26.1 26.1

男性

女性

その他

性別無回答

問２ 日本の社会には、さまざまな人権問題がありますが、あなたはどの人権問題に関心がありま

すか。次の中から、関心があるものすべてに○をつけてください。 
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＜分析と考察＞ 

複数回答の設問である。25.0％以上の住民の関心を集めた上位九つの課題への関心度を

まとめてみると下表のようになった。 

(※前回調査：飯塚市平成 26 年度調査、県民調査：「人権問題に関する県民意識調査(平成 28 年)」) 

項 目 今回調査 前回調査 県民調査 

障がい者の人権に関する問題 50.7％(613 名) 44.0％ 56.3％ 

子どもの人権に関する問題 48.0％(580 名) 46.2％ 40.8％ 

女性の人権に関する問題 38.9％(470 名) 36.5％ 41.5％ 

インターネット上の人権に関する問題 38.4％(464 名) 33.4％ 43.2％ 

高齢者の人権に関する問題 37.5％(453 名) 52.4％ 46.6％ 

同和問題(部落差別問題) 32.0％(386 名) 22.5％ 28.2％ 

北朝鮮当局による…問題 31.0％(374 名) 34.2％ 30.5％ 

原発事故による…風評被害に関する問題 29.4％(355 名) 41.4％ 25.5％ 

犯罪被害者とその家族の人権に関する問題 29.4％(355 名) 21.1％ 24.2％ 

 

問２－２

回答数

アイヌの

人々の人

権に関す

る問題

刑を終え

て出所し

た人の人

権に関す

る問題

性自認（こ

ころの性）

や性的指向

（同性愛や

両性愛な

ど）に起因

する、性的

少数者の人

権に関する

問題

ホームレ

ス状態に

ある人の

人権に関

する問題

北朝鮮当

局による

拉致被害

者及びそ

の家族に

関する問

題

人身取引

（トラ

フィッキ

ング）に

関する問

題

原発事故

による放

射線被ば

く風評被

害に関す

る問題

その他の

人権問題

関心がな

い
無回答

全体 回答数 1208 100 149 236 162 374 135 355 54 89 28

％ 100.0 8.3 12.3 19.5 13.4 31.0 11.2 29.4 4.5 7.4 2.3

540 8.9 13.1 14.1 13.5 34.8 11.1 30.9 3.9 7.2 1.5

18～29歳 36 8.3 13.9 27.8 11.1 5.6 5.6 13.9 5.6 5.6 0.0

30～39歳 50 0.0 12.0 20.0 10.0 18.0 8.0 30.0 8.0 8.0 2.0

40～49歳 60 5.0 16.7 15.0 10.0 31.7 11.7 20.0 0.0 3.3 0.0

50～59歳 65 6.2 13.8 23.1 12.3 29.2 18.5 23.1 6.2 7.7 0.0

60～69歳 108 13.0 6.5 13.0 11.1 41.7 13.0 39.8 2.8 6.5 1.9

70～79歳 129 7.0 12.4 6.2 14.0 40.3 7.8 34.1 2.3 7.0 0.8

80歳以上 92 16.3 19.6 10.9 21.7 45.7 12.0 35.9 5.4 10.9 4.3

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 7.4 11.4 24.4 12.8 27.1 10.9 28.1 4.6 7.3 1.6

18～29歳 51 2.0 9.8 27.5 11.8 2.0 3.9 15.7 3.9 5.9 2.0

30～39歳 81 2.5 8.6 35.8 12.3 14.8 12.3 18.5 3.7 3.7 0.0

40～49歳 79 5.1 8.9 36.7 13.9 8.9 7.6 21.5 2.5 2.5 1.3

50～59歳 106 2.8 11.3 25.5 5.7 15.1 15.1 26.4 6.6 4.7 0.9

60～69歳 130 8.5 10.8 21.5 11.5 38.5 10.8 29.2 5.4 6.9 0.8

70～79歳 112 17.0 14.3 16.1 18.8 45.5 12.5 42.9 4.5 11.6 2.7

80歳以上 71 9.9 15.5 12.7 16.9 46.5 9.9 32.4 4.2 15.5 4.2

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 8.6 11.4 11.4 17.1 37.1 11.4 25.7 8.6 11.4 28.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 0.0 0.0 0.0 57.1 14.3 14.3 0.0 28.6 0.0

無回答 23 4.3 17.4 13.0 21.7 30.4 4.3 26.1 13.0 8.7 43.5

性別無回答

男性

女性

その他
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県民調査と比べ、「障がい者の人権に関する問題」で 5.6 ポイント、「高齢者の人権に関

する問題」で 9.1 ポイント、「インターネット上の人権に関する問題」で 4.8 ポイント、飯

塚市調査の数字が低くなっているが、「子どもの人権に関する問題」では 7.2 ポイント、飯

塚市調査の数字が高くなっている。 

これらの較差は、伝統的コミュニティの中での相互扶助が、都市的環境の地域に比べ維

持されていることで、「障がい者」や「高齢者」の「孤立」の問題が相対的に回避されてい

る事や、「インターネット」とは深いかかわりを持たない生活を送っている年齢層の回答者

が、県民調査に比べ多いことなどの結果として生じている可能性があると思われる。 

また、飯塚市平成 26 年度調査（以下前回調査）と比べると、「障がい者の人権に関する

問題」に対する関心度が 6.7 ポイント、「インターネット上の人権に関する問題」が 5.0 ポ

イント、「同和問題（部落差別問題）」が 9.5 ポイント、「犯罪被害者とその家族の人権に関

する問題」が 8.3 ポイント高くなっていたが、「高齢者の人権に関する問題」は 14.9 ポイ

ント、「原発事故による…風評被害に関する問題」は 12.0 ポイント低くなっていた。 

いずれの問題にも「関心がない」と回答した人は 7.4％ (89 名・前回調査 6.6％)で、県

民調査「とくになし」（4.4％)より 3.0 ポイントほど高くなっている。年代別に見ると、「40

～49 歳」の 2.9％が最も低く、「80 歳以上」の 13.5％が最も高かった。 

 

【性別】 

5.0 ポイント以上、性別による回答傾向の違いが見られたのは、男性の方が多かった

「同和問題（部落差別問題）」(男性 36.1％、女性 28.8％) 、「北朝鮮当局による…問題」

(男性 34.8％、女性 27.1％)と、女性の方が多かった「子どもの人権に関する問題」(女

性 51.5％、男性 44.4％)、「女性の人権に関する問題」(女性 48.7％、男性 28.1％)、「イ

ンターネット上の人権に関する問題」(女性 43.7％、男性 33.1％)、「性的少数者の人権

に関する問題」(女性 24.4％、男性 14.1％)であった。 

特に「女性に関する問題」を選んだ人の割合で 20.6 ポイントの差が生まれていること

は、今後の教育や啓発を考える上で、大きな課題と言える。 

また、日常生活に密着した「子どもの人権」に対する関心は女性の方が高く、社会生

活の公的場面で出会うことの多い「同和問題（部落差別問題）」「北朝鮮当局による…問

題」に対する関心は、男性の方が高かったことは、日常生活の中で子どもの世話は女性

が主に担当し、家計の中心となる労働は男性が担うという、従来型の役割意識や社会意

識が、まだ残っていることが背景にあると思われる。 

 



- 10 - 

 

 

 

 

【年代別】 

年代別傾向を見ていくと、上位九つの人権課題の内「女性の人権」については「18～

29 歳」（全体と比べ＋11.1 ポイント）が、「犯罪被害者とその家族の人権に関する問題」

（全体と比べ＋2.9 ポイント）については「30～39 歳」が、「子どもの人権」（全体と比

べ＋9.9 ポイント）「インターネット上の人権」（全体と比べ＋15.2 ポイント）について

は「40～49 歳」が、「障がい者の人権」（全体と比べ＋3.9 ポイント）については「60～

69 歳」が、「高齢者の人権」（全体と比べ＋15.8 ポイント）「原発事故による…風評被害

に関する問題」（全体と比べ＋8.6 ポイント）については「70～79 歳」が、「同和問題（部

落差別問題）」（全体と比べ＋5.6 ポイント）「北朝鮮当局による…問題」（全体と比べ＋

15.5 ポイント）については「80 歳以上」の年代が、最も高い関心を示していた。 

 

問２－１
全体

同和問
題（部
落差別
問題）

女性の
人権に
関する
問題

子ども
の人権
に関す
る問題

高齢者
の人権
に関す
る問題

障がい
者の人
権に関
する問
題

外国人
の人権
に関す
る問題

HIV感染
者・エ
イズ患
者の人
権に関
する問
題

ハンセン

病患者・

回復者お
よびその

家族等の

人権に関

する問題

犯罪被
害者と
その家
族の人
権に関
する問
題

インター
ネット上
の人権に
関する問
題

100.0 36.1 28.1 44.4 36.9 51.7 18.7 10.7 16.1 30.0 33.1

540 195 152 240 199 279 101 58 87 162 179

100.0 28.8 48.7 51.5 38.7 50.9 19.5 10.5 15.1 29.2 43.7

631 182 307 325 244 321 123 66 95 184 276

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

100.0 20.0 25.7 37.1 22.9 31.4 5.7 11.4 14.3 20.0 20.0

35 7 9 13 8 11 2 4 5 7 7

100.0 32.0 38.9 48.0 37.5 50.7 18.9 10.8 15.6 29.4 38.4

1208 386 470 580 453 613 228 130 189 355 464

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問２－２ 全体

アイヌ
の人々
の人権
に関す
る問題

刑を終
えて出
所した
人の人
権に関
する問
題

性自認（こ

ころの性）

や性的指向

（同性愛や

両性愛な

ど）に起因

する、性的

少数者の人

権に関する

問題

ホーム
レス状
態にあ
る人の
人権に
関する
問題

北朝鮮
当局に
よる拉
致被害
者及び
その家
族に関
する問
題

人身取引
（トラフィッ
キング）に
関する問
題

原発事
故によ
る放射
線被ば
く風評
被害に
関する
問題

その他
の人権
問題

関心が
ない

無回答

100.0 8.9 13.1 14.1 13.5 34.8 11.1 30.9 3.9 7.2 1.5

540 48 71 76 73 188 60 167 21 39 8

100.0 7.4 11.4 24.4 12.8 27.1 10.9 28.1 4.6 7.3 1.6

631 47 72 154 81 171 69 177 29 46 10

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0

2 2 2 2 2 2 2 2 1 0 0

100.0 8.6 11.4 11.4 17.1 37.1 11.4 25.7 8.6 11.4 28.6

35 3 4 4 6 13 4 9 3 4 10

100.0 8.3 12.3 19.5 13.4 31.0 11.2 29.4 4.5 7.4 2.3

1208 100 149 236 162 374 135 355 54 89 28
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答
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問２－１
全体

同和問
題（部
落差別
問題）

女性の
人権に
関する
問題

子ども
の人権
に関す
る問題

高齢者
の人権
に関す
る問題

障がい
者の人
権に関
する問
題

外国人
の人権
に関す
る問題

HIV感染
者・エ
イズ患
者の人
権に関
する問
題

ハンセン

病患者・

回復者お

よびその

家族等の

人権に関
する問題

犯罪被
害者と
その家
族の人
権に関
する問
題

インター
ネット上
の人権に
関する問
題

100.0 26.1 50.0 53.4 18.2 50.0 35.2 13.6 8.0 21.6 36.4

88 23 44 47 16 44 31 12 7 19 32

100.0 25.6 45.1 50.4 21.8 48.1 21.8 12.8 11.3 32.3 43.6

133 34 60 67 29 64 29 17 15 43 58

100.0 35.7 47.9 57.9 27.9 53.6 19.3 11.4 11.4 32.1 53.6

140 50 67 81 39 75 27 16 16 45 75

100.0 33.3 40.9 50.9 32.7 52.0 22.2 10.5 13.5 30.4 51.5

171 57 70 87 56 89 38 18 23 52 88

100.0 30.0 38.3 47.1 42.1 54.6 15.0 9.6 14.6 30.4 42.1

240 72 92 113 101 131 36 23 35 73 101

100.0 33.1 34.7 48.3 53.3 51.7 14.9 8.7 20.7 28.5 28.9

242 80 84 117 129 125 36 21 50 69 70

100.0 37.6 27.6 35.3 45.9 46.5 17.6 11.8 22.4 28.2 20.0

170 64 47 60 78 79 30 20 38 48 34

100.0 25.0 25.0 33.3 20.8 25.0 4.2 12.5 20.8 25.0 25.0

24 6 6 8 5 6 1 3 5 6 6

100.0 32.0 38.9 48.0 37.5 50.7 18.9 10.8 15.6 29.4 38.4

1,208 386 470 580 453 613 228 130 189 355 464
全体

30～39歳

40～49歳

18～29歳

(上段：％　下段：回答数）

80歳以上

50～59歳

60～69歳

70～79歳

無回答

問２－２ 全体

アイヌ
の人々
の人権
に関す
る問題

刑を終
えて出
所した
人の人
権に関
する問
題

性自認（こ

ころの性）

や性的指向

（同性愛や

両性愛な

ど）に起因

する、性的

少数者の人

権に関する

問題

ホーム
レス状
態にあ
る人の
人権に
関する
問題

北朝鮮
当局に
よる拉
致被害
者及び
その家
族に関
する問
題

人身取引
（トラフィッ
キング）に
関する問
題

原発事
故によ
る放射
線被ば
く風評
被害に
関する
問題

その他
の人権
問題

関心が
ない

無回答

100.0 4.5 11.4 27.3 11.4 3.4 5.7 14.8 4.5 5.7 1.1

88 4 10 24 10 3 5 13 4 5 1

100.0 2.3 10.5 30.1 12.0 17.3 11.3 23.3 6.0 5.3 0.8

133 3 14 40 16 23 15 31 8 7 1

100.0 5.7 12.9 27.9 12.9 19.3 10.0 21.4 1.4 2.9 0.7

140 8 18 39 18 27 14 30 2 4 1

100.0 4.1 12.3 24.6 8.2 20.5 16.4 25.1 6.4 5.8 0.6

171 7 21 42 14 35 28 43 11 10 1

100.0 10.4 8.8 17.5 11.7 39.6 11.7 34.6 4.2 6.7 1.3

240 25 21 42 28 95 28 83 10 16 3

100.0 12.0 13.2 11.2 16.1 43.0 10.3 38.0 3.3 9.1 1.7

242 29 32 27 39 104 25 92 8 22 4

100.0 13.5 17.1 11.2 18.8 46.5 11.2 33.5 4.7 13.5 4.1

170 23 29 19 32 79 19 57 8 23 7

100.0 4.2 16.7 12.5 20.8 33.3 4.2 25.0 12.5 8.3 41.7

24 1 4 3 5 8 1 6 3 2 10

100.0 8.3 12.3 19.5 13.4 31.0 11.2 29.4 4.5 7.4 2.3

1208 100 149 236 162 374 135 355 54 89 28

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）



- 12 - 

 

１－３ 人権が侵害された経験 

 

 

 

 

（単位：％） 

 
 

＜分析と考察＞ 

「ある」または「少しはある」と回答した人の割合の合計は 25.1％(303 名)である。 

 

【性別】 

「ある」または「少しはある」と回答した人の割合を性別で見ると、女性 28.1％(177

名)に対し、男性 20.9％(113 名)で、女性の方が 7.2 ポイント多かった。 

 

問３

回答数
ある 少しはある あまりない ない 無回答

全体 回答数 1208 108 195 347 535 23

％ 100.0 8.9 16.1 28.7 44.3 1.9

540 7.8 13.1 29.1 48.7 1.3

18～29歳 36 2.8 25.0 25.0 47.2 0.0

30～39歳 50 8.0 14.0 32.0 44.0 2.0

40～49歳 60 8.3 16.7 33.3 41.7 0.0

50～59歳 65 9.2 18.5 35.4 35.4 1.5

60～69歳 108 11.1 12.0 31.5 44.4 0.9

70～79歳 129 8.5 10.1 23.3 56.6 1.6

80歳以上 92 3.3 7.6 27.2 59.8 2.2

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 9.7 18.4 29.3 40.6 2.1

18～29歳 51 9.8 17.6 35.3 35.3 2.0

30～39歳 81 9.9 23.5 33.3 33.3 0.0

40～49歳 79 10.1 25.3 29.1 35.4 0.0

50～59歳 106 9.4 27.4 28.3 32.1 2.8

60～69歳 130 12.3 11.5 28.5 47.7 0.0

70～79歳 112 8.9 11.6 24.1 51.8 3.6

80歳以上 71 5.6 14.1 32.4 40.8 7.0

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 11.4 20.0 14.3 45.7 8.6

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

60～69歳 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 14.3 14.3 71.4 0.0

無回答 23 13.0 21.7 8.7 43.5 13.0

男性

女性

その他

性別無回答

問３ あなたは、これまで自分の人権が侵害されたと感じたことがありますか。次の中から、あて

はまるものを１つ選んで○をつけてください。 
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【年代別】 

年代別に見ると、「ある」または「少しはある」と回答した人の割合の合計は、「18～

29 歳」28.4％・「30～39 歳」29.3％・「40～49 歳」31.4％・「50～59 歳」33.3％・「60～

69 歳」23.8％・「70～79 歳」19.4％・「80 歳以上」14.7％となっており、「60 歳」以上

の割合が明らかに低くなっていることが分かる。この数字には、何が人権侵害に当たる

のかという知識の有無、言い換えれば人権・同和（部落差別問題解消）教育を受けた世

代とそうでない世代の違いも影響していると思われる。 

 

県民調査の同様の設問では、どのような事柄について人権侵害を受けたかまで回答する

ようになっているのだが、「人権を侵害されたことはない」「その他」「回答なし」の合計の

割合は 63.4％なので、残りの 36.6％の回答者が、何らかの人権侵害を受けたことがあると

感じていることになる。 

単純比較すれば、11.5 ポイントほど飯塚市の方が低いのだが、この差は、「70 歳」以上

の回答者が、飯塚市の方が 12.8 ポイント高かったことに関係していると思われる。 

問3 全体 ある 少しはある あまりない ない 無回答

100.0 7.8 13.1 29.1 48.7 1.3

540 42 71 157 263 7

100.0 9.7 18.4 29.3 40.6 2.1

631 61 116 185 256 13

100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2 1 1 0 0 0

100.0 11.4 20.0 14.3 45.7 8.6

35 4 7 5 16 3

100.0 8.9 16.1 28.7 44.3 1.9

1208 108 195 347 535 23
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問3 全体 ある 少しはある あまりない ない 無回答

100.0 8.0 20.5 30.7 39.8 1.1

88 7 18 27 35 1

100.0 9.8 19.5 32.3 37.6 0.8

133 13 26 43 50 1

100.0 9.3 22.1 30.7 37.9 0.0

140 13 31 43 53 0

100.0 9.4 24.0 31.0 33.3 2.3

171 16 41 53 57 4

100.0 11.7 12.1 30.0 45.8 0.4

240 28 29 72 110 1

100.0 8.7 10.7 24.0 54.1 2.5

242 21 26 58 131 6

100.0 4.1 10.6 28.8 52.4 4.1

170 7 18 49 89 7

100.0 12.5 25.0 8.3 41.7 12.5

24 3 6 2 10 3

100.0 8.9 16.1 28.7 44.3 1.9

1208 108 195 347 535 23
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳
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１－４ 人権が侵害された場合の対処 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

最も多かった回答が「友人・知人や家族に相談する」358 名(29.6％)、次いで「わからな

い」184 名(15.2％)・「…公的機関に相談する」177 名(14.7％)・「自分で直接抗議するなど

する」163 名(13.5％)・「何もせずにがまんする」は 126 名(10.4％)となっていた。 

これらの数字から、出来事の軽重はあるにせよ、人権侵害事象に遭遇したとき、公的機

関に相談する人は決して多いとは言えないことが分かる。したがって、行政等が把握する

人権侵害事象は、実際に起こっている問題の一部に過ぎないという認識を持つ必要がある。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目で女性の割合が高か

ったのが「友人・知人や家族に相談する」（女性 38.2％、男性 20.2％）で、男性の割合

が高かったのが「自分で直接抗議などする」（男性 18.5％、女性 9.4％）と「…公的機

関に相談する」（男性 22.0％、女性 8.6％）であった。これに「何もせずにがまんする」

問４

回答数

何もせずにがま

んする

自分で直接抗議

するなどする

友人・知人や家

族に相談する

人権擁護団体や

ＮＰＯなど、民

間機関に相談す

る

行政や警察・法

務局、弁護士や
人権擁護委員な

ど公的機関に相

談する

その他 わからない 無回答

全体 回答数 1208 126 163 358 51 177 24 184 125

％ 100.0 10.4 13.5 29.6 4.2 14.7 2.0 15.2 10.3

540 8.5 18.5 20.2 5.7 22.0 2.6 13.1 9.3

18～29歳 36 22.2 11.1 30.6 0.0 16.7 0.0 16.7 2.8

30～39歳 50 18.0 24.0 16.0 4.0 12.0 0.0 16.0 10.0

40～49歳 60 6.7 20.0 30.0 3.3 16.7 5.0 16.7 1.7

50～59歳 65 10.8 21.5 24.6 6.2 15.4 1.5 10.8 9.2

60～69歳 108 6.5 15.7 14.8 7.4 31.5 1.9 13.9 8.3

70～79歳 129 6.2 24.8 14.7 7.8 21.7 4.7 10.1 10.1

80歳以上 92 3.3 9.8 22.8 5.4 27.2 2.2 13.0 16.3

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 12.2 9.4 38.2 3.0 8.6 1.0 17.0 10.8

18～29歳 51 23.5 11.8 45.1 2.0 2.0 0.0 11.8 3.9

30～39歳 81 13.6 9.9 44.4 2.5 7.4 1.2 17.3 3.7

40～49歳 79 12.7 10.1 40.5 1.3 11.4 0.0 15.2 8.9

50～59歳 106 11.3 13.2 42.5 0.9 6.6 0.0 14.2 11.3

60～69歳 130 11.5 7.7 36.2 1.5 9.2 1.5 19.2 13.1

70～79歳 112 7.1 9.8 30.4 5.4 13.4 1.8 17.9 14.3

80歳以上 71 12.7 2.8 33.8 8.5 5.6 1.4 21.1 14.1

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

35 8.6 11.4 22.9 2.9 11.4 8.6 14.3 20.0

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 28.6 28.6

無回答 23 8.7 13.0 26.1 4.3 8.7 4.3 13.0 21.7

男性

女性

その他

性別無回答

問４ あなたは、自分の人権が侵害された場合、どのように対処しますか。次の中から、あてはま

るものを１つ選んで○をつけてください。 
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（女性 12.2％、男性 8.5％）の回答傾向も合わせて考えると、女性は私的な範囲で問題

を終わらせようとする傾向があるのに対し、男性は自力で問題解決を図ろうとする傾

向があることが分かる。 

 

 

【年代別】 

年代別傾向を見ると、「…公的機関に相談する」を選んだ人の割合が、「18～29 歳」

8.0％・「30～39 歳」9.8％と低いのに対し、「60 歳」以上の年代は 17.1％～19.6％と高

くなっているのだが、「友人・知人や家族に相談する」を選んだ人の割合は、「60 歳」以

上の年代で 10 ポイント程度減少していることが特徴的である。 

これらの傾向を考えれば、自分で解決できないような人権侵害事象の当事者となった

時、具体的にどのような対処法があるのかについて、女性や若年層を中心にした啓発・

情報提供が必要と思われる。 

 
  

問４ 全体
何もせずにが
まんする

自分で直接抗
議するなどす
る

友人・知人や
家族に相談す
る

人権擁護団体
やＮＰＯな
ど、民間機関
に相談する

行政や警察・法

務局、弁護士や

人権擁護委員な

ど公的機関に相

談する

その他 わからない 無回答

100.0 8.5 18.5 20.2 5.7 22.0 2.6 13.1 9.3

540 46 100 109 31 119 14 71 50

100.0 12.2 9.4 38.2 3.0 8.6 1.0 17.0 10.8

631 77 59 241 19 54 6 107 68

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

2 0 0 0 0 0 1 1 0

100.0 8.6 11.4 22.9 2.9 11.4 8.6 14.3 20.0

35 3 4 8 1 4 3 5 7

100.0 10.4 13.5 29.6 4.2 14.7 2.0 15.2 10.3

1208 126 163 358 51 177 24 184 125
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問４ 全体
何もせずにが
まんする

自分で直接抗
議するなどす
る

友人・知人や
家族に相談す
る

人権擁護団体
やＮＰＯな
ど、民間機関
に相談する

行政や警察・法

務局、弁護士や

人権擁護委員な

ど公的機関に相

談する

その他 わからない 無回答

100.0 22.7 11.4 38.6 1.1 8.0 1.1 13.6 3.4

88 20 10 34 1 7 1 12 3

100.0 15.0 15.0 33.1 3.0 9.8 0.8 17.3 6.0

133 20 20 44 4 13 1 23 8

100.0 10.0 14.3 35.7 2.1 13.6 2.9 15.7 5.7

140 14 20 50 3 19 4 22 8

100.0 11.1 16.4 35.7 2.9 9.9 0.6 12.9 10.5

171 19 28 61 5 17 1 22 18

100.0 9.2 11.3 26.7 4.2 19.6 1.7 16.7 10.8

240 22 27 64 10 47 4 40 26

100.0 6.6 18.2 21.9 6.6 17.8 3.3 13.6 12.0

242 16 44 53 16 43 8 33 29

100.0 7.6 6.5 27.1 6.5 17.1 2.4 17.1 15.9

170 13 11 46 11 29 4 29 27

100.0 8.3 12.5 25.0 4.2 8.3 4.2 12.5 25.0

24 2 3 6 1 2 1 3 6

100.0 10.4 13.5 29.6 4.2 14.7 2.0 15.2 10.3

1208 126 163 358 51 177 24 184 125

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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１－５ 人権問題に関連する法律や条令等の周知 

 

 

 

 

（単位：％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５－１

回答数

飯塚市部落

差別をはじ

めあらゆる

差別の解消

の推進に関

する条例

飯塚市人権

教育・啓発

基本指針ま

たは人権教

育・啓発実

施計画

飯塚市男女

共同参画推

進条例

飯塚市の子

どもをみん

なで守る条

例

部落差別解

消推進法

人権教育啓

発推進法

男女共同参

画社会基本

法

全体 回答数 1208 291 203 247 264 253 169 336

％ 100.0 24.1 16.8 20.4 21.9 20.9 14.0 27.8

540 25.4 17.8 20.7 23.0 23.0 16.3 30.0

18～29歳 36 22.2 8.3 27.8 13.9 22.2 11.1 47.2

30～39歳 50 6.0 4.0 4.0 14.0 8.0 14.0 36.0

40～49歳 60 11.7 6.7 16.7 10.0 16.7 15.0 18.3

50～59歳 65 18.5 21.5 15.4 16.9 30.8 18.5 30.8

60～69歳 108 26.9 17.6 20.4 30.6 28.7 18.5 30.6

70～79歳 129 36.4 27.1 27.9 25.6 25.6 17.8 29.5

80歳以上 92 33.7 20.7 23.9 31.5 19.6 14.1 27.2

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 22.8 16.0 20.0 21.1 18.9 12.0 26.0

18～29歳 51 7.8 3.9 9.8 7.8 21.6 3.9 47.1

30～39歳 81 12.3 6.2 17.3 17.3 21.0 9.9 29.6

40～49歳 79 13.9 16.5 15.2 15.2 21.5 11.4 25.3

50～59歳 106 17.9 15.1 26.4 22.6 17.9 11.3 27.4

60～69歳 130 29.2 22.3 18.5 23.8 16.2 16.2 16.9

70～79歳 112 33.0 23.2 23.2 24.1 20.5 16.1 28.6

80歳以上 71 35.2 14.1 23.9 28.2 15.5 8.5 18.3

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

35 28.6 17.1 25.7 20.0 25.7 14.3 28.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

70～79歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0

80歳以上 7 28.6 14.3 0.0 28.6 14.3 0.0 28.6

無回答 23 30.4 17.4 30.4 17.4 30.4 13.0 26.1

男性

女性

その他

性別無回答

問５ さまざまな人権問題に関連する次の法律や条例等の内、おおまかな内容も含めて知っている

ものすべてに○をつけてください。 
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（単位：％） 

 
 

＜分析と考察＞ 

認知度が最も高かったのは、「児童虐待の防止等に関する法律」の 42.9％（518 名）で、

次いで多かった「男女共同参画社会基本法」27.8％（336 名）の間に 15.1 ポイントの開き

があった。 

最も認知度が低かったのは「ヘイトスピーチ解消法」の 12.0％（145 名）、次いで「福岡

県部落差別解消推進条例」の 13.0％（157 名）、「人権教育啓発推進法」の 14.0％（169 名）

で、「すべて知らない」と回答した人は 23.6％（285 名）であった。 

法律や条例の認知度は、認知度を高めることを目的とした教育や啓発が、どの程度継続

的に展開されたかに直接影響されるが、個別の人権侵害事象等を通じた教育や啓発を重視

することもあるので、今後の教育や啓発の中に法律や条例の存在をどう位置付けていくの

か、改めて論議する必要がある。 

ただし、「合理的配慮の提供（要求）」という具体的アクションが全ての住民に認知され

なければ、法の目的が全うされない「障害者差別解消法」（2013 年成立＜2016 年施行＞）

問５－２

回答数

障害者差別

解消法

ヘイトス

ピーチ解消

法

児童虐待の

防止等に関

する法律

高齢者虐待

防止法

福岡県部落

差別解消推

進条例

すべて知ら

ない
無回答

全体 回答数 1208 248 145 518 274 157 285 67

％ 100.0 20.5 12.0 42.9 22.7 13.0 23.6 5.5

540 21.5 13.5 41.5 22.8 16.5 23.5 5.0

18～29歳 36 19.4 13.9 41.7 19.4 16.7 22.2 0.0

30～39歳 50 18.0 14.0 34.0 14.0 8.0 32.0 2.0

40～49歳 60 26.7 15.0 35.0 18.3 10.0 30.0 6.7

50～59歳 65 18.5 13.8 38.5 20.0 16.9 27.7 3.1

60～69歳 108 24.1 21.3 51.9 24.1 17.6 22.2 3.7

70～79歳 129 18.6 10.9 44.2 26.4 15.5 17.8 6.2

80歳以上 92 23.9 6.5 35.9 27.2 25.0 21.7 8.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 19.3 10.0 44.1 22.2 10.1 24.1 5.4

18～29歳 51 17.6 5.9 27.5 13.7 9.8 33.3 0.0

30～39歳 81 18.5 11.1 38.3 16.0 3.7 28.4 7.4

40～49歳 79 20.3 13.9 49.4 19.0 11.4 30.4 2.5

50～59歳 106 22.6 11.3 48.1 25.5 6.6 23.6 2.8

60～69歳 130 16.2 10.0 50.0 26.2 11.5 16.9 4.6

70～79歳 112 25.0 8.0 48.2 26.8 15.2 20.5 8.9

80歳以上 71 12.7 8.5 32.4 19.7 11.3 25.4 9.9

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0

35 25.7 22.9 42.9 28.6 8.6 14.3 17.1

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 14.3 28.6 42.9 0.0 28.6 14.3

無回答 23 30.4 26.1 39.1 21.7 8.7 13.0 21.7

その他

性別無回答

男性

女性
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の認知度が 20.5％（248 名）にとどまっていることについては、今後の教育や啓発を考え

る上で、留意すべきであろう。 

 

【性別】 

性別の認知度で、5.0 ポイント以上の較差があったのは、「福岡県部落差別解消推進

条例」（男性 16.5％、女性 10.1％）だけであった。 

 

 

 

【年代別】 

年代別の認知度を見ると、12 の法律・条例等の内、認知度が最大であった数を見る

と（同率一位あり）、「18～29 歳」が１つ、「40～49 歳」が２つ、「60～69 歳」が２つ、

「70～79 歳」が６つ、「80 歳以上」が２つで、認知度が最小であった数を見ると（同率

一位あり）、「18～29 歳」が３つ、「30～39 歳」が７つ、「40～49 歳」が１つ、「80 歳以

上」が２つであった。 

また、「すべて知らない」と回答した人の割合が最も高かったのは、「30～39 歳」30.1％

問５－１ 全体

飯塚市部落

差別をはじ

めあらゆる

差別の解消

の推進に関

する条例

飯塚市人権

教育・啓発

基本指針ま

たは人権教

育・啓発実

施計画

飯塚市男
女共同参
画推進条
例

飯塚市の
子どもを
みんなで
守る条例

部落差別
解消推進
法

人権教育
啓発推進
法

男女共同
参画社会
基本法

100.0 25.4 17.8 20.7 23.0 23.0 16.3 30.0

540 137 96 112 124 124 88 162

100.0 22.8 16.0 20.0 21.1 18.9 12.0 26.0

631 144 101 126 133 119 76 164

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

2 0 0 0 0 1 0 0

100.0 28.6 17.1 25.7 20.0 25.7 14.3 28.6

35 10 6 9 7 9 5 10

100.0 24.1 16.8 20.4 21.9 20.9 14.0 27.8

1208 291 203 247 264 253 169 336

男性

女性

その他

(上段：％　下段：回答数）

無回答

全体

問５－２ 全体
障害者差
別解消法

ヘイトス
ピーチ解
消法

児童虐待
の防止等
に関する
法律

高齢者虐
待防止法

福岡県部
落差別解
消推進条
例

すべて知
らない

無回答

100.0 21.5 13.5 41.5 22.8 16.5 23.5 5.0

540 116 73 224 123 89 127 27

100.0 19.3 10.0 44.1 22.2 10.1 24.1 5.4

631 122 63 278 140 64 152 34

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0

2 1 1 1 1 1 1 0

100.0 25.7 22.9 42.9 28.6 8.6 14.3 17.1

35 9 8 15 10 3 5 6

100.0 20.5 12.0 42.9 22.7 13.0 23.6 5.5

1208 248 145 518 274 157 285 67

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

全体
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（40 名）、次いで「40～49 歳」30.0％（42 名）、「18～29 歳」28.4％（25 名）となって

おり、低い年代の法律や条例の認知度が、低い傾向にあることが分かる。 

 

 

問５－１ 全体

飯塚市部落

差別をはじ

めあらゆる

差別の解消

の推進に関

する条例

飯塚市人権

教育・啓発

基本指針ま

たは人権教

育・啓発実

施計画

飯塚市男
女共同参
画推進条
例

飯塚市の
子どもを
みんなで
守る条例

部落差別
解消推進
法

人権教育
啓発推進
法

男女共同
参画社会
基本法

100.0 13.6 5.7 17.0 10.2 21.6 8.0 46.6

88 12 5 15 9 19 7 41

100.0 9.8 5.3 12.8 15.8 15.8 11.3 32.3

133 13 7 17 21 21 15 43

100.0 12.9 12.1 15.7 12.9 20.0 12.9 22.1

140 18 17 22 18 28 18 31

100.0 18.1 17.5 22.2 20.5 22.8 14.0 28.7

171 31 30 38 35 39 24 49

100.0 27.9 20.0 19.2 26.7 21.7 17.1 23.3

240 67 48 46 64 52 41 56

100.0 35.1 25.6 26.0 25.2 23.6 17.4 28.9

242 85 62 63 61 57 42 70

100.0 34.1 17.6 22.9 30.0 17.6 11.2 23.5

170 58 30 39 51 30 19 40

100.0 29.2 16.7 29.2 20.8 29.2 12.5 25.0

24 7 4 7 5 7 3 6

100.0 24.1 16.8 20.4 21.9 20.9 14.0 27.8

1208 291 203 247 264 253 169 336

80歳以上

(上段：％　下段：回答数）

60～69歳

70～79歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

無回答

全体

問５－２ 全体
障害者差
別解消法

ヘイトス
ピーチ解
消法

児童虐待
の防止等
に関する
法律

高齢者虐
待防止法

福岡県部
落差別解
消推進条
例

すべて知
らない

無回答

100.0 18.2 9.1 34.1 15.9 12.5 28.4 0.0

88 16 8 30 14 11 25 0

100.0 18.0 12.0 36.1 15.0 5.3 30.1 5.3

133 24 16 48 20 7 40 7

100.0 23.6 15.0 43.6 19.3 11.4 30.0 4.3

140 33 21 61 27 16 42 6

100.0 21.1 12.3 44.4 23.4 10.5 25.1 2.9

171 36 21 76 40 18 43 5

100.0 19.6 15.0 51.3 25.4 14.2 19.2 4.2

240 47 36 123 61 34 46 10

100.0 21.9 9.9 46.3 26.9 15.7 19.0 7.4

242 53 24 112 65 38 46 18

100.0 18.8 7.6 34.1 24.7 18.2 23.5 9.4

170 32 13 58 42 31 40 16

100.0 29.2 25.0 41.7 20.8 8.3 12.5 20.8

24 7 6 10 5 2 3 5

100.0 20.5 12.0 42.9 22.7 13.0 23.6 5.5

1208 248 145 518 274 157 285 67

無回答

(上段：％　下段：回答数）

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上
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職場での研修・啓発等に触れる機会が多くなることで、さまざまな法律や条例の認知度

も高まっていく様子がうかがえる結果であるが、例えば中学～大学在学中に、人権に関す

るさまざまな法律や制度を知る機会を設けることができれば、若年層の認知度は大きく上

昇すると思われる。 

また、前回調査の同様の問題に対して、「…法律等の内容も少し知っている」及び「法律

等の内容も知っている」と回答した人の割合を合計し、共通する五つの法律・条例の認知

度について、今回の調査結果と比べると下表の通りである。 

 

項 目 今回調査 前回調査 

飯塚市男女共同参画推進条例 20.4％ 10.8％ 

人権教育・啓発推進法 14.0％ 15.1％ 

男女共同参画社会基本法 27.8％ 23.8％ 

児童虐待防止法 42.9％ 33.5％ 

高齢者虐待防止法 22.7％ 22.4％ 

 

「飯塚市男女共同参画推進条例」の認知度が 9.6 ポイント、「男女共同参画社会基本法」

の認知度が 4.0 ポイント、「児童虐待防止法」の認知度が 9.4 ポイント、上昇していること

が分かる。 
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１－６ 結婚に際しての行動 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「家柄・血筋を問題にする」ことを選んだ人が 750 名(62.1％)で、これは、前回調査で

「結婚を決めるときに、家柄とか血筋を問題にする」ことについて「不合理だから、なく

していかなければならないと思う」と回答した地区外住民の割合が63.3％であったことと、

ほぼ同じ数字と言える。 

また、「身元調査や信用調査」を選んだ人は 648 名(53.6％)だが、これも、前回調査で「結

婚や就職のときの」「身元調査や信用調査」について「やめるべきだ」「やめた方がよい」

と回答した地区外住民の合計の割合 51.1％と、ほぼ同じ数字と言える。 

これに対し、「家族や親戚等の意見を十分に尊重する」を選んだ人は 366 名(30.3％)、「結

婚式は大安の日に挙げる」を選んだ人は 381 名(31.5％)、「おかしいと思うものはない」と

回答した人は 166 名(13.7％)であった。 

問６

回答数

結婚に際して「家

柄」「血筋」を問題

にする

結婚に際して、

相手方の「身元

調査」や「信用

調査」をする

結婚に際して、

家族や親戚等の

意見を十分に尊

重する

結婚式は「大安」

の日に挙げる

おかしいと思う

ものはない
無回答

全体 回答数 1208 750 648 366 381 166 56

％ 100.0 62.1 53.6 30.3 31.5 13.7 4.6

540 63.1 50.6 28.0 31.7 14.8 3.7

18～29歳 36 72.2 63.9 27.8 19.4 13.9 0.0

30～39歳 50 62.0 48.0 22.0 30.0 18.0 4.0

40～49歳 60 78.3 63.3 30.0 26.7 15.0 1.7

50～59歳 65 69.2 52.3 30.8 40.0 6.2 3.1

60～69歳 108 65.7 46.3 28.7 26.9 15.7 3.7

70～79歳 129 57.4 51.9 25.6 33.3 17.1 3.9

80歳以上 92 51.1 40.2 30.4 38.0 15.2 6.5

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 61.0 55.6 32.6 31.2 13.5 4.8

18～29歳 51 76.5 66.7 31.4 13.7 7.8 3.9

30～39歳 81 70.4 63.0 37.0 21.0 16.0 0.0

40～49歳 79 68.4 64.6 39.2 32.9 7.6 1.3

50～59歳 106 59.4 62.3 35.8 31.1 11.3 3.8

60～69歳 130 57.7 58.5 33.1 36.2 13.8 3.1

70～79歳 112 59.8 44.6 32.1 42.9 17.0 7.1

80歳以上 71 42.3 32.4 16.9 26.8 16.9 15.5

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0

35 65.7 65.7 22.9 34.3 0.0 17.1

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 42.9 57.1 28.6 42.9 0.0 28.6

無回答 23 69.6 69.6 26.1 39.1 0.0 17.4

男性

女性

その他

性別無回答

問６ 結婚に際しての次の行動のうち、あなたが「おかしいと思う」ものすべてに○をつけてくだ

さい。 
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【性別】 

性別の回答傾向に、大きな差は見られなかった。 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」の年代は、「家柄・血筋を問題にする」こ

と（75.0％）や「身元調査や信用調査」(64.8％)を選んだ人の割合が最も高い反面、「結

婚式は大安の日に挙げる」（15.9％）を選んだ人の割合は最も低かった。このように「18

～29 歳」では、他の年代に比べ「家柄・血筋」にこだわらず、人柄を大切にする傾向

があることがうかがえるが、その一方で「大安」のような風習に回帰する傾向が見える

ことに留意する必要がある。 

また、「おかしいとは思うものはない」と回答した人の割合が最も高かったのは「30

～39 歳」の 17.3％で、最も低かったのは「50～59 歳」の 9.4％であった。 

 

  

問６ 全体
結婚に際して「家
柄」「血筋」を問
題にする

結婚に際して、相
手方の「身元調
査」や「信用調
査」をする

結婚に際し
て、家族や親
戚等の意見を
十分に尊重す
る

結婚式は「大安」
の日に挙げる

おかしいと思
うものはない

無回答

100.0 63.1 50.6 28.0 31.7 14.8 3.7

540 341 273 151 171 80 20

100.0 61.0 55.6 32.6 31.2 13.5 4.8

631 385 351 206 197 85 30

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0

2 1 1 1 1 1 0

100.0 65.7 65.7 22.9 34.3 0.0 17.1

35 23 23 8 12 0 6

100.0 62.1 53.6 30.3 31.5 13.7 4.6

1208 750 648 366 381 166 56
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問６ 全体
結婚に際して「家
柄」「血筋」を問
題にする

結婚に際し
て、相手方の
「身元調査」
や「信用調
査」をする

結婚に際し
て、家族や親
戚等の意見を
十分に尊重す
る

結婚式は「大安」
の日に挙げる

おかしいと思
うものはない

無回答

100.0 75.0 64.8 29.5 15.9 10.2 2.3

88 66 57 26 14 9 2

100.0 66.9 56.4 30.8 24.1 17.3 1.5

133 89 75 41 32 23 2

100.0 72.9 64.3 35.7 30.7 10.7 1.4

140 102 90 50 43 15 2

100.0 63.2 58.5 33.9 34.5 9.4 3.5

171 108 100 58 59 16 6

100.0 61.3 53.3 30.8 31.7 14.6 3.3

240 147 128 74 76 35 8

100.0 58.7 48.8 28.5 37.6 16.9 5.4

242 142 118 69 91 41 13

100.0 47.1 37.6 24.7 33.5 15.3 11.2

170 80 64 42 57 26 19

100.0 66.7 66.7 25.0 37.5 4.2 16.7

24 16 16 6 9 1 4

100.0 62.1 53.6 30.3 31.5 13.7 4.6

1208 750 648 366 381 166 56

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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１－７ 仕事の中での人権問題に関する研修の経験 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「人権問題に関係する仕事についている（いた）」「繰り返し研修を受けている（いた）」

「研修を受けたことはある（あった）」と回答した人を合わせると 342 名（28.3％）である

のに対し、「研修を受けたことがない」と回答した人が、全体で 500 名(41.4％)に上ってい

る。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、男性の 45.2％、女性の 38.5％が「研修を受けたことがな

い」と回答しており、男性の方が 6.7 ポイント高くなっている。 

問７

回答数

人権問題の解

決に関係する

仕事に就いて

いる（いた）

繰り返し研修

を受けている

（いた）

研修を受けた

ことはある

（あった）

研修を受けた

ことがない
覚えていない

働いたことが

ない
無回答

全体 回答数 1208 19 76 247 500 101 176 89

％ 100.0 1.6 6.3 20.4 41.4 8.4 14.6 7.4

540 1.7 6.3 19.8 45.2 8.1 11.3 7.6

18～29歳 36 8.3 5.6 13.9 41.7 16.7 13.9 0.0

30～39歳 50 0.0 6.0 18.0 52.0 18.0 2.0 4.0

40～49歳 60 3.3 15.0 13.3 53.3 5.0 10.0 0.0

50～59歳 65 3.1 13.8 21.5 47.7 1.5 7.7 4.6

60～69歳 108 0.9 6.5 16.7 50.9 6.5 9.3 9.3

70～79歳 129 0.0 1.6 25.6 39.5 9.3 15.5 8.5

80歳以上 92 1.1 2.2 21.7 37.0 6.5 15.2 16.3

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 1.3 6.3 21.1 38.5 9.0 17.6 6.2

18～29歳 51 2.0 5.9 19.6 33.3 15.7 21.6 2.0

30～39歳 81 0.0 8.6 17.3 55.6 6.2 11.1 1.2

40～49歳 79 2.5 7.6 16.5 51.9 12.7 6.3 2.5

50～59歳 106 0.9 12.3 28.3 36.8 6.6 9.4 5.7

60～69歳 130 3.1 2.3 27.7 38.5 6.2 18.5 3.8

70～79歳 112 0.0 5.4 18.8 30.4 8.9 24.1 12.5

80歳以上 71 0.0 2.8 12.7 23.9 12.7 35.2 12.7

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

35 5.7 2.9 20.0 37.1 0.0 8.6 25.7

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 14.3 28.6 0.0 14.3 42.9

無回答 23 8.7 4.3 17.4 34.8 0.0 8.7 26.1

男性

女性

その他

性別無回答

問７ あなたは、この５年間に、仕事の中で人権問題に関する研修を受けたことがありますか。あ

てはまるもの１つに○をつけてください。 
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【年代別】 

年代別で「研修を受けたことがない」と回答した人の割合が、最大であったのは「30

～39 歳」の 54.1％だったが、「40～49 歳」でも 52.1％に上っており、非正規雇用も含

めた人権研修の実施について、各事業所に対し何らかの働きかけが必要なのではない

かと思わせる数字となっている。 

 

 

「人権問題の解決に関係する仕事に就いている（いた）」と回答した人と、「繰り返し研

修を受けている（いた）」と回答した人を合計しても 7.9％（85 名）に過ぎず、さまざまな

人権問題の現状や課題について日常的に学習する機会を持つ人は１割に満たない。この状

況を考えれば、人権教育や人権啓発の責任は非常に大きなものがあると言える。 

また改めて各事業所に対し、新規採用時から継続的に部落差別問題を含めた人権研修を

実施するよう促すとともに、一次産業従事者や自営業者、非正規雇用者や専業主婦層等、

社会的立場の違いに対応した、多様な啓発の取り組みを進める必要があると言える。 

問７ 全体

人権問題の解

決に関係する

仕事に就いて

いる（いた）

繰り返し研
修を受けて
いる（い
た）

研修を受け
たことはあ
る（あっ
た）

研修を受け
たことがな
い

覚えていな
い

働いたこと
がない

無回答

100.0 1.7 6.3 19.8 45.2 8.1 11.3 7.6

540 9 34 107 244 44 61 41

100.0 1.3 6.3 21.1 38.5 9.0 17.6 6.2

631 8 40 133 243 57 111 39

100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 0 1 0 0 0 1 0

100.0 5.7 2.9 20.0 37.1 0.0 8.6 25.7

35 2 1 7 13 0 3 9

100.0 1.6 6.3 20.4 41.4 8.4 14.6 7.4

1208 19 76 247 500 101 176 89
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問７ 全体

人権問題の解

決に関係する

仕事に就いて

いる（いた）

繰り返し研
修を受けて
いる（い
た）

研修を受け
たことはあ
る（あっ
た）

研修を受け
たことがな
い

覚えていな
い

働いたこと
がない

無回答

100.0 4.5 5.7 17.0 37.5 15.9 18.2 1.1

88 4 5 15 33 14 16 1

100.0 0.0 8.3 17.3 54.1 10.5 7.5 2.3

133 0 11 23 72 14 10 3

100.0 2.9 10.7 15.0 52.1 9.3 8.6 1.4

140 4 15 21 73 13 12 2

100.0 1.7 12.7 25.4 40.5 4.6 8.7 5.2

171 3 22 44 70 8 15 9

100.0 2.1 4.1 22.8 44.0 6.2 14.1 6.2

240 5 10 55 106 15 34 15

100.0 0.0 3.3 22.6 35.0 9.1 19.3 10.3

242 0 8 55 85 22 47 25

100.0 0.6 2.4 17.6 31.2 8.8 23.5 15.9

170 1 4 30 53 15 40 27

100.0 8.3 4.2 16.7 33.3 0.0 8.3 29.2

24 2 1 4 8 0 2 7

100.0 1.6 6.3 20.4 41.4 8.4 14.6 7.4

1208 19 76 247 500 101 176 89

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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１－８ 研修会や講演会等で学ぶ機会を持った人権課題 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

同和問題（部落

差別問題）

女性の人権に関

する問題

子どもの人権に

関する問題

高齢者の人権に

関する問題

障がい者の人権

に関する問題

全体 回答数 1208 278 135 143 151 180

％ 100.0 23.0 11.2 11.8 12.5 14.9

540 26.1 11.5 11.5 13.3 15.4

18～29歳 36 30.6 19.4 11.1 11.1 16.7

30～39歳 50 6.0 4.0 6.0 6.0 6.0

40～49歳 60 23.3 16.7 18.3 16.7 21.7

50～59歳 65 30.8 15.4 13.8 7.7 20.0

60～69歳 108 25.9 13.9 10.2 13.0 16.7

70～79歳 129 34.9 10.9 13.2 18.6 15.5

80歳以上 92 21.7 4.3 7.6 13.0 10.9

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 20.1 11.3 12.0 11.7 14.1

18～29歳 51 29.4 15.7 13.7 9.8 21.6

30～39歳 81 13.6 8.6 11.1 3.7 13.6

40～49歳 79 19.0 12.7 17.7 10.1 11.4

50～59歳 106 19.8 6.6 17.0 13.2 21.7

60～69歳 130 22.3 10.8 6.2 15.4 12.3

70～79歳 112 23.2 17.0 14.3 16.1 13.4

80歳以上 71 14.1 8.5 5.6 8.5 5.6

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

30～39歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 25.7 2.9 11.4 11.4 20.0

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

無回答 23 39.1 4.3 13.0 17.4 21.7

男性

女性

その他

性別無回答

問８－１

問８ この５年間に、あなたが研修会や講演会等を通して、学ぶ機会を持った人権課題すべてに○

をつけてください。 
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（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

最も多かったのが「同和問題（部落差別問題）」の 23.0％（278 名）で、以下「障がい者

の人権に関する問題」の 14.9％（180 名）、「高齢者の人権に関する問題」の 12.5％（151

名）、「子どもの人権に関する問題」の 11.8％（143 名）、「女性の人権に関する問題」の 11.2％

（135 名）、「外国人の人権に関する問題」の 4.2％（51 名）となっていた。 

一方、「学ぶ機会がなかった」と回答した人の割合は 44.0％（531 名）で、これに「覚え

ていない」と回答した人の割合は 8.9％（107 名）を加えると過半数を超える。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「同和問題（部落差別問題）」を学ぶ機会を持った人の割合

が、女性 20.1％に対し男性 26.1％と、男性が 6.0 ポイント高くなっていたが、それ以

外には大きな差はなかった。 

回答数

外国人の人権に

関する問題

その他の人権に

関する問題
覚えていない

研修会や講演会

等を通して学ぶ

機会がなかった

無回答

全体 回答数 1208 51 79 107 531 155

％ 100.0 4.2 6.5 8.9 44.0 12.8

540 4.8 7.0 9.4 43.5 12.0

18～29歳 36 13.9 13.9 19.4 27.8 2.8

30～39歳 50 4.0 4.0 20.0 52.0 6.0

40～49歳 60 5.0 11.7 5.0 56.7 1.7

50～59歳 65 9.2 12.3 10.8 38.5 7.7

60～69歳 108 3.7 6.5 3.7 50.9 11.1

70～79歳 129 3.9 3.1 7.0 37.2 15.5

80歳以上 92 1.1 5.4 12.0 40.2 25.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 3.6 5.9 8.9 44.5 12.7

18～29歳 51 9.8 2.0 19.6 35.3 3.9

30～39歳 81 2.5 6.2 6.2 59.3 4.9

40～49歳 79 2.5 6.3 12.7 39.2 7.6

50～59歳 106 4.7 12.3 5.7 39.6 9.4

60～69歳 130 3.1 3.8 6.2 50.8 10.8

70～79歳 112 3.6 6.3 5.4 46.4 17.9

80歳以上 71 1.4 1.4 15.5 33.8 32.4

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

35 2.9 11.4 0.0 40.0 28.6

18～29歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

80歳以上 7 0.0 0.0 0.0 42.9 57.1

無回答 23 0.0 13.0 0.0 39.1 21.7

その他

性別無回答

男性

女性

問８－２
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「学ぶ機会がなかった」と回答した人の割合が、「30～39

歳」で最大の 56.4％となっているほか、「40～49 歳」でも 47.1％と高くなっており、

問７の結果と合わせ、今後の教育啓発を考える上での大きな課題ではないかと思われ

る。 

問８－１ 全体
同和問題（部
落差別問題）

女性の人権に
関する問題

子どもの人権
に関する問題

高齢者の人権
に関する問題

障がい者の人
権に関する問
題

100.0 26.1 11.5 11.5 13.3 15.4

540 141 62 62 72 83

100.0 20.1 11.3 12.0 11.7 14.1

631 127 71 76 74 89

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

2 1 1 1 1 1

100.0 25.7 2.9 11.4 11.4 20.0

35 9 1 4 4 7

100.0 23.0 11.2 11.8 12.5 14.9

1208 278 135 143 151 180
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問８－２ 全体
外国人の人権
に関する問題

その他の人権
に関する問題

覚えていない
研修会や講演会

等を通して学ぶ

機会がなかった
無回答

100.0 4.8 7.0 9.4 43.5 12.0

540 26 38 51 235 65

100.0 3.6 5.9 8.9 44.5 12.7

631 23 37 56 281 80

100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 1 0 0 1 0

100.0 2.9 11.4 0.0 40.0 28.6

35 1 4 0 14 10

100.0 4.2 6.5 8.9 44.0 12.8

1208 51 79 107 531 155

男性

女性

その他

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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問８－１ 全体
同和問題（部
落差別問題）

女性の人権に
関する問題

子どもの人権
に関する問題

高齢者の人権
に関する問題

障がい者の人
権に関する問
題

100.0 29.5 17.0 12.5 10.2 20.5

88 26 15 11 9 18

100.0 11.3 7.5 9.8 5.3 11.3

133 15 10 13 7 15

100.0 20.7 14.3 17.9 12.9 15.7

140 29 20 25 18 22

100.0 24.0 9.9 15.8 11.1 21.1

171 41 17 27 19 36

100.0 23.8 12.1 8.3 14.2 14.6

240 57 29 20 34 35

100.0 29.3 13.6 13.6 17.4 14.5

242 71 33 33 42 35

100.0 17.6 5.9 6.5 10.6 8.2

170 30 10 11 18 14

100.0 37.5 4.2 12.5 16.7 20.8

24 9 1 3 4 5

100.0 23.0 11.2 11.8 12.5 14.9

1208 278 135 143 151 180

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

問８－２ 全体
外国人の人権
に関する問題

その他の人権
に関する問題

覚えていない
研修会や講演会

等を通して学ぶ

機会がなかった
無回答

100.0 12.5 8.0 19.3 31.8 3.4

88 11 7 17 28 3

100.0 3.8 5.3 11.3 56.4 5.3

133 5 7 15 75 7

100.0 3.6 8.6 9.3 47.1 5.0

140 5 12 13 66 7

100.0 6.4 12.3 7.6 39.2 8.8

171 11 21 13 67 15

100.0 3.3 5.0 5.0 50.8 10.8

240 8 12 12 122 26

100.0 3.7 4.5 6.2 41.3 16.9

242 9 11 15 100 41

100.0 1.2 3.5 12.9 37.6 29.4

170 2 6 22 64 50

100.0 0.0 12.5 0.0 37.5 25.0

24 0 3 0 9 6

100.0 4.2 6.5 8.9 44.0 12.8

1208 51 79 107 531 155

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体
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１ 人権問題に関する興味関心について、性別による回答傾向の差が見られる。具体的に

は、男性の方が多かった「同和問題（部落差別問題）」(男性 36.1％、女性 28.8％) 、「北

朝鮮当局による…問題」(男性 34.8％、女性 27.1％)と、女性の方が多かった「子どもの

人権に関する問題」(女性51.5％、男性44.4％)、「女性の人権に関する問題」(女性48.7％、

男性 28.1％)、「インターネット上の人権に関する問題」(女性 43.7％、男性 33.1％)、

「性的少数者の人権に関する問題」(女性 24.4％、男性 14.1％)が挙げられるが、特に

「女性の人権に関する問題」を選んだ人の割合で 20.6 ポイントの差が生まれているこ

とは、今後の教育や啓発を考える上で、大きな課題と言える。 
 

２ 人権侵害を受けたと感じても、公的機関に相談する人は少ない傾向が見られる。した

がって公になる人権侵害事象は、氷山の一角であることを認識することが大事である。

特に女性や若者が人権侵害事象に遭遇した時、気軽に公的機関に相談できるよう、相談

窓口の周知や啓発を進めることが必要である。 
 

３ 「児童虐待の防止等に関する法律」の 42.9％を除き、法律や条例の認知度はいずれも

３割未満にとどまっている。また、若い世代ほど法律や条例の認知度が低くなる傾向が

見られる。今後の教育や啓発の中で、法律や条例の認知度を上げる必要がどの程度ある

のか、改めて論議する必要がある。また、「合理的配慮の提供（要求）」という具体的ア

クションが全ての住民に認知されなければ、法の目的が全うされない「障害者差別解消

法」（2013年成立＜2016年施行＞）の認知度が20.5％にとどまっていることについては、

今後の教育や啓発を考える上で、留意すべきであろう。 
 

４ 法律や条例の認知度については、問８の設問において、この５年間「研修会や講演会

等を通して学ぶ機会がなかった」と回答した住民が 44.0％、「覚えていない」が 8.9％、

無回答が 12.8％存在していることから考えれば、研修・啓発による認知度の上昇が期待

できるのは、住民の約 35％であり、それ以上の認知度を求める場合は、マスコミや学校

教育との連携が必要となってくると思われる。 
 

５ 結婚の際に「18～29 歳」では、他の年代に比べ「家柄・血筋」にこだわらず、人柄を

大切にする傾向があることがうかがえるが、その一方で「大安」のような風習に回帰す

る傾向が見える。 
 

６ この５年間に、仕事の中で人権問題に関する「研修を受けたことがない」と回答した

人が 41.4％に上っている。また、同様にこの５年間に、さまざまな人権問題について「学

ぶ機会がなかった」と回答した人も 44.0％存在している。年代別でも、「研修を受けた

ことがない」と回答した人の割合が、最大だったのは「30～39 歳」の 54.1％で、「40～

49 歳」も 52.1％、「学ぶ機会がなかった」と回答した人の割合も、「30～39 歳」で最大

の 56.4％となっているほか、「40～49 歳」でも 47.1％と高くなっており、今後の教育啓

発を考える上での大きな課題ではないかと思われる。  

人権全般に関するまとめ 
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第 2 章 同和問題（部落差別問題）について 

２－１ 同和地区住民の人権に関する現状についての意識 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９－１

回答数

結婚に際して周囲

の理解が得られな

い場合があること

就職に際して不利

な取り扱いを受け

る場合があること

仕事をする上で不

利な取り扱いを受

ける場合があるこ

と

地域社会の付き合

いの中で不公平な

取り扱いを受ける

場合があること

同和地区住民全体

を誹謗中傷する発

言や落書きがある

こと

全体 回答数 1208 561 488 377 382 378

％ 100.0 46.4 40.4 31.2 31.6 31.3

540 43.0 38.0 27.4 27.4 29.6

18～29歳 36 41.7 50.0 50.0 47.2 52.8

30～39歳 50 34.0 32.0 26.0 30.0 30.0

40～49歳 60 58.3 51.7 41.7 35.0 40.0

50～59歳 65 47.7 49.2 38.5 38.5 32.3

60～69歳 108 47.2 45.4 29.6 28.7 32.4

70～79歳 129 40.3 27.9 16.3 17.1 20.2

80歳以上 92 33.7 25.0 15.2 18.5 21.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 49.6 42.9 34.9 35.3 32.8

18～29歳 51 52.9 60.8 52.9 45.1 41.2

30～39歳 81 61.7 61.7 53.1 49.4 40.7

40～49歳 79 57.0 63.3 60.8 50.6 48.1

50～59歳 106 56.6 46.2 34.9 38.7 35.8

60～69歳 130 46.2 31.5 23.1 28.5 24.6

70～79歳 112 47.3 34.8 24.1 25.0 27.7

80歳以上 71 25.4 15.5 11.3 19.7 19.7

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 100.0 50.0 50.0 50.0 100.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

35 40.0 31.4 22.9 28.6 25.7

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3

無回答 23 52.2 43.5 30.4 39.1 34.8

男性

女性

その他

性別無回答

問９ 同和地区住民の人権に関する現状で、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「結婚に際して周囲の理解が得られない場合があること」を選んだ人が 561 名(46.4％・

県民調査の同様の選択肢 56.9％)と最も多く、次いで「就職に際して不利な取り扱いを受

ける場合があること」の 488 名(40.4％・県民調査の同様の選択肢 46.1％)となっている。 

いずれも、同和問題（部落差別問題）解決のための取り組みが始まった頃から、部落差

別の現実を伝えるために、教育や啓発の中で取り上げられてきた話題であり、それらの記

憶が、このような回答結果となっていると思われる。 

これに対して、近年新たな課題として取り上げられるようになってきた「インターネッ

ト上に部落差別を助長するような情報や書き込みがあること」を選んだ人の割合が 29.6％

（県民調査「インターネットに差別的な情報を掲載すること」15.5％）、「土地や住居等の

取引の中で、人権侵害調査が行われたりすること」を選んだ人の割合が 23.3％（県民調査

21.0％）にとどまっており、県民調査の結果に比べれば啓発が進んでいるとは言え、上記

三項目に比べると、まだ住民の認知度が低いことが明らかである。 

一方、「特に問題と思うことがらはない」を選んだ人が 283 名(23.4％・県民調査に同様

の選択肢なし)、「無回答」の人も 138 名(11.4％・県民調査の同様の選択肢 4.8％)存在して

問９－２

回答数

土地や住居等の取

引の中で、人権侵

害調査が行われた

りすること

インターネット上

に部落差別を助長

するような情報や

書き込みがあるこ

と

その他
特に問題と思うこ

とがらはない
無回答

全体 回答数 1208 281 357 59 283 138

％ 100.0 23.3 29.6 4.9 23.4 11.4

540 18.9 28.3 4.8 26.1 10.7

18～29歳 36 27.8 50.0 0.0 16.7 2.8

30～39歳 50 16.0 24.0 12.0 28.0 6.0

40～49歳 60 31.7 43.3 3.3 26.7 0.0

50～59歳 65 33.8 38.5 7.7 18.5 6.2

60～69歳 108 21.3 30.6 2.8 21.3 11.1

70～79歳 129 7.8 16.3 6.2 27.9 16.3

80歳以上 92 10.9 19.6 2.2 37.0 18.5

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 27.1 30.9 4.9 20.9 11.4

18～29歳 51 31.4 45.1 7.8 17.6 2.0

30～39歳 81 39.5 38.3 3.7 16.0 4.9

40～49歳 79 45.6 45.6 2.5 11.4 3.8

50～59歳 106 33.0 37.7 6.6 17.0 7.5

60～69歳 130 19.2 26.9 2.3 23.1 13.1

70～79歳 112 17.0 18.8 4.5 25.0 20.5

80歳以上 71 11.3 12.7 9.9 33.8 22.5

無回答 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 22.9 25.7 2.9 28.6 22.9

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

80歳以上 7 14.3 28.6 0.0 57.1 28.6

無回答 23 30.4 30.4 0.0 17.4 21.7

その他

性別無回答

男性

女性
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おり、住民のおよそ３人に１人は、部落差別問題に関する正確な知識・情報に欠ける状態

にあることが分かる。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「特に問題と思うことはない」を選んだ人の割合が、男性

26.1％に対し女性 20.9％と、女性の方が 5.2 ポイント低くなっており、その結果、「結

婚」「就職」だけでなく七項目全てについて、「問題である」とした割合は、女性の方が

高くなっている。ただし、「無回答」の人の割合は、男性 10.7％に対し女性 11.4％と、

ほぼ同様の数字であった。 

 

 

 

【年代別】 

年代別回答傾向を見ると、人権・同和（部落差別問題解消）教育が行われていなかっ

た頃に学生生活を送った世代である「80 歳代以上」の 36.5％が「特に問題と思うこと

がらはない」を選んでおり、最低であった「18～29 歳代」の 17.0％と比べると、19.5

ポイントも高くなっている。 

「無回答」の人の割合も、「40～49 歳」の 2.1％が最低であったのに対し、「60～69

歳」が 12.1％、「70～79 歳」は 18.2％、「80 歳代以上」では 20.6％に達していること

が特徴的であった。 

問９－１ 全体

結婚に際して周
囲の理解が得ら
れない場合があ
ること

就職に際して不
利な取り扱いを
受ける場合があ
ること

仕事をする上で
不利な取り扱い
を受ける場合が
あること

地域社会の付き合

いの中で不公平な

取り扱いを受ける

場合があること

同和地区住民全
体を誹謗中傷す
る発言や落書き
があること

100.0 43.0 38.0 27.4 27.4 29.6

540 232 205 148 148 160

100.0 49.6 42.9 34.9 35.3 32.8

631 313 271 220 223 207

100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 100.0

2 2 1 1 1 2

100.0 40.0 31.4 22.9 28.6 25.7

35 14 11 8 10 9

100.0 46.4 40.4 31.2 31.6 31.3

1208 561 488 377 382 378
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問９－２ 全体

土地や住居等の取

引の中で、人権侵

害調査が行われた

りすること

インターネット上

に部落差別を助長

するような情報や

書き込みがあるこ

と

その他
特に問題と思う
ことがらはない

無回答

100.0 18.9 28.3 4.8 26.1 10.7

540 102 153 26 141 58

100.0 27.1 30.9 4.9 20.9 11.4

631 171 195 31 132 72

100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

2 0 0 1 0 0

100.0 22.9 25.7 2.9 28.6 22.9

35 8 9 1 10 8

100.0 23.3 29.6 4.9 23.4 11.4

1208 281 357 59 283 138

男性

女性

その他

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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また、「特に問題と思うことがらはない」と「無回答」の人の割合を合計した数字を、

「60 歳未満」の年代の中で比べてみると、「30～39 歳」が 26.3％、「50～59 歳」が 24.6％

であったのに対し、「18～29 歳」が 19.3％、「40～49 歳」が 20.0％となっており、現役

世代の間にも年代によって 5～6 ポイントの開きが見られた。 

 

 

  

問９－１ 全体

結婚に際して周
囲の理解が得ら
れない場合があ
ること

就職に際して不
利な取り扱いを
受ける場合があ
ること

仕事をする上で
不利な取り扱い
を受ける場合が
あること

地域社会の付き合

いの中で不公平な

取り扱いを受ける

場合があること

同和地区住民全体

を誹謗中傷する発

言や落書きがある

こと

100.0 47.7 55.7 51.1 45.5 45.5

88 42 49 45 40 40

100.0 51.1 49.6 42.1 41.4 36.8

133 68 66 56 55 49

100.0 57.9 58.6 52.9 44.3 45.0

140 81 82 74 62 63

100.0 53.2 47.4 36.3 38.6 34.5

171 91 81 62 66 59

100.0 46.7 37.5 25.8 28.3 27.9

240 112 90 62 68 67

100.0 43.4 31.0 19.8 20.7 23.6

242 105 75 48 50 57

100.0 29.4 20.6 13.5 18.8 20.6

170 50 35 23 32 35

100.0 50.0 41.7 29.2 37.5 33.3

24 12 10 7 9 8

100.0 46.4 40.4 31.2 31.6 31.3

1208 561 488 377 382 378
全体

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

問９－２ 全体

土地や住居等の取

引の中で、人権侵

害調査が行われた

りすること

インターネット上

に部落差別を助長

するような情報や

書き込みがあるこ

と

その他
特に問題と思う
ことがらはない

無回答

100.0 29.5 46.6 5.7 17.0 2.3

88 26 41 5 15 2

100.0 30.1 32.3 7.5 20.3 6.0

133 40 43 10 27 8

100.0 39.3 44.3 2.9 17.9 2.1

140 55 62 4 25 3

100.0 33.3 38.0 7.0 17.5 7.0

171 57 65 12 30 12

100.0 20.0 28.3 2.5 22.5 12.1

240 48 68 6 54 29

100.0 12.0 17.4 5.4 26.9 18.2

242 29 42 13 65 44

100.0 11.2 17.1 5.3 36.5 20.6

170 19 29 9 62 35

100.0 29.2 29.2 0.0 20.8 20.8

24 7 7 0 5 5

100.0 23.3 29.6 4.9 23.4 11.4

1208 281 357 59 283 138

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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２－２ 同和問題（部落差別問題）の認知の時期 

 

 

 

 

（単位：％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０－１

回答数

父母から
父母以外の

家族から

家族以外の

親類から

近所の人か

ら

職場の人か

ら

学校の授業

で

学校の先生

から（個人的

に）

学校の友達

から

「同和地区」

が近くにあっ

た

全体 回答数 1208 121 20 9 12 24 407 21 20 53

％ 100.0 10.0 1.7 0.7 1.0 2.0 33.7 1.7 1.7 4.4

540 10.2 1.1 0.6 1.1 2.6 28.1 2.0 1.5 5.0

18～29歳 36 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 69.4 0.0 0.0 0.0

30～39歳 50 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 46.0 4.0 6.0 4.0

40～49歳 60 6.7 1.7 0.0 0.0 0.0 58.3 5.0 0.0 0.0

50～59歳 65 1.5 0.0 0.0 1.5 3.1 53.8 3.1 1.5 6.2

60～69歳 108 11.1 1.9 0.0 0.9 1.9 19.4 1.9 1.9 4.6

70～79歳 129 16.3 2.3 0.0 0.0 3.1 7.8 0.8 1.6 7.0

80歳以上 92 15.2 0.0 3.3 4.3 4.3 3.3 1.1 0.0 7.6

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 9.4 2.1 1.0 1.0 1.1 38.7 1.6 1.4 3.6

18～29歳 51 3.9 2.0 0.0 0.0 2.0 58.8 0.0 2.0 2.0

30～39歳 81 2.5 1.2 0.0 0.0 0.0 67.9 3.7 0.0 1.2

40～49歳 79 7.6 2.5 0.0 0.0 0.0 65.8 1.3 1.3 0.0

50～59歳 106 6.6 0.9 0.9 0.9 0.0 54.7 2.8 0.0 3.8

60～69歳 130 13.1 3.8 0.0 0.0 0.8 27.7 0.0 2.3 4.6

70～79歳 112 12.5 1.8 3.6 1.8 2.7 8.0 2.7 2.7 5.4

80歳以上 71 14.1 1.4 1.4 4.2 2.8 5.6 0.0 1.4 7.0

無回答 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 20.0 2.9 0.0 0.0 8.6 28.6 0.0 8.6 8.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 42.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3

無回答 23 13.0 4.3 0.0 0.0 13.0 39.1 0.0 4.3 4.3

男性

女性

その他

性別無回答

問 10 あなたが同和問題（部落差別問題）を初めて知ったのは、何によってですか。あてはまるも

の１つに○をつけてください。 
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（単位：％） 

 
 

＜分析と考察＞ 

「学校の授業で」と回答した人が 407 名（33.7％・前回調査 36.5％）と最も多く、次い

で「父母から」の 121 名（10.0％・前回調査 14.6％）、「…講演会や研修会で」の 74 名（6.1％・

前回調査 4.5％）となっており、それ以外はいずれも 5.0％以下の数字であった。 

選択肢の内、同和問題（部落差別問題）に対する正しい知識を伝えていると思われるも

のは、「学校の授業で」「…講演会や研修会で」「テレビ・ラジオ・新聞・本などで」「市や県

の広報誌や冊子などで」の四つであるが、これらを選択した人の合計は 563 名（46.6％）、

義務教育段階から同和教育（部落差別問題解消教育）を受けてきた 60 歳未満の年代に限定

すると 344 名（64.7％）である。 

これに対し、「覚えていない」が 88 名（7.3％・前回調査 5.3％）、「無回答」も 220 名

（18.2％・前回調査 0.5％）存在していた。なお、「無回答」の大半は、複数回答の設問と

誤って回答していた人である。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「学校の授業で」と回答した人の割合が女性 38.7％（前回

調査 39.9％）に対し男性 28.1％（前回調査 31.6％）で、女性の方が 10.6 ポイント上

回っていたが、「無回答」の割合では、逆に男性 22.4％（前回調査 1.0％）に対し女性

問１０－２

回答数

同和問題

（部落差別

問題）につい

ての講演会

や研修会で

テレビ・ラジ

オ・新聞・本

などで

市や県の広

報誌や冊子

などで

まわりの雰

囲気でひと

りでに

インター

ネットで
その他

覚えていな

い
無回答

全体 回答数 1208 74 54 28 29 4 24 88 220

％ 100.0 6.1 4.5 2.3 2.4 0.3 2.0 7.3 18.2

540 6.1 6.1 2.8 3.5 0.2 1.1 5.6 22.4

18～29歳 36 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0 2.8 8.3 8.3

30～39歳 50 0.0 6.0 2.0 0.0 2.0 2.0 10.0 14.0

40～49歳 60 1.7 3.3 1.7 1.7 0.0 0.0 6.7 13.3

50～59歳 65 3.1 0.0 1.5 1.5 0.0 1.5 1.5 20.0

60～69歳 108 9.3 8.3 3.7 8.3 0.0 0.9 4.6 21.3

70～79歳 129 10.9 10.9 3.9 3.9 0.0 0.8 2.3 28.7

80歳以上 92 6.5 5.4 3.3 2.2 0.0 1.1 9.8 32.6

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 6.5 3.3 2.1 1.6 0.5 2.5 8.9 14.9

18～29歳 51 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 2.0 17.6 7.8

30～39歳 81 1.2 1.2 2.5 0.0 2.5 1.2 6.2 8.6

40～49歳 79 3.8 2.5 1.3 1.3 0.0 1.3 2.5 8.9

50～59歳 106 3.8 1.9 1.9 0.9 0.0 3.8 3.8 13.2

60～69歳 130 9.2 3.8 3.1 3.1 0.0 3.8 8.5 16.2

70～79歳 112 14.3 6.3 2.7 3.6 0.0 2.7 10.7 18.8

80歳以上 71 7.0 5.6 1.4 0.0 0.0 1.4 18.3 28.2

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.7 2.9 14.3

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3

無回答 23 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 17.4

性別無回答

男性

女性

その他
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14.9％（前回調査 0.2％）と、男性の方が 7.5 ポイント上回っていた。 

 

 
 

【年代別】 

年代別回答傾向を見ると、義務教育段階から同和教育（部落差別問題解消教育）を受

けてきた 60 歳未満の年代のほぼ過半数が「学校の授業で」と回答しており、60 歳以上

の年代との間に、はっきりとした違いがあることが分かる。また、「無回答」の人の割

合も、年齢とともに増加していっているのだが、「覚えていない」と回答した人の割合

は、「50～59 歳」の 2.9％が最小で、最大は「18～29 歳」の 13.6％、次いで「80 歳以

上」の 12.9％となっている。 

「18～29 歳」の年代の回答者 88 名中、12 名が「覚えていない」と回答し、「無回答」

の人も 7 名いたということは、前回調査に回答した「20～29 歳」の住民 53 名には、「覚

えていない」と回答した人も、「無回答」の人もいなかったことと比べ、留意すべき数

字であると言える。 

問１０－１ 全体 父母から
父母以外
の家族か
ら

家族以外
の親類か
ら

近所の人
から

職場の人
から

学校の授
業で

学校の先生
から（個人
的に）

学校の友
達から

「同和地
区」が近く
にあった

100.0 10.2 1.1 0.6 1.1 2.6 28.1 2.0 1.5 5.0

540 55 6 3 6 14 152 11 8 27

100.0 9.4 2.1 1.0 1.0 1.1 38.7 1.6 1.4 3.6

631 59 13 6 6 7 244 10 9 23

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2 0 0 0 0 0 1 0 0 0

100.0 20.0 2.9 0.0 0.0 8.6 28.6 0.0 8.6 8.6

35 7 1 0 0 3 10 0 3 3

100.0 10.0 1.7 0.7 1.0 2.0 33.7 1.7 1.7 4.4

1208 121 20 9 12 24 407 21 20 53
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問１０－２ 全体

同和問題

（部落差別

問題）につい

ての講演会

や研修会で

テレビ・
ラジオ・
新聞・本
などで

市や県の
広報誌や
冊子など
で

まわりの
雰囲気で
ひとりで
に

インター
ネットで

その他
覚えてい
ない

無回答

100.0 6.1 6.1 2.8 3.5 0.2 1.1 5.6 22.4

540 33 33 15 19 1 6 30 121

100.0 6.5 3.3 2.1 1.6 0.5 2.5 8.9 14.9

631 41 21 13 10 3 16 56 94

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 0 0 0 0 0 0 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.7 2.9 14.3

35 0 0 0 0 0 2 1 5

100.0 6.1 4.5 2.3 2.4 0.3 2.0 7.3 18.2

1208 74 54 28 29 4 24 88 220

男性

女性

その他

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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問１０－１ 全体 父母から
父母以外
の家族か
ら

家族以外
の親類か
ら

近所の人
から

職場の人
から

学校の授
業で

学校の先生
から（個人
的に）

学校の友
達から

「同和地
区」が近く
にあった

100.0 5.7 1.1 0.0 0.0 1.1 62.5 0.0 1.1 1.1

88 5 1 0 0 1 55 0 1 1

100.0 1.5 0.8 0.0 0.0 1.5 59.4 3.8 2.3 2.3

133 2 1 0 0 2 79 5 3 3

100.0 7.1 2.1 0.0 0.0 0.0 62.9 2.9 0.7 0.0

140 10 3 0 0 0 88 4 1 0

100.0 4.7 0.6 0.6 1.2 1.2 54.4 2.9 0.6 4.7

171 8 1 1 2 2 93 5 1 8

100.0 12.1 2.9 0.0 0.4 1.3 23.8 0.8 2.5 5.0

240 29 7 0 1 3 57 2 6 12

100.0 14.9 2.1 1.7 0.8 2.9 7.9 1.7 2.1 6.2

242 36 5 4 2 7 19 4 5 15

100.0 15.9 0.6 2.4 4.1 3.5 4.1 0.6 1.2 7.6

170 27 1 4 7 6 7 1 2 13

100.0 16.7 4.2 0.0 0.0 12.5 37.5 0.0 4.2 4.2

24 4 1 0 0 3 9 0 1 1

100.0 10.0 1.7 0.7 1.0 2.0 33.7 1.7 1.7 4.4

1208 121 20 9 12 24 407 21 20 53

40～49歳

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

問１０－２ 全体

同和問題

（部落差別

問題）につい

ての講演会

や研修会で

テレビ・
ラジオ・
新聞・本
などで

市や県の
広報誌や
冊子など
で

まわりの
雰囲気で
ひとりで
に

インター
ネットで

その他
覚えてい
ない

無回答

100.0 0.0 0.0 0.0 1.1 1.1 3.4 13.6 8.0

88 0 0 0 1 1 3 12 7

100.0 0.8 3.0 2.3 0.0 2.3 1.5 8.3 10.5

133 1 4 3 0 3 2 11 14

100.0 2.9 2.9 1.4 1.4 0.0 0.7 4.3 10.7

140 4 4 2 2 0 1 6 15

100.0 3.5 1.2 1.8 1.2 0.0 2.9 2.9 15.8

171 6 2 3 2 0 5 5 27

100.0 9.2 5.8 3.3 5.4 0.0 2.5 6.7 18.3

240 22 14 8 13 0 6 16 44

100.0 12.4 8.7 3.3 3.7 0.0 1.7 6.2 24.0

242 30 21 8 9 0 4 15 58

100.0 6.5 5.3 2.4 1.2 0.0 1.8 12.9 30.0

170 11 9 4 2 0 3 22 51

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 16.7

24 0 0 0 0 0 0 1 4

100.0 6.1 4.5 2.3 2.4 0.3 2.0 7.3 18.2

1208 74 54 28 29 4 24 88 220

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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２－３ 同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報の提供者 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１１－１

回答数

学校教育を通し

て得た

研修会や講演

会、行政の啓発

冊子や広報誌を

通して得た

新聞やテレビ、

本や映画などを

通して得た

インターネット

を通して得た

同和地区出身者

を通して得た

全体 回答数 1208 555 378 331 46 146

％ 100.0 45.9 31.3 27.4 3.8 12.1

540 38.0 31.9 29.8 5.6 15.0

18～29歳 36 80.6 13.9 16.7 11.1 8.3

30～39歳 50 60.0 6.0 18.0 10.0 8.0

40～49歳 60 73.3 23.3 20.0 6.7 8.3

50～59歳 65 58.5 30.8 26.2 7.7 16.9

60～69歳 108 33.3 31.5 37.0 5.6 19.4

70～79歳 129 10.9 45.0 40.3 3.9 16.3

80歳以上 92 15.2 41.3 27.2 1.1 17.4

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 53.4 30.3 25.4 2.2 9.4

18～29歳 51 76.5 15.7 11.8 11.8 2.0

30～39歳 81 77.8 12.3 18.5 4.9 0.0

40～49歳 79 77.2 21.5 22.8 3.8 7.6

50～59歳 106 79.2 28.3 17.0 0.0 18.9

60～69歳 130 40.0 42.3 30.0 0.0 10.8

70～79歳 112 24.1 43.8 33.0 0.9 12.5

80歳以上 71 15.5 31.0 36.6 0.0 4.2

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0

2 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0

30～39歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

35 31.4 40.0 25.7 2.9 14.3

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

70～79歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 14.3 28.6 0.0 0.0

無回答 23 43.5 47.8 30.4 4.3 17.4

男性

女性

その他

性別無回答

問 11 あなたの同和問題（部落差別問題）に関する現在の知識や情報は、何を通して得たものです

か。あてはまるものすべてに○をつけてください。 
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（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

予断や偏見が含まれやすい「インターネット」と回答した人が 46 名(3.8％)、「家族や親

族」と回答した人が 213 名(17.6％)、「友人や知人、職場の同僚や地域住民」と回答した人

が 205 名(17.0％)であったのに対し、「学校教育」と回答した人が 555 名(45.9％)、「研修

会や講演会、行政の啓発冊子や広報誌」と回答した人が 378 名(31.3％)、「新聞やテレビ、

本や映画など」331 名（27.4％）、「同和地区出身者」と回答した人が 146 名（12.1％）で、

「知識や情報をほとんど持っていない」と回答した人は 114 名(9.4％)である。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「学校教育」と回答した人の割合は、男性 38.0％に対し女

性 53.4％と、女性の方が 15.4 ポイント高かったが、「同和地区出身者」と回答した人

の割合は、男性 15.0％に対し女性 9.4％と、男性の方が 5.6 ポイント高かった。 

問１１－２

回答数

家族や親族を通

して得た

友人や知人、職

場の同僚や地域

住民を通して得

た

覚えていない

同和問題（部落差

別問題）に関する

知識や情報をほと

んど持っていない

無回答

全体 回答数 1208 213 205 51 114 64

％ 100.0 17.6 17.0 4.2 9.4 5.3

540 15.2 19.3 4.1 10.0 5.7

18～29歳 36 13.9 2.8 2.8 2.8 2.8

30～39歳 50 12.0 16.0 4.0 8.0 4.0

40～49歳 60 11.7 13.3 6.7 11.7 0.0

50～59歳 65 10.8 15.4 3.1 6.2 6.2

60～69歳 108 13.9 27.8 5.6 7.4 4.6

70～79歳 129 21.7 22.5 3.1 10.1 7.0

80歳以上 92 15.2 19.6 3.3 18.5 10.9

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 19.7 15.1 4.6 8.4 4.8

18～29歳 51 9.8 3.9 7.8 13.7 2.0

30～39歳 81 9.9 4.9 4.9 4.9 2.5

40～49歳 79 22.8 10.1 0.0 7.6 2.5

50～59歳 106 21.7 14.2 0.9 3.8 3.8

60～69歳 130 24.6 20.0 3.8 13.8 3.1

70～79歳 112 20.5 23.2 6.3 5.4 6.3

80歳以上 71 19.7 19.7 11.3 11.3 14.1

無回答 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 20.0 17.1 0.0 20.0 8.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

60～69歳 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 42.9 0.0 0.0 42.9 14.3

無回答 23 17.4 17.4 0.0 13.0 8.7

その他

性別無回答

男性

女性
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【年代別】 

年代別に「学校教育」・「研修会や講演会、行政の啓発冊子や広報紙＝啓発」・「家族や

親族」・「友人や知人、職場の同僚や地域住民」・「同和問題（部落差別問題）に関する知

識や情報をほとんど持っていない」と回答した人の割合を比べてみると下表のように

なる。 

 

 学校教育 啓発 家族や親族 友人や知人 
知識や情報
が不足 

18～29 歳 77.3％ 15.9％ 11.4％ 3.4％ 9.1％ 

30～39 歳 70.7％ 10.5％ 10.5％ 9.0％ 6.8％ 

40～49 歳 75.7％ 22.1％ 17.9％ 11.4％ 9.3％ 

50～59 歳 71.3％ 29.2％ 17.5％ 14.6％ 4.7％ 

60～69 歳 36.7％ 37.1％ 19.6％ 24.2％ 10.8％ 

70～79 歳 17.4％ 44.6％ 21.1％ 22.7％ 7.9％ 

80 歳以上 14.7％ 35.9％ 18.2％ 18.8％ 16.5％ 

問１１－１ 全体
学校教育を通
して得た

研修会や講演

会、行政の啓発

冊子や広報誌を

通して得た

新聞やテレ
ビ、本や映画
などを通して
得た

インターネッ
トを通して得
た

同和地区出身
者を通して得
た

100.0 38.0 31.9 29.8 5.6 15.0

540 205 172 161 30 81

100.0 53.4 30.3 25.4 2.2 9.4

631 337 191 160 14 59

100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0

2 2 1 1 1 1

100.0 31.4 40.0 25.7 2.9 14.3

35 11 14 9 1 5

100.0 45.9 31.3 27.4 3.8 12.1

1208 555 378 331 46 146
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問１１－２ 全体
家族や親族を
通して得た

友人や知人、
職場の同僚や
地域住民を通
して得た

覚えていない

同和問題（部落差

別問題）に関する

知識や情報をほと

んど持っていない

無回答

100.0 15.2 19.3 4.1 10.0 5.7

540 82 104 22 54 31

100.0 19.7 15.1 4.6 8.4 4.8

631 124 95 29 53 30

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0 0 0 0 0

100.0 20.0 17.1 0.0 20.0 8.6

35 7 6 0 7 3

100.0 17.6 17.0 4.2 9.4 5.3

1208 213 205 51 114 64

男性

女性

その他

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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この結果から以下のようなことが分かる。 

① 同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報を主に「学校教育」から得ているの

は、60 歳未満の年代である。このことは、人権・同和（部落差別問題解消）教育の

広がりの結果と言えるが、「30～39 歳」の年代で、その数字が減少を見せている。

一方、「知識や情報をほとんど持っていない」と回答した人の割合は、「18～29 歳」

「40～49 歳」の年代で増加している。 

② 知識や情報を主に「家族や親族」「友人や知人」から得る割合が多いのは、60 歳以

上の年代である。 

③ 知識や情報を行政の啓発事業から得ている割合も、60 歳以上の年代が高くなって

いる。これは、学校教育において、十分な同和教育（部落差別問題解消教育）を受

けることができなかったためと思われる。 

 

問１１－１ 全体
学校教育を通
して得た

研修会や講演

会、行政の啓発

冊子や広報誌を

通して得た

新聞やテレ
ビ、本や映画
などを通して
得た

インターネッ
トを通して得
た

同和地区出身
者を通して得
た

100.0 77.3 15.9 13.6 11.4 4.5

88 68 14 12 10 4

100.0 70.7 10.5 18.8 7.5 3.0

133 94 14 25 10 4

100.0 75.7 22.1 21.4 5.0 8.6

140 106 31 30 7 12

100.0 71.3 29.2 20.5 2.9 18.1

171 122 50 35 5 31

100.0 36.7 37.1 32.9 2.5 15.0

240 88 89 79 6 36

100.0 17.4 44.6 36.8 2.5 14.5

242 42 108 89 6 35

100.0 14.7 35.9 31.2 0.6 11.2

170 25 61 53 1 19

100.0 41.7 45.8 33.3 4.2 20.8

24 10 11 8 1 5

100.0 45.9 31.3 27.4 3.8 12.1

1208 555 378 331 46 146
全体

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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同和教育（部落差別問題解消教育）の広がりによって、社会意識として存在する同和問

題（部落差別問題）に関する予断や偏見を、私的関係の中で植え付けられるといった悪循

環を断つことが一定できるようになったことは確かである。しかし、同和問題（部落差別

問題）解決のための同和教育（部落差別問題解消教育）から、多くの人権課題を対象とす

る人権教育への移行により、同和問題（部落差別問題）に関する直接的知識を学校教育の

中で得る機会は、減少傾向にあるのではないかと思われる。 

一方、いったん就労すると、若い年代ほど行政の啓発事業に触れる機会や時間が少なく、

現役世代に新しい情報を伝えるためには、職場での研修の充実や、啓発行事の実施場所や

時間帯等に関し、さまざまな工夫が必要であると思われる。 

また、同和問題（部落差別問題）に関する知識を持っていないと回答した住民に対し、

どのように同和問題（部落差別問題）を伝えていくのか、改めて問い直すことも大切であ

る。 

 

  

問１１－２ 全体
家族や親族を
通して得た

友人や知人、
職場の同僚や
地域住民を通
して得た

覚えていない

同和問題（部落差

別問題）に関する

知識や情報をほと

んど持っていない

無回答

100.0 11.4 3.4 5.7 9.1 2.3

88 10 3 5 8 2

100.0 10.5 9.0 4.5 6.8 3.0

133 14 12 6 9 4

100.0 17.9 11.4 2.9 9.3 1.4

140 25 16 4 13 2

100.0 17.5 14.6 1.8 4.7 4.7

171 30 25 3 8 8

100.0 19.6 24.2 4.6 10.8 3.8

240 47 58 11 26 9

100.0 21.1 22.7 4.5 7.9 6.6

242 51 55 11 19 16

100.0 18.2 18.8 6.5 16.5 12.4

170 31 32 11 28 21

100.0 20.8 16.7 0.0 12.5 8.3

24 5 4 0 3 2

100.0 17.6 17.0 4.2 9.4 5.3

1208 213 205 51 114 64

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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２－４ 同和問題（部落差別問題）に関わる体験 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「特に印象に残るような体験をしたことはない」と回答した人が 600 名（49.7％）、「授

業や講演、読書などを通じ同和問題（部落差別問題）に対する認識を深めたことがある」

と回答した人が 386 名（32.0％）、「当事者の友人や知人がいる（いた）」と回答した人が 380

名（31.5％）、「部落差別事案や事件に対し、怒りを感じたことがある」と回答した人が 206

名（17.1％）、「同和問題（部落差別問題）そのものをよく知らない」と回答した人が 125 名

（10.3％）である。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「授業や講演、読書などを通じ同和問題（部落差別問題）

に対する認識を深めたことがある」と回答した人の割合は、女性 34.2％に対し男性

29.4％で4.8ポイント女性の方が高く、「特に印象に残るような体験をしたことはない」

と回答した人の割合は、男性 52.8％に対し女性 47.4％で、5.4 ポイント男性の方が高

かったが、全体として大きな差は見られなかった。 

問１２

回答数

当事者の友人や知

人がいる（いた）

授業や講演、読書

などを通じ、同和

問題（部落差別問

題）に対する認識

を深めたことがあ

る

部落差別事案や事

件に対し、怒りを

感じたことがある

同和問題（部落差

別問題）の存在は

知っているが、特

別に印象に残るよ

うな体験をしたこ

とはない

同和問題（部落差

別問題）そのもの

をよく知らない

自分自身が当事者

である
無回答

全体 回答数 1208 380 386 206 600 125 28 56

％ 100.0 31.5 32.0 17.1 49.7 10.3 2.3 4.6

540 32.8 29.4 18.1 52.8 8.7 2.2 4.1

18～29歳 36 8.3 47.2 27.8 47.2 2.8 0.0 5.6

30～39歳 50 18.0 32.0 12.0 48.0 8.0 0.0 6.0

40～49歳 60 21.7 28.3 21.7 55.0 11.7 3.3 8.3

50～59歳 65 40.0 35.4 16.9 52.3 3.1 3.1 1.5

60～69歳 108 39.8 25.0 21.3 53.7 6.5 3.7 1.9

70～79歳 129 35.7 27.1 15.5 57.4 10.1 2.3 2.3

80歳以上 92 40.2 26.1 16.3 48.9 14.1 1.1 6.5

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 30.3 34.2 16.0 47.4 11.9 2.4 4.9

18～29歳 51 3.9 47.1 9.8 29.4 23.5 0.0 3.9

30～39歳 81 14.8 38.3 11.1 42.0 12.3 3.7 4.9

40～49歳 79 25.3 30.4 13.9 62.0 6.3 1.3 2.5

50～59歳 106 43.4 43.4 18.9 35.8 12.3 0.9 1.9

60～69歳 130 40.8 31.5 16.9 50.8 10.0 3.8 2.3

70～79歳 112 36.6 25.9 18.8 57.1 8.9 2.7 8.0

80歳以上 71 22.5 29.6 18.3 46.5 16.9 2.8 12.7

無回答 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 31.4 25.7 17.1 45.7 8.6 0.0 8.6

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 14.3 71.4 14.3 0.0 14.3

無回答 23 39.1 39.1 21.7 39.1 4.3 0.0 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 12 同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような体験のうち、あなた自身にあてはまるもの

すべてに○をつけてください。 
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「当事者の友人や知人がいる（いた）」と回答した人の割

合は、最大値であった「50～59 歳」の 42.1％を始め、50 歳以上の年代で全て 30％以上

となっているが、50 歳未満の年代では、「40～49 歳」24.3％・「30～39 歳」15.8％・「18

～29 歳」6.8％と、年代が下がるにつれて低くなっていっている。その反面、「授業や

講演、読書などを通じ同和問題（部落差別問題）に対する認識を深めたことがある」と

回答した人の割合は、「18～29 歳」の 46.6％が最大値であったほか、「30～39 歳」の

36.1％と三番目に高い数字となっていた。部落差別問題との出会いが、人との出会いか

ら知識との出会いに変化していく傾向にある事が読み取れる数字である。 

一方、「同和問題（部落差別問題）そのものをよく知らない」と回答した人の割合は、

「80 歳以上」の 15.3％が最大であったが、次いで「18～29 歳」の 14.8％、「30～39 歳」

の 11.3％となっていることは、留意すべき点であろう。 

 

  

問１２ 全体
当事者の友人や
知人がいる（い
た）

授業や講演、読書

などを通じ、同和

問題（部落差別問

題）に対する認識

を深めたことがあ

る

部落差別事案や
事件に対し、怒
りを感じたこと
がある

同和問題（部落差

別問題）の存在は

知っているが、特

別に印象に残るよ

うな体験をしたこ

とはない

同和問題（部落
差別問題）その
ものをよく知ら
ない

自分自身が当事
者である

無回答

100.0 32.8 29.4 18.1 52.8 8.7 2.2 4.1

540 177 159 98 285 47 12 22

100.0 30.3 34.2 16.0 47.4 11.9 2.4 4.9

631 191 216 101 299 75 15 31

100.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 1 2 1 0 0 1 0

100.0 31.4 25.7 17.1 45.7 8.6 0.0 8.6

35 11 9 6 16 3 0 3

100.0 31.5 32.0 17.1 49.7 10.3 2.3 4.6

1208 380 386 206 600 125 28 56
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問１２ 全体
当事者の友人や
知人がいる（い
た）

授業や講演、読書

などを通じ、同和

問題（部落差別問

題）に対する認識

を深めたことがあ

る

部落差別事案や
事件に対し、怒
りを感じたこと
がある

同和問題（部落差

別問題）の存在は

知っているが、特

別に印象に残るよ

うな体験をしたこ

とはない

同和問題（部落
差別問題）その
ものをよく知ら
ない

自分自身が当事
者である

無回答

100.0 6.8 46.6 17.0 36.4 14.8 0.0 4.5

88 6 41 15 32 13 0 4

100.0 15.8 36.1 12.0 43.6 11.3 3.0 5.3

133 21 48 16 58 15 4 7

100.0 24.3 30.0 17.1 58.6 8.6 2.1 5.0

140 34 42 24 82 12 3 7

100.0 42.1 40.4 18.1 42.1 8.8 1.8 1.8

171 72 69 31 72 15 3 3

100.0 40.4 28.3 18.8 52.1 8.3 3.8 2.1

240 97 68 45 125 20 9 5

100.0 36.0 26.4 16.9 57.4 9.5 2.5 5.0

242 87 64 41 139 23 6 12

100.0 31.2 26.5 17.1 48.8 15.3 1.8 9.4

170 53 45 29 83 26 3 16

100.0 41.7 37.5 20.8 37.5 4.2 0.0 8.3

24 10 9 5 9 1 0 2

100.0 31.5 32.0 17.1 49.7 10.3 2.3 4.6

1208 380 386 206 600 125 28 56

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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２－５ 同和問題（部落差別問題）に関わる意見 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１３－１

回答数

同和問題（部落差別

問題）は国民的課題

であり、社会全体で

解決に取り組む必要

がある

同和問題（部落差別

問題）は一部の人の

問題で、自分とは関

係ない

同和問題（部落差別

問題）解決のために

は、同和地区の人々

自身が、自分の生活

に責任を持つように

努力するべきである

同和問題（部落差別

問題）解決のために

は、同和地区の人々

が、固まって住まな

いようにするべきで

ある

同和問題（部落差別

問題）解決のために

自分も努力したい

全体 回答数 1208 521 46 219 105 153

％ 100.0 43.1 3.8 18.1 8.7 12.7

540 45.7 3.3 22.4 9.4 14.8

18～29歳 36 55.6 0.0 8.3 5.6 16.7

30～39歳 50 42.0 6.0 16.0 8.0 10.0

40～49歳 60 48.3 1.7 18.3 5.0 16.7

50～59歳 65 46.2 3.1 20.0 16.9 9.2

60～69歳 108 42.6 2.8 25.0 9.3 15.7

70～79歳 129 45.7 3.9 27.9 11.6 14.7

80歳以上 92 45.7 4.3 25.0 6.5 18.5

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 40.6 4.1 14.9 8.4 10.6

18～29歳 51 56.9 3.9 3.9 2.0 13.7

30～39歳 81 43.2 1.2 9.9 6.2 8.6

40～49歳 79 48.1 0.0 13.9 15.2 11.4

50～59歳 106 41.5 5.7 14.2 7.5 16.0

60～69歳 130 34.6 3.1 16.9 8.5 4.6

70～79歳 112 38.4 6.3 21.4 8.9 12.5

80歳以上 71 31.0 8.5 16.9 8.5 9.9

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 48.6 5.7 11.4 2.9 14.3

18～29歳 1 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0

無回答 23 56.5 0.0 13.0 4.3 17.4

男性

女性

その他

性別無回答

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた自身も「そう思う」と

いうものすべてに○をつけてください。 
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（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

部落差別問題に対する理解を示す、「国民的課題であり、社会全体で解決に取り組む必要

がある」と回答した人が 521 名（43.1％・前回調査 47.1％）、「解決されるまで、必要な施

策に取り組むことが大切である」と回答した人が 299 名（24.8％）、「解決のために自分も

努力したい」と回答した人が 153 名（12.7％・前回調査問９「問題解決のため自分のでき

る限りの努力をしたい」と回答した人 5.6％・県民調査「自分のできることは真剣に取り組

みたい」に対し「そう思う」と回答した人 31.1％）存在していた。 

一方、啓発や教育を通して克服が目指されてきた、いわゆる「寝た子を起こすな」論に

当たる「特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」が 426 名（35.3％・前回調査「特

別な対策を実施した事自体が差別」に対し「そう思う」と回答した人 46.3％・県民調査「特

別な対策を実施した事自体が差別」に対し「そう思う」と回答した人 40.1％）、「部落責任

論」に当たる「同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を持つように努力するべきであ

る」は 219 名（18.1％・前回調査「同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を持つよう

に努力する」を選んだ人 25.3％・県民調査「同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を

持つように努力する」を選んだ人 31.3％）、「部落分散論」に当たる「同和地区の人々が、

問１３－２

回答数

部落差別はいけない

と思うが、自分だけ
反対しても仕方がな

い

同和問題（部落差別

問題）が解決される

まで、必要な施策に
取り組むことが大切

である

同和地区や同和地区

住民だけに、特別な
施策を実施したこと

自体が差別だと思う

わからない 無回答

全体 回答数 1208 98 299 426 238 47

％ 100.0 8.1 24.8 35.3 19.7 3.9

540 8.3 27.4 35.2 17.6 3.1

18～29歳 36 19.4 27.8 19.4 16.7 2.8

30～39歳 50 4.0 26.0 30.0 16.0 2.0

40～49歳 60 6.7 33.3 23.3 20.0 1.7

50～59歳 65 7.7 29.2 33.8 15.4 3.1

60～69歳 108 8.3 25.0 40.7 19.4 1.9

70～79歳 129 8.5 27.1 43.4 16.3 2.3

80歳以上 92 7.6 26.1 34.8 18.5 7.6

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 7.8 22.5 35.0 21.7 4.3

18～29歳 51 15.7 29.4 15.7 19.6 3.9

30～39歳 81 6.2 28.4 17.3 30.9 0.0

40～49歳 79 11.4 22.8 36.7 15.2 3.8

50～59歳 106 9.4 27.4 35.8 20.8 2.8

60～69歳 130 6.9 13.8 50.8 19.2 3.8

70～79歳 112 5.4 22.3 42.9 20.5 6.3

80歳以上 71 2.8 19.7 25.4 28.2 8.5

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

35 11.4 25.7 37.1 17.1 8.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 28.6 57.1 14.3 14.3

無回答 23 13.0 30.4 26.1 17.4 8.7

男性

女性

その他

性別無回答
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固まって住まないようにするべきである」も 105 名（8.1％・前回調査「同和地区の人々が

固まって住まないようにする」を選んだ人 12.2％・県民調査「同和地区の人々が固まって

住まないようにする」を選んだ人 17.1％）存在しているが、いずれの数字も前回調査と比

べると改善が見られ、後述の第三者的態度や消極的態度を取る住民の減少と合わせ、教育

や啓発が一定の成果を挙げていることが分かる。 

また、「一部の人の問題で自分とは関係ない」と回答した人は 46 名（3.8％・前回調査「一

部の人の問題で自分とは関係ない」に対し「そう思う」と回答した人 7.6％・県民調査「一

部の人の問題で自分とは関係ない」に対し「そう思う」と回答した人 12.0％）、「自分だけ

反対しても仕方がない」と回答した人は 98 名（8.1％・前回調査「自分だけ反対しても仕

方がない」に対し「そう思う」と回答した人 12.8％・県民調査「自分だけ反対しても仕方

がない」に対し「そう思う」と回答した人 14.5％）、「わからない」は 238 名（19.7％）で

あった。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「国民的課題であり、社会全体で解決に取り組む必要があ

る」（男性 45.7％・女性 40.6％）、「同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を持つよ

うに努力するべきである」（男性 22.4％・女性 14.9％）の二つの選択肢で、男性の選択

率が 5 ポイント以上高くなっていたが、それ以外に大きな違いは見られなかった。 

 

問１３－１ 全体

同和問題（部落差
別問題）は国民的
課題であり、社会
全体で解決に取り
組む必要がある

同和問題（部落差
別問題）は一部の
人の問題で、自分
とは関係ない

同和問題（部落差別

問題）解決のために

は、同和地区の人々
自身が、自分の生活

に責任を持つように

努力するべきである

同和問題（部落差別

問題）解決のために

は、同和地区の人々
が、固まって住まな

いようにするべきで

ある

同和問題（部落差
別問題）解決のた
めに自分も努力し
たい

100.0 45.7 3.3 22.4 9.4 14.8

540 247 18 121 51 80

100.0 40.6 4.1 14.9 8.4 10.6

631 256 26 94 53 67

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

2 1 0 0 0 1

100.0 48.6 5.7 11.4 2.9 14.3

35 17 2 4 1 5

100.0 43.1 3.8 18.1 8.7 12.7

1208 521 46 219 105 153
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答
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【年代別】 

年代別傾向を見ると、「18～29 歳」の年代が選んだ割合が、「国民的課題であり、社

会全体で解決に取り組む必要がある」（56.8％）・「解決のために自分も努力したい」

（15.9％）・「解決されるまで、必要な施策に取り組むことが大切である」（28.4％）の

三つの選択肢で最大値を示していた反面、「自分だけ反対しても仕方がない」（17.0％）

と回答した人の割合も最も高かった。 

また、「一部の人の問題で自分とは関係ない」を選んだ割合が最も高かったのは「80

歳以上」の 7.1％、「同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を持つように努力する

べきである」を選んだ割合が最も高かったのは「70～79 歳」の 24.8％、「同和地区の

人々が、固まって住まないようにするべきである」を選んだ割合が最も高かったのは

「50～59 歳」の 11.1％、「特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」を選んだ割

合が最も高かったのは「60～69 歳」の 46.3％、「わからない」を選んだ割合が最も高か

ったのは「30～39 歳」の 24.8％であった。 

 

問１３－２ 全体

部落差別はいけな
いと思うが、自分
だけ反対しても仕
方がない

同和問題（部落差
別問題）が解決さ
れるまで、必要な
施策に取り組むこ
とが大切である

同和地区や同和地
区住民だけに、特
別な施策を実施し
たこと自体が差別
だと思う

わからない 無回答

100.0 8.3 27.4 35.2 17.6 3.1

540 45 148 190 95 17

100.0 7.8 22.5 35.0 21.7 4.3

631 49 142 221 137 27

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

2 0 0 2 0 0

100.0 11.4 25.7 37.1 17.1 8.6

35 4 9 13 6 3

100.0 8.1 24.8 35.3 19.7 3.9

1208 98 299 426 238 47

男性

女性

その他

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）



- 49 - 

 

 

 

  

問１３－１ 全体

同和問題（部落差
別問題）は国民的
課題であり、社会
全体で解決に取り
組む必要がある

同和問題（部落差
別問題）は一部の
人の問題で、自分
とは関係ない

同和問題（部落差別

問題）解決のために

は、同和地区の人々

自身が、自分の生活

に責任を持つように

努力するべきである

同和問題（部落差別

問題）解決のために

は、同和地区の人々

が、固まって住まな

いようにするべきで

ある

同和問題（部落差
別問題）解決のた
めに自分も努力し
たい

100.0 56.8 2.3 6.8 3.4 15.9

88 50 2 6 3 14

100.0 42.9 3.0 12.0 6.8 9.8

133 57 4 16 9 13

100.0 47.9 0.7 15.7 10.7 13.6

140 67 1 22 15 19

100.0 43.3 4.7 16.4 11.1 13.5

171 74 8 28 19 23

100.0 37.9 2.9 20.4 8.8 9.6

240 91 7 49 21 23

100.0 42.6 5.0 24.8 10.3 13.6

242 103 12 60 25 33

100.0 38.8 7.1 20.6 7.1 14.1

170 66 12 35 12 24

100.0 54.2 0.0 12.5 4.2 16.7

24 13 0 3 1 4

100.0 43.1 3.8 18.1 8.7 12.7

1208 521 46 219 105 153

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

全体

問１３－２ 全体

部落差別はいけな
いと思うが、自分
だけ反対しても仕
方がない

同和問題（部落差
別問題）が解決さ
れるまで、必要な
施策に取り組むこ
とが大切である

同和地区や同和地
区住民だけに、特
別な施策を実施し
たこと自体が差別
だと思う

わからない 無回答

100.0 17.0 28.4 17.0 18.2 3.4

88 15 25 15 16 3

100.0 5.3 27.1 23.3 24.8 0.8

133 7 36 31 33 1

100.0 9.3 27.1 31.4 17.1 2.9

140 13 38 44 24 4

100.0 8.8 28.1 35.1 18.7 2.9

171 15 48 60 32 5

100.0 7.5 18.8 46.3 19.6 2.9

240 18 45 111 47 7

100.0 7.0 24.8 43.4 18.2 4.1

242 17 60 105 44 10

100.0 5.9 23.5 31.8 22.4 8.2

170 10 40 54 38 14

100.0 12.5 29.2 25.0 16.7 12.5

24 3 7 6 4 3

100.0 8.1 24.8 35.3 19.7 3.9

1208 98 299 426 238 47

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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２－６ 同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「飯塚市内の小中学校で受けた」と回答した人が 357 名（29.6％）、「飯塚市以外の小中

学校で受けた」と回答した人が 251 名（20.8％）、「受けたことがない」と回答した人が 295

名（24.4％）、「覚えていない」と回答した人が 266 名（22.0％）であった。 

この数字は、現在飯塚市に居住する住民意識の傾向が、必ずしも飯塚市で行われてきた

人権・同和（部落差別問題解消）教育及び啓発の成果や課題を表しているわけではないこ

とを意味している。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「飯塚市内の小中学校で受けた」と回答した人の割合が、

女性 32.3％に対し男性 26.3％、「飯塚市以外の小中学校で受けた」と回答した人の割

合も、女性 24.4％に対し男性 17.4％と、いずれも女性の方が高く、「受けたことがな

問１４

回答数

飯塚市内の小中学校

で受けた

飯塚市以外の小中学

校で受けた
受けたことがない 覚えていない 無回答

全体 回答数 1208 357 251 295 266 57

％ 100.0 29.6 20.8 24.4 22.0 4.7

540 26.3 17.4 29.3 25.0 3.7

18～29歳 36 47.2 36.1 5.6 13.9 0.0

30～39歳 50 44.0 34.0 4.0 18.0 2.0

40～49歳 60 55.0 31.7 8.3 3.3 3.3

50～59歳 65 43.1 33.8 6.2 18.5 1.5

60～69歳 108 24.1 10.2 32.4 32.4 1.9

70～79歳 129 7.8 6.2 47.3 36.4 3.1

80歳以上 92 6.5 4.3 53.3 27.2 10.9

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 32.3 24.4 20.0 19.2 5.4

18～29歳 51 64.7 15.7 2.0 13.7 3.9

30～39歳 81 46.9 33.3 6.2 12.3 1.2

40～49歳 79 46.8 40.5 2.5 10.1 0.0

50～59歳 106 43.4 36.8 7.5 9.4 3.8

60～69歳 130 21.5 23.8 27.7 25.4 2.3

70～79歳 112 12.5 11.6 39.3 28.6 11.6

80歳以上 71 11.3 5.6 42.3 29.6 14.1

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 25.7 8.6 31.4 28.6 8.6

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 71.4 14.3 14.3

無回答 23 39.1 8.7 17.4 26.1 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 14 あなたは、学校教育の中で同和問題（部落差別問題）に関する授業を、受けたことがありま

すか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 



- 51 - 

 

い」と回答した人の割合は、男性 29.3％に対し女性 20.0％、「覚えていない」と回答し

た人の割合も、男性 25.0％に対し女性 19.2％と、いずれも男性の方が高かった。 

 

 

【年代別】 

年代別回答傾向を見ると、同和教育（部落差別問題解消教育）が広く行われるように

なる前に学校生活を送った 60 歳以上では、同和問題（部落差別問題）に関する授業を

「受けた」と回答した人が４割を下回るのに対し、同和教育（部落差別問題解消教育）

が定着した時代に学校生活を送った 60 歳未満の年代では８割前後が、同和問題（部落

差別問題）に関する授業を「受けた」と回答している。 

しかし、同和教育（部落差別問題解消教育）が人権・同和（部落差別問題解消）教育

へと拡大された時代に学校生活を送った「18～29 歳」で、13 名（14.8％）が「覚えて

いない」・4 名（4.5％）が「受けたことがない」と回答しており、同様に、「30～39 歳」

で、20 名（15.0％）が「覚えていない」・7 名（5.3％）が「受けたことがない」と回答

していることは留意すべき問題である。 

 

  

問１４ 全体
飯塚市内の小中学
校で受けた

飯塚市以外の小中
学校で受けた

受けたことがない 覚えていない 無回答

100.0 26.3 17.4 29.3 25.0 3.7

540 142 94 158 135 20

100.0 32.3 24.4 20.0 19.2 5.4

631 204 154 126 121 34

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 2 0 0 0 0

100.0 25.7 8.6 31.4 28.6 8.6

35 9 3 11 10 3

100.0 29.6 20.8 24.4 22.0 4.7

1208 357 251 295 266 57
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問１４ 全体
飯塚市内の小中学
校で受けた

飯塚市以外の小中
学校で受けた

受けたことがない 覚えていない 無回答

100.0 56.8 23.9 4.5 14.8 2.3

88 50 21 4 13 2

100.0 45.9 33.1 5.3 15.0 1.5

133 61 44 7 20 2

100.0 50.7 36.4 5.0 7.1 1.4

140 71 51 7 10 2

100.0 43.3 35.7 7.0 12.9 2.9

171 74 61 12 22 5

100.0 22.5 17.5 30.0 28.8 2.1

240 54 42 72 69 5

100.0 9.9 9.1 43.4 32.6 7.0

242 24 22 105 79 17

100.0 8.2 4.7 49.4 27.6 12.4

170 14 8 84 47 21

100.0 37.5 8.3 16.7 25.0 12.5

24 9 2 4 6 3

100.0 29.6 20.8 24.4 22.0 4.7

1208 357 251 295 266 57
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳
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２－７ 部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた制度の認知 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「義務教育教科書無償制度」を「よく知っている」と回答した人が 333 名(27.6％・前回

調査 21.9％)、「戸籍や住民票の閲覧制限」が 348 名(28.8％・前回調査該当選択肢なし)、

「全国高等学校統一応募用紙」が 175 名(14.5％・前回調査 27.9％)、「高校奨学金制度の

充実」が 158 名(13.1％・前回調査該当選択肢なし)であったのに対し、「いずれについて

も、よく知らない」と回答した人は 603 名(49.9％・前回調査 41.0％)・無回答は 70 名

（5.8％・前回調査 4.9％）であった。 

 

 

 

 

 

 

問１５

回答数

教育を受ける権利を

保障するための「義

務教育教科書無償制

度」

プライバシーを守る

ための「戸籍や住民

票の閲覧制限」

就職の際、企業が、

応募者の適性・能力

に無関係な事項を選

考材料としないため

に設けられた「全国

高等学校統一応募用

紙」

すべての高校生を対

象とした「高校奨学

金制度」の充実

いずれについても、

よく知らない
無回答

全体 回答数 1208 333 348 175 158 603 70

％ 100.0 27.6 28.8 14.5 13.1 49.9 5.8

540 27.8 30.0 16.3 13.3 49.8 4.1

18～29歳 36 44.4 33.3 16.7 41.7 33.3 0.0

30～39歳 50 24.0 22.0 10.0 16.0 64.0 4.0

40～49歳 60 25.0 26.7 11.7 11.7 55.0 5.0

50～59歳 65 33.8 38.5 21.5 15.4 38.5 1.5

60～69歳 108 34.3 30.6 16.7 13.9 49.1 1.9

70～79歳 129 22.5 31.0 17.8 7.0 47.3 5.4

80歳以上 92 20.7 27.2 16.3 8.7 57.6 7.6

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 27.6 28.1 13.2 13.0 49.9 7.0

18～29歳 51 27.5 23.5 15.7 19.6 52.9 3.9

30～39歳 81 24.7 22.2 7.4 17.3 59.3 0.0

40～49歳 79 35.4 25.3 13.9 19.0 50.6 2.5

50～59歳 106 32.1 34.9 17.0 13.2 42.5 2.8

60～69歳 130 27.7 29.2 14.6 7.7 51.5 6.9

70～79歳 112 24.1 35.7 12.5 10.7 48.2 10.7

80歳以上 71 21.1 16.9 9.9 9.9 47.9 21.1

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 25.7 22.9 11.4 11.4 51.4 11.4

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

60～69歳 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 14.3 0.0 14.3 71.4 14.3

無回答 23 26.1 30.4 17.4 8.7 47.8 13.0

男性

女性

その他

性別無回答

問 15 部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた次の制度の内、あなたがよく知って

いるものすべてに○をつけてください。 
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【性別】 

いずれの項目に関しても、性別の回答傾向による差は見られなかった。 

 

 

【年代別】 

年代別傾向を見ると、「義務教育教科書無償制度」（34.1％）・「高校奨学金制度の充実」

（28.4％）の認知度では、「18～29 歳」が最大値を示し、「戸籍や住民票の閲覧制限」

（36.3％）・「全国高等学校統一応募用紙」（18.7％）の認知度では、「50～59 歳」が最

大値を示しており、「50～59 歳」は、「いずれについても、よく知らない」（40.9％）と

回答した人の割合でも最小値を示していた。 

一方、各項目の認知度が最も低かったのは、「義務教育教科書無償制度」（20.6％）は

「80 歳以上」、「高校奨学金制度の充実」（9.1％）は「70～79 歳」、「戸籍や住民票の閲

覧制限」（21.8％）・「全国高等学校統一応募用紙」（8.3％）は「30～39 歳」で、「30～

39 歳」は、「いずれについても、よく知らない」（61.7％）と回答した人の割合でも最

大値を示していた。 

 

 

問１５ 全体

教育を受ける権利
を保障するための
「義務教育教科書
無償制度」

プライバシーを守
るための「戸籍や
住民票の閲覧制
限」

就職の際、企業が、応

募者の適性・能力に無

関係な事項を選考材

料としないために設け

られた「全国高等学校

統一応募用紙」

すべての高校生を
対象とした「高校
奨学金制度」の充
実

いずれについて
も、よく知らない

無回答

100.0 27.8 30.0 16.3 13.3 49.8 4.1

540 150 162 88 72 269 22

100.0 27.6 28.1 13.2 13.0 49.9 7.0

631 174 177 83 82 315 44

100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 0 1 0 0 1 0

100.0 25.7 22.9 11.4 11.4 51.4 11.4

35 9 8 4 4 18 4

100.0 27.6 28.8 14.5 13.1 49.9 5.8

1208 333 348 175 158 603 70

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問１５ 全体

教育を受ける権利
を保障するための
「義務教育教科書
無償制度」

プライバシーを守
るための「戸籍や
住民票の閲覧制
限」

就職の際、企業が、応

募者の適性・能力に無

関係な事項を選考材

料としないために設け

られた「全国高等学校

統一応募用紙」

すべての高校生を
対象とした「高校
奨学金制度」の充
実

いずれについて
も、よく知らない

無回答

100.0 34.1 27.3 15.9 28.4 45.5 2.3

88 30 24 14 25 40 2

100.0 24.1 21.8 8.3 16.5 61.7 1.5

133 32 29 11 22 82 2

100.0 30.7 26.4 12.9 15.7 52.1 3.6

140 43 37 18 22 73 5

100.0 32.7 36.3 18.7 14.0 40.9 2.3

171 56 62 32 24 70 4

100.0 31.3 29.6 15.4 10.4 50.0 4.6

240 75 71 37 25 120 11

100.0 23.1 33.1 15.3 9.1 47.5 7.9

242 56 80 37 22 115 19

100.0 20.6 22.4 12.9 9.4 54.1 13.5

170 35 38 22 16 92 23

100.0 25.0 29.2 16.7 8.3 45.8 16.7

24 6 7 4 2 11 4

100.0 27.6 28.8 14.5 13.1 49.9 5.8

1208 333 348 175 158 603 70
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）
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これらの制度は、自分自身の人権や家族の人権を守る上で、一定の役割を果たすと思わ

れるものばかりであり、住民として知っておくことが望ましい制度である。そのような制

度が、部落差別解消の取り組みの中で生み出された事実を積極的に伝えていくことは、部

落差別解消行政への支持につながり、部落差別解消の大きな力となっていくものである。 

年代別の認知度を参考に、学校教育や啓発の場で、部落差別解消の取り組みが、国民全

体の教育保障や就労保障、プライバシー保護に大きく寄与してきたことを今後とも積極的

に取り上げ、多くの人に知らせていくべきであろう。 
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２－８ 自身が同和地区の人と結婚しようとした際の態度 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

今回の調査結果と前回調査及び県民調査の結果を比較すると、下表の通りである。 

 

 今回調査 前回調査 県民調査 

自分の意志を貫いて結婚する 28.5％ (344 名) 25.6％ 22.3％ 

反対する人々を説得した後に結婚する 21.4％ (259 名) 45.2％ 33.2％ 

家族などの反対があれば結婚しない 7.5％ ( 91 名) 9.9％ 11.8％ 

わからない 36.1％ (436 名) 16.6％ 28.7％ 

 

前回調査と比べ、「家族などの反対があれば結婚しない」を選んだ割合が 2.4 ポイント減

少している。また、「…説得した後に結婚する」を選んだ割合が半減しており、代わりに「わ

からない」を選んだ割合が倍増している。 

 

 

問１６
回答数

自分の意志を貫いて

結婚する

反対する人々を説得

した後に結婚する

家族などの反対があ

れば結婚しない
その他 わからない 無回答

全体 回答数 1208 344 259 91 20 436 58

％ 100.0 28.5 21.4 7.5 1.7 36.1 4.8

540 37.8 19.1 5.7 1.9 31.9 3.7

18～29歳 36 47.2 36.1 0.0 0.0 13.9 2.8

30～39歳 50 48.0 22.0 2.0 2.0 24.0 2.0

40～49歳 60 36.7 30.0 1.7 3.3 28.3 0.0

50～59歳 65 44.6 21.5 4.6 1.5 26.2 1.5

60～69歳 108 38.0 14.8 7.4 2.8 33.3 3.7

70～79歳 129 32.6 14.0 10.9 0.8 36.4 5.4

80歳以上 92 31.5 14.1 4.3 2.2 41.3 6.5

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 20.1 24.1 9.0 1.4 39.9 5.4

18～29歳 51 33.3 37.3 2.0 0.0 23.5 3.9

30～39歳 81 21.0 40.7 8.6 2.5 27.2 0.0

40～49歳 79 21.5 35.4 3.8 1.3 35.4 2.5

50～59歳 106 17.0 24.5 11.3 2.8 42.5 1.9

60～69歳 130 21.5 20.8 9.2 0.8 44.6 3.1

70～79歳 112 19.6 13.4 12.5 1.8 44.6 8.0

80歳以上 71 11.3 5.6 11.3 0.0 52.1 19.7

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 34.3 11.4 8.6 2.9 31.4 11.4

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 0.0 28.6 0.0 42.9 14.3

無回答 23 39.1 17.4 0.0 0.0 30.4 13.0

男性

女性

その他

性別無回答

問 16 あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対を受けた場合どうし

ますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 
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【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「自分の意志を貫いて結婚する」を選んだ割合は、男性

37.8％に対し女性 20.1％と、17.7 ポイントも男性が高くなっているのに対し、「…説

得した後に結婚する」を選んだ割合は、女性 24.1％に対し男性 19.1％と、5.0 ポイン

ト女性が高く、「わからない」を選んだ割合も、女性 39.9％に対し男性 31.9％と、8.0

ポイント女性が高くなっていた。 

 

 

【年代別】 

年代別回答傾向を見ると、「自分の意志を貫いて結婚する」及び「…説得した後に結

婚する」を選んだ割合は、いずれも年代が下がるにつれて増加しているのに対し、「わ

からない」を選んだ割合は、逆に、年代が下がるにつれて減少していた。これは、人権・

同和（部落差別問題解消）教育の成果であるとともに、時代とともに結婚観が変化し、

誰と結婚するかは当事者が決めることという考え方が、一定の広がりを持ってきた結

果でもあると思われる。 

 

  

問１６ 全体
自分の意志を貫
いて結婚する

反対する人々を説得

した後に結婚する

家族などの反対があ

れば結婚しない
その他 わからない 無回答

100.0 37.8 19.1 5.7 1.9 31.9 3.7

540 204 103 31 10 172 20

100.0 20.1 24.1 9.0 1.4 39.9 5.4

631 127 152 57 9 252 34

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 1 0 0 0 1 0

100.0 34.3 11.4 8.6 2.9 31.4 11.4

35 12 4 3 1 11 4

100.0 28.5 21.4 7.5 1.7 36.1 4.8

1208 344 259 91 20 436 58

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問１６ 全体
自分の意志を貫
いて結婚する

反対する人々を説得

した後に結婚する

家族などの反対があ

れば結婚しない
その他 わからない 無回答

100.0 38.6 36.4 2.3 0.0 19.3 3.4

88 34 32 2 0 17 3

100.0 31.6 33.1 6.0 2.3 26.3 0.8

133 42 44 8 3 35 1

100.0 28.6 32.9 2.9 2.1 32.1 1.4

140 40 46 4 3 45 2

100.0 27.5 23.4 8.8 2.3 36.3 1.8

171 47 40 15 4 62 3

100.0 29.2 17.9 8.3 1.7 39.6 3.3

240 70 43 20 4 95 8

100.0 26.4 13.6 11.6 1.7 40.1 6.6

242 64 33 28 4 97 16

100.0 22.4 10.0 8.2 1.2 45.9 12.4

170 38 17 14 2 78 21

100.0 37.5 16.7 0.0 0.0 29.2 16.7

24 9 4 0 0 7 4

100.0 28.5 21.4 7.5 1.7 36.1 4.8

1208 344 259 91 20 436 58
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）
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２－９ 自分の子が同和地区の人と結婚しようとした際の自身の態度 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

今回の調査結果と前回調査及び県民調査の結果を比較すると、下表の通りである。 

 

 今回調査 前回調査 県民調査 

…子どもの意志を尊重する 55.5％ (670 名) 56.2％ 47.2％ 

…反対だが…結婚は認める 12.2％ (147 名) 25.0％ 24.2％ 

家族や親類の反対があれば結婚は認めない 1.6％ ( 19 名)  2.8％ 4.2％ 

絶対に結婚は認めない 2.1％ ( 25 名)  1.6％ 3.5％ 

わからない 23.3％ (281 名) 11.7％ 16.7％ 

 

前回調査と比べ、「わからない」を選んだ割合が 11.6 ポイント増加しており、代わりに

問１７

回答数

結婚は当人同

士の問題なの

で、子どもの

意志を尊重す

る

親としては反

対だが、子ど

もの意志が強

ければ結婚は

認める

家族や親類の

反対があれば

結婚は認めな

い

絶対に結婚を

認めない
その他 わからない 無回答

全体 回答数 1208 670 147 19 25 23 281 43

％ 100.0 55.5 12.2 1.6 2.1 1.9 23.3 3.6

540 60.9 10.4 1.9 1.9 2.0 20.0 3.0

18～29歳 36 80.6 2.8 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0

30～39歳 50 68.0 4.0 0.0 4.0 4.0 16.0 4.0

40～49歳 60 63.3 5.0 0.0 0.0 5.0 26.7 0.0

50～59歳 65 67.7 9.2 0.0 1.5 1.5 20.0 0.0

60～69歳 108 58.3 13.0 2.8 2.8 1.9 19.4 1.9

70～79歳 129 55.8 17.8 3.1 1.6 1.6 17.1 3.1

80歳以上 92 53.3 7.6 3.3 2.2 1.1 23.9 8.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 50.9 13.5 1.3 2.4 1.9 26.5 3.6

18～29歳 51 60.8 11.8 2.0 0.0 2.0 19.6 3.9

30～39歳 81 66.7 9.9 2.5 2.5 1.2 17.3 0.0

40～49歳 79 58.2 12.7 1.3 1.3 3.8 21.5 1.3

50～59歳 106 41.5 15.1 0.9 5.7 4.7 30.2 1.9

60～69歳 130 50.0 13.8 0.8 0.8 0.8 31.5 2.3

70～79歳 112 51.8 15.2 0.0 0.9 0.9 25.0 6.3

80歳以上 71 32.4 14.1 2.8 5.6 0.0 35.2 9.9

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 54.3 17.1 2.9 0.0 0.0 14.3 11.4

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3 28.6

無回答 23 60.9 13.0 0.0 0.0 0.0 17.4 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 17 あなたのお子さんが同和地区の人と結婚しようとしたとき、あなたはどうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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「…反対だが…結婚は認める」を選んだ割合が 12.8 ポイント減少している。「…反対だが

…結婚は認める」の減少は、「…反対だが」という忌避意識を持つ住民の減少であり、否定

的に見る必要はない。一方、啓発の影響を反映しやすい「わからない」住民の増加は、そ

の層に対する教育や啓発の必要性や重要度を表していると言えるだろう。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「…子どもの意志を尊重する」を選んだ割合は、男性 60.9％

に対し女性 50.9％と、10.0 ポイントも男性が高くなっているのに対し、「わからない」

を選んだ割合は、女性 26.5％に対し男性 20.0％と、6.5 ポイント女性が高くなってい

た。 

 
 

【年代別】 

年代別回答傾向を見ると、「…子どもの意志を尊重する」を選んだ割合は、年代が下

がるとともに増加する傾向があるのに対し、「わからない」を選んだ割合は、40 歳未満

の年代で減少していた。問 16 と同じく、これも、人権・同和（部落差別問題解消）教

育の成果と、結婚観の変化によってもたらされた結果であると思われる。 

しかし、問 16 の結果と合わせて考えると、「わからない」と回答している人が少なく

ないことや、未だに同和地区の人との結婚を忌避しようとする意識が完全に根絶され

ているわけではないという現実がある以上、調査結果が、結婚差別はもうなくなったの

だと思えるものでないことは明らかである。 

問１７ 全体

結婚は当人同

士の問題なの

で、子どもの

意志を尊重す

る

親としては反

対だが、子ど

もの意志が強

ければ結婚は

認める

家族や親類
の反対があ
れば結婚は
認めない

絶対に結婚
を認めない

その他 わからない 無回答

100.0 60.9 10.4 1.9 1.9 2.0 20.0 3.0

540 329 56 10 10 11 108 16

100.0 50.9 13.5 1.3 2.4 1.9 26.5 3.6

631 321 85 8 15 12 167 23

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 1 0 0 0 0 1 0

100.0 54.3 17.1 2.9 0.0 0.0 14.3 11.4

35 19 6 1 0 0 5 4

100.0 55.5 12.2 1.6 2.1 1.9 23.3 3.6

1208 670 147 19 25 23 281 43

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答
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露骨な結婚差別事件は起こっていないとしても、このように潜在的に存在する忌避意識

によって、当事者が不安をぬぐえない現実が続いていることは大きな課題と言える。 

さらに、結婚観の変化により、家族や親族が結婚の可否を判断するようなケースは減少

していると思われる現在、結婚差別問題を、結婚できるかどうかという「点」だけで考え

るのではなく、そこから始まる結婚生活に、部落差別意識が影を落とすことはないのかと

いう視点も、今後は重要であると思われる。 

 

  

問１７ 全体

結婚は当人同

士の問題なの

で、子どもの

意志を尊重す

る

親としては反

対だが、子ど

もの意志が強

ければ結婚は

認める

家族や親類
の反対があ
れば結婚は
認めない

絶対に結婚
を認めない

その他 わからない 無回答

100.0 68.2 9.1 1.1 0.0 1.1 18.2 2.3

88 60 8 1 0 1 16 2
100.0 66.9 7.5 1.5 3.0 2.3 17.3 1.5

133 89 10 2 4 3 23 2
100.0 60.7 9.3 0.7 0.7 4.3 23.6 0.7

140 85 13 1 1 6 33 1
100.0 50.9 12.7 0.6 4.0 3.5 26.0 1.2

171 88 22 1 7 6 45 2
100.0 53.5 13.3 2.1 1.7 1.2 25.7 2.1

240 129 32 5 4 3 62 5
100.0 53.9 16.5 1.6 1.2 1.2 20.6 4.5

242 131 40 4 3 3 50 11
100.0 43.5 11.2 2.9 3.5 0.6 28.2 10.0

170 74 19 5 6 1 48 17
100.0 58.3 12.5 0.0 0.0 0.0 16.7 12.5

24 14 3 0 0 0 4 3
100.0 55.5 12.2 1.6 2.1 1.9 23.3 3.6

1208 670 147 19 25 23 281 43
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）
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２－１０ 同和問題（部落差別問題）解決のための今後の行政施策への考え 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「人権教育に積極的に取り組んでほしい」の 411 名（34.0％）が最も多かったが、「そっ

としておけば自然に解決する」を含め他の選択肢は、208 名（17.2％）～223 名（18.5％）

と、ほぼ同じ数字を示しており、「よく分からない」と回答した人は 352 名(29.1％)であっ

た。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、「人権教育に積極的に取り組んでほしい」（男性 37.6％・

女性 30.7％）、「…啓発活動に積極的に取り組んでほしい」（男性 22.2％・女性 15.4％）、

「そっとしておけば自然に解決する」（男性 20.9％・女性 13.5％）と三つの選択肢で、

問１８

回答数

人権教育に積極

的に取り組んで

ほしい

市民対象の啓発

活動に積極的に

取り組んでほし

い

差別の規制や、

差別被害者の救

済などの課題に

取り組んでほし

い

同和地区住民の

生活実態調査等を

踏まえ、新しい法

律や市条例に基づ

いて、課題の解決

に積極的に取り組

んでほしい

同和問題（部落

差別問題）は、

そっとしておけ

ば自然に解決す

る

よく分からない 無回答

全体 回答数 1208 411 223 208 214 208 352 78

％ 100.0 34.0 18.5 17.2 17.7 17.2 29.1 6.5

540 37.6 22.2 18.5 18.1 20.9 23.5 5.6

18～29歳 36 50.0 25.0 25.0 19.4 13.9 19.4 2.8

30～39歳 50 30.0 12.0 20.0 18.0 26.0 22.0 6.0

40～49歳 60 53.3 18.3 21.7 23.3 18.3 20.0 1.7

50～59歳 65 40.0 23.1 15.4 20.0 15.4 21.5 3.1

60～69歳 108 38.0 23.1 19.4 23.1 13.9 24.1 6.5

70～79歳 129 34.9 21.7 16.3 15.5 25.6 22.5 6.2

80歳以上 92 28.3 28.3 17.4 10.9 28.3 30.4 8.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 30.7 15.4 16.3 17.6 13.5 34.7 6.5

18～29歳 51 35.3 11.8 31.4 17.6 9.8 29.4 2.0

30～39歳 81 37.0 14.8 21.0 19.8 7.4 28.4 2.5

40～49歳 79 34.2 16.5 22.8 19.0 11.4 30.4 3.8

50～59歳 106 32.1 19.8 18.9 21.7 14.2 36.8 4.7

60～69歳 130 24.6 12.3 10.0 13.8 17.7 38.5 6.2

70～79歳 112 32.1 19.6 11.6 19.6 11.6 33.9 12.5

80歳以上 71 23.9 9.9 8.5 11.3 19.7 42.3 9.9

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

35 37.1 17.1 14.3 14.3 22.9 17.1 20.0

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 42.9 28.6 0.0 0.0 28.6 28.6 28.6

無回答 23 34.8 17.4 21.7 21.7 17.4 13.0 21.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 18 飯塚市は昨年「飯塚市部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する条例」を施行し

ました。そこで、同和問題（部落差別問題）解決のための今後の行政施策について、あなたの

考えと近いものすべてに○をつけてください。 
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5.0 ポイント以上、男性が選んだ割合が高くなっていたが、女性の方が選んだ割合が 5

ポイント以上高かったのは「よく分からない」（女性 34.7％・男性 23.5％）だけであっ

た。 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は「よく分からない」（25.0％）・「そっと

しておけば自然に解決する」（11.4％）で最小値を、「差別の規制や、差別被害者の救済

などの課題に取り組んでほしい」（28.4％）で最大値を示していた。「40～49 歳」は、

「人権教育に積極的に取り組んでほしい」（42.1％）の最大値を、「50～59 歳」は、「…

啓発活動に積極的に取り組んでほしい」（21.1％）及び「同和地区住民の生活実態調査

を踏まえ…積極的に取り組んでほしい」（21.1％）の最大値を示していたが、「30～39

歳」は、「…啓発活動に積極的に取り組んでほしい」（13.5％）の最小値を示していた。

それ以外の項目については、いずれも「80 歳以上」が、取り組みに最も消極的な回答

となっていた。 

 

問１８ 全体
人権教育に積
極的に取り組
んでほしい

市民対象の啓
発活動に積極
的に取り組ん
でほしい

差別の規制
や、差別被害
者の救済など
の課題に取り
組んでほしい

同和地区住民の

生活実態調査等を

踏まえ、新しい法

律や市条例に基づ

いて、課題の解決

に積極的に取り組

んでほしい

同和問題（部
落差別問題）
は、そっとし
ておけば自然
に解決する

よく分からない 無回答

100.0 37.6 22.2 18.5 18.1 20.9 23.5 5.6

540 203 120 100 98 113 127 30

100.0 30.7 15.4 16.3 17.6 13.5 34.7 6.5

631 194 97 103 111 85 219 41

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

2 1 0 0 0 2 0 0

100.0 37.1 17.1 14.3 14.3 22.9 17.1 20.0

35 13 6 5 5 8 6 7

100.0 34.0 18.5 17.2 17.7 17.2 29.1 6.5

1208 411 223 208 214 208 352 78

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問１８ 全体
人権教育に積
極的に取り組
んでほしい

市民対象の啓
発活動に積極
的に取り組ん
でほしい

差別の規制
や、差別被害
者の救済など
の課題に取り
組んでほしい

同和地区住民の

生活実態調査等を

踏まえ、新しい法

律や市条例に基づ

いて、課題の解決

に積極的に取り組

んでほしい

同和問題（部
落差別問題）
は、そっとし
ておけば自然
に解決する

よく分からない 無回答

100.0 42.0 17.0 28.4 18.2 11.4 25.0 2.3

88 37 15 25 16 10 22 2

100.0 34.6 13.5 20.3 18.8 15.8 25.6 3.8

133 46 18 27 25 21 34 5

100.0 42.1 17.1 22.1 20.7 15.0 25.7 2.9

140 59 24 31 29 21 36 4

100.0 35.1 21.1 17.5 21.1 14.6 31.0 4.1

171 60 36 30 36 25 53 7

100.0 30.4 17.1 14.2 17.9 16.3 32.1 6.3

240 73 41 34 43 39 77 15

100.0 33.9 20.7 14.0 17.4 19.0 27.7 9.1

242 82 50 34 42 46 67 22

100.0 27.1 20.6 12.9 10.6 24.7 35.3 10.0

170 46 35 22 18 42 60 17

100.0 33.3 16.7 20.8 20.8 16.7 12.5 25.0

24 8 4 5 5 4 3 6

100.0 34.0 18.5 17.2 17.7 17.2 29.1 6.5

1208 411 223 208 214 208 352 78
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）
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１ 同和問題（部落差別問題）解決のための課題として、近年取り上げられるようになっ

てきた「インターネット上に部落差別を助長するような情報や書き込みがあること」や

「土地や住居等の取引の中で、人権侵害調査が行われたりすること」に対する住民の認

知度が、相対的に低い状態にある。また、「特に問題と思うことがらはない」と回答した

人の割合が 23.4％、「無回答」の人も 11.4％存在しており、住民のおよそ３人に１人は、

部落差別問題に関する正確な知識・情報に欠ける状態にあることが分かる。 
 
２ 60 歳未満の年代は、同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報を主に「学校教育」

から得るようになってきたが、「30～39 歳」の年代で、その数字が減少を見せている。一

方、「知識や情報をほとんど持っていない」と回答した人の割合は、「18～29 歳」「40～49

歳」の年代で増加していることから、同和問題（部落差別問題）解決のための同和教育

（部落差別問題解消教育）から、多くの人権課題を対象とする人権教育への移行により、

同和問題（部落差別問題）に関する直接的知識を学校教育の中で得る機会は、減少傾向

にあるのではないかと思われる。一方、いったん就労すると、若い年代ほど行政の啓発

事業に触れる機会や時間が少なく、現役世代に新しい情報を伝えるためには、職場での

研修の充実や、啓発行事の実施場所や時間帯等に関し、さまざまな工夫が必要であると

思われる。また、同和問題（部落差別問題）に関する知識を持っていないと回答した住

民に対し、どのように同和問題（部落差別問題）を伝えていくのか、改めて問い直すこ

とも大切である。 
 
３ 啓発や教育を通して克服が目指されてきた、いわゆる「寝た子を起こすな」論（35.3％）、

「部落責任論」（18.1％）、「部落分散論」（8.1％）を支持する住民が、未だに根強く存在

している。いずれの数字も前回調査と比べると改善が見られ、第三者的態度や消極的態

度を取る住民の減少と合わせ、教育や啓発が一定の成果を挙げていることがうかがえる

が、引き続き、このような誤った認識の克服に取り組む必要がある。 
 
４ 「義務教育教科書無償制度」や「戸籍や住民票の閲覧制限」など、全ての住民の人権

を守るための制度や仕組みが、部落差別解消の取り組みの中で生み出された事実が、ま

だ十分に認知されていない現実がある。このような事実を積極的に伝えていくことは、

部落差別解消行政への支持につながり、部落差別解消の大きな力となっていくものであ

る。教育や啓発の場で、部落差別解消の取り組みが、国民全体の教育保障や就労保障、

プライバシー保護に大きく寄与してきたことを、今後とも積極的に取り上げ、多くの人

に知らせていくべきであろう。 
 
５ 人権・同和（部落差別問題解消）教育の成果と結婚観の変化によって、同和地区住民

との結婚に対する意識が一定改善されたことは間違いないが、なお「わからない」と回

答している人が少なくないことや、同和地区出身者との結婚を忌避しようとする意識が

完全に根絶されているわけではないという現実がある以上、結婚差別はもうなくなった

のだと思えるような社会が実現していないことは明らかである。このように潜在的に存

在する忌避意識の解消に努めることは、今後の教育や啓発にとって最大の課題と言える。 

同和問題（部落差別問題）に関するまとめ 
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第 3 章 さまざまな人権問題について 

３－１ 女性の人権について 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

選択者が多かった項目は以下の通りである。なお、県民調査に同様の選択肢がある場合

は、県民調査での選択割合を合わせて記入している(以下の設問も同じ)。 

「職場や学校における差別的待遇」の 504 名(41.7％・前回調査 40.3％・県民調査 41.7％)

が最も多く、次いで、「私的関係における男性の暴力的対応やストーカー行為」の 483 名

(40.0％・前回調査「家庭内における夫や恋人などからの暴力（ドメスティック・バイオレ

ンス）」20.3％)、「『男は仕事で女は家事や育児』といった性別役割分担意識」の 481 名

(39.8％・前回調査 36.9％・県民調査 34.8％)となっている。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「『男は仕事で女

は家事や育児』といった性別役割分担意識」を選んだ人の割合が、女性 43.9％に対し

問１９

回答数

女性の社会進

出を支援する

制度が不十分

なこと

職場や学校に

おける差別的

待遇（採用・

昇格・仕事内

容・賃金な

ど）

職場や学校に

おける性的い

やがらせ（セ

クシャル・ハ

ラスメント）

女性の人格を

否定するよう

な性的情報・

メディアが多

いこと

「男は仕事で

女は家事や育

児」といった

性別役割分担

意識

私的関係にお

ける男性の暴

力的対応（Ｄ

Ｖ）やストー

カー行為

その他

特に問題と思

うことがらは

ない

無回答

全体 回答数 1208 442 504 430 286 481 483 33 148 79

％ 100.0 36.6 41.7 35.6 23.7 39.8 40.0 2.7 12.3 6.5

540 35.9 40.7 35.7 21.5 34.8 39.3 2.8 15.2 5.6

18～29歳 36 36.1 30.6 41.7 27.8 27.8 55.6 2.8 13.9 2.8

30～39歳 50 28.0 30.0 44.0 24.0 44.0 40.0 8.0 16.0 2.0

40～49歳 60 35.0 40.0 33.3 15.0 38.3 40.0 5.0 13.3 1.7

50～59歳 65 26.2 47.7 49.2 21.5 44.6 50.8 3.1 6.2 4.6

60～69歳 108 44.4 46.3 38.9 25.9 39.8 44.4 1.9 9.3 3.7

70～79歳 129 37.2 44.2 29.5 19.4 28.7 32.6 2.3 20.2 5.4

80歳以上 92 35.9 34.8 26.1 19.6 26.1 27.2 0.0 22.8 14.1

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 36.8 42.6 35.2 25.4 43.9 40.9 2.7 9.7 7.1

18～29歳 51 43.1 52.9 54.9 31.4 60.8 35.3 2.0 3.9 2.0

30～39歳 81 40.7 43.2 43.2 23.5 60.5 37.0 2.5 3.7 2.5

40～49歳 79 40.5 48.1 38.0 17.7 44.3 49.4 1.3 5.1 1.3

50～59歳 106 34.9 44.3 37.7 33.0 44.3 57.5 3.8 6.6 3.8

60～69歳 130 43.8 47.7 36.9 33.1 43.8 37.7 0.8 12.3 5.4

70～79歳 112 32.1 42.0 28.6 22.3 35.7 36.6 4.5 10.7 16.1

80歳以上 71 21.1 18.3 11.3 11.3 23.9 26.8 4.2 23.9 16.9

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 45.7 42.9 40.0 25.7 42.9 34.3 2.9 11.4 11.4

18～29歳 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

80歳以上 7 57.1 28.6 42.9 28.6 57.1 42.9 0.0 28.6 14.3

無回答 23 47.8 47.8 39.1 30.4 43.5 34.8 4.3 4.3 13.0

男性

女性

その他

性別無回答

問 19 女性の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてください。 
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男性 34.8％と 9.1 ポイント女性の方が高く、「特に問題と思うことがらはない」を選ん

だ人の割合は、男性 15.2％に対し女性 9.7％で、5.5 ポイント男性の方が高かった。 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「特に問題と思うことがらはない」と回答した人の割合

が、60 歳以上で１割を超えていたほか、六つの具体的問題を選んだ割合の最小値は、

いずれも「80 歳以上」であった。 

一方、「18～29 歳」が最大値を示していたのが「職場や学校における性的いやがらせ」

(50.0％）、「30～39 歳」が最大値を示していたのが、「『男は仕事で女は家事や育児』と

いった性別役割分担意識」(54.1％）、「50～59 歳」が最大値を示していたのが、「私的

関係における男性の暴力的対応やストーカー行為」（55.0％）であった。また、「60～69

歳」が最大値を示していたのが、「女性の社会進出を支援する制度が不十分なこと」

（43.8％）・「職場や学校における差別的待遇」（47.1％）・「女性の人格を否定するよう

な性的情報・メディアが多いこと」（29.6％）の三項目であった。 

 

  

問１９ 全体

女性の社会
進出を支援
する制度が
不十分なこ
と

職場や学校に

おける差別的

待遇（採用・

昇格・仕事内

容・賃金な

ど）

職場や学校
における性的
いやがらせ
（セクシャル・
ハラスメント）

女性の人格を
否定するよう
な性的情報・
メディアが多
いこと

「男は仕事で
女は家事や
育児」といっ
た性別役割
分担意識

私的関係に
おける男性の
暴力的対応
（ＤＶ）やス
トーカー行為

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 35.9 40.7 35.7 21.5 34.8 39.3 2.8 15.2 5.6

540 194 220 193 116 188 212 15 82 30

100.0 36.8 42.6 35.2 25.4 43.9 40.9 2.7 9.7 7.1

631 232 269 222 160 277 258 17 61 45

100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0

2 0 0 1 1 1 1 0 1 0

100.0 45.7 42.9 40.0 25.7 42.9 34.3 2.9 11.4 11.4

35 16 15 14 9 15 12 1 4 4

100.0 36.6 41.7 35.6 23.7 39.8 40.0 2.7 12.3 6.5

1208 442 504 430 286 481 483 33 148 79

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問１９ 全体

女性の社会
進出を支援
する制度が
不十分なこ
と

職場や学校に

おける差別的

待遇（採用・

昇格・仕事内

容・賃金な

ど）

職場や学校
における性的
いやがらせ
（セクシャル・
ハラスメント）

女性の人格を
否定するよう
な性的情報・
メディアが多
いこと

「男は仕事で
女は家事や
育児」といっ
た性別役割
分担意識

私的関係に
おける男性の
暴力的対応
（ＤＶ）やス
トーカー行為

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 40.9 43.2 50.0 29.5 46.6 43.2 2.3 8.0 2.3

88 36 38 44 26 41 38 2 7 2

100.0 35.3 38.3 42.9 23.3 54.1 37.6 4.5 9.0 2.3

133 47 51 57 31 72 50 6 12 3

100.0 37.9 44.3 36.4 17.1 42.1 45.7 2.9 8.6 1.4

140 53 62 51 24 59 64 4 12 2

100.0 31.6 45.6 42.1 28.7 44.4 55.0 3.5 6.4 4.1

171 54 78 72 49 76 94 6 11 7

100.0 43.8 47.1 37.9 29.6 41.7 40.8 1.3 10.8 4.6

240 105 113 91 71 100 98 3 26 11

100.0 34.7 43.0 28.9 20.7 31.8 34.3 3.3 16.1 10.3

242 84 104 70 50 77 83 8 39 25

100.0 30.6 27.6 20.6 16.5 26.5 27.6 1.8 23.5 15.3

170 52 47 35 28 45 47 3 40 26

100.0 45.8 45.8 41.7 29.2 45.8 37.5 4.2 4.2 12.5

24 11 11 10 7 11 9 1 1 3

100.0 36.6 41.7 35.6 23.7 39.8 40.0 2.7 12.3 6.5

1208 442 504 430 286 481 483 33 148 79
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）
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３－２ 子どもの人権について 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０－１

回答数

保護者による育

児放棄や虐待
いじめ問題

教師による体罰

問題

家庭の経済状況

に起因する「子

どもの貧困」問

題

子どもの意見を

尊重する社会意

識が不十分なこ

と

子どもにとって

有害な暴力的表

現や性的情報が

多いこと

全体 回答数 1208 998 923 352 579 224 425

％ 100.0 82.6 76.4 29.1 47.9 18.5 35.2

540 80.9 72.4 26.5 47.2 17.8 29.3

18～29歳 36 69.4 72.2 33.3 36.1 16.7 27.8

30～39歳 50 90.0 68.0 24.0 46.0 12.0 24.0

40～49歳 60 88.3 78.3 16.7 53.3 18.3 26.7

50～59歳 65 87.7 76.9 24.6 60.0 16.9 16.9

60～69歳 108 83.3 76.9 30.6 48.1 20.4 35.2

70～79歳 129 78.3 72.1 24.8 46.5 14.7 31.8

80歳以上 92 71.7 63.0 30.4 39.1 22.8 32.6

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 84.3 80.3 31.1 48.3 19.0 40.1

18～29歳 51 86.3 80.4 29.4 52.9 19.6 27.5

30～39歳 81 82.7 84.0 34.6 54.3 18.5 24.7

40～49歳 79 93.7 82.3 25.3 58.2 12.7 39.2

50～59歳 106 89.6 87.7 29.2 54.7 16.0 50.0

60～69歳 130 90.8 82.3 36.2 45.4 23.1 48.5

70～79歳 112 75.9 75.9 30.4 40.2 25.0 46.4

80歳以上 71 67.6 66.2 28.2 35.2 14.1 26.8

無回答 1 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0

2 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0

30～39歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

35 77.1 65.7 31.4 48.6 17.1 37.1

18～29歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

80歳以上 7 85.7 85.7 42.9 57.1 42.9 71.4

無回答 23 73.9 60.9 30.4 47.8 8.7 30.4

男性

女性

その他

性別無回答

問 20 子どもの人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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 (単位：％) 

 

 

＜分析と考察＞ 

「保護者による育児放棄や虐待」を選んだ人が最も多く998名(82.6％・前回調査69.7％・

県民調査 67.1％)に達した。「いじめ問題」を選んだ人も 923 名(76.4％・前回調査「子ども

同士で暴力や仲間はずし、無視などのいじめをしたり、させたりする」45.6％・県民調査

38.8％)と同程度存在したが、続く「…子どもの貧困問題」を選んだ人は 579 名(47.9％・

県民調査 40.7％）にとどまっており、上位二項目の問題に対する関心の高さがうかがわれ

る。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、具体的問題として挙げられた八つの選択項目の中で、「子

育て支援や相談体制が不十分なこと」を選んだ人の割合だけは、男性の方が 4.1 ポイ

ント高かったが、それ以外の七つの項目では、女性の選択割合の方が高くなっており、

5.0 ポイント以上の較差があった項目は、「いじめ問題」で 7.9 ポイント、「子どもにと

って有害な暴力的表現や性的情報が多いこと」で 10.8 ポイントであった。 

問２０－２

回答数

児童買春や児童

ポルノなどの犯

罪行為

子育て支援や相

談体制が不十分

なこと

その他
特に問題と思う

ことがらはない
無回答

全体 回答数 1208 498 445 20 38 46

％ 100.0 41.2 36.8 1.7 3.1 3.8

540 40.2 39.1 1.3 3.5 4.3

18～29歳 36 36.1 50.0 0.0 2.8 2.8

30～39歳 50 50.0 34.0 2.0 4.0 2.0

40～49歳 60 45.0 46.7 3.3 0.0 1.7

50～59歳 65 41.5 30.8 1.5 3.1 1.5

60～69歳 108 38.0 44.4 1.9 2.8 3.7

70～79歳 129 37.2 39.5 0.8 4.7 3.9

80歳以上 92 39.1 31.5 0.0 5.4 10.9

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 42.2 35.0 2.1 2.9 3.3

18～29歳 51 35.3 47.1 0.0 3.9 2.0

30～39歳 81 34.6 37.0 1.2 2.5 1.2

40～49歳 79 49.4 35.4 2.5 0.0 0.0

50～59歳 106 56.6 36.8 0.9 1.9 2.8

60～69歳 130 45.4 40.8 2.3 0.0 2.3

70～79歳 112 41.1 27.7 3.6 3.6 7.1

80歳以上 71 22.5 22.5 2.8 11.3 7.0

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 37.1 31.4 0.0 2.9 5.7

18～29歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 42.9 42.9 0.0 0.0 0.0

無回答 23 30.4 26.1 0.0 4.3 8.7

その他

性別無回答

男性

女性
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「子育て支援や相談体制が不十分なこ

と」（48.9％）を選んだ人の割合が最大値を、「30～39 歳」は、「子どもにとって有害な

暴力的表現や性的情報が多いこと」（24.1％）を選んだ人の割合が最小値を示していた。 

「40～49 歳」は、「保護者による育児放棄や虐待」（91.4％）を選んだ人の割合が最

大値を示し、「特に問題と思うことがらはない」と回答した人が一人もいなかった反面、

「教師による体罰問題」（22.1％）・「子どもの意見を尊重する社会意識が不十分なこと」

（15.7％）を選んだ人の割合は最小値を示していた。 

「50～59 歳」は、「いじめ問題」（83.6％）・「…子どもの貧困問題」（56.7％）・「児童

買春児童ポルノなどの犯罪行為」（50.9％）を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「60～69 歳」は、「教師による体罰問題」（33.3％）・「子どもの意見を尊重する社会

意識が不十分なこと」（21.7％）・「子どもにとって有害な暴力的表現や性的情報が多い

こと」（42.1％）を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「70～79 歳」は、最大値・最小値を示したものがなく、「80 歳以上」は、「保護者に

よる育児放棄や虐待」（70.6％）・「いじめ問題」（65.3％）・「…子どもの貧困問題」

（38.2％）・「児童買春児童ポルノなどの犯罪行為」（32.4％）・「子育て支援や相談体制

が不十分なこと」（28.2％）の五項目で最小値を示し、「特に問題と思うことがらはない」

（7.6％）と回答した人の割合も最も高かった。 

子育て中の人とそうでない人との興味関心の違いや、マスコミ報道に接する度合い

問２０－１ 全体
保護者による
育児放棄や虐
待

いじめ問題
教師による体
罰問題

家庭の経済状
況に起因する
「子どもの貧
困」問題

子どもの意見
を尊重する社
会意識が不十
分なこと

子どもにとって

有害な暴力的表

現や性的情報が

多いこと

100.0 80.9 72.4 26.5 47.2 17.8 29.3

540 437 391 143 255 96 158

100.0 84.3 80.3 31.1 48.3 19.0 40.1

631 532 507 196 305 120 253

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0

2 2 2 2 2 2 1

100.0 77.1 65.7 31.4 48.6 17.1 37.1

35 27 23 11 17 6 13

100.0 82.6 76.4 29.1 47.9 18.5 35.2

1208 998 923 352 579 224 425

女性

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

問２０－２ 全体
児童買春や児
童ポルノなど
の犯罪行為

子育て支援や
相談体制が不
十分なこと

その他
特に問題と思
うことがらは
ない

無回答

100.0 40.2 39.1 1.3 3.5 4.3

540 217 211 7 19 23

100.0 42.2 35.0 2.1 2.9 3.3

631 266 221 13 18 21

100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 2 2 0 0 0

100.0 37.1 31.4 0.0 2.9 5.7

35 13 11 0 1 2

100.0 41.2 36.8 1.7 3.1 3.8

1208 498 445 20 38 46
全体

男性

女性

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）
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の違いが、選択傾向に影響を与えていると思われる。 

 

 

  

問２０－１ 全体
保護者による
育児放棄や虐
待

いじめ問題
教師による体
罰問題

家庭の経済状
況に起因する
「子どもの貧
困」問題

子どもの意見
を尊重する社
会意識が不十
分なこと

子どもにとって

有害な暴力的表

現や性的情報が

多いこと

100.0 79.5 77.3 30.7 45.5 18.2 27.3

88 70 68 27 40 16 24

100.0 85.7 77.4 30.8 51.9 16.5 24.1

133 114 103 41 69 22 32

100.0 91.4 80.7 22.1 56.4 15.7 34.3

140 128 113 31 79 22 48

100.0 88.9 83.6 27.5 56.7 16.4 37.4

171 152 143 47 97 28 64

100.0 87.1 79.6 33.3 46.3 21.7 42.1

240 209 191 80 111 52 101

100.0 77.3 74.0 27.7 43.8 19.8 38.8

242 187 179 67 106 48 94

100.0 70.6 65.3 30.0 38.2 20.0 31.8

170 120 111 51 65 34 54

100.0 75.0 62.5 33.3 50.0 8.3 33.3

24 18 15 8 12 2 8

100.0 82.6 76.4 29.1 47.9 18.5 35.2

1208 998 923 352 579 224 425

(上段：％　下段：回答数）

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

問２０－２ 全体
児童買春や児
童ポルノなど
の犯罪行為

子育て支援や
相談体制が不
十分なこと

その他
特に問題と思
うことがらは
ない

無回答

100.0 36.4 48.9 0.0 3.4 2.3

88 32 43 0 3 2

100.0 40.6 36.1 1.5 3.0 1.5

133 54 48 2 4 2

100.0 47.9 40.7 2.9 0.0 0.7

140 67 57 4 0 1

100.0 50.9 34.5 1.2 2.3 2.3

171 87 59 2 4 4

100.0 42.1 42.1 2.1 1.3 2.9

240 101 101 5 3 7

100.0 39.3 34.3 2.1 4.1 5.4

242 95 83 5 10 13

100.0 32.4 28.2 1.2 7.6 8.8

170 55 48 2 13 15

100.0 29.2 25.0 0.0 4.2 8.3

24 7 6 0 1 2

100.0 41.2 36.8 1.7 3.1 3.8

1208 498 445 20 38 46

(上段：％　下段：回答数）

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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３－３ 高齢者の人権について 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「高齢者を狙った悪徳商法や振り込め詐欺」を選んだ人が最も多く 943 名(78.1％・前回

調査 38.0％・県民調査 42.7％)に上っている。また、「孤立して暮らす高齢者が多いこと」

を選んだ人も 768 名(63.6％)存在するが、続いて多かった「…介護・福祉・医療施設や制

度が不十分なこと」を選んだ人は 552 名(45.7％)にとどまった。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「高齢者を狙っ

た悪徳商法や振り込め詐欺」を選んだ人の割合が、女性 80.8％に対し男性 75.2％と 5.6

ポイント女性の方が高く、「高齢者に対する暴力・虐待行為など…」を選んだ人の割合

も、女性 35.2％に対し男性 27.6％と 7.6 ポイント女性の方が高かった。 

問２１

回答数

高齢者を狙っ

た悪徳商法や

振り込め詐欺

孤立して暮ら

す高齢者が多

いこと

高齢者を対象
とした介護・

福祉・医療施

設や制度が不

十分なこと

高齢者に対す
る暴力・虐待

行為など、そ

の人格が尊重

されないこと

道路の段差や

エレベーター
の未設置等、

バリアフリーが

不十分なため

外出の際に不
便であること

社会の情報化
から取り残さ

れがちである

こと

その他

特に問題と思

うことがらは

ない

無回答

全体 回答数 1208 943 768 552 382 425 431 25 33 41

％ 100.0 78.1 63.6 45.7 31.6 35.2 35.7 2.1 2.7 3.4

540 75.2 64.3 45.2 27.6 34.3 34.3 2.2 3.1 3.7

18～29歳 36 69.4 47.2 38.9 33.3 30.6 33.3 5.6 5.6 2.8

30～39歳 50 68.0 68.0 34.0 38.0 34.0 44.0 0.0 4.0 2.0

40～49歳 60 78.3 66.7 33.3 30.0 33.3 41.7 5.0 1.7 1.7

50～59歳 65 75.4 72.3 36.9 29.2 44.6 30.8 1.5 4.6 0.0

60～69歳 108 80.6 63.9 42.6 30.6 36.1 31.5 2.8 0.9 3.7

70～79歳 129 72.9 63.6 61.2 22.5 29.5 31.0 1.6 4.7 3.1

80歳以上 92 76.1 63.0 47.8 20.7 33.7 34.8 1.1 2.2 9.8

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 80.8 63.4 46.4 35.2 36.1 37.1 1.6 2.2 3.0

18～29歳 51 78.4 60.8 35.3 39.2 39.2 23.5 0.0 5.9 2.0

30～39歳 81 75.3 71.6 44.4 37.0 29.6 38.3 1.2 2.5 1.2

40～49歳 79 84.8 64.6 46.8 35.4 35.4 43.0 2.5 0.0 0.0

50～59歳 106 84.9 61.3 52.8 32.1 43.4 38.7 0.9 1.9 1.9

60～69歳 130 81.5 67.7 53.1 46.2 40.0 45.4 0.8 0.0 2.3

70～79歳 112 79.5 58.9 42.9 33.0 36.6 32.1 2.7 1.8 7.1

80歳以上 71 78.9 57.7 40.8 16.9 23.9 29.6 2.8 7.0 5.6

無回答 1 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 74.3 54.3 40.0 28.6 31.4 31.4 8.6 5.7 5.7

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

80歳以上 7 85.7 71.4 57.1 28.6 57.1 42.9 0.0 0.0 0.0

無回答 23 73.9 52.2 43.5 30.4 26.1 26.1 13.0 4.3 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 21 高齢者の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「孤立して暮らす高齢者が多いこと」

（54.5％）・「…介護・福祉・医療施設や制度が不十分なこと」（36.4％）・「社会の情報

化から取り残されがちであること」（28.4％）を選んだ人の割合が最小値を示し、「特に

問題と思うことがらはない」（5.7％）と回答した人の割合も最も高かった。 

「30～39 歳」は、「孤立して暮らす高齢者が多いこと」（70.7％）を選んだ人の割合

が最大値を示していた反面、「高齢者を狙った悪徳商法や振り込め詐欺」（71.4％）を選

んだ人の割合では、最小値を示していた。 

「40～49 歳」は、「高齢者を狙った悪徳商法や振り込め詐欺」（82.1％）を選んだ人

の割合と、「社会の情報化から取り残されがちであること」（42.9％）を選んだ人の割合

が最大値を示していた。 

「50～59 歳」は、「…バリアフリーが不十分なため外出の際に不便であること」

（43.9％）を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「60～69 歳」は、「高齢者に対する暴力・虐待行為など…」（39.2％）が最大値を示

しており、「特に問題と思うことがらはない」（0.4％）と回答した人の割合も最も低か

った。 

「70～79 歳」は、「…介護・福祉・医療施設や制度が不十分なこと」（52.5％）が最

大値を示していた。 

「80 歳以上」は、「高齢者に対する暴力・虐待行為など…」（19.4％）・「…バリアフ

リーが不十分なため外出の際に不便であること」（30.6％）で最小値を示していた。 

当事者としての関心と、高齢者を見守る立場にある年代や直接サポートをする機会

の多い年代の関心の違いがうかがわれる結果と言える。 

 

問２１ 全体

高齢者を
狙った悪徳
商法や振り
込め詐欺

孤立して暮
らす高齢者
が多いこと

高齢者を対
象とした介
護・福祉・
医療施設や
制度が不十
分なこと

高齢者に対
する暴力・
虐待行為な
ど、その人
格が尊重さ
れないこと

道路の段差や

エレベーター

の未設置等、

バリアフリーが

不十分なため

外出の際に不

便であること

社会の情報
化から取り
残されがち
であること

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 75.2 64.3 45.2 27.6 34.3 34.3 2.2 3.1 3.7

540 406 347 244 149 185 185 12 17 20

100.0 80.8 63.4 46.4 35.2 36.1 37.1 1.6 2.2 3.0

631 510 400 293 222 228 234 10 14 19

100.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2 1 2 1 1 1 1 0 0 0

100.0 74.3 54.3 40.0 28.6 31.4 31.4 8.6 5.7 5.7

35 26 19 14 10 11 11 3 2 2

100.0 78.1 63.6 45.7 31.6 35.2 35.7 2.1 2.7 3.4

1208 943 768 552 382 425 431 25 33 41

男性

全体

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

女性
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問２１ 全体

高齢者を
狙った悪徳
商法や振り
込め詐欺

孤立して暮
らす高齢者
が多いこと

高齢者を対
象とした介
護・福祉・
医療施設や
制度が不十
分なこと

高齢者に対
する暴力・
虐待行為な
ど、その人
格が尊重さ
れないこと

道路の段差や

エレベーター

の未設置等、

バリアフリーが

不十分なため

外出の際に不

便であること

社会の情報
化から取り
残されがち
であること

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 75.0 54.5 36.4 36.4 35.2 28.4 2.3 5.7 2.3

88 66 48 32 32 31 25 2 5 2

100.0 71.4 70.7 39.8 36.8 30.8 40.6 0.8 3.0 1.5

133 95 94 53 49 41 54 1 4 2

100.0 82.1 65.7 41.4 33.6 35.0 42.9 3.6 0.7 0.7

140 115 92 58 47 49 60 5 1 1

100.0 81.3 65.5 46.8 31.0 43.9 35.7 1.2 2.9 1.2

171 139 112 80 53 75 61 2 5 2

100.0 81.3 65.8 47.9 39.2 38.3 38.8 1.7 0.4 2.9

240 195 158 115 94 92 93 4 1 7

100.0 75.6 61.2 52.5 27.3 32.6 31.4 2.1 3.7 5.0

242 183 148 127 66 79 76 5 9 12

100.0 77.6 61.2 45.3 19.4 30.6 32.9 1.8 4.1 7.6

170 132 104 77 33 52 56 3 7 13

100.0 75.0 50.0 41.7 33.3 25.0 25.0 12.5 4.2 8.3

24 18 12 10 8 6 6 3 1 2

100.0 78.1 63.6 45.7 31.6 35.2 35.7 2.1 2.7 3.4

1208 943 768 552 382 425 431 25 33 41

18～29歳

30～39歳

40～49歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

50～59歳

全体

(上段：％　下段：回答数）
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３－４ 障がい者の人権について 

 

 

 

 

（単位：％） 

 
 

＜分析と考察＞ 

「就労保障が不十分なこと」を選んだ人が最も多く 578 名(47.8％・前回調査 57.2％・県

民調査 56.6％)、次いで「…バリアフリーが不十分なため外出の際に不便であること」の

576 名(47.7％・前回調査 30.3％・県民調査 25.5％)、「…介護・福祉・医療施設や制度が不

十分なこと」478 名(39.6％)であった。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「…介護・福祉・

医療施設や制度が不十分なこと」を選んだ人の割合が、男性 44.3％に対し女性 34.9％

で、9.4 ポイント男性の方が高かったが、それ以外の項目の回答傾向に大きな違いは見

られなかった。 

問２２

回答数

就労保障が不

十分なこと

障がい者を対

象とした介護・

福祉・医療施

設や制度が不

十分なこと

障がい者に対

する差別的言

動など、その

人格が尊重さ

れないこと

道路の段差や

エレベーター

の未設置等、

バリアフリーが

不十分なため

外出の際に不

便であること

体育・文化活

動や地域行事

等に参加する

ためのサポー

トが不十分な

こと

災害情報や行

政からのお知

らせなど、公

的な情報が伝

わりにくいこ

と

その他

特に問題と思

うことがらは

ない

無回答

全体 回答数 1208 578 478 444 576 234 300 48 85 97

％ 100.0 47.8 39.6 36.8 47.7 19.4 24.8 4.0 7.0 8.0

540 50.7 44.3 35.7 46.3 20.4 24.8 3.7 6.9 6.5

18～29歳 36 33.3 30.6 47.2 27.8 19.4 27.8 5.6 2.8 2.8

30～39歳 50 58.0 36.0 50.0 44.0 22.0 26.0 0.0 10.0 2.0

40～49歳 60 58.3 38.3 40.0 36.7 15.0 30.0 5.0 3.3 3.3

50～59歳 65 50.8 46.2 40.0 60.0 20.0 21.5 3.1 3.1 4.6

60～69歳 108 57.4 48.1 41.7 58.3 24.1 25.9 3.7 4.6 2.8

70～79歳 129 52.7 50.4 27.9 40.3 19.4 22.5 4.7 9.3 8.5

80歳以上 92 38.0 43.5 21.7 45.7 20.7 23.9 3.3 10.9 15.2

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 45.8 34.9 38.0 50.2 18.7 25.4 4.3 7.4 8.6

18～29歳 51 43.1 39.2 49.0 52.9 13.7 29.4 2.0 7.8 2.0

30～39歳 81 53.1 38.3 48.1 51.9 14.8 23.5 3.7 7.4 3.7

40～49歳 79 51.9 32.9 41.8 55.7 25.3 27.8 3.8 6.3 3.8

50～59歳 106 49.1 29.2 35.8 53.8 21.7 29.2 7.5 2.8 6.6

60～69歳 130 46.9 43.1 40.0 50.0 20.8 24.6 2.3 4.6 9.2

70～79歳 112 40.2 32.1 32.1 51.8 21.4 25.0 3.6 12.5 12.5

80歳以上 71 35.2 28.2 22.5 33.8 7.0 18.3 7.0 12.7 19.7

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 42.9 51.4 28.6 22.9 17.1 17.1 2.9 2.9 22.9

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 28.6 0.0 0.0 28.6

無回答 23 43.5 52.2 39.1 17.4 17.4 17.4 4.3 4.3 26.1

男性

女性

その他

性別無回答

問 22 障がい者の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」「70～79 歳」には、最小値・最大値を示し

たものはなかった。 

「30～39 歳」は、「就労保障が不十分なこと」（54.9％）・「障がい者に対する差別的

言動など、その人格が尊重されないこと」（48.1％）を選んだ人の割合が最大値を示し

ていた。 

「40～49 歳」は、「災害情報や行政からのお知らせなど、公的な情報が伝わりにくい

こと」（28.6％）を選んだ人の割合は最大値を示していたが、「…介護・福祉・医療施設

や制度が不十分なこと」（35.7％）を選んだ人の割合は最小値を示していた。 

「50～59 歳」は、「…バリアフリーが不十分なため外出の際に不便であること」

（56.1％）を選んだ人の割合が最大値を示し、「特に問題と思うことがらはない」（2.9％）

と回答した人の割合も最も低かったが、「…介護・福祉・医療施設や制度が不十分なこ

と」（35.7％）を選んだ人の割合は、「40～49 歳」と同じ割合で最小値を示していた。 

「60～69 歳」は、「…介護・福祉・医療施設や制度が不十分なこと」（39.2％）及び

「体育・文化活動や地域行事等に参加するためのサポートが不十分なこと」（22.1％）

が最大値を示していた。 

「80 歳以上」は、「…介護・福祉・医療施設や制度が不十分なこと」を除く、五つの

選択項目で最小値を示していたほか、「特に問題と思うことがらはない」（11.2％）と回

答した人の割合も最も高かった 

問２２ 全体
就労保障が
不十分なこ
と

障がい者を対
象とした介
護・福祉・医
療施設や制
度が不十分
なこと

障がい者に
対する差別
的言動な
ど、その人
格が尊重さ
れないこと

道路の段差や

エレベーター

の未設置等、

バリアフリーが

不十分なため

外出の際に不

便であること

体育・文化
活動や地域
行事等に参
加するため
のサポート
が不十分な
こと

災害情報や
行政からの
お知らせな
ど、公的な
情報が伝わ
りにくいこ
と

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 50.7 44.3 35.7 46.3 20.4 24.8 3.7 6.9 6.5

540 274 239 193 250 110 134 20 37 35

100.0 45.8 34.9 38.0 50.2 18.7 25.4 4.3 7.4 8.6

631 289 220 240 317 118 160 27 47 54

100.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0 1 1 1 0 0 0 0 0

100.0 42.9 51.4 28.6 22.9 17.1 17.1 2.9 2.9 22.9

35 15 18 10 8 6 6 1 1 8

100.0 47.8 39.6 36.8 47.7 19.4 24.8 4.0 7.0 8.0

1208 578 478 444 576 234 300 48 85 97

女性

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

男性

全体
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問２２ 全体
就労保障が
不十分なこ
と

障がい者を
対象とした
介護・福
祉・医療施
設や制度が
不十分なこ
と

障がい者に
対する差別
的言動な
ど、その人
格が尊重さ
れないこと

道路の段差や

エレベーター

の未設置等、

バリアフリー

が不十分なた

め外出の際に

不便であるこ

と

体育・文化
活動や地域
行事等に参
加するため
のサポート
が不十分な
こと

災害情報や
行政からの
お知らせな
ど、公的な
情報が伝わ
りにくいこ
と

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 38.6 36.4 47.7 42.0 17.0 28.4 3.4 5.7 2.3

88 34 32 42 37 15 25 3 5 2

100.0 54.9 36.8 48.1 49.6 17.3 24.1 2.3 8.3 3.0

133 73 49 64 66 23 32 3 11 4

100.0 54.3 35.7 41.4 47.1 20.7 28.6 4.3 5.0 3.6

140 76 50 58 66 29 40 6 7 5

100.0 49.7 35.7 37.4 56.1 21.1 26.3 5.8 2.9 5.8

171 85 61 64 96 36 45 10 5 10

100.0 51.7 45.8 40.4 54.2 22.1 25.0 2.9 4.6 6.3

240 124 110 97 130 53 60 7 11 15

100.0 47.1 42.1 29.8 45.5 20.2 23.6 4.1 10.7 10.3

242 114 102 72 110 49 57 10 26 25

100.0 36.5 36.5 21.8 39.4 14.7 21.8 4.7 11.2 17.6

170 62 62 37 67 25 37 8 19 30

100.0 41.7 50.0 41.7 16.7 16.7 16.7 4.2 4.2 25.0

24 10 12 10 4 4 4 1 1 6

100.0 47.8 39.6 36.8 47.7 19.4 24.8 4.0 7.0 8.0

1208 578 478 444 576 234 300 48 85 97

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

(上段：％　下段：回答数）

全体

60～69歳
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３－５ インターネットに関する人権について 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２３－１

回答数

ネット上の発言

が原因となり、

さまざまなトラ

ブルが起こるこ

と

個人情報の流出

を招くこと

さまざまな犯罪

に巻き込まれる

危険があること

暴力や性に関

し、有害な情報

や画像が多いこ

と

差別を助長した

り煽ったりする

ような表現・情

報が多いこと

全体 回答数 1208 735 749 633 415 429

％ 100.0 60.8 62.0 52.4 34.4 35.5

540 57.8 59.8 47.6 33.0 38.1

18～29歳 36 61.1 72.2 44.4 22.2 41.7

30～39歳 50 66.0 70.0 68.0 32.0 40.0

40～49歳 60 58.3 63.3 45.0 26.7 35.0

50～59歳 65 72.3 61.5 55.4 30.8 38.5

60～69歳 108 63.9 67.6 45.4 40.7 47.2

70～79歳 129 54.3 56.6 47.3 33.3 38.8

80歳以上 92 39.1 41.3 37.0 33.7 26.1

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 64.5 64.7 57.1 36.3 33.8

18～29歳 51 76.5 80.4 64.7 35.3 41.2

30～39歳 81 72.8 75.3 65.4 38.3 38.3

40～49歳 79 67.1 68.4 65.8 36.7 30.4

50～59歳 106 68.9 77.4 62.3 40.6 38.7

60～69歳 130 71.5 65.4 63.8 43.8 39.2

70～79歳 112 57.1 49.1 46.4 35.7 29.5

80歳以上 71 36.6 42.3 28.2 15.5 16.9

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

35 42.9 48.6 42.9 20.0 25.7

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 57.1 42.9 28.6 28.6

無回答 23 52.2 39.1 47.8 21.7 26.1

男性

女性

その他

性別無回答

問 23 インターネット上の人権侵害に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○を

つけてください。 



- 76 - 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「個人情報の流出を招くこと」を選んだ人が最も多く749名(62.0％・県民調査49.1％)、

次いで「ネット上の発言が原因となり、さまざまなトラブルが起こること」を選んだ人 735

名(60.8％)、「…ネット依存やスマホ依存に起因するさまざまな問題」を選んだ人 678 名

(56.1％)という結果であった。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「ネット上の発

言が原因となり、さまざまなトラブルが起こること」を選んだ人の割合で 6.7 ポイン

ト（女性 64.5％・男性 57.8％）、「さまざまな犯罪に巻き込まれる危険があること」を

選んだ人の割合で 9.5 ポイント（女性 57.1％・男性 47.6％）、「年齢に関係なくすべて

の情報にアクセスできること」を選んだ人の割合で 8.9 ポイント（女性 43.9％・男性

35.0％）女性の方が高かったが、男性の方が 5 ポイント以上高いものはなかった。 

問２３－２

回答数

年齢に無関係に

すべての情報に

アクセスできる

こと

子どもや若者の

ネット依存やス

マホ依存に起因

するさまざまな

問題

その他
特に問題と思う

ことがらはない
無回答

全体 回答数 1208 475 678 39 49 95

％ 100.0 39.3 56.1 3.2 4.1 7.9

540 35.0 51.1 2.4 5.2 7.2

18～29歳 36 38.9 44.4 2.8 2.8 2.8

30～39歳 50 44.0 54.0 2.0 2.0 2.0

40～49歳 60 38.3 55.0 1.7 5.0 1.7

50～59歳 65 33.8 52.3 3.1 6.2 3.1

60～69歳 108 40.7 55.6 2.8 4.6 2.8

70～79歳 129 31.0 52.7 3.1 3.1 10.1

80歳以上 92 26.1 41.3 1.1 10.9 19.6

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 43.9 61.5 4.0 3.0 7.3

18～29歳 51 45.1 49.0 2.0 5.9 2.0

30～39歳 81 44.4 58.0 3.7 2.5 1.2

40～49歳 79 50.6 75.9 0.0 1.3 2.5

50～59歳 106 50.9 68.9 2.8 0.9 4.7

60～69歳 130 50.8 71.5 2.3 0.8 6.2

70～79歳 112 39.3 58.0 3.6 5.4 16.1

80歳以上 71 19.7 33.8 15.5 7.0 15.5

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 22.9 37.1 2.9 2.9 28.6

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

80歳以上 7 14.3 57.1 0.0 14.3 42.9

無回答 23 26.1 34.8 4.3 0.0 26.1

性別無回答

男性

女性

その他
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「個人情報の流出を招くこと」（77.3％）

と回答した人の割合も最も高かった。 

「30～39 歳」は、「さまざまな犯罪に巻き込まれる危険があること」（65.4％）を選

んだ人の割合が最大値を示していた。 

「40～49 歳」は、「…ネット依存やスマホ依存に起因するさまざまな問題」（67.1％）

を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「50～59 歳」は、「ネット上の発言が原因となり、さまざまなトラブルが起こること」

（70.2％）を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「60～69 歳」は、「暴力や性に関し、有害な情報や画像が多いこと」（42.1％）・「差

別を助長したり煽ったりするような表現・情報が多いこと」（32.5％）・「年齢に無関係

にすべての情報にアクセスできること」（45.8％）が最大値を示していた。 

いずれの問題も最小値を示していたのは「80 歳以上」であったほか、「無回答」が、

「70～79 歳」で 13.2％、「80 歳以上」で 18.8％と高くなっていたことが特徴的であっ

た。 

問２３－１ 全体

ネット上の発言

が原因となり、

さまざまなトラ

ブルが起こるこ

と

個人情報の流
出を招くこと

さまざまな犯
罪に巻き込ま
れる危険があ
ること

暴力や性に関
し、有害な情
報や画像が多
いこと

差別を助長し
たり煽ったり
するような表
現・情報が多
いこと

100.0 57.8 59.8 47.6 33.0 38.1

540 312 323 257 178 206

100.0 64.5 64.7 57.1 36.3 33.8

631 407 408 360 229 213

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

2 1 1 1 1 1

100.0 42.9 48.6 42.9 20.0 25.7

35 15 17 15 7 9

100.0 60.8 62.0 52.4 34.4 35.5

1208 735 749 633 415 429
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

問２３－２ 全体

年齢に無関係
にすべての情
報にアクセス
できること

子どもや若者の

ネット依存やス

マホ依存に起因

するさまざまな

問題

その他
特に問題と思
うことがらは
ない

無回答

100.0 35.0 51.1 2.4 5.2 7.2

540 189 276 13 28 39

100.0 43.9 61.5 4.0 3.0 7.3

631 277 388 25 19 46

100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0

2 1 1 0 1 0

100.0 22.9 37.1 2.9 2.9 28.6

35 8 13 1 1 10

100.0 39.3 56.1 3.2 4.1 7.9

1208 475 678 39 49 95

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

全体
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問２３－１ 全体

ネット上の発言

が原因となり、

さまざまなトラ

ブルが起こるこ

と

個人情報の流
出を招くこと

さまざまな犯
罪に巻き込ま
れる危険があ
ること

暴力や性に関
し、有害な情
報や画像が多
いこと

差別を助長し
たり煽ったり
するような表
現・情報が多
いこと

100.0 69.3 77.3 55.7 29.5 42.0

88 61 68 49 26 37

100.0 69.2 72.9 65.4 35.3 38.3

133 92 97 87 47 51

100.0 63.6 66.4 57.1 32.9 32.9

140 89 93 80 46 46

100.0 70.2 71.3 59.6 36.8 38.6

171 120 122 102 63 66

100.0 67.9 66.7 55.4 42.1 42.5

240 163 160 133 101 102

100.0 55.4 52.9 46.7 34.3 34.3

242 134 128 113 83 83

100.0 37.6 42.4 33.5 25.9 22.4

170 64 72 57 44 38

100.0 50.0 37.5 50.0 20.8 25.0

24 12 9 12 5 6

100.0 60.8 62.0 52.4 34.4 35.5

1208 735 749 633 415 429

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

問２３－２ 全体

年齢に無関係
にすべての情
報にアクセス
できること

子どもや若者の

ネット依存やス

マホ依存に起因

するさまざまな

問題

その他
特に問題と思
うことがらは
ない

無回答

100.0 43.2 46.6 2.3 4.5 2.3

88 38 41 2 4 2

100.0 43.6 56.4 3.0 3.0 1.5

133 58 75 4 4 2

100.0 45.7 67.1 0.7 2.9 2.1

140 64 94 1 4 3

100.0 44.4 62.6 2.9 2.9 4.1

171 76 107 5 5 7

100.0 45.8 63.8 2.5 2.5 4.6

240 110 153 6 6 11

100.0 34.7 55.0 3.3 4.1 13.2

242 84 133 8 10 32

100.0 22.9 38.8 7.1 9.4 18.8

170 39 66 12 16 32

100.0 25.0 37.5 4.2 0.0 25.0

24 6 9 1 0 6

100.0 39.3 56.1 3.2 4.1 7.9

1208 475 678 39 49 95

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体
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３－６ 日本に居住する外国人の人権について 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

選んだ人が多かった上位の項目は、就労や就学のために新たに来日している外国人に関

する問題である「施設に外国語表示などが不十分なため、利用の際に不便であること」413

名(34.2％・前回調査 34.6％・県民調査 24.1％)・「行政からのお知らせや、公的な情報が

伝わりにくいこと」386 名(32.0％)・「習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにく

いこと」356 名(29.5％・前回調査 28.9％・県民調査 27.6％)の三つで、日本で生まれ育っ

た外国籍の方に関する問題は、いずれも下位にとどまっていた。特に、「結婚の際に周囲か

ら反対を受けること」を選んだ人の割合は182名（15.1％・前回調査9.5％・県民調査11.9％)

と最も低くなっており、外国人の人権に関する問題の変化を表すものとなっている。 

 

 

問２４

回答数

外国人に対す

る差別的言動

（ヘイトス

ピーチ）があ

ること

教育・就労・

居住等で不利

な扱いを受け

ること

結婚の際に周

囲から反対を

受けること

習慣等が異な

るため地域社

会で受け入れ

られにくいこ

と

施設に外国語

表示などが不

十分なため、

利用の際に不

便であること

行政からのお

知らせや、公

的な情報が伝

わりにくいこ

と

その他

特に問題と思

うことがらは

ない

無回答

全体 回答数 1208 343 353 182 356 413 386 62 207 152

％ 100.0 28.4 29.2 15.1 29.5 34.2 32.0 5.1 17.1 12.6

540 30.2 28.7 17.6 32.6 33.9 32.2 4.8 19.3 8.5

18～29歳 36 38.9 41.7 27.8 27.8 44.4 27.8 0.0 13.9 2.8

30～39歳 50 38.0 24.0 20.0 26.0 32.0 30.0 2.0 20.0 2.0

40～49歳 60 31.7 30.0 13.3 36.7 33.3 45.0 5.0 13.3 5.0

50～59歳 65 35.4 20.0 23.1 33.8 29.2 30.8 6.2 20.0 1.5

60～69歳 108 26.9 31.5 18.5 38.9 39.8 32.4 7.4 14.8 3.7

70～79歳 129 25.6 30.2 11.6 31.0 31.8 31.8 5.4 21.7 12.4

80歳以上 92 28.3 26.1 18.5 29.3 30.4 28.3 3.3 26.1 21.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 26.6 30.0 13.2 27.4 35.2 32.2 5.5 15.5 15.1

18～29歳 51 37.3 25.5 25.5 27.5 43.1 35.3 3.9 17.6 2.0

30～39歳 81 40.7 43.2 14.8 32.1 45.7 38.3 3.7 11.1 3.7

40～49歳 79 26.6 35.4 13.9 39.2 41.8 36.7 3.8 10.1 6.3

50～59歳 106 34.0 29.2 19.8 31.1 36.8 36.8 5.7 12.3 10.4

60～69歳 130 20.0 31.5 6.9 25.4 36.9 32.3 4.6 16.9 17.7

70～79歳 112 21.4 28.6 11.6 23.2 28.6 29.5 5.4 19.6 26.8

80歳以上 71 12.7 12.7 5.6 14.1 15.5 15.5 12.7 21.1 29.6

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 31.4 22.9 11.4 17.1 20.0 22.9 2.9 14.3 31.4

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

80歳以上 7 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 28.6 42.9

無回答 23 43.5 30.4 17.4 21.7 26.1 21.7 4.3 8.7 30.4

男性

女性

その他

性別無回答

問 24 外国人の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。なお、１～３の選択肢は、日本で生まれ育った外国籍の方に関する人権問題、４～６は、

就労や就学のために新たに来日している外国人に関する人権問題としてご回答ください。 
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【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「習慣等が異な

るため、地域社会で受け入れられにくいこと」を選んだ人の割合で 5.2 ポイント（男性

32.6％・女性 27.4％）男性の方が高かったが、女性の方が 5 ポイント以上高いものは

なかった。 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「結婚の際に周囲から反対を受けるこ

と」（26.1％）を選んだ人の割合も最も高かったが、これが何らかの体験に基づくもの

か否かは分からない。 

「30～39 歳」は、「外国人に対する差別的言動があること」（39.1％）・「教育・就労・

居住等で不利な扱いを受けること」（35.3％）を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「40～49 歳」は、「習慣等が異なるため、地域社会で受け入れられにくいこと」

（37.9％）・「行政からのお知らせや、公的な情報が伝わりにくいこと」(40.0％)を選ん

だ人の割合が最大値を示していた。 

「50～59 歳」・「60～69 歳」には、最大値・最小値を示していたものはなく、「70～

79 歳」は、「結婚の際に周囲から反対を受けること」で最小値を示していた。それ以外

の五つの問題で最小値を示していたのは「80 歳以上」で、「結婚の際に周囲から反対を

受けること」でも、最小値の「70～79 歳」とは 0.8 ポイント差だった。 

また、「特に問題と思うことがらはない」が、「70～79 歳」で 20.7％・「80 歳以上」

で 24.1％、「無回答」が、「70～79 歳」で 19.4％・「80 歳以上」で 25.9％と高くなって

いたことが特徴的であった。 

問２４ 全体

外国人に対
する差別的言
動（ヘイトス
ピーチ）があ
ること

教育・就
労・居住等
で不利な扱
いを受ける
こと

結婚の際に
周囲から反
対を受ける
こと

習慣等が異
なるため地
域社会で受
け入れられ
にくいこと

施設に外国
語表示など
が不十分な
ため、利用
の際に不便
であること

行政からの
お知らせ
や、公的な
情報が伝わ
りにくいこ
と

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 30.2 28.7 17.6 32.6 33.9 32.2 4.8 19.3 8.5

540 163 155 95 176 183 174 26 104 46

100.0 26.6 30.0 13.2 27.4 35.2 32.2 5.5 15.5 15.1

631 168 189 83 173 222 203 35 98 95

100.0 50.0 50.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2 1 1 0 1 1 1 0 0 0

100.0 31.4 22.9 11.4 17.1 20.0 22.9 2.9 14.3 31.4

35 11 8 4 6 7 8 1 5 11

100.0 28.4 29.2 15.1 29.5 34.2 32.0 5.1 17.1 12.6

1208 343 353 182 356 413 386 62 207 152

男性

全体

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

女性
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問２４ 全体

外国人に対
する差別的
言動（ヘイ
トスピー
チ）がある
こと

教育・就
労・居住等
で不利な扱
いを受ける
こと

結婚の際に
周囲から反
対を受ける
こと

習慣等が異
なるため地
域社会で受
け入れられ
にくいこと

施設に外国
語表示など
が不十分な
ため、利用
の際に不便
であること

行政からの
お知らせ
や、公的な
情報が伝わ
りにくいこ
と

その他
特に問題と
思うことが
らはない

無回答

100.0 37.5 31.8 26.1 27.3 43.2 31.8 2.3 17.0 2.3

88 33 28 23 24 38 28 2 15 2

100.0 39.1 35.3 16.5 30.8 40.6 35.3 3.0 14.3 3.0

133 52 47 22 41 54 47 4 19 4

100.0 29.3 33.6 13.6 37.9 38.6 40.0 4.3 11.4 5.7

140 41 47 19 53 54 56 6 16 8

100.0 34.5 25.7 21.1 32.2 33.9 34.5 5.8 15.2 7.0

171 59 44 36 55 58 59 10 26 12

100.0 22.9 31.3 12.1 31.3 37.9 32.9 5.8 15.8 11.3

240 55 75 29 75 91 79 14 38 27

100.0 23.6 29.3 11.6 27.3 30.2 30.6 5.4 20.7 19.4

242 57 71 28 66 73 74 13 50 47

100.0 21.2 20.0 12.4 21.8 22.9 22.4 7.1 24.1 25.9

170 36 34 21 37 39 38 12 41 44

100.0 41.7 29.2 16.7 20.8 25.0 20.8 4.2 8.3 33.3

24 10 7 4 5 6 5 1 2 8

100.0 28.4 29.2 15.1 29.5 34.2 32.0 5.1 17.1 12.6

1208 343 353 182 356 413 386 62 207 152

18～29歳

30～39歳

40～49歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

50～59歳

全体

(上段：％　下段：回答数）
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３－７ 性自認や性的指向に起因する性的少数者の人権について 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２５－１

回答数

当事者が自身の

問題について相

談できる人や場

所が存在しない

ことが多いこと

当事者の成長過

程において役割

モデルとなる人

が存在しないこ

とが多いこと

性的少数者の問

題に関する正し

い知識を得る機

会がないこと

家族や学校の先

生が、性的少数

者の問題に無理

解な場合が多い

こと

性的少数者は、

病気や異常だと

誤解している人

が多いこと

性的少数者を受

け入れる状況

が、職場や学校

にないこと

全体 回答数 1208 511 176 435 339 303 350

％ 100.0 42.3 14.6 36.0 28.1 25.1 29.0

540 40.4 14.3 33.9 25.9 22.0 27.2

18～29歳 36 55.6 27.8 30.6 27.8 27.8 19.4

30～39歳 50 36.0 14.0 34.0 28.0 24.0 32.0

40～49歳 60 51.7 10.0 35.0 30.0 26.7 25.0

50～59歳 65 52.3 16.9 41.5 30.8 21.5 40.0

60～69歳 108 40.7 13.9 35.2 28.7 25.0 31.5

70～79歳 129 35.7 11.6 31.8 22.5 19.4 24.8

80歳以上 92 27.2 14.1 30.4 19.6 16.3 18.5

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 44.8 15.4 38.7 30.3 28.4 31.1

18～29歳 51 56.9 15.7 45.1 41.2 41.2 41.2

30～39歳 81 60.5 22.2 42.0 42.0 33.3 43.2

40～49歳 79 58.2 17.7 50.6 36.7 43.0 34.2

50～59歳 106 48.1 16.0 42.5 36.8 30.2 41.5

60～69歳 130 41.5 12.3 37.7 28.5 23.8 23.8

70～79歳 112 35.7 16.1 32.1 20.5 25.9 25.9

80歳以上 71 19.7 8.5 23.9 11.3 7.0 12.7

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

35 25.7 2.9 20.0 20.0 11.4 17.1

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3

無回答 23 34.8 4.3 21.7 17.4 17.4 21.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 25 「性自認（こころの性）」や「性的指向（異性愛・同性愛・両性愛等）」に起因する、性的少

数者の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてください。 



- 83 - 

 

(単位：％) 

 

 

＜分析と考察＞ 

 「…相談できる人や場所が存在しないことが多いこと」を選んだ人が 511 名（42.3％）と

最も多く、次いで「…正しい知識を得る機会がないこと」の 435 名（36.0％）、「･･･性的少

数者の人権を保障するための法律や制度が整備されていないこと」の 352 名(29.1％)、「性

的少数者を受け入れる状況が、職場や学校にないこと」の 350 名（29.0％）であった。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「性的少数者は、

病気や異常だと誤解している人が多いこと」を選んだ人の割合で 6.4 ポイント（女性

28.4％・男性 22.0％）、「･･･性的少数者の人権を保障するための法律や制度が整備され

ていないこと」を選んだ人の割合で 6.3 ポイント（女性 32.2％・男性 25.9％）女性の

方が高く、「特に問題と思うことがらはない」を選んだ人の割合は、6.8 ポイント（男

性 16.9％・女性 10.1％）男性の方が高かった。 

問２５－２

回答数

性的少数者への

理解を広げるよ

うな啓発や教育

が不十分なこと

同性婚問題に代

表されるよう

に、性的少数者

の人権を保障す

るための法律や

制度が整備され

ていないこと

その他
特に問題と思う

ことがらはない
無回答

全体 回答数 1208 330 352 78 161 146

％ 100.0 27.3 29.1 6.5 13.3 12.1

540 28.3 25.9 6.7 16.9 10.0

18～29歳 36 30.6 33.3 8.3 5.6 2.8

30～39歳 50 38.0 24.0 2.0 16.0 2.0

40～49歳 60 28.3 28.3 3.3 18.3 3.3

50～59歳 65 35.4 27.7 4.6 10.8 4.6

60～69歳 108 25.9 28.7 7.4 16.7 6.5

70～79歳 129 27.1 27.9 9.3 18.6 11.6

80歳以上 92 21.7 15.2 7.6 22.8 27.2

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 26.9 32.2 6.7 10.1 12.7

18～29歳 51 43.1 54.9 7.8 7.8 2.0

30～39歳 81 39.5 43.2 3.7 6.2 2.5

40～49歳 79 38.0 43.0 2.5 6.3 2.5

50～59歳 106 29.2 32.1 5.7 5.7 9.4

60～69歳 130 20.8 26.2 6.2 10.0 13.1

70～79歳 112 23.2 25.9 7.1 14.3 24.1

80歳以上 71 2.8 12.7 15.5 21.1 28.2

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 17.1 20.0 0.0 17.1 34.3

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 14.3 0.0 28.6 42.9

無回答 23 13.0 21.7 0.0 17.4 39.1

その他

性別無回答

男性

女性
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「…相談できる人や場所が存在しない

ことが多いこと」（55.7％・同率）・「…役割モデルとなる人が存在しないことが多いこ

と」（20.5％）・「家族や学校の先生が…無理解な場合が多いこと」（36.4％）・「…性的少

数者の人権を保障するための法律や制度が整備されていないこと」（45.5％）と八つの

問題の内の四つで、選んだ人の割合が最も高かった。 

「30～39 歳」は、「…啓発や教育が不十分なこと」（38.3％）を選んだ人の割合が最

大値を示していた。 

「40～49 歳」は、「…相談できる人や場所が存在しないことが多いこと」（55.7％・

同率）・「…正しい知識を得る機会がないこと」（44.3％）・「性的少数者は、病気や異常

だと誤解している人が多いこと」 (36.4％)の三つの問題で、選んだ人の割合が最大値

を示していた。 

「50～59 歳」は、「性的少数者を受け入れる状況が、職場や学校にないこと」（40.9％）

を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「60～69 歳」「70～79 歳」には、最大値・最小値を示していたものはなく、八つの問

問２５－１ 全体

当事者が自身
の問題につい
て相談できる
人や場所が存
在しないこと
が多いこと

当事者の成長
過程において
役割モデルと
なる人が存在
しないことが
多いこと

性的少数者の
問題に関する
正しい知識を
得る機会がな
いこと

家族や学校の
先生が、性的
少数者の問題
に無理解な場
合が多いこと

性的少数者
は、病気や異
常だと誤解し
ている人が多
いこと

性的少数者を
受け入れる状
況が、職場や
学校にないこ
と

100.0 40.4 14.3 33.9 25.9 22.0 27.2

540 218 77 183 140 119 147

100.0 44.8 15.4 38.7 30.3 28.4 31.1

631 283 97 244 191 179 196

100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

2 1 1 1 1 1 1

100.0 25.7 2.9 20.0 20.0 11.4 17.1

35 9 1 7 7 4 6

100.0 42.3 14.6 36.0 28.1 25.1 29.0

1208 511 176 435 339 303 350

女性

男性

全体

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

問２５－２ 全体

性的少数者へ
の理解を広げ
るような啓発
や教育が不十
分なこと

同性婚問題に代

表されるよう

に、性的少数者

の人権を保障す

るための法律や

制度が整備され

ていないこと

その他
特に問題と思
うことがらは
ない

無回答

100.0 28.3 25.9 6.7 16.9 10.0

540 153 140 36 91 54

100.0 26.9 32.2 6.7 10.1 12.7

631 170 203 42 64 80

100.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 1 2 0 0 0

100.0 17.1 20.0 0.0 17.1 34.3

35 6 7 0 6 12

100.0 27.3 29.1 6.5 13.3 12.1

1208 330 352 78 161 146

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

無回答

全体

その他
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題すべてで最小値を示していたのは「80 歳以上」であった。また、「特に問題と思うこ

とがらはない」が、「70～79 歳」で 16.5％・「80 歳以上」で 22.4％、「無回答」が、「70

～79 歳」で 17.4％・「80 歳以上」で 28.2％と高くなっていたことが特徴的であった。 

 

 

  

問２５－１ 全体

当事者が自身
の問題につい
て相談できる
人や場所が存
在しないこと
が多いこと

当事者の成長
過程において
役割モデルと
なる人が存在
しないことが
多いこと

性的少数者の
問題に関する
正しい知識を
得る機会がな
いこと

家族や学校の
先生が、性的
少数者の問題
に無理解な場
合が多いこと

性的少数者
は、病気や異
常だと誤解し
ている人が多
いこと

性的少数者を
受け入れる状
況が、職場や
学校にないこ
と

100.0 55.7 20.5 39.8 36.4 35.2 31.8

88 49 18 35 32 31 28
100.0 50.4 18.8 38.3 36.1 29.3 38.3

133 67 25 51 48 39 51
100.0 55.7 15.0 44.3 34.3 36.4 30.7

140 78 21 62 48 51 43
100.0 49.7 16.4 42.1 34.5 26.9 40.9

171 85 28 72 59 46 70
100.0 40.8 12.9 36.7 28.8 24.2 27.1

240 98 31 88 69 58 65
100.0 35.5 13.6 31.8 21.5 22.3 25.2

242 86 33 77 52 54 61
100.0 23.5 11.2 26.5 15.9 11.8 15.9

170 40 19 45 27 20 27
100.0 33.3 4.2 20.8 16.7 16.7 20.8

24 8 1 5 4 4 5
100.0 42.3 14.6 36.0 28.1 25.1 29.0

1208 511 176 435 339 303 350

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

(上段：％　下段：回答数）

60～69歳

問２５－２ 全体

性的少数者へ
の理解を広げ
るような啓発
や教育が不十
分なこと

同性婚問題に代

表されるよう

に、性的少数者

の人権を保障す

るための法律や

制度が整備され

ていないこと

その他
特に問題と思
うことがらは
ない

無回答

100.0 37.5 45.5 8.0 6.8 2.3

88 33 40 7 6 2
100.0 38.3 36.8 3.0 9.8 2.3

133 51 49 4 13 3
100.0 34.3 37.1 2.9 11.4 2.9

140 48 52 4 16 4
100.0 31.6 30.4 5.3 7.6 7.6

171 54 52 9 13 13
100.0 22.9 27.1 6.7 12.9 10.0

240 55 65 16 31 24
100.0 25.6 26.9 8.3 16.5 17.4

242 62 65 20 40 42
100.0 14.1 14.1 10.6 22.4 28.2

170 24 24 18 38 48
100.0 12.5 20.8 0.0 16.7 41.7

24 3 5 0 4 10
100.0 27.3 29.1 6.5 13.3 12.1

1208 330 352 78 161 146

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体
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１ それぞれの人権問題に関する興味・関心の高さは、下図のように「特に問題と思うこ

とがらはない」と回答した人の割合を比較するとよく分かる。また、「無回答」の人の多

少は、その問題に関する情報の多少に影響されていると思われる。 

 

(※今回調査「特に問題と思うことがらはない=問題なし」、県民調査「わからない」)  

 

 

 

 

 

 

 

 

12.3%

7.7%

3.1%

5.2%

2.7%

5.2%

7.0%

8.9%

4.1%

11.3%

17.1%

23.7%

13.3%

27.5%

6.5%

3.1%

3.8%

3.0%

3.4%

2.6%

8.0%

2.2%

7.9%

2.8%

12.6%

2.9%

12.1%

4.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

今回調査

県民調査

今回調査

県民調査

今回調査

県民調査

今回調査

県民調査

今回調査

県民調査

今回調査

県民調査

今回調査

県民調査

女
性
の

人
権

子
ど
も
の

人
権

高
齢
者
の
人

権

障
が
い
者

の
人

権

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
人
権

外
国
人
の

人
権

性
的
少
数
者

の

人
権

さまざまな人権問題 「特に問題と思うことがらはない」「無回答」

問題なし（わからない） 無回答

さまざまな人権問題に関するまとめ 

今回調査全体：N=1,208 

県民調査全体：N=1,954 

女
性
の
人
権 

子
ど
も
の
人
権 

高
齢
者
の
人
権 

障
が
い
者
の
人

権 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
人
権 

外
国
人
の
人
権 

性
的
少
数
者
の

人
権 
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２ 「問題であること」を問う設問で「特に問題と思うことがらはない」と回答した人の

性別の割合は、下図のようになっている。 

 

 

１、２を見ると、「女性の人権」「外国人の人権」「性的少数者の人権」に対する興味・関

心や情報をあまり持っていない人が、他の課題よりも多いことが分かる。 

この内、「外国人の人権」への興味・関心が相対的に低かったことについては、市内に暮

らす外国人が少なく、身近な問題として感じる機会がそれほど多くないことが原因と考え

られる。同様に、「性的少数者の人権」への興味・関心が相対的に低かったのは、比較的新

しい問題であるとともに、カミングアウトしている人も多くはないことから、身近に感じ

ることも少なく、情報を得る機会も乏しい結果の現れであると思われる。 

「女性の人権」への興味・関心が相対的に低かったことについては、「問題なし」と回答

した男性の割合が女性より 5.5 ポイント高かったことが示しているように、「女性の人権」

に対し興味・関心をそれほど持たない男性が、まだ多いことが原因と考えられる。男女共

同参画社会実現のためにも、克服すべき課題であると言えよう。 

また、「障がい者の人権」への興味・関心も、やや低くなっていることについては、「障

がい者の人権」問題が高齢者問題とも大きな重なりを持つ（厚生労働省「生活のしづらさ

などに関する調査」＜平成 28 年＞によると、在宅の身体障害者手帳保持者の 72.6％が 65

歳以上）、全ての住民が当事者となる可能性を潜在させた重要課題であるという認識が、住

民に共有されていないところに根本原因があると考えられる。障害者差別解消法に定めら

れた「不均等待遇の是正」や「合理的配慮の提供」の実現に向けた啓発活動を通じ、「障が

い者の人権」への興味・関心をさらに高めていくことが必要である。  

15.2%

3.5%

3.1%

6.9%

5.2%

19.3%

16.9%

9.7%

2.9%

2.2%

7.4%

3.0%

15.5%

10.1%

0% 10% 20% 30%

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

インターネット上の人権

外国人の人権

性的少数者の人権

さまざまな人権問題 「特に問題と思うことがらはない」

男性

N=540

女性

N=631
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第 4 章 市が行っている啓発活動について 

 

４－１ 人権問題に関する知識や情報の情報源について 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２６－１
回答数

行政の広報誌やパ

ンフレット

市民対象の講演会

やイベント

職業を通しての研

修

学校で行われる研

修会
マスコミの報道 インターネット

全体 回答数 1208 540 241 190 167 372 180

％ 100.0 44.7 20.0 15.7 13.8 30.8 14.9

540 47.0 21.5 14.4 11.5 31.7 16.1

18～29歳 36 16.7 8.3 22.2 36.1 19.4 41.7

30～39歳 50 26.0 8.0 20.0 16.0 32.0 30.0

40～49歳 60 38.3 16.7 13.3 13.3 30.0 20.0

50～59歳 65 41.5 18.5 20.0 9.2 27.7 24.6

60～69歳 108 52.8 19.4 16.7 9.3 29.6 15.7

70～79歳 129 55.8 28.7 10.1 7.0 36.4 8.5

80歳以上 92 60.9 31.5 8.7 8.7 35.9 1.1

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 43.1 18.9 17.1 16.0 30.6 14.1

18～29歳 51 7.8 5.9 33.3 37.3 25.5 31.4

30～39歳 81 32.1 12.3 19.8 27.2 22.2 32.1

40～49歳 79 43.0 11.4 21.5 13.9 30.4 20.3

50～59歳 106 41.5 16.0 28.3 17.9 36.8 17.9

60～69歳 130 50.8 24.6 13.1 11.5 35.4 4.6

70～79歳 112 59.8 29.5 8.9 9.8 33.0 3.6

80歳以上 71 42.3 21.1 1.4 5.6 22.5 2.8

無回答 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

35 37.1 17.1 11.4 11.4 22.9 8.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

60～69歳 2 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

80歳以上 7 42.9 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0

無回答 23 43.5 21.7 17.4 17.4 17.4 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 26 あなたが人権問題に関する知識や情報を得る上で、役に立っていると思うものすべてに○を

つけてください。 
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（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「行政の広報誌やパンフレット」を選んだ人が最も多い 540 名(44.7％)、次いで「マス

コミの報道」を選んだ人の 372 名(30.8％)であったが、予断や偏見が含まれやすい「知人

や家族等との私的な会話」を選んだ人も 146 名(12.1％)、「特にない」と回答した人も 214

名(17.7％)存在している。 

 

【性別】 

性別の回答傾向に、大きな差は見られなかった。 

 

問２６－２
回答数

その他のメディア
知人や家族等との

私的な会話
その他 特にない 無回答

全体 回答数 1208 94 146 20 214 72

％ 100.0 7.8 12.1 1.7 17.7 6.0

540 8.1 11.9 1.1 19.1 4.6

18～29歳 36 5.6 11.1 0.0 22.2 0.0

30～39歳 50 16.0 18.0 0.0 22.0 4.0

40～49歳 60 8.3 11.7 0.0 28.3 0.0

50～59歳 65 4.6 10.8 0.0 21.5 3.1

60～69歳 108 11.1 10.2 1.9 14.8 3.7

70～79歳 129 6.2 8.5 3.1 16.3 7.0

80歳以上 92 6.5 16.3 0.0 17.4 8.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 7.1 12.5 2.1 16.5 6.7

18～29歳 51 7.8 9.8 0.0 13.7 2.0

30～39歳 81 4.9 16.0 2.5 9.9 3.7

40～49歳 79 7.6 11.4 2.5 16.5 0.0

50～59歳 106 12.3 9.4 1.9 17.0 4.7

60～69歳 130 7.7 10.0 2.3 17.7 6.2

70～79歳 112 4.5 16.1 2.7 17.9 11.6

80歳以上 71 4.2 14.1 1.4 21.1 16.9

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

35 11.4 8.6 2.9 17.1 14.3

18～29歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 14.3 0.0 14.3 42.9

無回答 23 13.0 8.7 4.3 21.7 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問２６－１ 全体
行政の広報誌
やパンフレッ
ト

市民対象の講
演会やイベン
ト

職業を通して
の研修

学校で行われ
る研修会

マスコミの報
道

インターネッ
ト

100.0 47.0 21.5 14.4 11.5 31.7 16.1

540 254 116 78 62 171 87

100.0 43.1 18.9 17.1 16.0 30.6 14.1

631 272 119 108 101 193 89

100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

2 1 0 0 0 0 1

100.0 37.1 17.1 11.4 11.4 22.9 8.6

35 13 6 4 4 8 3

100.0 44.7 20.0 15.7 13.8 30.8 14.9

1208 540 241 190 167 372 180
全体

男性

女性

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）



- 90 - 

 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「職業を通しての研修」(28.4％)・「学

校で行われる研修会」(36.4％)・「インターネット」(36.4％)を選んだ人の割合が最も

高かった。 

「30～39 歳」は、「知人や家族等との私的な会話」(16.5％) を選んだ人の割合が最

大値であった反面、「特にない」(14.3％)を選んだ人の割合は最小値となっていた。 

「40～49 歳」は、「特にない」(22.1％)を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「50～59 歳」は、「知人や家族等との私的な会話」(9.9％) を選んだ人の割合が最小

値を示していた。 

「60～69 歳」には、最大値・最小値を示していたものはなかったが、「70～79 歳」

は、「行政の広報誌やパンフレット」(57.4％)・「市民対象の講演会やイベント」

(28.9％)・「マスコミの報道」(35.1％)を選んだ人の割合が最大値を示していた。 

「80 歳以上」では、「職業を通しての研修」(5.3％)・「学校で行われる研修会」(7.1％)・

「インターネット」(1.8％) を選んだ人の割合が最小値を示していた。また、「無回答」

が、「70～79 歳」で 9.1％・「80 歳以上」で 13.5％と高くなっていたことが特徴的であ

った。 

また、60 歳以上の年代では、「行政の広報誌やパンフレット」を選んだ割合が、いず

れも 50％以上、「市民対象の講演会やイベント」を選んだ割合が、いずれも 20％以上と

なっており、行政の啓発が最も大きな情報源となっていることがうかがえる。 

問２６－２ 全体
その他のメ
ディア

知人や家族等
との私的な会
話

その他 特にない 無回答

100.0 8.1 11.9 1.1 19.1 4.6

540 44 64 6 103 25

100.0 7.1 12.5 2.1 16.5 6.7

631 45 79 13 104 42

100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 1 0 0 1 0

100.0 11.4 8.6 2.9 17.1 14.3

35 4 3 1 6 5

100.0 7.8 12.1 1.7 17.7 6.0

1208 94 146 20 214 72

男性

女性

その他

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）
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問２６－１ 全体
行政の広報誌
やパンフレッ
ト

市民対象の講
演会やイベン
ト

職業を通して
の研修

学校で行われ
る研修会

マスコミの報
道

インターネッ
ト

100.0 11.4 6.8 28.4 36.4 22.7 36.4

88 10 6 25 32 20 32

100.0 30.1 10.5 19.5 22.6 26.3 31.6

133 40 14 26 30 35 42

100.0 40.7 13.6 17.9 13.6 30.0 20.0

140 57 19 25 19 42 28

100.0 41.5 17.0 25.1 14.6 33.3 20.5

171 71 29 43 25 57 35

100.0 51.3 22.5 14.6 10.4 32.9 9.6

240 123 54 35 25 79 23

100.0 57.4 28.9 9.5 8.3 35.1 6.2

242 139 70 23 20 85 15

100.0 52.4 25.9 5.3 7.1 29.4 1.8

170 89 44 9 12 50 3

100.0 45.8 20.8 16.7 16.7 16.7 8.3

24 11 5 4 4 4 2

100.0 44.7 20.0 15.7 13.8 30.8 14.9

1208 540 241 190 167 372 180

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）

問２６－２ 全体
その他のメ
ディア

知人や家族等
との私的な会
話

その他 特にない 無回答

100.0 8.0 10.2 0.0 17.0 1.1

88 7 9 0 15 1

100.0 9.8 16.5 1.5 14.3 3.8

133 13 22 2 19 5

100.0 7.9 11.4 1.4 22.1 0.0

140 11 16 2 31 0

100.0 9.4 9.9 1.2 18.7 4.1

171 16 17 2 32 7

100.0 9.2 10.0 2.1 16.3 5.0

240 22 24 5 39 12

100.0 5.4 12.0 2.9 16.9 9.1

242 13 29 7 41 22

100.0 5.3 15.3 0.6 18.8 13.5

170 9 26 1 32 23

100.0 12.5 12.5 4.2 20.8 8.3

24 3 3 1 5 2

100.0 7.8 12.1 1.7 17.7 6.0

1208 94 146 20 214 72

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

(上段：％　下段：回答数）

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体
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４－２ 啓発行事や啓発冊子の利用について 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「広報いいづか」を選んだ人は 564 名（46.7％）存在していたが、「人権いいづか特集号」

（16.0％）・「市民対象の講演会や研修会」（14.1％）を選んだ人の割合は、「…参加・利用

したことがない」（22.8％）・「開催・発行されていることを知らない」（17.9％）を下回っ

ていた。 

 

【性別】 

性別の回答傾向に、大きな差は見られなかった。 

問２７

回答数

広報いいづか

人権いいづか特

集号（毎年12月

発行）

市民対象の講演

会や研修会

開催・発行され

ていることは

知っているが、

参加・利用した

ことがない

開催・発行され

ていることを知

らない

その他 無回答

全体 回答数 1208 564 193 170 276 216 56 113

％ 100.0 46.7 16.0 14.1 22.8 17.9 4.6 9.4

540 44.6 15.7 15.2 24.1 18.7 4.3 8.1

18～29歳 36 13.9 8.3 5.6 16.7 50.0 8.3 5.6

30～39歳 50 26.0 2.0 0.0 26.0 38.0 2.0 8.0

40～49歳 60 35.0 11.7 6.7 21.7 28.3 6.7 3.3

50～59歳 65 46.2 15.4 7.7 18.5 23.1 3.1 7.7

60～69歳 108 48.1 13.9 19.4 30.6 14.8 4.6 4.6

70～79歳 129 58.9 22.5 20.9 18.6 7.0 3.9 10.1

80歳以上 92 47.8 21.7 25.0 31.5 7.6 3.3 14.1

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 49.0 16.2 13.0 22.0 17.4 5.1 9.4

18～29歳 51 17.6 0.0 3.9 19.6 54.9 5.9 3.9

30～39歳 81 39.5 4.9 4.9 22.2 25.9 6.2 3.7

40～49歳 79 41.8 15.2 3.8 29.1 19.0 6.3 2.5

50～59歳 106 58.5 17.9 14.2 17.9 16.0 5.7 4.7

60～69歳 130 58.5 20.0 16.9 23.8 7.7 2.3 12.3

70～79歳 112 58.0 27.7 19.6 23.2 8.0 5.4 12.5

80歳以上 71 45.1 14.1 19.7 16.9 14.1 5.6 22.5

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

2 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 37.1 17.1 14.3 17.1 14.3 2.9 28.6

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 14.3 0.0 42.9 0.0 0.0 42.9

無回答 23 43.5 21.7 17.4 8.7 17.4 4.3 26.1

男性

女性

その他

性別無回答

問 27 飯塚市主催の啓発行事や、飯塚市が発行する啓発冊子のうち、あなたが人権問題に関する知

識や情報を得る上で、一度でも利用したことがあるものすべてに○をつけてください。 
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「18～29 歳」は、「広報いいづか」 (15.9％)・「人権い

いづか特集号」(3.4％)を選んだ人の割合が最も低く、「開催・発行されていることを知

らない」（53.4％）を選んだ人の割合が最も高かった。「インターネット」等を利用した、

若い世代に届く啓発手法の導入が急がれる結果である。 

「30～39 歳」は、「開催・発行されていることを知らない」（30.1％）を選んだ人の

割合が「18～29 歳」に次いで多く、「市民対象の講演会や研修会」（3.8％）を選んだ人

の割合が最小値となっていた。 

「40～49 歳」「50～59 歳」は、最大値・最小値を示していたものはなかった。 

「60～69 歳」は、「…参加・利用したことがない」（26.7％）が最大値となっていた。 

「70～79 歳」は、「広報いいづか」 (58.7％)・「人権いいづか特集号」(24.8％)を選

んだ人の割合が最大値を示していた。 

「80 歳以上」では、「市民対象の講演会や研修会」（21.8％）を選んだ人の割合が最

大値を示していた。 

 

問２７ 全体 広報いいづか
人権いいづか
特集号（毎年
12月発行）

市民対象の講
演会や研修会

開催・発行され

ていることは

知っているが、

参加・利用した

ことがない

開催・発行さ
れていること
を知らない

その他 無回答

100.0 44.6 15.7 15.2 24.1 18.7 4.3 8.1

540 241 85 82 130 101 23 44

100.0 49.0 16.2 13.0 22.0 17.4 5.1 9.4

631 309 102 82 139 110 32 59

100.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2 1 0 1 1 0 0 0

100.0 37.1 17.1 14.3 17.1 14.3 2.9 28.6

35 13 6 5 6 5 1 10

100.0 46.7 16.0 14.1 22.8 17.9 4.6 9.4

1208 564 193 170 276 216 56 113

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問２７ 全体 広報いいづか
人権いいづか
特集号（毎年
12月発行）

市民対象の講
演会や研修会

開催・発行され

ていることは

知っているが、

参加・利用した

ことがない

開催・発行さ
れていること
を知らない

その他 無回答

100.0 15.9 3.4 4.5 18.2 53.4 6.8 4.5

88 14 3 4 16 47 6 4
100.0 34.6 3.8 3.8 24.1 30.1 4.5 5.3

133 46 5 5 32 40 6 7
100.0 38.6 13.6 5.0 26.4 22.9 6.4 2.9

140 54 19 7 37 32 9 4
100.0 53.8 17.0 11.7 18.1 18.7 4.7 5.8

171 92 29 20 31 32 8 10
100.0 53.3 17.1 18.3 26.7 10.8 3.3 9.2

240 128 41 44 64 26 8 22
100.0 58.7 24.8 20.2 20.7 7.4 4.5 11.2

242 142 60 49 50 18 11 27
100.0 45.9 18.2 21.8 25.9 10.0 4.1 18.8

170 78 31 37 44 17 7 32
100.0 41.7 20.8 16.7 8.3 16.7 4.2 29.2

24 10 5 4 2 4 1 7
100.0 46.7 16.0 14.1 22.8 17.9 4.6 9.4

1208 564 193 170 276 216 56 113
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）



- 94 - 

 

４－３ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「１～２回参加したことがある」と回答した人が 179 名（14.8％・前回調査 24.8％）、

「３回以上参加したことがある」と回答した人が 158 名（13.1％・前回調査 17.7％）であ

ったのに対し、「参加したことがない」と回答した人は 719 名（59.5％・前回調査 56.6％）

であった。 

前回調査と比べ、「参加したことがある」と回答した人の割合が大きく減少しているが、

「参加したことがない」と回答した人の割合に大きな変化が見られないのは、前回調査の

「無回答」が 0.9％であったのに対し、今回の調査では「無回答」が 4.6％、前回は該当の

選択肢がなかった「覚えていない」が 7.9％存在しているためと思われる。 

 

 

 

問２８
回答数

１～２回参加したこ

とがある

３回以上参加したこ

とがある
参加したことがない 覚えていない 無回答

全体 回答数 1208 179 158 719 96 56

％ 100.0 14.8 13.1 59.5 7.9 4.6

540 13.5 13.0 61.1 7.6 4.8

18～29歳 36 13.9 8.3 61.1 16.7 0.0

30～39歳 50 6.0 0.0 82.0 8.0 4.0

40～49歳 60 10.0 6.7 78.3 5.0 0.0

50～59歳 65 9.2 9.2 67.7 9.2 4.6

60～69歳 108 13.9 14.8 63.9 4.6 2.8

70～79歳 129 16.3 19.4 48.8 8.5 7.0

80歳以上 92 18.5 17.4 47.8 6.5 9.8

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 15.8 12.7 58.8 8.6 4.1

18～29歳 51 5.9 2.0 74.5 15.7 2.0

30～39歳 81 3.7 2.5 84.0 7.4 2.5

40～49歳 79 11.4 5.1 77.2 6.3 0.0

50～59歳 106 22.6 11.3 57.5 6.6 1.9

60～69歳 130 16.2 16.9 53.1 8.5 5.4

70～79歳 112 21.4 21.4 43.8 7.1 6.3

80歳以上 71 22.5 21.1 33.8 12.7 9.9

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

35 17.1 20.0 48.6 2.9 11.4

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

60～69歳 2 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

70～79歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 71.4 0.0 28.6

無回答 23 21.7 21.7 47.8 0.0 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 28 市全体や校区で行われた、人権問題の講演会・研修会・懇談会などに、これまで参加された

ことはありますか。あてはまるものに○をつけてください。 
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【性別】 

性別の回答傾向に、大きな差は見られなかった。 

 
 

【年代別】 

年代別の「参加したことがない」と回答した人を比べてみると、下表の通りである。 

子育てや仕事で忙しい年代にも参加しやすいよう、広報の在り方、会場や開催時間帯、

現役世代に身近なテーマといった視点から、一層の工夫を加えていく必要を感じさせ

る結果であると言える。 

 

  

全体
１～２回参加した
ことがある

３回以上参加した
ことがある

参加したことがな
い

覚えていない 無回答

100.0 13.5 13.0 61.1 7.6 4.8

540 73 70 330 41 26

100.0 15.8 12.7 58.8 8.6 4.1

631 100 80 371 54 26

100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

2 0 1 1 0 0

100.0 17.1 20.0 48.6 2.9 11.4

35 6 7 17 1 4

100.0 14.8 13.1 59.5 7.9 4.6

1208 179 158 719 96 56
全体

(上段：％　下段：回答数）

男性

女性

その他

無回答

１～２回参加した
ことがある

３回以上参加した
ことがある

参加したことがな
い

覚えていない 無回答

100.0 9.1 5.7 68.2 15.9 1.1

88 8 5 60 14 1

100.0 4.5 2.3 82.7 7.5 3.0

133 6 3 110 10 4

100.0 10.7 5.7 77.9 5.7 0.0

140 15 8 109 8 0

100.0 17.5 10.5 61.4 7.6 2.9

171 30 18 105 13 5

100.0 15.4 15.8 57.5 7.1 4.2

240 37 38 138 17 10

100.0 18.6 20.7 46.3 7.9 6.6

242 45 50 112 19 16

100.0 19.4 18.2 42.9 8.8 10.6

170 33 31 73 15 18

100.0 20.8 20.8 50.0 0.0 8.3

24 5 5 12 0 2

100.0 14.8 13.1 59.5 7.9 4.6

1208 179 158 719 96 56
全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳
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４－４－１ 飯塚市主催の啓発行事への参加の経験 

 

 

 

 

（単位：％） 

 
 

＜分析と考察＞ 

「各自治会で開催している人権啓発講座」に参加したことがある人が 156 名（12.9％）、

「各交流センターで開催している人権啓発講演会等」に参加したことがある人が 122 名

（10.1％）で、それ以外の啓発行事へ参加したことがあると回答した人の割合は、いずれ

も 10％未満であった。一方、「いずれにも参加したことがない」と回答した人は 666 名

（55.1％）で、「無回答」の 74 名（6.1％）を加えると６割を超えている。また、「開催さ

れていることを知らない」と回答した人も、231 名（19.1％）存在している。 

 

 

 

 

 

 

問２９

回答数

同和問題啓

発強調月間

講演会（7月）

部落解放研

究集会～人

権フェスティ

バル～(10月)

各交流セン

ター等で開

催している

人権啓発講

演会等

各自治会で

開催してい

る人権啓発

講座

NPO人権ネッ

トいいづか

講演会

男女共同参

画に関する

啓発事業

いずれにも

参加したこ

とがない

開催されて

いることを

知らない

無回答

全体 回答数 1208 120 88 122 156 56 53 666 231 74

％ 100.0 9.9 7.3 10.1 12.9 4.6 4.4 55.1 19.1 6.1

540 10.4 8.0 11.3 14.1 6.1 4.4 55.0 19.4 6.5

18～29歳 36 2.8 8.3 5.6 5.6 5.6 0.0 63.9 33.3 0.0

30～39歳 50 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 72.0 28.0 4.0

40～49歳 60 6.7 5.0 11.7 3.3 10.0 5.0 58.3 38.3 0.0

50～59歳 65 9.2 7.7 9.2 6.2 7.7 3.1 60.0 21.5 6.2

60～69歳 108 13.9 8.3 12.0 19.4 5.6 6.5 53.7 16.7 4.6

70～79歳 129 12.4 11.6 16.3 22.5 9.3 4.7 47.3 10.9 10.1

80歳以上 92 15.2 8.7 13.0 19.6 2.2 6.5 48.9 10.9 12.0

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 9.4 6.7 8.6 12.2 3.3 4.6 55.0 19.5 5.5

18～29歳 51 2.0 0.0 0.0 2.0 2.0 0.0 60.8 39.2 3.9

30～39歳 81 2.5 1.2 3.7 2.5 1.2 0.0 67.9 28.4 2.5

40～49歳 79 5.1 2.5 2.5 5.1 0.0 1.3 60.8 29.1 0.0

50～59歳 106 9.4 8.5 7.5 9.4 4.7 5.7 63.2 21.7 1.9

60～69歳 130 10.8 7.7 13.1 14.6 2.3 3.1 53.8 10.0 6.9

70～79歳 112 16.1 11.6 14.3 25.0 8.0 11.6 42.9 9.8 8.9

80歳以上 71 14.1 9.9 11.3 18.3 2.8 7.0 38.0 14.1 14.1

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

35 14.3 8.6 17.1 8.6 5.7 0.0 60.0 8.6 11.4

18～29歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

80歳以上 7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7 14.3 14.3

無回答 23 21.7 13.0 26.1 8.7 8.7 0.0 56.5 4.3 8.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 29 飯塚市が主催する次の啓発行事のうち、一度でも参加したことがあるものすべてに○をつけ

てください。 
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【性別】 

性別の回答傾向に、大きな差は見られなかった。 

 

 

【年代別】 

年代別の「いずれにも参加したことがない」と回答した人を比べてみると、下表の通

りである。 

同じく、「開催されていることを知らない」と回答した人を比べてみると、下表の通

りである。 

 

 

  

問２９ 全体

同和問題啓
発強調月間
講演会（7
月）

部落解放研
究集会～人
権フェスティ
バル～(10
月)

各交流セン
ター等で開
催している
人権啓発講
演会等

各自治会で
開催してい
る人権啓発
講座

NPO人権
ネットいい
づか講演会

男女共同参
画に関する
啓発事業

いずれにも
参加したこ
とがない

開催されて
いることを
知らない

無回答

100.0 10.4 8.0 11.3 14.1 6.1 4.4 55.0 19.4 6.5

540 56 43 61 76 33 24 297 105 35

100.0 9.4 6.7 8.6 12.2 3.3 4.6 55.0 19.5 5.5

631 59 42 54 77 21 29 347 123 35

100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

2 0 0 1 0 0 0 1 0 0

100.0 14.3 8.6 17.1 8.6 5.7 0.0 60.0 8.6 11.4

35 5 3 6 3 2 0 21 3 4

100.0 9.9 7.3 10.1 12.9 4.6 4.4 55.1 19.1 6.1

1208 120 88 122 156 56 53 666 231 74

(上段：％　下段：回答数）

その他

無回答

全体

男性

女性

問２９ 全体

同和問題啓
発強調月間
講演会（7
月）

部落解放研
究集会～人
権フェスティ
バル～(10
月)

各交流セン
ター等で開
催している
人権啓発講
演会等

各自治会で
開催してい
る人権啓発
講座

NPO人権
ネットいい
づか講演会

男女共同参
画に関する
啓発事業

いずれにも
参加したこ
とがない

開催されて
いることを
知らない

無回答

100.0 2.3 3.4 2.3 3.4 3.4 0.0 61.4 37.5 2.3

88 2 3 2 3 3 0 54 33 2

100.0 1.5 0.8 3.0 1.5 0.8 0.0 68.4 27.8 3.8

133 2 1 4 2 1 0 91 37 5

100.0 5.7 3.6 6.4 4.3 4.3 2.9 60.0 32.9 0.0

140 8 5 9 6 6 4 84 46 0

100.0 9.4 8.2 8.2 8.2 5.8 4.7 62.0 21.6 3.5

171 16 14 14 14 10 8 106 37 6

100.0 12.1 7.9 12.5 17.1 3.8 4.6 53.8 12.9 5.8

240 29 19 30 41 9 11 129 31 14

100.0 14.0 11.6 15.3 23.6 8.7 7.9 45.5 10.3 9.5

242 34 28 37 57 21 19 110 25 23

100.0 14.1 8.8 11.8 18.2 2.4 6.5 45.9 12.4 12.9

170 24 15 20 31 4 11 78 21 22

100.0 20.8 12.5 25.0 8.3 8.3 0.0 58.3 4.2 8.3

24 5 3 6 2 2 0 14 1 2

100.0 9.9 7.3 10.1 12.9 4.6 4.4 55.1 19.1 6.1

1208 120 88 122 156 56 53 666 231 74

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体
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４－４－２ 飯塚市主催の啓発行事へ参加したことがない理由 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

「…開催を知らなかった」が最も多い 211 名（31.7％・前回調査 46.9％）、次いで「仕事

や家庭の都合で参加しなかった」の 163 名（24.5％・前回調査 21.7％）、「…必要と思われ

る内容ではなかったので…」の 149 名（22.4％・前回調査 22.8％）、「自分は差別していな

いので関係ないと思い…」の 101 名（15.2％・前回調査 16.3％）、「職場等で研修は受けて

いる…」の 54 名（8.1％・前回調査 3.9％）であった。 

前回調査と比べ、「…開催を知らなかった」と回答している人の割合が、15.2 ポイント減

少していることに、取り組みの効果が表れていると思われるのだが、一方で、問 28 の回答

からは、啓発行事に一度も参加したことがない住民が増加しているという結果が得られて

おり、開催情報が届いても参加に繋がっていないという厳しい現実もうかがえる。 

 

問３０

回答数

啓発行事の開催

を知らなかった

仕事や家庭の都

合で参加しな

かった

職場等で研修は

受けているので

参加しなかった

自分は差別して

いないので関係

ないと思い参加

しなかった

自分にとって必要

と思われる内容で

はなかったので

参加しなかった

その他 無回答

全体 回答数 666 211 163 54 101 149 86 21

％ 100.0 31.7 24.5 8.1 15.2 22.4 12.9 3.2

297 30.6 19.5 7.7 21.5 24.2 13.1 3.0

18～29歳 23 30.4 21.7 17.4 4.3 13.0 13.0 4.3

30～39歳 36 33.3 33.3 2.8 2.8 27.8 13.9 2.8

40～49歳 35 48.6 22.9 5.7 11.4 17.1 5.7 2.9

50～59歳 39 35.9 30.8 7.7 20.5 17.9 10.3 0.0

60～69歳 58 37.9 13.8 6.9 22.4 32.8 8.6 1.7

70～79歳 61 19.7 11.5 13.1 32.8 24.6 14.8 4.9

80歳以上 45 15.6 13.3 2.2 37.8 26.7 24.4 4.4

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

347 33.4 29.7 8.4 9.5 20.5 12.1 3.2

18～29歳 31 51.6 16.1 9.7 3.2 16.1 12.9 3.2

30～39歳 55 50.9 27.3 3.6 0.0 27.3 1.8 1.8

40～49歳 48 35.4 39.6 10.4 10.4 25.0 8.3 0.0

50～59歳 67 40.3 32.8 17.9 6.0 13.4 13.4 1.5

60～69歳 70 21.4 34.3 8.6 17.1 21.4 10.0 2.9

70～79歳 48 16.7 27.1 0.0 16.7 14.6 25.0 4.2

80歳以上 27 18.5 18.5 3.7 11.1 29.6 18.5 11.1

無回答 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0

30～39歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0

21 19.0 9.5 9.5 14.3 23.8 19.0 4.8

18～29歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 6 0.0 0.0 0.0 16.7 50.0 33.3 0.0

無回答 13 30.8 7.7 7.7 15.4 15.4 15.4 7.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 30 問 29 に挙げた啓発行事の「いずれにも参加したことがない」と回答された方だけにおたず

ねします（それ以外に○をつけた方は、問 31 にお進みください）。参加したことがない理由

は次のうちどれでしょうか、あてはまるものすべてに○をつけてください。 
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【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の較差が見られた項目は、「仕事や家庭の

都合で参加しなかった」（女性 29.7％・男性 19.5％）で女性の方が 10.2 ポイント高く、

「自分は差別していないので関係ないと思い…」（男性 21.5％・女性 9.5％）で男性の

方が 12.0 ポイント高くなっていた。 

 

 

【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「…開催を知らなかった」は、18～49 歳の各年代で４割

を超えている。「仕事や家庭の都合で参加しなかった」は、40～59 歳の年代で３割を超

えている。「職場等で研修は受けている…」は、18～29 歳及び 50～59 歳の年代が１割

を超えている。「自分は差別していないので関係ないと思い…」は、70 歳以上で２割を

超えている。「…必要と思われる内容ではなかったので…」は、18～29 歳及び 50～59

歳の年代を除く年代で２割を超えている。 

 

 

 

問３０ 全体
啓発行事の開
催を知らな
かった

仕事や家庭の
都合で参加し
なかった

職場等で研修
は受けている
ので参加しな
かった

自分は差別し
ていないので
関係ないと思
い参加しな
かった

自分にとって
必要と思われ
る内容ではな
かったので参
加しなかった

その他 無回答

100.0 30.6 19.5 7.7 21.5 24.2 13.1 3.0

297 91 58 23 64 72 39 9

100.0 33.4 29.7 8.4 9.5 20.5 12.1 3.2

347 116 103 29 33 71 42 11

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0

1 0 0 0 1 1 1 0

100.0 19.0 9.5 9.5 14.3 23.8 19.0 4.8

21 4 2 2 3 5 4 1

100.0 31.7 24.5 8.1 15.2 22.4 12.9 3.2

666 211 163 54 101 149 86 21

男性

女性

その他

無回答

(上段：％　下段：回答数）

全体

問３０ 全体
啓発行事の開
催を知らな
かった

仕事や家庭の
都合で参加し
なかった

職場等で研修
は受けている
ので参加しな
かった

自分は差別し
ていないので
関係ないと思
い参加しな
かった

自分にとって
必要と思われ
る内容ではな
かったので参
加しなかった

その他 無回答

100.0 42.6 18.5 13.0 3.7 14.8 13.0 3.7

54 23 10 7 2 8 7 2

100.0 44.0 29.7 3.3 1.1 27.5 6.6 2.2

91 40 27 3 1 25 6 2

100.0 40.5 32.1 8.3 11.9 22.6 8.3 1.2

84 34 27 7 10 19 7 1

100.0 38.7 32.1 14.2 11.3 15.1 12.3 0.9

106 41 34 15 12 16 13 1

100.0 28.7 25.6 7.8 19.4 26.4 9.3 2.3

129 37 33 10 25 34 12 3

100.0 18.2 18.2 8.2 25.5 20.0 19.1 4.5

110 20 20 9 28 22 21 5

100.0 15.4 14.1 2.6 26.9 29.5 23.1 6.4

78 12 11 2 21 23 18 5

100.0 28.6 7.1 7.1 14.3 14.3 14.3 14.3

14 4 1 1 2 2 2 2

100.0 31.7 24.5 8.1 15.2 22.4 12.9 3.2

666 211 163 54 101 149 86 21

18～29歳

30～39歳

40～49歳

(上段：％　下段：回答数）

全体

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答
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42.6 

18.5 

13.0 

3.7 

14.8 

13.0 

3.7 

44.0 

29.7 

3.3 

1.1 

27.5 

6.6 

2.2 

40.5 

32.1 

8.3 

11.9 

22.6 

8.3 

1.2 

38.7 

32.1 

14.2 

11.3 

15.1 

12.3 

0.9 

28.7 

25.6 

7.8 

19.4 

26.4 

9.3 

2.3 

18.2 

18.2 

8.2 

25.5 

20.0 

19.1 

4.5 

15.4 

14.1 

2.6 

26.9 

29.5 

23.1 

6.4 

28.6 

7.1 

7.1 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

啓発行事の開催を知らなかった

仕事や家庭の都合で参加しなかった

職場等で研修は受けているので参加しなかった

自分は差別していないので関係ないと思い参加しな

かった

自分にとって必要と思われる内容ではなかったので

参加しなかった

その他

無回答

問30 年代別（複数回答）

18～29歳

n=54

30～39歳

n=91

40～49歳

n=84

50～59歳

n=106

60～69歳

n=129

70～79歳

n=110

80歳以上

n=70

無回答

n=14

％
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４－５ 今後の行政施策への考え方 

 

 

 

（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３１－１

回答数

人権教育・啓

発の充実

部落差別の解

消

福祉・医療や

教育・行政関

係者等に対す

る研修の徹底

企業や事業者

に対する啓発

の充実

人権問題に関

する相談窓口

の充実や開設

個別の人権問

題に対応する

新たな制度や

社会インフラ

の整備

人権侵害に対

する規制や取

り締まりの強

化

全体 回答数 1208 362 250 422 218 288 184 201

％ 100.0 30.0 20.7 34.9 18.0 23.8 15.2 16.6

540 32.0 24.1 37.8 20.9 24.4 15.9 19.1

18～29歳 36 38.9 22.2 50.0 22.2 25.0 19.4 13.9

30～39歳 50 32.0 20.0 36.0 22.0 24.0 16.0 18.0

40～49歳 60 38.3 26.7 28.3 20.0 28.3 10.0 18.3

50～59歳 65 33.8 26.2 33.8 26.2 40.0 21.5 26.2

60～69歳 108 31.5 19.4 36.1 23.1 24.1 19.4 16.7

70～79歳 129 26.4 24.0 42.6 14.0 18.6 14.0 18.6

80歳以上 92 32.6 29.3 38.0 23.9 19.6 13.0 20.7

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 28.4 17.9 32.8 15.7 23.1 14.7 14.1

18～29歳 51 41.2 21.6 29.4 17.6 25.5 15.7 21.6

30～39歳 81 35.8 22.2 34.6 19.8 28.4 14.8 18.5

40～49歳 79 29.1 16.5 40.5 19.0 24.1 12.7 11.4

50～59歳 106 26.4 21.7 34.0 15.1 28.3 24.5 14.2

60～69歳 130 25.4 11.5 30.0 10.8 21.5 15.4 14.6

70～79歳 112 28.6 20.5 33.9 14.3 21.4 11.6 11.6

80歳以上 71 18.3 12.7 26.8 18.3 12.7 5.6 9.9

無回答 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

35 28.6 20.0 28.6 17.1 28.6 11.4 25.7

18～29歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0

30～39歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

70～79歳 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 28.6 28.6 57.1 28.6 42.9 14.3 42.9

無回答 23 30.4 17.4 26.1 17.4 26.1 8.7 21.7

男性

女性

その他

性別無回答

問 31 あなたが今後の行政施策として特に重要であると思うものすべてに○をつけてください。 
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(単位：％) 

 

 

問３１－２

回答数

人権侵害を受

けた人に対す

る救済手段の

確立

バリアフリー

のまちづくり

の推進

子どもや高齢

者・障がい者

等が、地域社

会の中で孤立

することを防ぐ

ための見守り・

支援体制の整

備

その他 特にない 無回答

全体 回答数 1208 287 403 791 18 61 109

％ 100.0 23.8 33.4 65.5 1.5 5.0 9.0

540 24.6 33.3 62.2 1.5 5.7 8.3

18～29歳 36 19.4 33.3 52.8 0.0 5.6 2.8

30～39歳 50 32.0 34.0 64.0 0.0 4.0 4.0

40～49歳 60 23.3 31.7 60.0 1.7 6.7 1.7

50～59歳 65 29.2 32.3 58.5 4.6 3.1 6.2

60～69歳 108 25.9 39.8 61.1 0.9 4.6 11.1

70～79歳 129 23.3 24.8 65.1 2.3 4.7 9.3

80歳以上 92 20.7 39.1 66.3 0.0 10.9 14.1

無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

631 23.3 33.6 68.6 1.4 4.4 9.5

18～29歳 51 23.5 35.3 60.8 2.0 11.8 3.9

30～39歳 81 25.9 30.9 74.1 1.2 3.7 6.2

40～49歳 79 22.8 41.8 74.7 1.3 0.0 1.3

50～59歳 106 29.2 46.2 74.5 0.0 3.8 8.5

60～69歳 130 25.4 26.2 70.0 1.5 1.5 11.5

70～79歳 112 22.3 28.6 62.5 0.0 6.3 15.2

80歳以上 71 9.9 29.6 59.2 5.6 8.5 15.5

無回答 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

2 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40～49歳 1 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

35 17.1 25.7 60.0 2.9 5.7 11.4

18～29歳 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0

30～39歳 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

60～69歳 2 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

70～79歳 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80歳以上 7 14.3 42.9 71.4 0.0 0.0 14.3

無回答 23 21.7 17.4 52.2 0.0 8.7 13.0

その他

性別無回答

男性

女性

65.5 

34.9 

33.4 

30.0 

23.8 

23.8 

20.7 

18.0 

16.6 

15.2 

9.0 

5.0 

1.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

子どもや高齢者・障がい者等が、地域社会の中で孤立することを防ぐための見守り・支援体制の整備

福祉・医療や教育・行政関係者等に対する研修の徹底

バリアフリーのまちづくりの推進

人権教育・啓発の充実

人権問題に関する相談窓口の充実や開設

人権侵害を受けた人に対する救済手段の確立

部落差別の解消

企業や事業者に対する啓発の充実

人権侵害に対する規制や取り締まりの強化

個別の人権問題に対応する新たな制度や社会インフラの整備

無回答

特にない

その他

問31 今後の行政施策で特に重要と思うもの(複数回答)

全体：N=1,208 
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＜分析と考察＞ 

選んだ人が最も多かったのが、「…孤立することを防ぐための見守り・支援体制の整備」

の 791 名（65.5％）、次いで、「…関係者等に対する研修の徹底」の 422 名（34.9％）、「バ

リアフリーのまちづくり推進」403 名（33.4％）、「人権教育・啓発の充実」362 名（30.0％）

で、他の項目はいずれも３割未満であった。 

 

【性別】 

性別の回答傾向を見ると、5 ポイント以上の格差が見られた項目は、「部落差別の解

消」（男性 24.1％・女性 17.9％）、「…関係者等に対する研修の徹底」（男性 37.8％・女

性 32.8％）、「企業や事業者に対する啓発の充実」（男性 20.9％・女性 15.7％）、「…規

制や取り締まりの強化」（男性 19.1％・女性 14.1％）を選んだ割合は男性の方が高く、

「…孤立することを防ぐための見守り・支援体制の整備」（女性 68.6％・男性 62.2％）

を選んだ割合は女性の方が高かった。 

 

 

 

問３１－１ 全体
人権教育・
啓発の充実

部落差別の
解消

福祉・医療
や教育・行
政関係者等
に対する研
修の徹底

企業や事業
者に対する
啓発の充実

人権問題に
関する相談
窓口の充実
や開設

個別の人権
問題に対応
する新たな
制度や社会
インフラの
整備

人権侵害に
対する規制
や取り締ま
りの強化

100.0 32.0 24.1 37.8 20.9 24.4 15.9 19.1

540 173 130 204 113 132 86 103

100.0 28.4 17.9 32.8 15.7 23.1 14.7 14.1

631 179 113 207 99 146 93 89

100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

2 0 0 1 0 0 1 0

100.0 28.6 20.0 28.6 17.1 28.6 11.4 25.7

35 10 7 10 6 10 4 9

100.0 30.0 20.7 34.9 18.0 23.8 15.2 16.6

1208 362 250 422 218 288 184 201

(上段：％　下段：回答数）

全体

男性

女性

その他

無回答

問３１－２ 全体

人権侵害を
受けた人に
対する救済
手段の確立

バリアフ
リーのまち
づくりの推
進

子どもや高齢

者・障がい者

等が、地域社

会の中で孤立

することを防ぐ

ための見守り・

支援体制の整

備

その他 特にない 無回答

100.0 24.6 33.3 62.2 1.5 5.7 8.3

540 133 180 336 8 31 45

100.0 23.3 33.6 68.6 1.4 4.4 9.5

631 147 212 433 9 28 60

100.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0

2 1 2 1 0 0 0

100.0 17.1 25.7 60.0 2.9 5.7 11.4

35 6 9 21 1 2 4

100.0 23.8 33.4 65.5 1.5 5.0 9.0

1208 287 403 791 18 61 109

男性

女性

その他

(上段：％　下段：回答数）

無回答

全体
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【年代別】 

年代別の回答傾向を見ると、「部落差別の解消」「…関係者等に対する研修の徹底」

「企業や事業者に対する啓発の充実」「…規制や取り締まりの強化」に関しては、大き

な差が見られなかった。 

残りの選択項目の内、「18～29 歳」は、「人権教育・啓発の充実」を選んだ人の割合

が最大値を示していたが、それ以外の年代がいずれも６割以上の値を示していた「…孤

立することを防ぐための見守り・支援体制の整備」は、唯一、６割未満の数字であった。 

「50～59 歳」は、「…相談窓口の充実や開設」「…新たな制度や社会インフラの整備」

「…救済手段の確立」「バリアフリーのまちづくり推進」を選んだ割合が最大値を示し

ており、他の年代に比べ、広い視点から人権問題を考えている傾向がうかがえた。 

「70～79 歳」は、「バリアフリーのまちづくり推進」を選んだ割合が最小値を、「80

歳以上」は、「人権教育・啓発の充実」「…相談窓口の充実や開設」「…新たな制度や社

会インフラの整備」「…救済手段の確立」の項目を選んだ割合が最小値を示していた。 

 

問３１－１ 全体
人権教育・
啓発の充実

部落差別の
解消

福祉・医療
や教育・行
政関係者等
に対する研
修の徹底

企業や事業
者に対する
啓発の充実

人権問題に
関する相談
窓口の充実
や開設

個別の人権
問題に対応
する新たな
制度や社会
インフラの
整備

人権侵害に
対する規制
や取り締ま
りの強化

100.0 39.8 22.7 37.5 19.3 26.1 18.2 18.2

88 35 20 33 17 23 16 16

100.0 33.8 21.1 34.6 20.3 26.3 15.0 18.0

133 45 28 46 27 35 20 24

100.0 32.9 20.7 35.7 19.3 25.7 12.1 14.3

140 46 29 50 27 36 17 20

100.0 29.2 23.4 33.9 19.3 32.7 23.4 18.7

171 50 40 58 33 56 40 32

100.0 27.9 15.0 32.5 16.3 22.5 17.1 15.8

240 67 36 78 39 54 41 38

100.0 27.7 22.3 38.4 14.0 19.8 12.8 15.3

242 67 54 93 34 48 31 37

100.0 26.5 22.4 34.1 21.8 17.6 10.0 17.1

170 45 38 58 37 30 17 29

100.0 29.2 20.8 25.0 16.7 25.0 8.3 20.8

24 7 5 6 4 6 2 5

100.0 30.0 20.7 34.9 18.0 23.8 15.2 16.6

1208 362 250 422 218 288 184 201

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）

60～69歳

70～79歳

80歳以上

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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問３１－２ 全体

人権侵害を
受けた人に
対する救済
手段の確立

バリアフ
リーのまち
づくりの推
進

子どもや高齢

者・障がい者

等が、地域社

会の中で孤立

することを防ぐ

ための見守り・

支援体制の整

備

その他 特にない 無回答

100.0 21.6 34.1 58.0 2.3 9.1 3.4

88 19 30 51 2 8 3

100.0 27.8 33.1 69.9 0.8 3.8 5.3

133 37 44 93 1 5 7

100.0 23.6 37.9 68.6 1.4 2.9 1.4

140 33 53 96 2 4 2

100.0 29.2 40.9 68.4 1.8 3.5 7.6

171 50 70 117 3 6 13

100.0 25.4 32.5 66.3 1.3 2.9 11.3

240 61 78 159 3 7 27

100.0 22.7 26.4 63.6 1.2 5.4 12.0

242 55 64 154 3 13 29

100.0 15.9 35.3 63.5 2.4 9.4 14.7

170 27 60 108 4 16 25

100.0 20.8 16.7 54.2 0.0 8.3 12.5

24 5 4 13 0 2 3

100.0 23.8 33.4 65.5 1.5 5.0 9.0

1208 287 403 791 18 61 109

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

全体

(上段：％　下段：回答数）

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳
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１ 啓発行事に、一度も参加したことがない住民が約６割、その内、開催されていること

も知らなかった人が約３割（問 30）存在している。この数字を改善するため、啓発行事

に関する情報が届いていない傾向にある、若年層や子育て世代に対する情報宣伝手法に

ついて、ＳＮＳの利用も含めたいっそうの工夫が望まれる。 

 

年 代 
問 28「・・講演会・研修会・
懇談会など・・・参加した
ことがない」 

問 29「・・啓発行事・・開
催されていることを知ら
ない」 

問 30「・・啓発行事・・開
催されていることを知ら
なかった」(問 29「１度も参

加したことがない」内) 

18～29 歳 68.2％（ 60 名/  88 名） 37.5％（ 33 名/  88 名） 42.6％（ 23 名/ 54 名） 

30～39 歳 82.7％（110 名/ 133 名） 27.8％（ 37 名/ 133 名） 44.0％（ 40 名/ 91 名） 

40～49 歳 77.9％（109 名/ 140 名） 32.9％（ 46 名/ 140 名） 40.5％（ 34 名/ 84 名） 

50～59 歳 61.4％（105 名/ 171 名） 21.6％（ 37 名/ 171 名） 38.7％（ 41 名/106 名） 

60～69 歳 57.5％（138 名/ 240 名） 12.9％（ 31 名/ 240 名） 28.7％（ 37 名/129 名） 

70～79 歳 46.3％（112 名/ 242 名） 10.3％（ 25 名/ 242 名） 18.2％（ 20 名/110 名） 

80 歳以上 42.9％（ 73 名/ 170 名） 12.4％（ 21 名/ 170 名） 15.4％（ 12 名/ 78 名） 

全体    59.5％（719 名/1208 名） 19.1％（231 名/1208 名） 31.7％（211 名/666 名） 

 

２ 一方、情報を得ることが、必ずしも参加者の増加に繋がっていない現実もあることか

ら、若年層や子育て世代の参加を促すような内容づくりも求められている。 

 

３ 多くの人たちが啓発行事に参加するよう、「広める」工夫をしていく必要があるが、本

来の目的である、人権課題に対する認識を「深める」部分が後回しになってしまっては

ならない。学校で行われるＰＴＡの人権研修や、企業内の人権研修との連携を図るのも、

一つの方法である。 

 

  

啓発活動に関するまとめ 
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第 5 章 クロス分析 

 

 

 

５－１ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と学ぶ機会を持った人権課題について 

＜問８☓問１３＞ 

 

 

 ☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

＜問8　☓　問13＞その1

同和問題（部落
差別問題）は国

民的課題であ

り、社会全体で
解決に取り組む

必要がある

同和問題（部落

差別問題）は一
部の人の問題

で、自分とは関

係ない

同和問題（部落

差別問題）解決
のためには、同

和地区の人々自

身が、自分の生
活に責任を持つ

ように努力する

べきである

同和問題（部落

差別問題）解決

のためには、同
和地区の人々

が、固まって住

まないようにす
るべきである

同和問題（部落

差別問題）解決

のために自分も
努力したい

部落差別はいけ

ないと思うが、

自分だけ反対し
ても仕方がない

回答数 182 5 63 25 83 23

$問8 内での割合 (%) 65.5% 1.8% 22.7% 9.0% 29.9% 8.3%

$問13 内での割合 (%) 34.9% 10.9% 28.8% 23.8% 54.2% 23.5%

全体数に対する割合 (%) 15.1% 0.4% 5.2% 2.1% 6.9% 1.9%

回答数 92 2 30 9 39 10

$問8 内での割合 (%) 68.1% 1.5% 22.2% 6.7% 28.9% 7.4%

$問13 内での割合 (%) 17.7% 4.3% 13.7% 8.6% 25.5% 10.2%

全体数に対する割合 (%) 7.6% 0.2% 2.5% 0.7% 3.2% 0.8%

回答数 97 1 28 14 42 11

$問8 内での割合 (%) 67.8% 0.7% 19.6% 9.8% 29.4% 7.7%

$問13 内での割合 (%) 18.6% 2.2% 12.8% 13.3% 27.5% 11.2%

全体数に対する割合 (%) 8.0% 0.1% 2.3% 1.2% 3.5% 0.9%

回答数 88 2 36 15 36 16

$問8 内での割合 (%) 58.3% 1.3% 23.8% 9.9% 23.8% 10.6%

$問13 内での割合 (%) 16.9% 4.3% 16.4% 14.3% 23.5% 16.3%

全体数に対する割合 (%) 7.3% 0.2% 3.0% 1.2% 3.0% 1.3%

回答数 123 1 41 15 61 14

$問8 内での割合 (%) 68.3% 0.6% 22.8% 8.3% 33.9% 7.8%

$問13 内での割合 (%) 23.6% 2.2% 18.7% 14.3% 39.9% 14.3%

全体数に対する割合 (%) 10.2% 0.1% 3.4% 1.2% 5.0% 1.2%

回答数 41 1 14 3 24 6

$問8 内での割合 (%) 80.4% 2.0% 27.5% 5.9% 47.1% 11.8%

$問13 内での割合 (%) 7.9% 2.2% 6.4% 2.9% 15.7% 6.1%

全体数に対する割合 (%) 3.4% 0.1% 1.2% 0.2% 2.0% 0.5%

回答数 50 0 19 3 26 2

$問8 内での割合 (%) 63.3% 0.0% 24.1% 3.8% 32.9% 2.5%

$問13 内での割合 (%) 9.6% 0.0% 8.7% 2.9% 17.0% 2.0%

全体数に対する割合 (%) 4.1% 0.0% 1.6% 0.2% 2.2% 0.2%

回答数 31 2 9 5 5 8

$問8 内での割合 (%) 29.0% 1.9% 8.4% 4.7% 4.7% 7.5%

$問13 内での割合 (%) 6.0% 4.3% 4.1% 4.8% 3.3% 8.2%

全体数に対する割合 (%) 2.6% 0.2% 0.7% 0.4% 0.4% 0.7%

回答数 196 30 98 56 37 53

$問8 内での割合 (%) 36.9% 5.6% 18.5% 10.5% 7.0% 10.0%

$問13 内での割合 (%) 37.6% 65.2% 44.7% 53.3% 24.2% 54.1%

全体数に対する割合 (%) 16.2% 2.5% 8.1% 4.6% 3.1% 4.4%

回答数 54 7 29 11 15 8

$問8 内での割合 (%) 34.8% 4.5% 18.7% 7.1% 9.7% 5.2%

$問13 内での割合 (%) 10.4% 15.2% 13.2% 10.5% 9.8% 8.2%

全体数に対する割合 (%) 4.5% 0.6% 2.4% 0.9% 1.2% 0.7%

回答数 521 46 219 105 153 98

全体数に対する割合 (%) 43.1% 3.8% 18.1% 8.7% 12.7% 8.1%

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた
自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

問８　この５年
間に、あなたが

研修会や講演会

等を通して、学
ぶ機会を持った

人権課題すべて

に○をつけてく
ださい。

(複数回答)

同和問題（部落差別
問題）

女性の人権に関する

問題

子どもの人権に関す

る問題

高齢者の人権に関す

る問題

障がい者の人権に関
する問題

外国人の人権に関す
る問題

その他の人権に関す

る問題

覚えていない

研修会や講演会等を

通して学ぶ機会がな
かった

無回答

問 8 この５年間に、あなたが研修会や

講演会等を通して、学ぶ機会を持っ

た人権課題すべてに○をつけてくだ

さい。 

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わ

る、次のような意見のうち、あなた自

身も「そう思う」というものすべてに

○をつけてください。 

クロス分析とは、調査資料の複数の回答結果を複合的に分析する手法。クロス分析を行うことによ

り、特定の項目についての相関や比較など、より詳細にデータを読み取ることが可能となります。 
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（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

人権研修受講機会の有無と同和問題（部落差別問題）に対する意見の相関関係を、クロ

ス分析により調べてみた。 

ポイントは「同和問題（部落差別問題）研修の受講者（278 名）」と「人権研修未受講者

(531 名)」の間に、どのような同和問題（部落差別問題）に対する意見の相違があるかであ

る。 

5.0 ポイント以上の較差があったものは、肯定的意見である「同和問題（部落差別問題）

は国民的課題であり、社会全体で解決に取り組む必要がある」（受講者 65.5％－未受講者

36.9％）・「同和問題（部落差別問題）解決のために自分も努力したい」（受講者 29.9％－未

受講者 7.0％）・「同和問題（部落差別問題）が解決されるまで、必要な施策に取り組むこと

が大切である」（受講者 42.8％－未受講者 19.4％）及び否定的意見である「同和地区や同

＜問8　☓　問13＞その２

同和問題（部落
差別問題）が解

決されるまで、

必要な施策に取
り組むことが大

切である

同和地区や同和
地区住民だけ

に、特別な施策

を実施したこと
自体が差別だと

思う

わからない 無回答 全体

回答数 119 90 27 3 278

$問8 内での割合 (%) 42.8% 32.4% 9.7% 1.1%

$問13 内での割合 (%) 39.8% 21.1% 11.3% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 9.9% 7.5% 2.2% 0.2% 23.0%

回答数 55 40 7 6 135

$問8 内での割合 (%) 40.7% 29.6% 5.2% 4.4%

$問13 内での割合 (%) 18.4% 9.4% 2.9% 12.8%

全体数に対する割合 (%) 4.6% 3.3% 0.6% 0.5% 11.2%

回答数 64 48 12 4 143

$問8 内での割合 (%) 44.8% 33.6% 8.4% 2.8%

$問13 内での割合 (%) 21.4% 11.3% 5.0% 8.5%

全体数に対する割合 (%) 5.3% 4.0% 1.0% 0.3% 11.8%

回答数 56 60 13 3 151

$問8 内での割合 (%) 37.1% 39.7% 8.6% 2.0%

$問13 内での割合 (%) 18.7% 14.1% 5.5% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 4.6% 5.0% 1.1% 0.2% 12.5%

回答数 87 57 10 4 180

$問8 内での割合 (%) 48.3% 31.7% 5.6% 2.2%

$問13 内での割合 (%) 29.1% 13.4% 4.2% 8.5%

全体数に対する割合 (%) 7.2% 4.7% 0.8% 0.3% 14.9%

回答数 27 17 1 1 51

$問8 内での割合 (%) 52.9% 33.3% 2.0% 2.0%

$問13 内での割合 (%) 9.0% 4.0% 0.4% 2.1%

全体数に対する割合 (%) 2.2% 1.4% 0.1% 0.1% 4.2%

回答数 36 18 6 4 79

$問8 内での割合 (%) 45.6% 22.8% 7.6% 5.1%

$問13 内での割合 (%) 12.0% 4.2% 2.5% 8.5%

全体数に対する割合 (%) 3.0% 1.5% 0.5% 0.3% 6.5%

回答数 12 29 43 2 107

$問8 内での割合 (%) 11.2% 27.1% 40.2% 1.9%

$問13 内での割合 (%) 4.0% 6.8% 18.1% 4.3%

全体数に対する割合 (%) 1.0% 2.4% 3.6% 0.2% 8.9%

回答数 103 205 127 9 531

$問8 内での割合 (%) 19.4% 38.6% 23.9% 1.7%

$問13 内での割合 (%) 34.4% 48.1% 53.4% 19.1%

全体数に対する割合 (%) 8.5% 17.0% 10.5% 0.7% 44.0%

回答数 31 52 29 28 155

$問8 内での割合 (%) 20.0% 33.5% 18.7% 18.1%

$問13 内での割合 (%) 10.4% 12.2% 12.2% 59.6%

全体数に対する割合 (%) 2.6% 4.3% 2.4% 2.3% 12.8%

回答数 299 426 238 47 1208

全体数に対する割合 (%) 24.8% 35.3% 19.7% 3.9% 100.0%

研修会や講演会等を

通して学ぶ機会がな
かった

無回答

全体

問８　この５年

間に、あなたが

研修会や講演会
等を通して、学

ぶ機会を持った

人権課題すべて
に○をつけてく

ださい。

(複数回答)

同和問題（部落差別

問題）

女性の人権に関する

問題

子どもの人権に関す
る問題

高齢者の人権に関す
る問題

障がい者の人権に関

する問題

外国人の人権に関す

る問題

その他の人権に関す
る問題

覚えていない

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた自身も「そ

う思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。
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和地区住民だけに、特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」（受講者 32.4％－未

受講者 38.6％）、さらに「わからない」（受講者 9.7％－未受講者 23.9％）である。 

 

 受講者 未受講者 較差(ポイント) 

同和問題（部落差別問題）は国民的課題であ
り、社会全体で解決に取り組む必要がある 65.5％ 36.9％ 28.6 

同和問題（部落差別問題）解決のために自分
も努力したい 

29.9％ 7.0％ 22.9 

同和問題（部落差別問題）が解決されるまで、
必要な施策に取り組むことが大切である 

42.8％ 19.4％ 23.4 

同和地区や同和地区住民だけに、特別な施策
を実施したこと自体が差別だと思う 

32.4％ 38.6％ ▲6.2 

同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を
持つように努力するべきである 

22.7％ 18.5％ 4.2 

わからない 9.7％ 23.9％ ▲14.2 

 

受講者には、肯定的意見を持つ人の割合が高く、「わからない」と回答した人の割合が低

くなっていることが分かるが、その一方で、否定的意見については、「同和地区や同和地区

住民だけに、特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」で 6.2 ポイント、受講者の

方が低くなっているだけで、それ以外の四つの否定的意見を選んだ割合について、大きな

差は見られず、「同和地区の人々自身が、自分の生活に責任を持つように努力するべきであ

る」（受講者 22.7％－未受講者 18.5％）を選んだ割合については、受講者の方が 4.2 ポイ

ント高くなっている。 

これらの結果から言えることは、「同和問題（部落差別問題）研修の受講」は、「わから

ない」と感じている人を、肯定的意見に導く効果は挙げている反面、否定的意見を持って

いる人を、肯定的意見に導くことはほとんどできていないということである。これからの

教育・啓発を考える上で、極めて重要な結果であると思われる。 
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５－２ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と現在の知識や情報源について 

＜問１１☓問１３＞ 

 

 

 ☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜問11　☓　問13＞その1

同和問題（部

落差別問題）

は国民的課題

であり、社会

全体で解決に

取り組む必要

がある

同和問題（部

落差別問題）

は一部の人の

問題で、自分

とは関係ない

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々自身

が、自分の生

活に責任を持

つように努力

するべきであ

る

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々が、固

まって住まな

いようにする

べきである

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

自分も努力し

たい

部落差別はい

けないと思う

が、自分だけ

反対しても仕

方がない

回答数 292 15 71 45 90 46

$問11 内での割合 (%) 52.6% 2.7% 12.8% 8.1% 16.2% 8.3%

$問13 内での割合 (%) 56.0% 32.6% 32.4% 42.9% 58.8% 46.9%

全体数に対する割合 (%) 24.2% 1.2% 5.9% 3.7% 7.5% 3.8%

回答数 237 6 78 33 95 25

$問11 内での割合 (%) 62.7% 1.6% 20.6% 8.7% 25.1% 6.6%

$問13 内での割合 (%) 45.5% 13.0% 35.6% 31.4% 62.1% 25.5%

全体数に対する割合 (%) 19.6% 0.5% 6.5% 2.7% 7.9% 2.1%

回答数 196 12 79 39 68 30

$問11 内での割合 (%) 59.2% 3.6% 23.9% 11.8% 20.5% 9.1%

$問13 内での割合 (%) 37.6% 26.1% 36.1% 37.1% 44.4% 30.6%

全体数に対する割合 (%) 16.2% 1.0% 6.5% 3.2% 5.6% 2.5%

回答数 25 1 7 8 12 8

$問11 内での割合 (%) 54.3% 2.2% 15.2% 17.4% 26.1% 17.4%

$問13 内での割合 (%) 4.8% 2.2% 3.2% 7.6% 7.8% 8.2%

全体数に対する割合 (%) 2.1% 0.1% 0.6% 0.7% 1.0% 0.7%

回答数 95 4 45 19 56 9

$問11 内での割合 (%) 65.1% 2.7% 30.8% 13.0% 38.4% 6.2%

$問13 内での割合 (%) 18.2% 8.7% 20.5% 18.1% 36.6% 9.2%

全体数に対する割合 (%) 7.9% 0.3% 3.7% 1.6% 4.6% 0.7%

回答数 94 12 59 29 31 23

$問11 内での割合 (%) 44.1% 5.6% 27.7% 13.6% 14.6% 10.8%

$問13 内での割合 (%) 18.0% 26.1% 26.9% 27.6% 20.3% 23.5%

全体数に対する割合 (%) 7.8% 1.0% 4.9% 2.4% 2.6% 1.9%

回答数 99 14 57 23 42 19

$問11 内での割合 (%) 48.3% 6.8% 27.8% 11.2% 20.5% 9.3%

$問13 内での割合 (%) 19.0% 30.4% 26.0% 21.9% 27.5% 19.4%

全体数に対する割合 (%) 8.2% 1.2% 4.7% 1.9% 3.5% 1.6%

回答数 4 2 3 2 0 1

$問11 内での割合 (%) 7.8% 3.9% 5.9% 3.9% 0.0% 2.0%

$問13 内での割合 (%) 0.8% 4.3% 1.4% 1.9% 0.0% 1.0%

全体数に対する割合 (%) 0.3% 0.2% 0.2% 0.2% 0.0% 0.1%

回答数 13 10 12 6 1 11

$問11 内での割合 (%) 11.4% 8.8% 10.5% 5.3% 0.9% 9.6%

$問13 内での割合 (%) 2.5% 21.7% 5.5% 5.7% 0.7% 11.2%

全体数に対する割合 (%) 1.1% 0.8% 1.0% 0.5% 0.1% 0.9%

回答数 19 1 10 4 5 4

$問11 内での割合 (%) 29.7% 1.6% 15.6% 6.3% 7.8% 6.3%

$問13 内での割合 (%) 3.6% 2.2% 4.6% 3.8% 3.3% 4.1%

全体数に対する割合 (%) 1.6% 0.1% 0.8% 0.3% 0.4% 0.3%

回答数 521 46 219 105 153 98

全体数に対する割合 (%) 43.1% 3.8% 18.1% 8.7% 12.7% 8.1%

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた

自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

問11　あなたの

同和問題（部落

差別問題）に関

する現在の知識

や情報は、何を

通して得たもの

ですか。あては

まるものすべて

に○をつけてく

ださい。

(複数回答)

学校教育を通して得

た

研修会や講演会、行

政の啓発冊子や広報

誌を通して得た

新聞やテレビ、本や

映画などを通して得

た

インターネットを通

して得た

同和地区出身者を通

して得た

家族や親族を通して

得た

友人や知人、職場の

同僚や地域住民を通

して得た

覚えていない

同和問題（部落差別

問題）に関する知識

や情報をほとんど

持っていない

無回答

全体

問 11 あなたの同和問題（部落差別問

題）に関する現在の知識や情報は、何

を通して得たものですか。あてはま

るものすべてに○をつけてくださ

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わ

る、次のような意見のうち、あなた自

身も「そう思う」というものすべてに

○をつけてください。 
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（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関する知識の情報源と同和問題（部落差別問題）に対する

意見の相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に対する肯定的意見や否定的意見の割合と情報

源との間に、何らかの相関関係があるか否かである。 

肯定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和問題（部落差別問題）は国民的

課題であり、社会全体で解決に取り組む必要がある」（全体 43.1％・521 名）を見ると、「同

＜問11　☓　問13＞その２

同和問題（部

落差別問題）

が解決される

まで、必要な

施策に取り組

むことが大切

である

同和地区や同

和地区住民だ

けに、特別な

施策を実施し

たこと自体が

差別だと思う

わからない 無回答 全体

回答数 171 171 85 10 555

$問11 内での割合 (%) 30.8% 30.8% 15.3% 1.8%

$問13 内での割合 (%) 57.2% 40.1% 35.7% 21.3%

全体数に対する割合 (%) 14.2% 14.2% 7.0% 0.8% 45.9%

回答数 159 143 29 4 378

$問11 内での割合 (%) 42.1% 37.8% 7.7% 1.1%

$問13 内での割合 (%) 53.2% 33.6% 12.2% 8.5%

全体数に対する割合 (%) 13.2% 11.8% 2.4% 0.3% 31.3%

回答数 121 126 32 5 331

$問11 内での割合 (%) 36.6% 38.1% 9.7% 1.5%

$問13 内での割合 (%) 40.5% 29.6% 13.4% 10.6%

全体数に対する割合 (%) 10.0% 10.4% 2.6% 0.4% 27.4%

回答数 16 16 5 0 46

$問11 内での割合 (%) 34.8% 34.8% 10.9% 0.0%

$問13 内での割合 (%) 5.4% 3.8% 2.1% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 1.3% 1.3% 0.4% 0.0% 3.8%

回答数 58 55 9 3 146

$問11 内での割合 (%) 39.7% 37.7% 6.2% 2.1%

$問13 内での割合 (%) 19.4% 12.9% 3.8% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 4.8% 4.6% 0.7% 0.2% 12.1%

回答数 65 101 26 7 213

$問11 内での割合 (%) 30.5% 47.4% 12.2% 3.3%

$問13 内での割合 (%) 21.7% 23.7% 10.9% 14.9%

全体数に対する割合 (%) 5.4% 8.4% 2.2% 0.6% 17.6%

回答数 65 100 20 3 205

$問11 内での割合 (%) 31.7% 48.8% 9.8% 1.5%

$問13 内での割合 (%) 21.7% 23.5% 8.4% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 5.4% 8.3% 1.7% 0.2% 17.0%

回答数 2 6 39 3 51

$問11 内での割合 (%) 3.9% 11.8% 76.5% 5.9%

$問13 内での割合 (%) 0.7% 1.4% 16.4% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 0.2% 0.5% 3.2% 0.2% 4.2%

回答数 6 45 51 4 114

$問11 内での割合 (%) 5.3% 39.5% 44.7% 3.5%

$問13 内での割合 (%) 2.0% 10.6% 21.4% 8.5%

全体数に対する割合 (%) 0.5% 3.7% 4.2% 0.3% 9.4%

回答数 9 14 13 19 64

$問11 内での割合 (%) 14.1% 21.9% 20.3% 29.7%

$問13 内での割合 (%) 3.0% 3.3% 5.5% 40.4%

全体数に対する割合 (%) 0.7% 1.2% 1.1% 1.6% 5.3%

回答数 299 426 238 47 1208

全体数に対する割合 (%) 24.8% 35.3% 19.7% 3.9% 100.0%

同和問題（部落差別

問題）に関する知識

や情報をほとんど

持っていない

無回答

全体

問11　あなたの

同和問題（部落

差別問題）に関

する現在の知識

や情報は、何を

通して得たもの

ですか。あては

まるものすべて

に○をつけてく

ださい。

(複数回答)

学校教育を通して得

た

研修会や講演会、行

政の啓発冊子や広報

誌を通して得た

新聞やテレビ、本や

映画などを通して得

た

インターネットを通

して得た

同和地区出身者を通

して得た

家族や親族を通して

得た

友人や知人、職場の

同僚や地域住民を通

して得た

覚えていない

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、

あなた自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）
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和地区出身者を通して得た」（65.1％）・「研修会や講演会、行政の啓発冊子や広報誌を通し

て得た」（62.7％）・「新聞やテレビ、本や映画などを通して得た」（59.2％）・「インターネ

ットを通して得た」（54.3％）・「学校教育を通して得た」（52.6％）の順になっており、当

事者からの情報や学校卒業後の研修や啓発、マスコミなどから得た情報の影響力が相対的

に高く、学校教育で得た情報の影響力は、インターネットから得た情報の影響力と同程度

で、それほど大きなものではないということが分かる。 

一方、否定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和地区や同和地区住民だけ

に、特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」（全体 35.3％・426 名）を見ると、「友

人や知人、職場の同僚や地域住民を通して得た」（48.8％）・「家族や親族を通して得た」

（47.4％）・「同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報をほとんど持っていない」

（39.5％）の順になっており、予断や偏見を含む知識・情報を得やすい私的会話の影響力

の大きさや、知識・情報を持たない住民の問題がうかがわれる結果となっている。また、

「学校教育を通して得た」（30.8％）と回答した人の割合が最も低くなっていることから、

「学校教育」で得た知識や情報が、上書きされずに学校卒業後も継続している場合、否定

的意見に向かわない傾向があることが分かる。 
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５－３ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と自身の体験について 

＜問１２☓問１３＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

問12☓問13　その1

同和問題（部

落差別問題）

は国民的課題

であり、社会

全体で解決に

取り組む必要

がある

同和問題（部

落差別問題）

は一部の人の

問題で、自分

とは関係ない

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々自身

が、自分の生

活に責任を持

つように努力

するべきであ

る

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々が、固

まって住まな

いようにする

べきである

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

自分も努力し

たい

部落差別はい

けないと思う

が、自分だけ

反対しても仕

方がない

回答数 205 13 99 51 84 31

$問12 内での割合 (%) 53.9% 3.4% 26.1% 13.4% 22.1% 8.2%

$問13 内での割合 (%) 39.3% 28.3% 45.2% 48.6% 54.9% 31.6%

全体数に対する割合 (%) 17.0% 1.1% 8.2% 4.2% 7.0% 2.6%

回答数 275 5 75 27 109 29

$問12 内での割合 (%) 71.2% 1.3% 19.4% 7.0% 28.2% 7.5%

$問13 内での割合 (%) 52.8% 10.9% 34.2% 25.7% 71.2% 29.6%

全体数に対する割合 (%) 22.8% 0.4% 6.2% 2.2% 9.0% 2.4%

回答数 163 3 46 20 86 20

$問12 内での割合 (%) 79.1% 1.5% 22.3% 9.7% 41.7% 9.7%

$問13 内での割合 (%) 31.3% 6.5% 21.0% 19.0% 56.2% 20.4%

全体数に対する割合 (%) 13.5% 0.2% 3.8% 1.7% 7.1% 1.7%

回答数 220 29 122 59 37 62

$問12 内での割合 (%) 36.7% 4.8% 20.3% 9.8% 6.2% 10.3%

$問13 内での割合 (%) 42.2% 63.0% 55.7% 56.2% 24.2% 63.3%

全体数に対する割合 (%) 18.2% 2.4% 10.1% 4.9% 3.1% 5.1%

回答数 17 15 13 9 1 11

$問12 内での割合 (%) 13.6% 12.0% 10.4% 7.2% 0.8% 8.8%

$問13 内での割合 (%) 3.3% 32.6% 5.9% 8.6% 0.7% 11.2%

全体数に対する割合 (%) 1.4% 1.2% 1.1% 0.7% 0.1% 0.9%

回答数 18 1 7 1 10 2

$問12 内での割合 (%) 64.3% 3.6% 25.0% 3.6% 35.7% 7.1%

$問13 内での割合 (%) 3.5% 2.2% 3.2% 1.0% 6.5% 2.0%

全体数に対する割合 (%) 1.5% 0.1% 0.6% 0.1% 0.8% 0.2%

回答数 2 1 2 0 0 0

$問12 内での割合 (%) 3.6% 1.8% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0%

$問13 内での割合 (%) 0.4% 2.2% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 0.2% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

回答数 521 46 219 105 153 98

全体数に対する割合 (%) 43.1% 3.8% 18.1% 8.7% 12.7% 8.1%

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問12　同和問題

（部落差別問

題）に関わる、

次のような体験

のうち、あなた

自身にあてはま

るものすべてに

○をつけてくだ

さい。

(複数回答)

当事者の友人や知人

がいる（いた）

授業や講演、読書な

どを通じ、同和問題

（部落差別問題）に

対する認識を深めた

ことがある

部落差別事案や事件

に対し、怒りを感じ

たことがある

同和問題（部落差別

問題）の存在は知っ

ているが、特別に印

象に残るような体験

をしたことはない

同和問題（部落差別

問題）そのものをよ

く知らない

自分自身が当事者で

ある

無回答

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた

自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

問 12 同和問題（部落差別問題）に関わ

る、次のような体験のうち、あなた自

身にあてはまるものすべてに○をつけ

てください。 

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わ

る、次のような意見のうち、あなた自

身も「そう思う」というものすべてに

○をつけてください。 
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（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関わる体験の有無と同和問題（部落差別問題）に対する意

見の相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に対する肯定的意見や否定的意見の割合と、具

体的体験との間に、何らかの相関関係があるか否かである。肯定的意見の内、選んだ人の

割合が最も高かった「同和問題（部落差別問題）は国民的課題であり、社会全体で解決に

取り組む必要がある」（全体 43.1％）を見ると、「部落差別事案や事件に怒りを感じたこと

問12☓問13　その２

同和問題（部

落差別問題）

が解決される

まで、必要な

施策に取り組

むことが大切

である

同和地区や同

和地区住民だ

けに、特別な

施策を実施し

たこと自体が

差別だと思う

わからない 無回答 全体

回答数 124 168 40 6 380

$問12 内での割合 (%) 32.6% 44.2% 10.5% 1.6%

$問13 内での割合 (%) 41.5% 39.4% 16.8% 12.8%

全体数に対する割合 (%) 10.3% 13.9% 3.3% 0.5% 31.5%

回答数 168 113 28 2 386

$問12 内での割合 (%) 43.5% 29.3% 7.3% 0.5%

$問13 内での割合 (%) 56.2% 26.5% 11.8% 4.3%

全体数に対する割合 (%) 13.9% 9.4% 2.3% 0.2% 32.0%

回答数 112 53 11 2 206

$問12 内での割合 (%) 54.4% 25.7% 5.3% 1.0%

$問13 内での割合 (%) 37.5% 12.4% 4.6% 4.3%

全体数に対する割合 (%) 9.3% 4.4% 0.9% 0.2% 17.1%

回答数 126 255 113 11 600

$問12 内での割合 (%) 21.0% 42.5% 18.8% 1.8%

$問13 内での割合 (%) 42.1% 59.9% 47.5% 23.4%

全体数に対する割合 (%) 10.4% 21.1% 9.4% 0.9% 49.7%

回答数 9 33 68 0 125

$問12 内での割合 (%) 7.2% 26.4% 54.4% 0.0%

$問13 内での割合 (%) 3.0% 7.7% 28.6% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 0.7% 2.7% 5.6% 0.0% 10.3%

回答数 12 8 7 0 28

$問12 内での割合 (%) 42.9% 28.6% 25.0% 0.0%

$問13 内での割合 (%) 4.0% 1.9% 2.9% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 1.0% 0.7% 0.6% 0.0% 2.3%

回答数 0 9 18 29 56

$問12 内での割合 (%) 0.0% 16.1% 32.1% 51.8%

$問13 内での割合 (%) 0.0% 2.1% 7.6% 61.7%

全体数に対する割合 (%) 0.0% 0.7% 1.5% 2.4% 4.6%

回答数 299 426 238 47 1208

全体数に対する割合 (%) 24.8% 35.3% 19.7% 3.9% 100.0%

部落差別事案や事件

に対し、怒りを感じ

たことがある

同和問題（部落差別

問題）の存在は知っ

ているが、特別に印

象に残るような体験

をしたことはない

同和問題（部落差別

問題）そのものをよ

く知らない

自分自身が当事者で

ある

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あ

なた自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

問12　同和問題

（部落差別問

題）に関わる、

次のような体験

のうち、あなた

自身にあてはま

るものすべてに

○をつけてくだ

さい。

(複数回答)

当事者の友人や知人

がいる（いた）

授業や講演、読書な

どを通じ、同和問題

（部落差別問題）に

対する認識を深めた

ことがある
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がある」（79.1％）・「授業や講演、同和問題（部落差別問題）に対する認識を深めたことが

ある」（71.2％）・「自分自身が当事者である」（64.3％）・「当事者の友人や知人がいる（い

た）」（53.9％）・「同和問題（部落差別問題）の存在は知っているが、特別に印象に残るよ

うな体験をしたことはない」（36.7％）の順となっており、「怒りの共有」や「認識の深ま

り」の体験によって、肯定的意見に導かれるものが多いことが分かる。 

一方、否定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和地区や同和地区住民だけ

に、特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」（全体 35.3％）を見ると、「当事者の

友人や知人がいる（いた）」（44.2％）・「同和問題（部落差別問題）の存在は知っているが、

特別に印象に残るような体験をしたことはない」（42.5％）が高くなっており、他の選択肢

を選んだ人は、いずれも 30％未満であった。「当事者の友人や知人がいる（いた）」を選ん

だ人の中で、否定的意見が少なくないのは、その友人や知人との関わりの印象によると思

われる。 

これからの教育や啓発を考える上で、体験の重要性と難しさを表している結果であると

言える。 

「自分自身が当事者である」と回答している住民の選択傾向は様々である。だが、例え

ば「…同和地区の人々自身が、自分の責任を持つよう努力すべきである」という選択肢

は、当事者以外が選ぶ場合は「部落責任論」と呼ばれる、克服されるべき社会意識の一類

型となるが、当事者が選ぶ場合は、自身で積極的に問題解決に取り組もうとする主体的意

思と捉えることができるなど、評価軸が大きく変化することに留意する必要がある。 
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５－４ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と同和問題（部落差別問題）に関する授業

を受けた経験の有無について 

＜問１４☓問１３＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14☓問13　その１

同和問題（部

落差別問題）

は国民的課題

であり、社会
全体で解決に

取り組む必要

がある

同和問題（部

落差別問題）

は一部の人の
問題で、自分

とは関係ない

同和問題（部
落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々自身

が、自分の生

活に責任を持
つように努力

するべきであ

る

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々が、固

まって住まな
いようにする

べきである

同和問題（部

落差別問題）

解決のために
自分も努力し

たい

部落差別はい

けないと思う

が、自分だけ
反対しても仕

方がない

回答数 186 6 45 31 55 31

$問14 内での割合 (%) 52.1% 1.7% 12.6% 8.7% 15.4% 8.7%

$問13 内での割合 (%) 35.7% 13.0% 20.5% 29.5% 35.9% 31.6%

全体数に対する割合 (%) 15.4% 0.5% 3.7% 2.6% 4.6% 2.6%

回答数 129 10 41 24 38 18

$問14 内での割合 (%) 51.4% 4.0% 16.3% 9.6% 15.1% 7.2%

$問13 内での割合 (%) 24.8% 21.7% 18.7% 22.9% 24.8% 18.4%

全体数に対する割合 (%) 10.7% 0.8% 3.4% 2.0% 3.1% 1.5%

回答数 112 20 76 24 35 25

$問14 内での割合 (%) 38.0% 6.8% 25.8% 8.1% 11.9% 8.5%

$問13 内での割合 (%) 21.5% 43.5% 34.7% 22.9% 22.9% 25.5%

全体数に対する割合 (%) 9.3% 1.7% 6.3% 2.0% 2.9% 2.1%

回答数 87 10 49 22 23 22

$問14 内での割合 (%) 32.7% 3.8% 18.4% 8.3% 8.6% 8.3%

$問13 内での割合 (%) 16.7% 21.7% 22.4% 21.0% 15.0% 22.4%

全体数に対する割合 (%) 7.2% 0.8% 4.1% 1.8% 1.9% 1.8%

回答数 16 2 14 6 7 2

$問14 内での割合 (%) 28.1% 3.5% 24.6% 10.5% 12.3% 3.5%

$問13 内での割合 (%) 3.1% 4.3% 6.4% 5.7% 4.6% 2.0%

全体数に対する割合 (%) 1.3% 0.2% 1.2% 0.5% 0.6% 0.2%

回答数 521 46 219 105 153 98

全体数に対する割合 (%) 43.1% 3.8% 18.1% 8.7% 12.7% 8.1%

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた

自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問14　あなた

は、学校教育の
中で同和問題

（部落差別問

題）に関する授

業を、受けたこ

とがあります

か。あてはまる
ものすべてに○

をつけてくださ

い。

(複数回答)

飯塚市内の小中学校

で受けた

飯塚市以外の小中学
校で受けた

受けたことがない

覚えていない

無回答

全体

問 14 あなたは、学校教育の中で同和問題（部

落差別問題）に関する授業を、受けたことが

ありますか。あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わ

る、次のような意見のうち、あなた自

身も「そう思う」というものすべてに

○をつけてください。 
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（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無及び受けた地域の違いと同

和問題（部落差別問題）に対する意見の相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に対する肯定的意見や否定的意見の割合と、同

和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無及び受けた地域の違いとの間に、

何らかの相関関係があるか否かである。 

肯定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和問題（部落差別問題）は国民的

課題であり、社会全体で解決に取り組む必要がある」（全体 43.1％）を見ると、「飯塚市内

の小中学校で受けた」（52.1％）・「飯塚市以外の小中学校で受けた」（51.4％）・「受けたこ

とがない」（38.0％）となっており、同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けること

で、肯定的意見に導かれる人が半数を超えており、「受けたことがない」と回答した人より

10 ポイント以上高くなっている。しかし、受けた地域の違いは、回答傾向に影響を与えて

いない。 

一方、否定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和地区や同和地区住民だけ

に、特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」（全体 35.3％）を見ると、「飯塚市内

問14☓問13　その２

同和問題（部

落差別問題）

が解決される
まで、必要な

施策に取り組

むことが大切

である

同和地区や同

和地区住民だ

けに、特別な

施策を実施し
たこと自体が

差別だと思う

わからない 無回答 全体

回答数 109 114 63 5 357

$問14 内での割合 (%) 30.5% 31.9% 17.6% 1.4%

$問13 内での割合 (%) 36.5% 26.8% 26.5% 10.6%

全体数に対する割合 (%) 9.0% 9.4% 5.2% 0.4% 29.6%

回答数 74 83 31 4 251

$問14 内での割合 (%) 29.5% 33.1% 12.4% 1.6%

$問13 内での割合 (%) 24.7% 19.5% 13.0% 8.5%

全体数に対する割合 (%) 6.1% 6.9% 2.6% 0.3% 20.8%

回答数 64 122 67 8 295

$問14 内での割合 (%) 21.7% 41.4% 22.7% 2.7%

$問13 内での割合 (%) 21.4% 28.6% 28.2% 17.0%

全体数に対する割合 (%) 5.3% 10.1% 5.5% 0.7% 24.4%

回答数 51 99 76 6 266

$問14 内での割合 (%) 19.2% 37.2% 28.6% 2.3%

$問13 内での割合 (%) 17.1% 23.2% 31.9% 12.8%

全体数に対する割合 (%) 4.2% 8.2% 6.3% 0.5% 22.0%

回答数 7 15 4 24 57

$問14 内での割合 (%) 12.3% 26.3% 7.0% 42.1%

$問13 内での割合 (%) 2.3% 3.5% 1.7% 51.1%

全体数に対する割合 (%) 0.6% 1.2% 0.3% 2.0% 4.7%

回答数 299 426 238 47 1208

全体数に対する割合 (%) 24.8% 35.3% 19.7% 3.9% 100.0%

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あ

なた自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

問14　あなた

は、学校教育の

中で同和問題

（部落差別問

題）に関する授
業を、受けたこ

とがあります

か。あてはまる

ものすべてに○

をつけてくださ
い。

(複数回答)

飯塚市内の小中学校

で受けた

飯塚市以外の小中学

校で受けた

受けたことがない

覚えていない

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。
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の小中学校で受けた」（31.9％）・「飯塚市以外の小中学校で受けた」（33.1％）・「受けたこ

とがない」（41.4％）となっており、同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けていな

いと回答した人に、否定的意見を持つ人が多くなっていることが分かる。 

同和教育（部落差別問題解消教育）の一定の効果が表れている結果ではあるが、その差

は 10 ポイント程度であることから、＜問 11×問 13＞のクロス分析の結果を合わせて考え

ると、やはり、学校卒業後の啓発や研修等にどう繋いでいくのかという視点が、重要であ

ると言えるだろう。 

なお、受けた地域の違いが回答傾向に表れていないということについては、これまでの

飯塚市の課題や取り組みと関係づけて、評価する必要がある。 

  



- 119 - 

 

５－５ 同和問題（部落差別問題)に関わる意見と人権問題の講演会・研修会・懇談会など

への参加の有無について 

＜問２８☓問１３＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28☓問13　その1

同和問題（部

落差別問題）

は国民的課題

であり、社会

全体で解決に

取り組む必要

がある

同和問題（部

落差別問題）

は一部の人の

問題で、自分

とは関係ない

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々自身

が、自分の生

活に責任を持

つように努力

するべきであ

る

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

は、同和地区

の人々が、固

まって住まな

いようにする

べきである

同和問題（部

落差別問題）

解決のために

自分も努力し

たい

部落差別はい

けないと思う

が、自分だけ

反対しても仕

方がない

回答数 94 4 39 19 30 17

問２８ 内での割合 (%) 52.5% 2.2% 21.8% 10.6% 16.8% 9.5%

$問13 内での割合 (%) 18.0% 8.7% 17.8% 18.1% 19.6% 17.3%

全体数に対する割合 (%) 7.8% 0.3% 3.2% 1.6% 2.5% 1.4%

回答数 107 1 27 7 53 5

問２８ 内での割合 (%) 67.7% 0.6% 17.1% 4.4% 33.5% 3.2%

$問13 内での割合 (%) 20.5% 2.2% 12.3% 6.7% 34.6% 5.1%

全体数に対する割合 (%) 8.9% 0.1% 2.2% 0.6% 4.4% 0.4%

回答数 268 38 125 67 51 67

問２８ 内での割合 (%) 37.3% 5.3% 17.4% 9.3% 7.1% 9.3%

$問13 内での割合 (%) 51.4% 82.6% 57.1% 63.8% 33.3% 68.4%

全体数に対する割合 (%) 22.2% 3.1% 10.3% 5.5% 4.2% 5.5%

回答数 38 2 17 8 8 6

問２８ 内での割合 (%) 39.6% 2.1% 17.7% 8.3% 8.3% 6.3%

$問13 内での割合 (%) 7.3% 4.3% 7.8% 7.6% 5.2% 6.1%

全体数に対する割合 (%) 3.1% 0.2% 1.4% 0.7% 0.7% 0.5%

回答数 14 1 11 4 11 3

問２８ 内での割合 (%) 25.0% 1.8% 19.6% 7.1% 19.6% 5.4%

$問13 内での割合 (%) 2.7% 2.2% 5.0% 3.8% 7.2% 3.1%

全体数に対する割合 (%) 1.2% 0.1% 0.9% 0.3% 0.9% 0.2%

回答数 521 46 219 105 153 98

全体数に対する割合 (%) 43.1% 3.8% 18.1% 8.7% 12.7% 8.1%

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた自身も

「そう思う」というものすべてに○をつけてください。

(複数回答）

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問28　市全体や

校区で行われ

た、人権問題の

講演会・研修

会・懇談会など

に、これまで参

加されたことは

ありますか。あ

てはまるものに

○をつけてくだ

さい。

１～２回参加したこ

とがある

３回以上参加したこ

とがある

参加したことがない

覚えていない

無回答

全体

問 28 市全体や校区で行われた、人権問題の

講演会・研修会・懇談会などに、これまで参

加されたことはありますか。あてはまるも

のに○をつけてください。 

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わ

る、次のような意見のうち、あなた自

身も「そう思う」というものすべてに

○をつけてください。 
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（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

市全体や校区で行われた啓発行事への参加の有無や回数と同和問題（部落差別問題）に

対する意見の相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に対する肯定的意見や否定的意見の割合と、市

全体や校区で行われた啓発行事への参加の有無や回数との間に、何らかの相関関係がある

か否かである。 

肯定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和問題（部落差別問題）は国民的

課題であり、社会全体で解決に取り組む必要がある」（全体 43.1％）を見ると、「３回以上

参加したことがある」（67.7％）・「１～２回参加したことがある」（52.5％）・「参加したこ

とがない」（37.3％）となっており、啓発行事への参加回数が増えることで、肯定的意見を

持つ人が増えていることが分かる。 

一方、否定的意見の内、選んだ人の割合が最も高かった「同和地区や同和地区住民だけ

に、特別な施策を実施したこと自体が差別だと思う」（全体 35.3％）を見ると、「１～２回

問28☓問13　その２

同和問題（部

落差別問題）

が解決される

まで、必要な

施策に取り組

むことが大切

である

同和地区や同

和地区住民だ
けに、特別な

施策を実施し

たこと自体が

差別だと思う

わからない 無回答 全体

回答数 50 78 21 0 179

問２８ 内での割合 (%) 27.9% 43.6% 11.7% 0.0%

$問13 内での割合 (%) 16.7% 18.3% 8.8% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 4.1% 6.5% 1.7% 0.0% 14.8%

回答数 76 48 15 3 158

問２８ 内での割合 (%) 48.1% 30.4% 9.5% 1.9%

$問13 内での割合 (%) 25.4% 11.3% 6.3% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 6.3% 4.0% 1.2% 0.2% 13.1%

回答数 145 253 167 24 719

問２８ 内での割合 (%) 20.2% 35.2% 23.2% 3.3%

$問13 内での割合 (%) 48.5% 59.4% 70.2% 51.1%

全体数に対する割合 (%) 12.0% 20.9% 13.8% 2.0% 59.5%

回答数 20 33 28 3 96

問２８ 内での割合 (%) 20.8% 34.4% 29.2% 3.1%

$問13 内での割合 (%) 6.7% 7.7% 11.8% 6.4%

全体数に対する割合 (%) 1.7% 2.7% 2.3% 0.2% 7.9%

回答数 8 14 7 17 56

問２８ 内での割合 (%) 14.3% 25.0% 12.5% 30.4%

$問13 内での割合 (%) 2.7% 3.3% 2.9% 36.2%

全体数に対する割合 (%) 0.7% 1.2% 0.6% 1.4% 4.6%

回答数 299 426 238 47 1208

全体数に対する割合 (%) 24.8% 35.3% 19.7% 3.9% 100.0%

問13　同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あ

なた自身も「そう思う」というものすべてに○をつけてください。
(複数回答）

問28　市全体や

校区で行われ

た、人権問題の

講演会・研修

会・懇談会など

に、これまで参

加されたことは

ありますか。あ

てはまるものに

○をつけてくだ
さい。

１～２回参加したこ

とがある

３回以上参加したこ

とがある

参加したことがない

覚えていない

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。
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参加したことがある」（43.6％）・「参加したことがない」（35.2％）・「３回以上参加したこ

とがある」（30.4％）となっており、「１～２回参加したことがある」と回答した人の割合

が、「参加したことがない」と回答した人の割合を 8.4 ポイント上回っている。 

これは、＜問８×問 13＞のクロス分析で明らかになった、「同和問題（部落差別問題）研

修の受講」は、「わからない」と感じている人を、肯定的意見に導く効果を挙げている反面、

否定的意見を持っている人を、肯定的意見に導くことはほとんどできていないという課題

が、このクロス分析においても、はっきりと指摘できるということであり、そのことは、

「３回以上参加したことがある」と回答した、相対的に人権意識が高いと思われる層の内、

30.4％という少なくない割合の人が、否定的意見を選択していることからも明らかであろ

う。 

知識や情報が不十分な住民に対する教育や啓発とは別に、何らかの否定的意見を持って

しまっている住民への教育や啓発を考えていくことは、極めて重要である。 

  



- 122 - 

 

５－６ 同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無と部落差別をなくす

ための運動をきっかけとして生まれた制度について 

＜問１４☓問１５＞ 

 

 

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無及び受けた地域の違いと部

落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた諸制度の認知度の相関関係を、クロ

ス分析により調べてみた。 

ポイントは、諸制度の認知度と、同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験

の有無及び受けた地域の違いとの間に、何らかの相関関係があるか否かである。 

「飯塚市内の小中学校で同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた」と回答した

問14☓問15

教育を受け

る権利を保

障するため

の「義務教

育教科書無

償制度」

プライバ

シーを守る

ための「戸

籍や住民票

の閲覧制

限」

就職の際、

企業が、応

募者の適

性・能力に

無関係な事

項を選考材

料としない

ために設け

られた「全

国高等学校

統一応募用

紙」

すべての高

校生を対象

とした「高

校奨学金制

度」の充実

いずれにつ

いても、よ

く知らない

無回答 全体

回答数 125 113 64 60 157 14 357

$問14 内での割合 (%) 35.0% 31.7% 17.9% 16.8% 44.0% 3.9%

$問15 内での割合 (%) 37.5% 32.5% 36.6% 38.0% 26.0% 20.0%

全体数に対する割合 (%) 10.3% 9.4% 5.3% 5.0% 13.0% 1.2% 29.6%

回答数 84 90 43 47 112 5 251

$問14 内での割合 (%) 33.5% 35.9% 17.1% 18.7% 44.6% 2.0%

$問15 内での割合 (%) 25.2% 25.9% 24.6% 29.7% 18.6% 7.1%

全体数に対する割合 (%) 7.0% 7.5% 3.6% 3.9% 9.3% 0.4% 20.8%

回答数 66 74 40 29 169 12 295

$問14 内での割合 (%) 22.4% 25.1% 13.6% 9.8% 57.3% 4.1%

$問15 内での割合 (%) 19.8% 21.3% 22.9% 18.4% 28.0% 17.1%

全体数に対する割合 (%) 5.5% 6.1% 3.3% 2.4% 14.0% 1.0% 24.4%

回答数 56 61 26 22 166 8 266

$問14 内での割合 (%) 21.1% 22.9% 9.8% 8.3% 62.4% 3.0%

$問15 内での割合 (%) 16.8% 17.5% 14.9% 13.9% 27.5% 11.4%

全体数に対する割合 (%) 4.6% 5.0% 2.2% 1.8% 13.7% 0.7% 22.0%

回答数 6 14 4 4 10 32 57

$問14 内での割合 (%) 10.5% 24.6% 7.0% 7.0% 17.5% 56.1%

$問15 内での割合 (%) 1.8% 4.0% 2.3% 2.5% 1.7% 45.7%

全体数に対する割合 (%) 0.5% 1.2% 0.3% 0.3% 0.8% 2.6% 4.7%

回答数 333 348 175 158 603 70 1208

全体数に対する割合 (%) 27.6% 28.8% 14.5% 13.1% 49.9% 5.8% 100.0%

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問15　部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた次の制度の内、あなたがよく

知っているものすべてに○をつけてください。(複数回答)

問14　あなた

は、学校教育

の中で同和問

題（部落差別

問題）に関す

る授業を、受

けたことがあ

りますか。あ

てはまるもの

すべてに○を

つけてくださ

い。

(複数回答)

飯塚市内の小中学校

で受けた

飯塚市以外の小中学

校で受けた

受けたことがない

覚えていない

無回答

全体

問 14 あなたは、学校教育の中で同和問題（部

落差別問題）に関する授業を、受けたことが

ありますか。あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

問 15 部落差別をなくすための運動を

きっかけとして生まれた次の制度の

内、あなたがよく知っているものすべ

てに○をつけてください。 
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人の認知度の方が、同和問題（部落差別問題）に関する授業を「受けたことがない」と回

答した人より、「義務教育教科書無償制度」で 12.6 ポイント、「戸籍や住民票の閲覧制限」

で 6.6 ポイント、「全国高等学校統一応募用紙」で 4.3 ポイント、「高校奨学金制度」で 7.0

ポイント、高くなっていたが、「飯塚市以外の小中学校で同和問題（部落差別問題）に関す

る授業を受けた」と回答した人の認知度との間には、ほとんど較差が見られなかった。 

同和教育（部落差別問題解消教育）の一定の効果が表れている結果ではあるが、その差

は、それほど大きなものとは言えず、＜問 11×問 13＞＜問 14×問 13＞のクロス分析の結

果を合わせて考えると、やはり、学校卒業後の啓発や研修等にどう繋いでいくのかという

視点が、重要であると言えるだろう。なお、受けた地域の違いが回答傾向に表れていない

ということについては、＜問 14×問 13＞の分析結果と同様に、これまでの飯塚市の課題や

取り組みと関係づけて、評価する必要がある。 
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５－７ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無と部落差別をなくすため

の運動をきっかけとして生まれた制度について 

＜問２８☓問１５＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 
 

＜分析と考察＞ 

市全体や校区で行われた啓発行事への参加の有無や回数と部落差別をなくすための運動

をきっかけとして生まれた諸制度の認知度の相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは、諸制度の認知度と、市全体や校区で行われた啓発行事への参加の有無や回

数との間に、何らかの相関関係があるか否かである。 

「義務教育教科書無償制度」「戸籍や住民票の閲覧制限」「全国高等学校統一応募用紙」

の三つの制度については、「３回以上参加したことがある」・「１～２回参加したことがあ

問28☓問15

教育を受け

る権利を保

障するため

の「義務教

育教科書無

償制度」

プライバ

シーを守る

ための「戸

籍や住民票

の閲覧制

限」

就職の際、

企業が、応

募者の適

性・能力に

無関係な事

項を選考材

料としない

ために設け

られた「全

国高等学校

統一応募用

紙」

すべての高

校生を対象

とした「高

校奨学金制

度」の充実

いずれにつ

いても、よ

く知らない

無回答 全体

回答数 66 66 40 21 71 5 179

問２８ 内での割合 (%) 36.9% 36.9% 22.3% 11.7% 39.7% 2.8%

$問15 内での割合 (%) 19.8% 19.0% 22.9% 13.3% 11.8% 7.1%

全体数に対する割合 (%) 5.5% 5.5% 3.3% 1.7% 5.9% 0.4% 14.8%

回答数 77 73 51 27 49 6 158

問２８ 内での割合 (%) 48.7% 46.2% 32.3% 17.1% 31.0% 3.8%

$問15 内での割合 (%) 23.1% 21.0% 29.1% 17.1% 8.1% 8.6%

全体数に対する割合 (%) 6.4% 6.0% 4.2% 2.2% 4.1% 0.5% 13.1%

回答数 154 170 64 88 420 33 719

問２８ 内での割合 (%) 21.4% 23.6% 8.9% 12.2% 58.4% 4.6%

$問15 内での割合 (%) 46.2% 48.9% 36.6% 55.7% 69.7% 47.1%

全体数に対する割合 (%) 12.7% 14.1% 5.3% 7.3% 34.8% 2.7% 59.5%

回答数 28 26 11 15 50 3 96

問２８ 内での割合 (%) 29.2% 27.1% 11.5% 15.6% 52.1% 3.1%

$問15 内での割合 (%) 8.4% 7.5% 6.3% 9.5% 8.3% 4.3%

全体数に対する割合 (%) 2.3% 2.2% 0.9% 1.2% 4.1% 0.2% 7.9%

回答数 8 13 9 7 13 23 56

問２８ 内での割合 (%) 14.3% 23.2% 16.1% 12.5% 23.2% 41.1%

$問15 内での割合 (%) 2.4% 3.7% 5.1% 4.4% 2.2% 32.9%

全体数に対する割合 (%) 0.7% 1.1% 0.7% 0.6% 1.1% 1.9% 4.6%

回答数 333 348 175 158 603 70 1208

全体数に対する割合 (%) 27.57% 28.81% 14.49% 13.08% 49.92% 5.79% 100.00%

問15　部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた次の制度の内、あなたがよく

知っているものすべてに○をつけてください。(複数回答)

問28　市全体

や校区で行わ

れた、人権問

題の講演会・

研修会・懇談

会などに、こ

れまで参加さ

れたことはあ

りますか。あ

てはまるもの

に○をつけて

ください。

１～２回参加したこ

とがある

３回以上参加したこ

とがある

参加したことがない

覚えていない

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問 28 市全体や校区で行われた、人権問題の

講演会・研修会・懇談会などに、これまで参

加されたことはありますか。あてはまるも

のに○をつけてください。。 

問 15 部落差別をなくすための運動を

きっかけとして生まれた次の制度の

内、あなたがよく知っているものすべ

てに○をつけてください。 
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る」・「参加したことがない」と回答した人の割合に、それぞれ 10 ポイント程度の較差が見

られ、啓発行事の効果が表れていたが、「高校奨学金制度」の認知度については、「３回以

上参加したことがある」（17.1％）・「１～２回参加したことがある」（11.7％）・「参加した

ことがない」（12.2％）と、「３回以上参加したことがある」と回答した人の認知度が数ポ

イント高くなっているだけで、「１～２回参加したことがある」と回答した人と「参加した

ことがない」と回答した人の認知度は、ほぼ同じであった。 

また、「いずれについても、よく知らない」と回答した人の割合は、「３回以上参加した

ことがある」（31.0％）・「１～２回参加したことがある」（39.7％）・「参加したことがない」

（58.4％）と、大きな較差が見られたものの、「３回以上参加したことがある」と回答した

人の約３分の１が、いずれの制度もよく知らないと回答している現実は、今後の啓発を考

える上で留意すべきであろう。 
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５－８ 研修会や講演会等で学ぶ機会を持った人権課題と自身の同和地区の人との結婚に

際しての態度について 

＜問８☓問１６＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

問8☓問16

自分の意志

を貫いて結
婚する

反対する

人々を説得

した後に結

婚する

家族などの

反対があれ

ば結婚しな

い

その他 わからない 無回答 全体

回答数 96 90 18 5 59 10 278

$問8 内での割合 (%) 34.5% 32.4% 6.5% 1.8% 21.2% 3.6%

問１６ 内での割合 (%) 27.9% 34.7% 19.8% 25.0% 13.5% 17.2%

全体数に対する割合 (%) 7.9% 7.5% 1.5% 0.4% 4.9% 0.8% 23.0%

回答数 48 42 5 1 34 5 135

$問8 内での割合 (%) 35.6% 31.1% 3.7% 0.7% 25.2% 3.7%

問１６ 内での割合 (%) 14.0% 16.2% 5.5% 5.0% 7.8% 8.6%

全体数に対する割合 (%) 4.0% 3.5% 0.4% 0.1% 2.8% 0.4% 11.2%

回答数 57 49 5 2 24 6 143

$問8 内での割合 (%) 39.9% 34.3% 3.5% 1.4% 16.8% 4.2%

問１６ 内での割合 (%) 16.6% 18.9% 5.5% 10.0% 5.5% 10.3%

全体数に対する割合 (%) 4.7% 4.1% 0.4% 0.2% 2.0% 0.5% 11.8%

回答数 50 40 5 3 48 5 151

$問8 内での割合 (%) 33.11% 26.49% 3.31% 1.99% 31.79% 3.31%

問１６ 内での割合 (%) 14.53% 15.44% 5.49% 15.00% 11.01% 8.62%

全体数に対する割合 (%) 4.14% 3.31% .41% .25% 3.97% .41% 12.50%

回答数 62 62 12 3 36 5 180

$問8 内での割合 (%) 34.44% 34.44% 6.67% 1.67% 20.00% 2.78%

問１６ 内での割合 (%) 18.02% 23.94% 13.19% 15.00% 8.26% 8.62%

全体数に対する割合 (%) 5.13% 5.13% .99% .25% 2.98% .41% 14.90%

回答数 21 16 4 2 7 1 51

$問8 内での割合 (%) 41.18% 31.37% 7.84% 3.92% 13.73% 1.96%

問１６ 内での割合 (%) 6.10% 6.18% 4.40% 10.00% 1.61% 1.72%

全体数に対する割合 (%) 1.74% 1.32% .33% .17% .58% .08% 4.22%

回答数 28 30 5 1 13 2 79

$問8 内での割合 (%) 35.4% 38.0% 6.3% 1.3% 16.5% 2.5%

問１６ 内での割合 (%) 8.1% 11.6% 5.5% 5.0% 3.0% 3.4%

全体数に対する割合 (%) 2.3% 2.5% 0.4% 0.1% 1.1% 0.2% 6.5%

回答数 20 16 4 0 67 0 107

$問8 内での割合 (%) 18.7% 15.0% 3.7% 0.0% 62.6% 0.0%

問１６ 内での割合 (%) 5.8% 6.2% 4.4% 0.0% 15.4% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 1.7% 1.3% 0.3% 0.0% 5.5% 0.0% 8.9%

回答数 153 101 45 9 217 6 531

$問8 内での割合 (%) 28.8% 19.0% 8.5% 1.7% 40.9% 1.1%

問１６ 内での割合 (%) 44.5% 39.0% 49.5% 45.0% 49.8% 10.3%

全体数に対する割合 (%) 12.7% 8.4% 3.7% 0.7% 18.0% 0.5% 44.0%

回答数 31 18 14 4 49 39 155

$問8 内での割合 (%) 20.0% 11.6% 9.0% 2.6% 31.6% 25.2%

問１６ 内での割合 (%) 9.0% 6.9% 15.4% 20.0% 11.2% 67.2%

全体数に対する割合 (%) 2.6% 1.5% 1.2% 0.3% 4.1% 3.2% 12.8%

回答数 344 259 91 20 436 58 1208

全体数に対する割合 (%) 28.5% 21.4% 7.5% 1.7% 36.1% 4.8% 100.0%

問16　あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対
を受けた場合どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

問８　この５年

間に、あなたが

研修会や講演会

等を通して、学

ぶ機会を持った

人権課題すべて
に○をつけてく

ださい。

(複数回答）

同和問題（部落

差別問題）

女性の人権に関

する問題

子どもの人権に

関する問題

高齢者の人権に

関する問題

障がい者の人権

に関する問題

外国人の人権に

関する問題

その他の人権に

関する問題

覚えていない

研修会や講演会

等を通して学ぶ

機会がなかった

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問 8 この５年間に、あなたが研修会や講演会

等を通して、学ぶ機会を持った人権課題す

べてに○をつけてください。 

問 16 あなたが同和地区の人と結婚し

ようとしたときに、家族や親類から反

対を受けた場合どうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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＜分析と考察＞ 

人権研修受講機会の有無と、自身が同和地区出身者と結婚しようとした時に、家族や親

族から反対を受けた場合に取る態度との相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは「同和問題（部落差別問題）研修の受講者（278 名）」と「人権研修未受講者

(531 名)」の間に、どのような態度の相違があるかである。 

5.0 ポイント以上の較差があったものは、積極的態度である「自分の意志を貫いて結婚

する」（受講者 34.5％－未受講者 28.8％）・「反対する人々を説得した後に結婚する」（受講

者 32.4％－未受講者 19.0％）および「わからない」（受講者 21.2％－未受講者 40.9％）で

ある。 

消極的態度である「家族などの反対があれば結婚しない」（受講者 6.5％－未受講者 8.5％）

は、ほぼ同じ割合であった。 

 

 受講者 未受講者 較差(ポイント) 

自分の意志を貫いて結婚する 34.5％ 28.8％ 5.7 

反対する人々を説得した後に結婚する 32.4％ 19.0％ 13.4 

わからない 21.2％ 40.9％ ▲19.7 

家族などの反対があれば結婚しない 6.5％ 8.5％ ▲2.0 

 

＜問 8×問 13＞のクロス分析の結果と同じく、「同和問題（部落差別問題）研修の受講」

は、「わからない」と感じている人を、積極的態度に導く効果を挙げている反面、10 ポイン

ト未満とは言え、消極的態度を選ぶ人を、積極的態度に導くことはほとんどできていない

ということである。＜問 8×問 13＞のクロス分析の結果と合わせ、これからの教育・啓発

を考える上で、十分考慮すべき結果であると思われる。 
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５－９ 同和問題（部落差別問題）に関する現在の知識や情報源と自身の同和地区の人と

の結婚に際しての態度について 

＜問１１☓問１６＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

問11☓問16

自分の意志

を貫いて結

婚する

反対する

人々を説得

した後に結

婚する

家族などの

反対があれ

ば結婚しな

い

その他 わからない 無回答 全体

回答数 168 173 35 8 158 13 555

$問11 内での割合 (%) 30.3% 31.2% 6.3% 1.4% 28.5% 2.3%

問１６ 内での割合 (%) 48.8% 66.8% 38.5% 40.0% 36.2% 22.4%

全体数に対する割合 (%) 13.9% 14.3% 2.9% 0.7% 13.1% 1.1% 45.9%

回答数 114 110 21 8 108 17 378

$問11 内での割合 (%) 30.2% 29.1% 5.6% 2.1% 28.6% 4.5%

問１６ 内での割合 (%) 33.1% 42.5% 23.1% 40.0% 24.8% 29.3%

全体数に対する割合 (%) 9.4% 9.1% 1.7% 0.7% 8.9% 1.4% 31.3%

回答数 94 95 19 6 105 12 331

$問11 内での割合 (%) 28.4% 28.7% 5.7% 1.8% 31.7% 3.6%

問１６ 内での割合 (%) 27.3% 36.7% 20.9% 30.0% 24.1% 20.7%

全体数に対する割合 (%) 7.8% 7.9% 1.6% 0.5% 8.7% 1.0% 27.4%

回答数 18 12 0 1 15 0 46

$問11 内での割合 (%) 39.1% 26.1% 0.0% 2.2% 32.6% 0.0%

問１６ 内での割合 (%) 5.2% 4.6% 0.0% 5.0% 3.4% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 1.5% 1.0% 0.0% 0.1% 1.2% 0.0% 3.8%

回答数 51 37 14 5 32 7 146

$問11 内での割合 (%) 34.9% 25.3% 9.6% 3.4% 21.9% 4.8%

問１６ 内での割合 (%) 14.8% 14.3% 15.4% 25.0% 7.3% 12.1%

全体数に対する割合 (%) 4.2% 3.1% 1.2% 0.4% 2.6% 0.6% 12.1%

回答数 56 48 30 6 65 8 213

$問11 内での割合 (%) 26.3% 22.5% 14.1% 2.8% 30.5% 3.8%

問１６ 内での割合 (%) 16.3% 18.5% 33.0% 30.0% 14.9% 13.8%

全体数に対する割合 (%) 4.6% 4.0% 2.5% 0.5% 5.4% 0.7% 17.6%

回答数 52 44 20 9 70 10 205

$問11 内での割合 (%) 25.4% 21.5% 9.8% 4.4% 34.1% 4.9%

問１６ 内での割合 (%) 15.1% 17.0% 22.0% 45.0% 16.1% 17.2%

全体数に対する割合 (%) 4.3% 3.6% 1.7% 0.7% 5.8% 0.8% 17.0%

回答数 9 1 1 0 39 1 51

$問11 内での割合 (%) 17.6% 2.0% 2.0% 0.0% 76.5% 2.0%

問１６ 内での割合 (%) 2.6% 0.4% 1.1% 0.0% 8.9% 1.7%

全体数に対する割合 (%) 0.7% 0.1% 0.1% 0.0% 3.2% 0.1% 4.2%

回答数 28 5 6 3 67 5 114

$問11 内での割合 (%) 24.6% 4.4% 5.3% 2.6% 58.8% 4.4%

問１６ 内での割合 (%) 8.1% 1.9% 6.6% 15.0% 15.4% 8.6%

全体数に対する割合 (%) 2.3% 0.4% 0.5% 0.2% 5.5% 0.4% 9.4%

回答数 12 7 6 2 19 18 64

$問11 内での割合 (%) 18.8% 10.9% 9.4% 3.1% 29.7% 28.1%

問１６ 内での割合 (%) 3.5% 2.7% 6.6% 10.0% 4.4% 31.0%

全体数に対する割合 (%) 1.0% 0.6% 0.5% 0.2% 1.6% 1.5% 5.3%

回答数 344 259 91 20 436 58 1208

全体数に対する割合 (%) 28.5% 21.4% 7.5% 1.7% 36.1% 4.8% 100.0%

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問16　あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対

を受けた場合どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

問11　あなたの

同和問題（部落

差別問題）に関

する現在の知識

や情報は、何を

通して得たもの

ですか。あては

まるものすべて

に○をつけてく

ださい。

(複数回答)

学校教育を通し

て得た

研修会や講演

会、行政の啓発

冊子や広報誌を

通して得た

新聞やテレビ、

本や映画などを

通して得た

インターネット

を通して得た

同和地区出身者

を通して得た

家族や親族を通

して得た

友人や知人、職

場の同僚や地域

住民を通して得

た

覚えていない

同和問題（部落

差別問題）に関

する知識や情報

をほとんど持っ

ていない

無回答

全体

問 11 あなたの同和問題（部落差別問題）に

関する現在の知識や情報は、何を通して得

たものですか。あてはまるものすべてに○

をつけてください。 

問 16 あなたが同和地区の人と結婚し

ようとしたときに、家族や親類から反

対を受けた場合どうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関する知識の情報源と、自身が同和地区出身者と結婚しよ

うとした時に、家族や親族から反対を受けた場合に取る態度との相関関係を、クロス分析

により調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に関する知識の情報源と、結婚に反対された場

合に取る態度との間に、何らかの相関関係があるか否かである。 

積極的態度である「自分の意志を貫いて結婚する」と「反対する人々を説得した後に結

婚する」を合計した割合がやや高くなっていたのが、「インターネットを通して得た」

（65.2％）・「学校教育を通して得た」（61.5％）・「同和地区出身者を通して得た」（60.2％）・

「研修会や講演会、行政の啓発冊子や広報誌を通して得た」（59.3％）で、５割未満だった

のが、「家族や親族を通して得た」（48.8％）・「友人や知人、職場の同僚や地域住民を通し

て得た」（46.9％）・「同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報をほとんど持っていな

い」（29.0％）の三つだった。 

消極的態度である「家族などの反対があれば結婚しない」を選んだ人の割合が高かった

のは、「家族や親族を通して得た」（14.1％）・「友人や知人、職場の同僚や地域住民を通し

て得た」（9.8％）・「同和地区出身者を通して得た」（9.5％）の三つである。 

また、「わからない」を選んだ人の割合は、ほぼ３割前後であったが、「同和地区出身者

を通して得た」（21.9％）が低く、「同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報をほと

んど持っていない」を選んだ人では 58.8％と倍近い数字となっていた。 

＜問 11×問 13＞と同じく、予断や偏見を含む知識・情報を得やすい私的会話の影響が大

きい人や、知識・情報を持たない人の問題がうかがわれる結果となっている。 

また、同和地区出身者に知人がいる場合は、その知人の印象によって、取る態度が左右

される傾向があるため、知識や情報を「同和地区出身者を通して得た」と回答した人は、

「わからない」を選んだ人の割合が低く、その分、積極的態度を取る人も、消極的態度を

取る人も、やや多くなっていると思われる。 
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５－１０ 同和問題（部落差別問題）に関わる体験と自身の同和地区の人との結婚に際し

ての態度について 

＜問１２☓問１６＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

 

 

問12☓問16

自分の意志

を貫いて結

婚する

反対する

人々を説得

した後に結

婚する

家族などの

反対があれ

ば結婚しな

い

その他 わからない 無回答 全体

回答数 118 90 30 11 114 17 380

$問12 内での割合 (%) 31.1% 23.7% 7.9% 2.9% 30.0% 4.5%

問１６ 内での割合 (%) 34.3% 34.7% 33.0% 55.0% 26.1% 29.3%

全体数に対する割合 (%) 9.8% 7.5% 2.5% 0.9% 9.4% 1.4% 31.5%

回答数 125 138 23 6 83 11 386

$問12 内での割合 (%) 32.4% 35.8% 6.0% 1.6% 21.5% 2.8%

問１６ 内での割合 (%) 36.3% 53.3% 25.3% 30.0% 19.0% 19.0%

全体数に対する割合 (%) 10.3% 11.4% 1.9% 0.5% 6.9% 0.9% 32.0%

回答数 87 74 9 4 24 8 206

$問12 内での割合 (%) 42.2% 35.9% 4.4% 1.9% 11.7% 3.9%

問１６ 内での割合 (%) 25.3% 28.6% 9.9% 20.0% 5.5% 13.8%

全体数に対する割合 (%) 7.2% 6.1% 0.7% 0.3% 2.0% 0.7% 17.1%

回答数 163 106 51 11 251 18 600

$問12 内での割合 (%) 27.2% 17.7% 8.5% 1.8% 41.8% 3.0%

問１６ 内での割合 (%) 47.4% 40.9% 56.0% 55.0% 57.6% 31.0%

全体数に対する割合 (%) 13.5% 8.8% 4.2% 0.9% 20.8% 1.5% 49.7%

回答数 25 9 12 3 72 4 125

$問12 内での割合 (%) 20.0% 7.2% 9.6% 2.4% 57.6% 3.2%

問１６ 内での割合 (%) 7.3% 3.5% 13.2% 15.0% 16.5% 6.9%

全体数に対する割合 (%) 2.1% 0.7% 1.0% 0.2% 6.0% 0.3% 10.3%

回答数 11 4 2 1 10 0 28

$問12 内での割合 (%) 39.3% 14.3% 7.1% 3.6% 35.7% 0.0%

問１６ 内での割合 (%) 3.2% 1.5% 2.2% 5.0% 2.3% 0.0%

全体数に対する割合 (%) 0.9% 0.3% 0.2% 0.1% 0.8% 0.0% 2.3%

回答数 7 3 4 0 20 22 56

$問12 内での割合 (%) 12.5% 5.4% 7.1% 0.0% 35.7% 39.3%

問１６ 内での割合 (%) 2.0% 1.2% 4.4% 0.0% 4.6% 37.9%

全体数に対する割合 (%) 0.6% 0.2% 0.3% 0.0% 1.7% 1.8% 4.6%

回答数 344 259 91 20 436 58 1208

全体数に対する割合 (%) 28.5% 21.4% 7.5% 1.7% 36.1% 4.8% 100.0%

全体

問16　あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対を受け

た場合どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

問12　同和問題

（部落差別問

題）に関わる、

次のような体験

のうち、あなた

自身にあてはま

るものすべてに

○をつけてくだ

さい。

(複数回答)

当事者の友人や

知人がいる（い

た）

授業や講演、読

書などを通じ、

同和問題（部落

差別問題）に対

する認識を深め

たことがある

部落差別事案や

事件に対し、怒

りを感じたこと

がある

同和問題（部落

差別問題）の存

在は知っている

が、特別に印象

に残るような体

験をしたことは

ない
同和問題（部落

差別問題）その

ものをよく知ら

ない

自分自身が当事

者である

無回答

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問 12 同和問題（部落差別問題）に関わる、

次のような体験のうち、あなた自身にあて

はまるものすべてに○をつけてください。 

問 16 あなたが同和地区の人と結婚し

ようとしたときに、家族や親類から反

対を受けた場合どうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関わる体験の有無と、自身が同和地区出身者と結婚しよう

とした時に、家族や親族から反対を受けた場合に取る態度との相関関係を、クロス分析に

より調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に関わる体験と、結婚に反対された場合に取る

態度との間に、何らかの相関関係があるか否かである。 

積極的態度である「自分の意志を貫いて結婚する」と「反対する人々を説得した後に結

婚する」を合計した割合がやや高くなっていたのが、「部落差別事案や事件に怒りを感じた

ことがある」（78.1％）・「授業や講演、同和問題（部落差別問題）に対する認識を深めたこ

とがある」（68.2％）、続いて「当事者の友人や知人がいる（いた）」（54.8％）・「自分自身

が当事者である」（53.6％）で、５割未満だったのが、「同和問題（部落差別問題）の存在

は知っているが、特別に印象に残るような体験をしたことはない」（44.9％）・「同和問題（部

落差別問題）そのものをよく知らない」（27.2％）だった。 

消極的態度である「家族などの反対があれば結婚しない」を選んだ人の割合が高かった

のは、「同和問題（部落差別問題）そのものをよく知らない」（9.6％）・「同和問題（部落差

別問題）の存在は知っているが、特別に印象に残るような体験をしたことはない」（8.5％）、

続いて「当事者の友人や知人がいる（いた）」（7.9％）・「自分自身が当事者である」（7.1％）

である。 

また、「わからない」を選んだ人の割合も、「同和問題（部落差別問題）そのものをよく

知らない」（57.6％）・「同和問題（部落差別問題）の存在は知っているが、特別に印象に残

るような体験をしたことはない」（41.8％）、続いて「自分自身が当事者である」（35.7％）・

「当事者の友人や知人がいる（いた）」（30.0％）となっていた。 

＜問 12×問 13＞の分析結果と同様に、「怒りの共有」や「認識の深まり」の体験の重要性

がうかがえる結果である。 

「当事者の友人や知人がいる（いた）」を選んだ人の中に、消極的態度を取る人や「わか

らない」と回答した人が少なくないのは、その友人や知人との関わりの印象によると思わ

れる。また、「自分自身が当事者である」と回答した人の中に、消極的態度を取る人や「わ

からない」と回答した人が少なくないのは、差別の問題としてではなく、「家族」との関係

の問題として回答しているからではないかと思われる。 
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５－１１ 同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無と自身の同和地区

の人との結婚に際しての態度について 

＜問１４☓問１６＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無及び受けた地域の違いと、

自身が同和地区出身者と結婚しようとした時に、家族や親族から反対を受けた場合に取る

態度との相関関係を、クロス分析により調べてみた。 

ポイントは、同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無及び受けた地

域の違いと、結婚に反対された場合に取る態度との間に、何らかの相関関係があるか否か

である。 

積極的態度である「自分の意志を貫いて結婚する」と「反対する人々を説得した後に結

婚する」を合計した割合は、「飯塚市内の小中学校で同和問題（部落差別問題）に関する授

業を受けた」と回答した人 57.7％、「飯塚市以外の小中学校で同和問題（部落差別問題）に

関する授業を受けた」と回答した人 67.4％、「受けたことがない」と回答した人 41.7％で

問14☓問16

自分の意志

を貫いて結

婚する

反対する

人々を説得

した後に結

婚する

家族などの

反対があれ

ば結婚しな

い

その他 わからない 無回答 全体

回答数 107 99 16 5 123 7 357

$問14 内での割合 (%) 30.0% 27.7% 4.5% 1.4% 34.5% 2.0%

問１６ 内での割合 (%) 31.1% 38.2% 17.6% 25.0% 28.2% 12.1%

全体数に対する割合 (%) 8.9% 8.2% 1.3% 0.4% 10.2% 0.6% 29.6%

回答数 80 89 20 5 48 9 251

$問14 内での割合 (%) 31.9% 35.5% 8.0% 2.0% 19.1% 3.6%

問１６ 内での割合 (%) 23.3% 34.4% 22.0% 25.0% 11.0% 15.5%

全体数に対する割合 (%) 6.6% 7.4% 1.7% 0.4% 4.0% 0.7% 20.8%

回答数 85 38 28 4 127 13 295

$問14 内での割合 (%) 28.8% 12.9% 9.5% 1.4% 43.1% 4.4%

問１６ 内での割合 (%) 24.7% 14.7% 30.8% 20.0% 29.1% 22.4%

全体数に対する割合 (%) 7.0% 3.1% 2.3% 0.3% 10.5% 1.1% 24.4%

回答数 73 29 21 4 136 3 266

$問14 内での割合 (%) 27.4% 10.9% 7.9% 1.5% 51.1% 1.1%

問１６ 内での割合 (%) 21.2% 11.2% 23.1% 20.0% 31.2% 5.2%

全体数に対する割合 (%) 6.0% 2.4% 1.7% 0.3% 11.3% 0.2% 22.0%

回答数 5 7 8 2 9 26 57

$問14 内での割合 (%) 8.8% 12.3% 14.0% 3.5% 15.8% 45.6%

問１６ 内での割合 (%) 1.5% 2.7% 8.8% 10.0% 2.1% 44.8%

全体数に対する割合 (%) 0.4% 0.6% 0.7% 0.2% 0.7% 2.2% 4.7%

回答数 344 259 91 20 436 58 1208

全体数に対する割合 (%) 28.5% 21.4% 7.5% 1.7% 36.1% 4.8% 100.0%

問16　あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対を受け

た場合どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

問14　あなた

は、学校教育の

中で同和問題

（部落差別問

題）に関する授

業を、受けたこ

とがあります

か。あてはまる

ものすべてに○

をつけてくださ

い。

(複数回答)

飯塚市内の小中

学校で受けた

飯塚市以外の小

中学校で受けた

受けたことがな

い

覚えていない

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問 14 あなたは、学校教育の中で同和問題（部

落差別問題）に関する授業を、受けたことが

ありますか。あてはまるものすべてに○を

つけてください。 

問 16 あなたが同和地区の人と結婚し

ようとしたときに、家族や親類から反

対を受けた場合どうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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ある。 

消極的態度である「家族などの反対があれば結婚しない」を選んだ人の割合は、「飯塚市

内の小中学校で同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた」と回答した人 4.5％、

「飯塚市以外の小中学校で同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた」と回答した

人 8.0％、「受けたことがない」と回答した人 9.5％である。 

また、「わからない」を選んだ人の割合は、「飯塚市内の小中学校で同和問題（部落差別

問題）に関する授業を受けた」と回答した人 34.5％、「飯塚市以外の小中学校で同和問題

（部落差別問題）に関する授業を受けた」と回答した人 19.1％、「受けたことがない」と回

答した人 43.1％である。 

「受けたことがない」と回答した人に、消極的態度を取る人や「わからない」と回答す

る人が多くなるのは当然であるが、「飯塚市内の小中学校で同和問題（部落差別問題）に関

する授業を受けた」と回答した人は、「飯塚市以外の小中学校で同和問題（部落差別問題）

に関する授業を受けた」と回答した人と比較して、積極的態度を取る人の割合が 9.7 ポイ

ント、消極的態度を取る人の割合も 3.5 ポイント低くなっている分、「わからない」と回答

した人の割合は 15.4 ポイント高くなっている。 

この較差の原因は定かではないが、飯塚市内の小中学校に通った人で、当事者と身近に

接した時の出会いや関係の質に起因する可能性がある。また、積極的態度の内、「反対する

人々を説得した後に結婚する」と回答した人の割合が 7.8 ポイント低くなっていることか

ら、反対者を説得する上での何らかの困難が、地域性として存在しているのかもしれない。

いずれにしても、これまでの飯塚市の課題や取り組みを振り返りながら、原因の所在を検

討する必要があると思われる。 

ただ、これまでの分析から「わからない」と回答した人は、教育や啓発によって態度や

考えを変えることが多いことも明らかになっているので、今後の取り組みを考える上で留

意すべき点であることは、間違いない。 

  



- 134 - 

 

５－１２ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無と自身の同和地区の人

との結婚に際しての態度について 

＜問２８☓問１６＞ 

 

  

☓ 

 

 

（1段目：回答数、2段目：横集計％、3段目：縦集計％、4段目：全体回答数 1208 に対する％） 

 

 

＜分析と考察＞ 

市全体や校区で行われた啓発行事への参加の有無や回数と、自身が同和地区出身者と結

婚しようとした時に、家族や親族から反対を受けた場合に取る態度との相関関係を、クロ

ス分析により調べてみた。 

ポイントは、市全体や校区で行われた啓発行事への参加の有無や回数と、結婚に反対さ

れた場合に取る態度との間に、何らかの相関関係があるか否かである。 

積極的態度である「自分の意志を貫いて結婚する」と「反対する人々を説得した後に結

婚する」を合計した割合は、「３回以上参加したことがある」が 60.8％、「１～２回参加し

たことがある」が 48.0％、「参加したことがない」が 50.6％で、「３回以上参加したことが

ある」と回答した人が 10 ポイント程度高くなっていた。 

一方、消極的態度である「家族などの反対があれば結婚しない」を選んだ人の割合は、

問28☓問16

自分の意志

を貫いて結

婚する

反対する

人々を説得

した後に結

婚する

家族などの

反対があれ

ば結婚しな

い

その他 わからない 無回答 全体

回答数 38 48 23 4 59 7 179

問２８ 内での割合 (%) 21.2% 26.8% 12.8% 2.2% 33.0% 3.9%

問１６ 内での割合 (%) 11.0% 18.5% 25.3% 20.0% 13.5% 12.1%

全体数に対する割合 (%) 3.1% 4.0% 1.9% 0.3% 4.9% 0.6% 14.8%

回答数 60 36 6 4 43 9 158

問２８ 内での割合 (%) 38.0% 22.8% 3.8% 2.5% 27.2% 5.7%

問１６ 内での割合 (%) 17.4% 13.9% 6.6% 20.0% 9.9% 15.5%

全体数に対する割合 (%) 5.0% 3.0% 0.5% 0.3% 3.6% 0.7% 13.1%

回答数 207 157 54 9 273 19 719

問２８ 内での割合 (%) 28.8% 21.8% 7.5% 1.3% 38.0% 2.6%

問１６ 内での割合 (%) 60.2% 60.6% 59.3% 45.0% 62.6% 32.8%

全体数に対する割合 (%) 17.1% 13.0% 4.5% 0.7% 22.6% 1.6% 59.5%

回答数 27 12 5 1 47 4 96

問２８ 内での割合 (%) 28.1% 12.5% 5.2% 1.0% 49.0% 4.2%

問１６ 内での割合 (%) 7.8% 4.6% 5.5% 5.0% 10.8% 6.9%

全体数に対する割合 (%) 2.2% 1.0% 0.4% 0.1% 3.9% 0.3% 7.9%

回答数 12 6 3 2 14 19 56

問２８ 内での割合 (%) 21.4% 10.7% 5.4% 3.6% 25.0% 33.9%

問１６ 内での割合 (%) 3.5% 2.3% 3.3% 10.0% 3.2% 32.8%

全体数に対する割合 (%) 1.0% 0.5% 0.2% 0.2% 1.2% 1.6% 4.6%

回答数 344 259 91 20 436 58 1208

全体数に対する割合 (%) 28.5% 21.4% 7.5% 1.7% 36.1% 4.8% 100.0%

問16　あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対を受け

た場合どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。

問28　市全体や

校区で行われ

た、人権問題の

講演会・研修

会・懇談会など

に、これまで参

加されたことは

ありますか。あ

てはまるものに

○をつけてくだ

さい。

１～２回参加し

たことがある

３回以上参加し

たことがある

参加したことが

ない

覚えていない

無回答

全体

パーセンテージと全体は応答者数を基に計算されます。

問 28 市全体や校区で行われた、人権問題の

講演会・研修会・懇談会などに、これまで参

加されたことはありますか。あてはまるも

のに○をつけてください 

問 16 あなたが同和地区の人と結婚し

ようとしたときに、家族や親類から反

対を受けた場合どうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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「３回以上参加したことがある」が 3.8％、「参加したことがない」が 7.5％で、「１～２回

参加したことがある」が 12.8％で、「１～２回参加したことがある」と回答した人より、

「参加したことがない」と回答した人の方が 5.3 ポイント低くなっていた。 

また、「わからない」を選んだ人の割合は、「３回以上参加したことがある」が 27.2％、

「１～２回参加したことがある」が 33.0％、「参加したことがない」が 38.0％の順であっ

た。 

「３回以上参加したことがある」と回答した人の意識が、やや高くなっている反面、「１

～２回参加したことがある」と回答した人と「参加したことがない」と回答した人の意識

には、大きな差が見られないことが分かる。啓発事業への、継続・反復した参加の重要性

がうかがえる数字である。 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

       三 資料編 
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三 資 料 編 

１ アンケート回収状況 

※ 基礎人口は、令和元年 8月 19 日基準 

 
 

  

男性 女性 その他 不明（無回答）

回収数 36 51 0 1 88

基礎人口 7683 7004 14687

サンプリング（％） 0.5% 0.7% 0.6%

回収数 50 81 1 1 133

基礎人口 7381 7072 14453

サンプリング（％） 0.7% 1.1% 0.9%

回収数 60 79 1 0 140

基礎人口 8500 8332 16832

サンプリング（％） 0.7% 0.9% 0.8%

回収数 65 106 0 0 171

基礎人口 6689 7206 13895

サンプリング（％） 1.0% 1.5% 1.2%

回収数 108 130 0 2 240

基礎人口 8982 10063 19045

サンプリング（％） 1.2% 1.3% 1.3%

回収数 129 112 0 1 242

基礎人口 7337 9262 16599

サンプリング（％） 1.8% 1.2% 1.5%

回収数 92 71 0 7 170

基礎人口 3983 8746 12729

サンプリング（％） 2.3% 0.8% 1.3%

回収数 0 1 0 23 24

基礎人口

サンプリング（％）

回収数 540 630 2 1208

基礎人口 50555 57685 108240

サンプリング（％） 1.1% 1.1% 1.1%

合計
性別

１　18～29歳

２　30～30歳

【サンプリング比率】

合計

４　50～59歳

５　60～69歳

６　70～79歳

７　80歳以上

不明(無回答)

年
代

３　40～49歳
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２ 各設問 集計グラフ 

 ※注意 性別において、「その他」の回答者は 2 名であるため、グラフ等においては、「0％」「50％」

「100％」のいずれかとなり、他と比べて突出した表示になることがあります。 

 

（１）１－１ 人権問題についての関心 

 

 

 

 

 
 

 

30.0 

24.1 

100.0 

22.9 

26.8 

39.8 

50.7 

28.6 

45.1 

21.7 

18.1 

14.3 

19.5 

7.2 

5.7 

0.0 

5.7 

6.4 

1.3 

1.4 

28.6 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問1 性別

ある

少しはある

あまりない

ない

無回答

21.6 

22.6 

25.7 

24.0 

25.8 

30.6 

34.1 

16.7 

54.5 

53.4 

50.7 

55.0 

45.4 

38.4 

31.2 

25.0 

15.9 

20.3 

21.4 

15.8 

21.7 

20.2 

20.0 

12.5 

6.8 

3.0 

2.1 

4.7 

5.0 

9.5 

11.8 

4.2 

1.1 

0.8 

0.0 

0.6 

2.1 

1.2 

2.9 

41.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問1 年代別

ある

少しはある

あまりない

ない

無回答

問１ 現在の日本社会にはさまざまな人権問題がありますが、あなたは「人権問題」に対して興

味や関心がありますか。次の中から、あてはまるものを１つ選んで○をつけてください。 
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（２）１－２ 関心がある「人権問題」 

 

 

 

 

 

36.1 

28.1 

44.4 

36.9 

51.7 

18.7 

10.7 

16.1 

30.0 

33.1 

8.9 

13.1 

14.1 

13.5 

34.8 

11.1 

30.9 

3.9 

7.2 

1.5 

28.8 

48.7 

51.5 

38.7 

50.9 

19.5 

10.5 

15.1 

29.2 

43.7 

7.4 

11.4 

24.4 

12.8 

27.1 

10.9 

28.1 

4.6 

7.3 

1.6 

20.0 

25.7 

37.1 

22.9 

31.4 

5.7 

11.4 

14.3 

20.0 

20.0 

8.6 

11.4 

11.4 

17.1 

37.1 

11.4 

25.7 

8.6 

11.4 

28.6 

32.0 

38.9 

48.0 

37.5 

50.7 

18.9 

10.8 

15.6 

29.4 

38.4 

8.3 

12.3 

19.5 

13.4 

31.0 

11.2 

29.4 

4.5 

7.4 

2.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

同和問題（部落差別問題）

女性の人権に関する問題

子どもの人権に関する問題

高齢者の人権に関する問題

障がい者の人権に関する問題

外国人の人権に関する問題

HIV感染者・エイズ患者の人権に関する問題

ハンセン病患者・回復者およびその家族等の人権に関する問題

犯罪被害者とその家族の人権に関する問題

インターネット上の人権に関する問題

アイヌの人々の人権に関する問題

刑を終えて出所した人の人権に関する問題

性的少数者の人権に関する問題

ホームレス状態にある人の人権に関する問題

北朝鮮当局による拉致被害者及びその家族に関する問題

人身取引（トラフィッキング）に関する問題

原発事故による放射線被ばく風評被害に関する問題

その他の人権問題

関心がない

無回答

問2 性別(複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問２ 日本の社会には、さまざまな人権問題がありますが、あなたはどの人権問題に関心がありま

すか。次の中から、関心があるものすべてに○をつけてください。 
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26.1 

50.0 

53.4 

18.2 

50.0 

35.2 

13.6 

8.0 

21.6 

36.4 

25.6 

45.1 

50.4 

21.8 

48.1 

21.8 

12.8 

11.3 

32.3 

43.6 

35.7 

47.9 

57.9 

27.9 

53.6 

19.3 

11.4 

11.4 

32.1 

53.6 

33.3 

40.9 

50.9 

32.7 

52.0 

22.2 

10.5 

13.5 

30.4 

51.5 

30.0 

38.3 

47.1 

42.1 

54.6 

15.0 

9.6 

14.6 

30.4 

42.1 

33.1 

34.7 

48.3 

53.3 

51.7 

14.9 

8.7 

20.7 

28.5 

28.9 

37.6 

27.6 

35.3 

45.9 

46.5 

17.6 

11.8 

22.4 

28.2 

20.0 

25.0 

25.0 

33.3 

20.8 

25.0 

4.2 

12.5 

20.8 

25.0 

25.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

同和問題（部落差別問題）

女性の人権に関する問題

子どもの人権に関する問題

高齢者の人権に関する問題

障がい者の人権に関する問題

外国人の人権に関する問題

HIV感染者・エイズ患者の人権に関する問題

ハンセン病患者・回復者およびその家族等の人権に関す

る問題

犯罪被害者とその家族の人権に関する問題

インターネット上の人権に関する問題

問2-1 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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4.5 

11.4 

27.3 

11.4 

3.4 

5.7 

14.8 

4.5 

5.7 

1.1 

2.3 

10.5 

30.1 

12.0 

17.3 

11.3 

23.3 

6.0 

5.3 

0.8 

5.7 

12.9 

27.9 

12.9 

19.3 

10.0 

21.4 

1.4 

2.9 

0.7 

4.1 

12.3 

24.6 

8.2 

20.5 

16.4 

25.1 

6.4 

5.8 

0.6 

10.4 

8.8 

17.5 

11.7 

39.6 

11.7 

34.6 

4.2 

6.7 

1.3 

12.0 

13.2 

11.2 

16.1 

43.0 

10.3 

38.0 

3.3 

9.1 

1.7 

13.5 

17.1 

11.2 

18.8 

46.5 

11.2 

33.5 

4.7 

13.5 

4.1 

4.2 

16.7 

12.5 

20.8 

33.3 

4.2 

25.0 

12.5 

8.3 

41.7 

0 10 20 30 40 50

アイヌの人々の人権に関する問題

刑を終えて出所した人の人権に関する問題

性的少数者の人権に関する問題

ホームレス状態にある人の人権に関する問題

北朝鮮当局による拉致被害者及びその家族に関する問題

人身取引（トラフィッキング）に関する問題

原発事故による放射線被ばく風評被害に関する問題

その他の人権問題

関心がない

無回答

問2－2 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（３）１－３ 人権が侵害された経験 

 

 

 

 

 

 

 

7.8 

9.7 

50.0 

11.4 

8.9 

13.1 

18.4 

50.0 

20.0 

16.1 

29.1 

29.3 

14.3 

28.7 

48.7 

40.6 

0.0 

45.7 

44.3 

1.3 

2.1 

8.6 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問3 性別

ある

少しはある

あまりない

ない

無回答

8.0 

9.8 

9.3 

9.4 

11.7 

8.7 

4.1 

12.5 

20.5 

19.5 

22.1 

24.0 

12.1 

10.7 

10.6 

25.0 

30.7 

32.3 

30.7 

31.0 

30.0 

24.0 

28.8 

8.3 

39.8 

37.6 

37.9 

33.3 

45.8 

54.1 

52.4 

41.7 

1.1 

0.8 

0.0 

2.3 

0.4 

2.5 

4.1 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問3 年代別

ある

少しはある

あまりない

ない

無回答

問３ あなたは、これまで自分の人権が侵害されたと感じたことがありますか。次の中から、あて

はまるものを１つ選んで○をつけてください。 
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（４）１－４ 人権が侵害された場合の対処 

 

 

 

 

 

 

8.5 

12.2 

0.0 

8.6 

10.4 

18.5 

9.4 

0.0 

11.4 

13.5 

20.2 

38.2 

0.0 

22.9 

29.6 

5.7 

3.0 

0.0 

2.9 

4.2 

22.0 

8.6 

0.0 

11.4 

14.7 

2.6 

1.0 

50.0 

8.6 

2.0 

13.1 

17.0 

50.0 

14.3 

15.2 

9.3 

10.8 

0.0 

20.0 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問4 性別

何もせずにがまんする

自分で直接抗議するなどする

友人・知人や家族に相談する

人権擁護団体やＮＰＯなど、

民間機関に相談する

行政や警察・法務局、弁護士

や人権擁護委員など公的機

関に相談する
その他

わからない

無回答

22.7 

15.0 

10.0 

11.1 

9.2 

6.6 

7.6 

8.3 

11.4 

15.0 

14.3 

16.4 

11.3 

18.2 

6.5 

12.5 

38.6 

33.1 

35.7 

35.7 

26.7 

21.9 

27.1 

25.0 

1.1 

3.0 

2.1 

2.9 

4.2 

6.6 

6.5 

4.2 

8.0 

9.8 

13.6 

9.9 

19.6 

17.8 

17.1 

8.3 

1.1 

0.8 

2.9 

0.6 

1.7 

3.3 

2.4 

4.2 

13.6 

17.3 

15.7 

12.9 

16.7 

13.6 

17.1 

12.5 

3.4 

6.0 

5.7 

10.5 

10.8 

12.0 

15.9 

25.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問4 年代別

何もせずにがまんする

自分で直接抗議するな

どする

友人・知人や家族に相談

する

人権擁護団体やＮＰＯな

ど、民間機関に相談する

行政や警察・法務局、弁

護士や人権擁護委員な

ど公的機関に相談する

その他

わからない

無回答

問４ あなたは、自分の人権が侵害された場合、どのように対処しますか。次の中から、あてはま

るものを１つ選んで○をつけてください。 
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（５）１－５ 人権問題に関連する法律や条令等の周知 

 

 

 

 

 

25.4 

17.8 

20.7 

23.0 

23.0 

16.3 

30.0 

21.5 

13.5 

41.5 

22.8 

16.5 

23.5 

5.0 

22.8 

16.0 

20.0 

21.1 

18.9 

12.0 

26.0 

19.3 

10.0 

44.1 

22.2 

10.1 

24.1 

5.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

28.6 

17.1 

25.7 

20.0 

25.7 

14.3 

28.6 

25.7 

22.9 

42.9 

28.6 

8.6 

14.3 

17.1 

24.1 

16.8 

20.4 

21.9 

20.9 

14.0 

27.8 

20.5 

12.0 

42.9 

22.7 

13.0 

23.6 

5.5 

0 10 20 30 40 50 60

飯塚市部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に

関する条例

飯塚市人権教育・啓発基本指針または人権教育・啓発実

施計画

飯塚市男女共同参画推進条例

飯塚市の子どもをみんなで守る条例

部落差別解消推進法

人権教育啓発推進法

男女共同参画社会基本法

障害者差別解消法

ヘイトスピーチ解消法

児童虐待の防止等に関する法律

高齢者虐待防止法

福岡県部落差別解消推進条例

すべて知らない

無回答

問5 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問５ さまざまな人権問題に関連する次の法律や条例等の内、おおまかな内容も含めて知っている

ものすべてに○をつけてください。 
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13.6 

5.7 

17.0 

10.2 

21.6 

8.0 

46.6 

9.8 

5.3 

12.8 

15.8 

15.8 

11.3 

32.3 

12.9 

12.1 

15.7 

12.9 

20.0 

12.9 

22.1 

18.1 

17.5 

22.2 

20.5 

22.8 

14.0 

28.7 

27.9 

20.0 

19.2 

26.7 

21.7 

17.1 

23.3 

35.1 

25.6 

26.0 

25.2 

23.6 

17.4 

28.9 

34.1 

17.6 

22.9 

30.0 

17.6 

11.2 

23.5 

29.2 

16.7 

29.2 

20.8 

29.2 

12.5 

25.0 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

飯塚市部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推

進に関する条例

飯塚市人権教育・啓発基本指針または人権教育・啓

発実施計画

飯塚市男女共同参画推進条例

飯塚市の子どもをみんなで守る条例

部落差別解消推進法

人権教育啓発推進法

男女共同参画社会基本法

問5-1 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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18.2 

9.1 

34.1 

15.9 

12.5 

28.4 

0.0 

18.0 

12.0 

36.1 

15.0 

5.3 

30.1 

5.3 

23.6 

15.0 

43.6 

19.3 

11.4 

30.0 

4.3 

21.1 

12.3 

44.4 

23.4 

10.5 

25.1 

2.9 

19.6 

15.0 

51.3 

25.4 

14.2 

19.2 

4.2 

21.9 

9.9 

46.3 

26.9 

15.7 

19.0 

7.4 

18.8 

7.6 

34.1 

24.7 

18.2 

23.5 

9.4 

29.2 

25.0 

41.7 

20.8 

8.3 

12.5 

20.8 

0 10 20 30 40 50 60

障害者差別解消法

ヘイトスピーチ解消法

児童虐待の防止等に関する法律

高齢者虐待防止法

福岡県部落差別解消推進条例

すべて知らない

無回答

問5-2 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％



- 146 - 

 

（６）１－６ 結婚に際しての行動 

 

 

 

 

 

63.1 

50.6 

28.0 

31.7 

14.8 

3.7 

61.0 

55.6 

32.6 

31.2 

13.5 

4.8 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

65.7 

65.7 

22.9 

34.3 

0.0 

17.1 

62.1 

53.6 

30.3 

31.5 

13.7 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

結婚に際して「家柄」「血筋」を問題にする

結婚に際して、相手方の「身元調査」や「信用調査」を

する

結婚に際して、家族や親戚等の意見を十分に尊重す

る

結婚式は「大安」の日に挙げる

おかしいと思うものはない

無回答

問6 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問６ 結婚に際しての次の行動のうち、あなたが「おかしいと思う」ものすべてに○をつけてくだ

さい。 
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75.0 

64.8 

29.5 

15.9 

10.2 

2.3 

66.9 

56.4 

30.8 

24.1 

17.3 

1.5 

72.9 

64.3 

35.7 

30.7 

10.7 

1.4 

63.2 

58.5 

33.9 

34.5 

9.4 

3.5 

61.3 

53.3 

30.8 

31.7 

14.6 

3.3 

58.7 

48.8 

28.5 

37.6 

16.9 

5.4 

47.1 

37.6 

24.7 

33.5 

15.3 

11.2 

66.7 

66.7 

25.0 

37.5 

4.2 

16.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

結婚に際して「家柄」「血筋」を問題にする

結婚に際して、相手方の「身元調査」や「信用調査」を

する

結婚に際して、家族や親戚等の意見を十分に尊重す

る

結婚式は「大安」の日に挙げる

おかしいと思うものはない

無回答

問6 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（７）１－７ 仕事の中での人権問題に関する研修の経験 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7 

1.3 

0.0 

5.7 

1.6 

6.3 

6.3 

50.0 

2.9 

6.3 

19.8 

21.1 

0.0 

20.0 

20.4 

45.2 

38.5 

0.0 

37.1 

41.4 

8.1 

9.0 

0.0 

0.0 

8.4 

11.3 

17.6 

50.0 

8.6 

14.6 

7.6 

6.2 

0.0 

25.7 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問7 性別

人権問題の解決に関係する

仕事に就いている（いた）

繰り返し研修を受けている

（いた）

研修を受けたことはある（あっ

た）

研修を受けたことがない

覚えていない

働いたことがない

無回答

4.5 

0.0 

2.9 

1.7 

2.1 

0.0 

0.6 

8.3 

5.7 

8.3 

10.7 

12.7 

4.1 

3.3 

2.4 

4.2 

17.0 

17.3 

15.0 

25.4 

22.8 

22.6 

17.6 

16.7 

37.5 

54.1 

52.1 

40.5 

44.0 

35.0 

31.2 

33.3 

15.9 

10.5 

9.3 

4.6 

6.2 

9.1 

8.8 

0.0 

18.2 

7.5 

8.6 

8.7 

14.1 

19.3 

23.5 

8.3 

1.1 

2.3 

1.4 

5.2 

6.2 

10.3 

15.9 

29.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問7 年代別

人権問題の解決に関係する

仕事に就いている（いた）

繰り返し研修を受けている

（いた）

研修を受けたことはある（あっ

た）

研修を受けたことがない

覚えていない

働いたことがない

無回答

問７ あなたは、この５年間に、仕事の中で人権問題に関する研修を受けたことがありますか。あ

てはまるもの１つに○をつけてください。 
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（８）１－８ 研修会や講演会等で学ぶ機会を持った人権課題 

 

 

 

 

 

26.1 

11.5 

11.5 

13.3 

15.4 

4.8 

7.0 

9.4 

43.5 

12.0 

20.1 

11.3 

12.0 

11.7 

14.1 

3.6 

5.9 

8.9 

44.5 

12.7 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

25.7 

2.9 

11.4 

11.4 

20.0 

2.9 

11.4 

0.0 

40.0 

28.6 

23.0 

11.2 

11.8 

12.5 

14.9 

4.2 

6.5 

8.9 

44.0 

12.8 

0 10 20 30 40 50 60

同和問題（部落差別問題）

女性の人権に関する問題

子どもの人権に関する問題

高齢者の人権に関する問題

障がい者の人権に関する問題

外国人の人権に関する問題

その他の人権に関する問題

覚えていない

研修会や講演会等を通して学ぶ機会がなかった

無回答

問8 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問８ この５年間に、あなたが研修会や講演会等を通して、学ぶ機会を持った人権課題すべてに○

をつけてください。 
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29.5 

17.0 

12.5 

10.2 

20.5 

12.5 

8.0 

19.3 

31.8 

3.4 

11.3 

7.5 

9.8 

5.3 

11.3 

3.8 

5.3 

11.3 

56.4 

5.3 

20.7 

14.3 

17.9 

12.9 

15.7 

3.6 

8.6 

9.3 

47.1 

5.0 

24.0 

9.9 

15.8 

11.1 

21.1 

6.4 

12.3 

7.6 

39.2 

8.8 

23.8 

12.1 

8.3 

14.2 

14.6 

3.3 

5.0 

5.0 

50.8 

10.8 

29.3 

13.6 

13.6 

17.4 

14.5 

3.7 

4.5 

6.2 

41.3 

16.9 

17.6 

5.9 

6.5 

10.6 

8.2 

1.2 

3.5 

12.9 

37.6 

29.4 

37.5 

4.2 

12.5 

16.7 

20.8 

0.0 

12.5 

0.0 

37.5 

25.0 

0 10 20 30 40 50 60

同和問題（部落差別問題）

女性の人権に関する問題

子どもの人権に関する問題

高齢者の人権に関する問題

障がい者の人権に関する問題

外国人の人権に関する問題

その他の人権に関する問題

覚えていない

研修会や講演会等を通して学ぶ機会がなかった

無回答

問8 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（９）２－１ 同和地区住民の人権に関する現状についての意識 

 

 

 

 

 

43.0 

38.0 

27.4 

27.4 

29.6 

18.9 

28.3 

4.8 

26.1 

10.7 

49.6 

42.9 

34.9 

35.3 

32.8 

27.1 

30.9 

4.9 

20.9 

11.4 

100.0 

50.0 

50.0 

50.0 

100.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

40.0 

31.4 

22.9 

28.6 

25.7 

22.9 

25.7 

2.9 

28.6 

22.9 

46.4 

40.4 

31.2 

31.6 

31.3 

23.3 

29.6 

4.9 

23.4 

11.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

結婚に際して周囲の理解が得られない場合があること

就職に際して不利な取り扱いを受ける場合があること

仕事をする上で不利な取り扱いを受ける場合があること

地域社会の付き合いの中で不公平な取り扱いを受ける

場合があること

同和地区住民全体を誹謗中傷する発言や落書きがある

こと

土地や住居等の取引の中で、人権侵害調査が行われた

りすること

インターネット上に部落差別を助長するような情報や書き

込みがあること

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問9 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問９ 同和地区住民の人権に関する現状で、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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47.7 

55.7 

51.1 

45.5 

45.5 

29.5 

46.6 

5.7 

17.0 

2.3 

51.1 

49.6 

42.1 

41.4 

36.8 

30.1 

32.3 

7.5 

20.3 

6.0 

57.9 

58.6 

52.9 

44.3 

45.0 

39.3 

44.3 

2.9 

17.9 

2.1 

53.2 

47.4 

36.3 

38.6 

34.5 

33.3 

38.0 

7.0 

17.5 

7.0 

46.7 

37.5 

25.8 

28.3 

27.9 

20.0 

28.3 

2.5 

22.5 

12.1 

43.4 

31.0 

19.8 

20.7 

23.6 

12.0 

17.4 

5.4 

26.9 

18.2 

29.4 

20.6 

13.5 

18.8 

20.6 

11.2 

17.1 

5.3 

36.5 

20.6 

50.0 

41.7 

29.2 

37.5 

33.3 

29.2 

29.2 

0.0 

20.8 

20.8 

0 10 20 30 40 50 60 70

結婚に際して周囲の理解が得られない場合があるこ

と

就職に際して不利な取り扱いを受ける場合があるこ

と

仕事をする上で不利な取り扱いを受ける場合がある

こと

地域社会の付き合いの中で不公平な取り扱いを受け

る場合があること

同和地区住民全体を誹謗中傷する発言や落書きが

あること

土地や住居等の取引の中で、人権侵害調査が行わ

れたりすること

インターネット上に部落差別を助長するような情報や

書き込みがあること

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問9 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１０）２－２ 同和問題（部落差別問題）の認知の時期 

 

 

 

 

 
※この問 10 は、単数回答の設問です。 

10.2 

1.1 

0.6 

1.1 

2.6 

28.1 

2.0 

1.5 

5.0 

6.1 

6.1 

2.8 

3.5 

0.2 

1.1 

5.6 

22.4 

9.4 

2.1 

1.0 

1.0 

1.1 

38.7 

1.6 

1.4 

3.6 

6.5 

3.3 

2.1 

1.6 

0.5 

2.5 

8.9 

14.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

20.0 

2.9 

0.0 

0.0 

8.6 

28.6 

0.0 

8.6 

8.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

2.9 

14.3 

10.0 

1.7 

0.7 

1.0 

2.0 

33.7 

1.7 

1.7 

4.4 

6.1 

4.5 

2.3 

2.4 

0.3 

2.0 

7.3 

18.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

父母から

父母以外の家族から

家族以外の親類から

近所の人から

職場の人から

学校の授業で

学校の先生から（個人的に）

学校の友達から

「同和地区」が近くにあった

同和問題（部落差別問題）についての講演会や研修会で

テレビ・ラジオ・新聞・本などで

市や県の広報誌や冊子などで

まわりの雰囲気でひとりでに

インターネットで

その他

覚えていない

無回答

問10 性別

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 10 あなたが同和問題（部落差別問題）を初めて知ったのは、何によってですか。あてはまるも

の１つに○をつけてください。 
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※この問 10 は、単数回答の設問です。  

5.7 

1.1 

0.0 

0.0 

1.1 

62.5 

0.0 

1.1 

1.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

1.1 

3.4 

13.6 

8.0 

1.5 

0.8 

0.0 

0.0 

1.5 

59.4 

3.8 

2.3 

2.3 

0.8 

3.0 

2.3 

0.0 

2.3 

1.5 

8.3 

10.5 

7.1 

2.1 

0.0 

0.0 

0.0 

62.9 

2.9 

0.7 

0.0 

2.9 

2.9 

1.4 

1.4 

0.0 

0.7 

4.3 

10.7 

4.7 

0.6 

0.6 

1.2 

1.2 

54.4 

2.9 

0.6 

4.7 

3.5 

1.2 

1.8 

1.2 

0.0 

2.9 

2.9 

15.8 

12.1 

2.9 

0.0 

0.4 

1.3 

23.8 

0.8 

2.5 

5.0 

9.2 

5.8 

3.3 

5.4 

0.0 

2.5 

6.7 

18.3 

14.9 

2.1 

1.7 

0.8 

2.9 

7.9 

1.7 

2.1 

6.2 

12.4 

8.7 

3.3 

3.7 

0.0 

1.7 

6.2 

24.0 

15.9 

0.6 

2.4 

4.1 

3.5 

4.1 

0.6 

1.2 

7.6 

6.5 

5.3 

2.4 

1.2 

0.0 

1.8 

12.9 

30.0 

16.7 

4.2 

0.0 

0.0 

12.5 

37.5 

0.0 

4.2 

4.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.2 

16.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

父母から

父母以外の家族から

家族以外の親類から

近所の人から

職場の人から

学校の授業で

学校の先生から（個人的に）

学校の友達から

「同和地区」が近くにあった

同和問題（部落差別問題）についての講演会や研修会で

テレビ・ラジオ・新聞・本などで

市や県の広報誌や冊子などで

まわりの雰囲気でひとりでに

インターネットで

その他

覚えていない

無回答

問10 年代別

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１１）２－３ 同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報の提供者 

 

 

 

 

 

38.0 

31.9 

29.8 

5.6 

15.0 

15.2 

19.3 

4.1 

10.0 

5.7 

53.4 

30.3 

25.4 

2.2 

9.4 

19.7 

15.1 

4.6 

8.4 

4.8 

100.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

31.4 

40.0 

25.7 

2.9 

14.3 

20.0 

17.1 

0.0 

20.0 

8.6 

45.9 

31.3 

27.4 

3.8 

12.1 

17.6 

17.0 

4.2 

9.4 

5.3 

0 20 40 60 80 100

学校教育を通して得た

研修会や講演会、行政の啓発冊子や広報誌を通して得た

新聞やテレビ、本や映画などを通して得た

インターネットを通して得た

同和地区出身者を通して得た

家族や親族を通して得た

友人や知人、職場の同僚や地域住民を通して得た

覚えていない

同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報をほとんど

持っていない

無回答

問11 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 11 あなたの同和問題（部落差別問題）に関する現在の知識や情報は、何を通して得たものです

か。あてはまるものすべてに○をつけてください。 
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77.3 

15.9 

13.6 

11.4 

4.5 

11.4 

3.4 

5.7 

9.1 

2.3 

70.7 

10.5 

18.8 

7.5 

3.0 

10.5 

9.0 

4.5 

6.8 

3.0 

75.7 

22.1 

21.4 

5.0 

8.6 

17.9 

11.4 

2.9 

9.3 

1.4 

71.3 

29.2 

20.5 

2.9 

18.1 

17.5 

14.6 

1.8 

4.7 

4.7 

36.7 

37.1 

32.9 

2.5 

15.0 

19.6 

24.2 

4.6 

10.8 

3.8 

17.4 

44.6 

36.8 

2.5 

14.5 

21.1 

22.7 

4.5 

7.9 

6.6 

14.7 

35.9 

31.2 

0.6 

11.2 

18.2 

18.8 

6.5 

16.5 

12.4 

41.7 

45.8 

33.3 

4.2 

20.8 

20.8 

16.7 

0.0 

12.5 

8.3 

0 20 40 60 80 100

学校教育を通して得た

研修会や講演会、行政の啓発冊子や広報誌を通して得

た

新聞やテレビ、本や映画などを通して得た

インターネットを通して得た

同和地区出身者を通して得た

家族や親族を通して得た

友人や知人、職場の同僚や地域住民を通して得た

覚えていない

同和問題（部落差別問題）に関する知識や情報をほとん

ど持っていない

無回答

問11 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１２）２－４ 同和問題（部落差別問題）に関わる体験 

 

 

 

 

 

32.8 

29.4 

18.1 

52.8 

8.7 

2.2 

4.1 

30.3 

34.2 

16.0 

47.4 

11.9 

2.4 

4.9 

50.0 

100.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

31.4 

25.7 

17.1 

45.7 

8.6 

0.0 

8.6 

31.5 

32.0 

17.1 

49.7 

10.3 

2.3 

4.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

当事者の友人や知人がいる（いた）

授業や講演、読書などを通じ、同和問題（部落差別

問題）に対する認識を深めたことがある

部落差別事案や事件に対し、怒りを感じたことがある

同和問題（部落差別問題）の存在は知っているが、

特別に印象に残るような体験をしたことはない

同和問題（部落差別問題）そのものをよく知らない

自分自身が当事者である

無回答

問12 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 12 同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような体験のうち、あなた自身にあてはまるもの

すべてに○をつけてください。 
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6.8 

46.6 

17.0 

36.4 

14.8 

0.0 

4.5 

15.8 

36.1 

12.0 

43.6 

11.3 

3.0 

5.3 

24.3 

30.0 

17.1 

58.6 

8.6 

2.1 

5.0 

42.1 

40.4 

18.1 

42.1 

8.8 

1.8 

1.8 

40.4 

28.3 

18.8 

52.1 

8.3 

3.8 

2.1 

36.0 

26.4 

16.9 

57.4 

9.5 

2.5 

5.0 

31.2 

26.5 

17.1 

48.8 

15.3 

1.8 

9.4 

41.7 

37.5 

20.8 

37.5 

4.2 

0.0 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

当事者の友人や知人がいる（いた）

授業や講演、読書などを通じ、同和問題（部落差別

問題）に対する認識を深めたことがある

部落差別事案や事件に対し、怒りを感じたことがある

同和問題（部落差別問題）の存在は知っているが、

特別に印象に残るような体験をしたことはない

同和問題（部落差別問題）そのものをよく知らない

自分自身が当事者である

無回答

問12 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１３）２－５ 同和問題（部落差別問題）に関わる意見 

 

 

 

 

 

45.7 

3.3 

22.4 

9.4 

14.8 

8.3 

27.4 

35.2 

17.6 

3.1 

40.6 

4.1 

14.9 

8.4 

10.6 

7.8 

22.5 

35.0 

21.7 

4.3 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

48.6 

5.7 

11.4 

2.9 

14.3 

11.4 

25.7 

37.1 

17.1 

8.6 

43.1 

3.8 

18.1 

8.7 

12.7 

8.1 

24.8 

35.3 

19.7 

3.9 

0 20 40 60 80 100

同和問題（部落差別問題）は国民的課題であり、社会全体で解

決に取り組む必要がある

同和問題（部落差別問題）は一部の人の問題で、自分とは関係

ない

同和問題（部落差別問題）解決のためには、同和地区の人々自

身が、自分の生活に責任を持つように努力するべきである

同和問題（部落差別問題）解決のためには、同和地区の人々

が、固まって住まないようにするべきである

同和問題（部落差別問題）解決のために自分も努力したい

部落差別はいけないと思うが、自分だけ反対しても仕方がない

同和問題（部落差別問題）が解決されるまで、必要な施策に取

り組むことが大切である

同和地区や同和地区住民だけに、特別な施策を実施したこと自

体が差別だと思う

わからない

無回答

問13 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 13 同和問題（部落差別問題）に関わる、次のような意見のうち、あなた自身も「そう思う」と

いうものすべてに○をつけてください。 
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56.8 

2.3 

6.8 

3.4 

15.9 

17.0 

28.4 

17.0 

18.2 

3.4 

42.9 

3.0 

12.0 

6.8 

9.8 

5.3 

27.1 

23.3 

24.8 

0.8 

47.9 

0.7 

15.7 

10.7 

13.6 

9.3 

27.1 

31.4 

17.1 

2.9 

43.3 

4.7 

16.4 

11.1 

13.5 

8.8 

28.1 

35.1 

18.7 

2.9 

37.9 

2.9 

20.4 

8.8 

9.6 

7.5 

18.8 

46.3 

19.6 

2.9 

42.6 

5.0 

24.8 

10.3 

13.6 

7.0 

24.8 

43.4 

18.2 

4.1 

38.8 

7.1 

20.6 

7.1 

14.1 

5.9 

23.5 

31.8 

22.4 

8.2 

54.2 

0.0 

12.5 

4.2 

16.7 

12.5 

29.2 

25.0 

16.7 

12.5 

0 10 20 30 40 50 60

同和問題（部落差別問題）は国民的課題であり、社

会全体で解決に取り組む必要がある

同和問題（部落差別問題）は一部の人の問題で、自

分とは関係ない

同和問題（部落差別問題）解決のためには、同和地

区の人々自身が、自分の生活に責任を持つように努

力するべきである

同和問題（部落差別問題）解決のためには、同和地

区の人々が、固まって住まないようにするべきである

同和問題（部落差別問題）解決のために自分も努力

したい

部落差別はいけないと思うが、自分だけ反対しても

仕方がない

同和問題（部落差別問題）が解決されるまで、必要な

施策に取り組むことが大切である

同和地区や同和地区住民だけに、特別な施策を実

施したこと自体が差別だと思う

わからない

無回答

問13 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１４）２－６ 同和問題（部落差別問題）に関する授業を受けた経験の有無 

 

 

 

 

 

26.3 

17.4 

29.3 

25.0 

3.7 

32.3 

24.4 

20.0 

19.2 

5.4 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

25.7 

8.6 

31.4 

28.6 

8.6 

29.6 

20.8 

24.4 

22.0 

4.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

飯塚市内の小中学校で受けた

飯塚市以外の小中学校で受けた

受けたことがない

覚えていない

無回答

問14 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 14 あなたは、学校教育の中で同和問題（部落差別問題）に関する授業を、受けたことがありま

すか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 
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56.8 

23.9 

4.5 

14.8 

2.3 

45.9 

33.1 

5.3 

15.0 

1.5 

50.7 

36.4 

5.0 

7.1 

1.4 

43.3 

35.7 

7.0 

12.9 

2.9 

22.5 

17.5 

30.0 

28.8 

2.1 

9.9 

9.1 

43.4 

32.6 

7.0 

8.2 

4.7 

49.4 

27.6 

12.4 

37.5 

8.3 

16.7 

25.0 

12.5 

0 10 20 30 40 50 60

飯塚市内の小中学校で受けた

飯塚市以外の小中学校で受けた

受けたことがない

覚えていない

無回答

問14 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１５）２－７ 部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた制度の認知 

 

 

 

 

 

27.8 

30.0 

16.3 

13.3 

49.8 

4.1 

27.6 

28.1 

13.2 

13.0 

49.9 

7.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

25.7 

22.9 

11.4 

11.4 

51.4 

11.4 

27.6 

28.8 

14.5 

13.1 

49.9 

5.8 

0 20 40 60

教育を受ける権利を保障するための「義務教育教科書

無償制度」

プライバシーを守るための「戸籍や住民票の閲覧制限」

就職の際、企業が、応募者の適性・能力に無関係な事

項を選考材料としないために設けられた「全国高等学校

統一応募用紙」

すべての高校生を対象とした「高校奨学金制度」の充実

いずれについても、よく知らない

無回答

問15 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 15 部落差別をなくすための運動をきっかけとして生まれた次の制度の内、あなたがよく知って

いるものすべてに○をつけてください。 
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34.1 

27.3 

15.9 

28.4 

45.5 

2.3 

24.1 

21.8 

8.3 

16.5 

61.7 

1.5 

30.7 

26.4 

12.9 

15.7 

52.1 

3.6 

32.7 

36.3 

18.7 

14.0 

40.9 

2.3 

31.3 

29.6 

15.4 

10.4 

50.0 

4.6 

23.1 

33.1 

15.3 

9.1 

47.5 

7.9 

20.6 

22.4 

12.9 

9.4 

54.1 

13.5 

25.0 

29.2 

16.7 

8.3 

45.8 

16.7 

0 20 40 60 80

教育を受ける権利を保障するための「義務教育教科書

無償制度」

プライバシーを守るための「戸籍や住民票の閲覧制限」

就職の際、企業が、応募者の適性・能力に無関係な事

項を選考材料としないために設けられた「全国高等学校

統一応募用紙」

すべての高校生を対象とした「高校奨学金制度」の充実

いずれについても、よく知らない

無回答

問15 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１６）２－８ 自身が同和地区の人と結婚しようとした際の態度 

 

 

 

 

 

 

 

  

37.8 

20.1 

50.0 

34.3 

28.5 

19.1 

24.1 

0.0 

11.4 

21.4 

5.7 

9.0 

8.6 

7.5 

1.9 

1.4 

0.0 

2.9 

1.7 

31.9 

39.9 

50.0 

31.4 

36.1 

3.7 

5.4 

0.0 

11.4 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問16 性別

自分の意志を貫いて

結婚する

反対する人々を説得

した後に結婚する

家族などの反対があ

れば結婚しない

その他

わからない

無回答

38.6 

31.6 

28.6 

27.5 

29.2 

26.4 

22.4 

37.5 

36.4 

33.1 

32.9 

23.4 

17.9 

13.6 

10.0 

16.7 

2.3 

6.0 

2.9 

8.8 

8.3 

11.6 

8.2 

0.0 

0.0 

2.3 

2.1 

2.3 

1.7 

1.7 

1.2 

0.0 

19.3 

26.3 

32.1 

36.3 

39.6 

40.1 

45.9 

29.2 

3.4 

0.8 

1.4 

1.8 

3.3 

6.6 

12.4 

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問16 年代別

自分の意志を貫いて

結婚する

反対する人々を説得

した後に結婚する

家族などの反対があ

れば結婚しない

その他

わからない

無回答

問 16 あなたが同和地区の人と結婚しようとしたときに、家族や親類から反対を受けた場合どうし

ますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 
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（１７）２－９ 自分の子が同和地区の人と結婚しようとした際の自身の態度 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.9 

50.9 

50.0 

54.3 

55.5 

10.4 

13.5 

0.0 

17.1 

12.2 

1.9 

1.3 

0.0 

2.9 

1.6 

1.9 

2.4 

0.0 

0.0 

2.1 

2.0 

1.9 

0.0 

0.0 

1.9 

20.0 

26.5 

50.0 

14.3 

23.3 

3.0 

3.6 

0.0 

11.4 

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問17 性別

結婚は当人同士の問題なの

で、子どもの意志を尊重する

親としては反対だが、子ども

の意志が強ければ結婚は認

める
家族や親類の反対があれば

結婚は認めない

絶対に結婚を認めない

その他

わからない

無回答

68.2 

66.9 

60.7 

50.9 

53.5 

53.9 

43.5 

58.3 

9.1 

7.5 

9.3 

12.7 

13.3 

16.5 

11.2 

12.5 

1.1 

1.5 

0.7 

0.6 

2.1 

1.6 

2.9 

0.0 

0.0 

3.0 

0.7 

4.0 

1.7 

1.2 

3.5 

0.0 

1.1 

2.3 

4.3 

3.5 

1.2 

1.2 

0.6 

0.0 

18.2 

17.3 

23.6 

26.0 

25.7 

20.6 

28.2 

16.7 

2.3 

1.5 

0.7 

1.2 

2.1 

4.5 

10.0 

12.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問17 年代別

結婚は当人同士の問題なの

で、子どもの意志を尊重する

親としては反対だが、子ども

の意志が強ければ結婚は認

める

家族や親類の反対があれば

結婚は認めない

絶対に結婚を認めない

その他

わからない

無回答

問 17 あなたのお子さんが同和地区の人と結婚しようとしたとき、あなたはどうしますか。あては

まるもの１つに○をつけてください。 
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（１８）２－１０ 同和問題（部落差別問題）解決のための今後の行政施策への考え 

 

 

 

 

 

 

 

37.6 

22.2 

18.5 

18.1 

20.9 

23.5 

5.6 

30.7 

15.4 

16.3 

17.6 

13.5 

34.7 

6.5 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

37.1 

17.1 

14.3 

14.3 

22.9 

17.1 

20.0 

34.0 

18.5 

17.2 

17.7 

17.2 

29.1 

6.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

人権教育に積極的に取り組んでほしい

市民対象の啓発活動に積極的に取り組んでほしい

差別の規制や、差別被害者の救済などの課題に取

り組んでほしい

同和地区住民の生活実態調査等を踏まえ、新しい法

律や市条例に基づいて、課題の解決に積極的に取

り組んでほしい

同和問題（部落差別問題）は、そっとしておけば自然

に解決する

よく分からない

無回答

問18 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 18 飯塚市は昨年「飯塚市部落差別をはじめあらゆる差別の解消の推進に関する条例」を施行し

ました。そこで、同和問題（部落差別問題）解決のための今後の行政施策について、あなたの

考えと近いものすべてに○をつけてください。 
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42.0 

17.0 

28.4 

18.2 

11.4 

25.0 

2.3 

34.6 

13.5 

20.3 

18.8 

15.8 

25.6 

3.8 

42.1 

17.1 

22.1 

20.7 

15.0 

25.7 

2.9 

35.1 

21.1 

17.5 

21.1 

14.6 

31.0 

4.1 

30.4 

17.1 

14.2 

17.9 

16.3 

32.1 

6.3 

33.9 

20.7 

14.0 

17.4 

19.0 

27.7 

9.1 

27.1 

20.6 

12.9 

10.6 

24.7 

35.3 

10.0 

33.3 

16.7 

20.8 

20.8 

16.7 

12.5 

25.0 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

人権教育に積極的に取り組んでほしい

市民対象の啓発活動に積極的に取り組んでほしい

差別の規制や、差別被害者の救済などの課題に取り

組んでほしい

同和地区住民の生活実態調査等を踏まえ、新しい法

律や市条例に基づいて、課題の解決に積極的に取り

組んでほしい

同和問題（部落差別問題）は、そっとしておけば自然

に解決する

よく分からない

無回答

問18 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（１９）３－１ 女性の人権について 

 

 

 

 

35.9 

40.7 

35.7 

21.5 

34.8 

39.3 

2.8 

15.2 

5.6 

36.8 

42.6 

35.2 

25.4 

43.9 

40.9 

2.7 

9.7 

7.1 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

45.7 

42.9 

40.0 

25.7 

42.9 

34.3 

2.9 

11.4 

11.4 

36.6 

41.7 

35.6 

23.7 

39.8 

40.0 

2.7 

12.3 

6.5 

0 10 20 30 40 50 60

女性の社会進出を支援する制度が不十分なこと

職場や学校における差別的待遇（採用・昇格・仕事

内容・賃金など）

職場や学校における性的いやがらせ（セクシャル・

ハラスメント）

女性の人格を否定するような性的情報・メディアが

多いこと

「男は仕事で女は家事や育児」といった性別役割分

担意識

私的関係における男性の暴力的対応（ＤＶ）やス

トーカー行為

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問19 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 19 女性の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてください。 
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40.9 

43.2 

50.0 

29.5 

46.6 

43.2 

2.3 

8.0 

2.3 

35.3 

38.3 

42.9 

23.3 

54.1 

37.6 

4.5 

9.0 

2.3 

37.9 

44.3 

36.4 

17.1 

42.1 

45.7 

2.9 

8.6 

1.4 

31.6 

45.6 

42.1 

28.7 

44.4 

55.0 

3.5 

6.4 

4.1 

43.8 

47.1 

37.9 

29.6 

41.7 

40.8 

1.3 

10.8 

4.6 

34.7 

43.0 

28.9 

20.7 

31.8 

34.3 

3.3 

16.1 

10.3 

30.6 

27.6 

20.6 

16.5 

26.5 

27.6 

1.8 

23.5 

15.3 

45.8 

45.8 

41.7 

29.2 

45.8 

37.5 

4.2 

4.2 

12.5 

0 10 20 30 40 50 60

女性の社会進出を支援する制度が不十分なこと

職場や学校における差別的待遇（採用・昇格・仕事

内容・賃金など）

職場や学校における性的いやがらせ（セクシャル・ハ

ラスメント）

女性の人格を否定するような性的情報・メディアが多

いこと

「男は仕事で女は家事や育児」といった性別役割分

担意識

私的関係における男性の暴力的対応（ＤＶ）やストー

カー行為

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問19 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２０）３－２ 子どもの人権について 

 

 

 

 

 

80.9 

72.4 

26.5 

47.2 

17.8 

29.3 

40.2 

39.1 

1.3 

3.5 

4.3 

84.3 

80.3 

31.1 

48.3 

19.0 

40.1 

42.2 

35.0 

2.1 

2.9 

3.3 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

50.0 

100.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

77.1 

65.7 

31.4 

48.6 

17.1 

37.1 

37.1 

31.4 

0.0 

2.9 

5.7 

82.6 

76.4 

29.1 

47.9 

18.5 

35.2 

41.2 

36.8 

1.7 

3.1 

3.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

保護者による育児放棄や虐待

いじめ問題

教師による体罰問題

家庭の経済状況に起因する「子どもの貧困」問題

子どもの意見を尊重する社会意識が不十分なこと

子どもにとって有害な暴力的表現や性的情報が多いこと

児童買春や児童ポルノなどの犯罪行為

子育て支援や相談体制が不十分なこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問20 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 20 子どもの人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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79.5 

77.3 

30.7 

45.5 

18.2 

27.3 

36.4 

48.9 

0.0 

3.4 

2.3 

85.7 

77.4 

30.8 

51.9 

16.5 

24.1 

40.6 

36.1 

1.5 

3.0 

1.5 

91.4 

80.7 

22.1 

56.4 

15.7 

34.3 

47.9 

40.7 

2.9 

0.0 

0.7 

88.9 

83.6 

27.5 

56.7 

16.4 

37.4 

50.9 

34.5 

1.2 

2.3 

2.3 

87.1 

79.6 

33.3 

46.3 

21.7 

42.1 

42.1 

42.1 

2.1 

1.3 

2.9 

77.3 

74.0 

27.7 

43.8 

19.8 

38.8 

39.3 

34.3 

2.1 

4.1 

5.4 

70.6 

65.3 

30.0 

38.2 

20.0 

31.8 

32.4 

28.2 

1.2 

7.6 

8.8 

75.0 

62.5 

33.3 

50.0 

8.3 

33.3 

29.2 

25.0 

0.0 

4.2 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

保護者による育児放棄や虐待

いじめ問題

教師による体罰問題

家庭の経済状況に起因する「子どもの貧困」問題

子どもの意見を尊重する社会意識が不十分なこと

子どもにとって有害な暴力的表現や性的情報が多い

こと

児童買春や児童ポルノなどの犯罪行為

子育て支援や相談体制が不十分なこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問20 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％



- 173 - 

 

（２１）３－３ 高齢者の人権について 

 

 

 

 

 

75.2 

64.3 

45.2 

27.6 

34.3 

34.3 

2.2 

3.1 

3.7 

80.8 

63.4 

46.4 

35.2 

36.1 

37.1 

1.6 

2.2 

3.0 

50.0 

100.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

74.3 

54.3 

40.0 

28.6 

31.4 

31.4 

8.6 

5.7 

5.7 

78.1 

63.6 

45.7 

31.6 

35.2 

35.7 

2.1 

2.7 

3.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

高齢者を狙った悪徳商法や振り込め詐欺

孤立して暮らす高齢者が多いこと

高齢者を対象とした介護・福祉・医療施設や制度

が不十分なこと

高齢者に対する暴力・虐待行為など、その人格

が尊重されないこと

道路の段差やエレベーターの未設置等、バリア

フリーが不十分なため外出の際に不便であるこ

と

社会の情報化から取り残されがちであること

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問21 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 21 高齢者の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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75.0 

54.5 

36.4 

36.4 

35.2 

28.4 

2.3 

5.7 

2.3 

71.4 

70.7 

39.8 

36.8 

30.8 

40.6 

0.8 

3.0 

1.5 

82.1 

65.7 

41.4 

33.6 

35.0 

42.9 

3.6 

0.7 

0.7 

81.3 

65.5 

46.8 

31.0 

43.9 

35.7 

1.2 

2.9 

1.2 

81.3 

65.8 

47.9 

39.2 

38.3 

38.8 

1.7 

0.4 

2.9 

75.6 

61.2 

52.5 

27.3 

32.6 

31.4 

2.1 

3.7 

5.0 

77.6 

61.2 

45.3 

19.4 

30.6 

32.9 

1.8 

4.1 

7.6 

75.0 

50.0 

41.7 

33.3 

25.0 

25.0 

12.5 

4.2 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

高齢者を狙った悪徳商法や振り込め詐欺

孤立して暮らす高齢者が多いこと

高齢者を対象とした介護・福祉・医療施設や制度が

不十分なこと

高齢者に対する暴力・虐待行為など、その人格が尊

重されないこと

道路の段差やエレベーターの未設置等、バリアフ

リーが不十分なため外出の際に不便であること

社会の情報化から取り残されがちであること

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問21 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２２）３－４ 障がい者の人権について 

 

 

 

 

 

50.7 

44.3 

35.7 

46.3 

20.4 

24.8 

3.7 

6.9 

6.5 

45.8 

34.9 

38.0 

50.2 

18.7 

25.4 

4.3 

7.4 

8.6 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

42.9 

51.4 

28.6 

22.9 

17.1 

17.1 

2.9 

2.9 

22.9 

47.8 

39.6 

36.8 

47.7 

19.4 

24.8 

4.0 

7.0 

8.0 

0 10 20 30 40 50 60

就労保障が不十分なこと

障がい者を対象とした介護・福祉・医療施設や制度が

不十分なこと

障がい者に対する差別的言動など、その人格が尊重

されないこと

道路の段差やエレベーターの未設置等、バリアフリー

が不十分なため外出の際に不便(ふべん)であること

体育・文化活動や地域行事等に参加するためのサ

ポートが不十分なこと

災害情報や行政からのお知らせなど、公的な情報が

伝わりにくいこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問22 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 22 障がい者の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。 
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38.6 

36.4 

47.7 

42.0 

17.0 

28.4 

3.4 

5.7 

2.3 

54.9 

36.8 

48.1 

49.6 

17.3 

24.1 

2.3 

8.3 

3.0 

54.3 

35.7 

41.4 

47.1 

20.7 

28.6 

4.3 

5.0 

3.6 

49.7 

35.7 

37.4 

56.1 

21.1 

26.3 

5.8 

2.9 

5.8 

51.7 

45.8 

40.4 

54.2 

22.1 

25.0 

2.9 

4.6 

6.3 

47.1 

42.1 

29.8 

45.5 

20.2 

23.6 

4.1 

10.7 

10.3 

36.5 

36.5 

21.8 

39.4 

14.7 

21.8 

4.7 

11.2 

17.6 

41.7 

50.0 

41.7 

16.7 

16.7 

16.7 

4.2 

4.2 

25.0 

0 10 20 30 40 50 60

就労保障が不十分なこと

障がい者を対象とした介護・福祉・医療施設や制度

が不十分なこと

障がい者に対する差別的言動など、その人格が尊重

されないこと

道路の段差やエレベーターの未設置等、バリアフ

リーが不十分なため外出の際に不便(ふべん)である

こと

体育・文化活動や地域行事等に参加するためのサ

ポートが不十分なこと

災害情報や行政からのお知らせなど、公的な情報が

伝わりにくいこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問22 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２３）３－５ インターネットに関する人権について 

 

 

 

 

 

57.8 

59.8 

47.6 

33.0 

38.1 

35.0 

51.1 

2.4 

5.2 

7.2 

64.5 

64.7 

57.1 

36.3 

33.8 

43.9 

61.5 

4.0 

3.0 

7.3 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

50.0 

0.0 

42.9 

48.6 

42.9 

20.0 

25.7 

22.9 

37.1 

2.9 

2.9 

28.6 

60.8 

62.0 

52.4 

34.4 

35.5 

39.3 

56.1 

3.2 

4.1 

7.9 

0 10 20 30 40 50 60 70

ネット上の発言が原因となり、さまざまなトラブルが起

こること

個人情報の流出を招くこと

さまざまな犯罪に巻き込まれる危険があること

暴力や性に関し、有害な情報や画像が多いこと

差別を助長したり煽ったりするような表現・情報が多い

こと

年齢に無関係にすべての情報にアクセスできること

子どもや若者のネット依存やスマホ依存に起因するさ

まざまな問題

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問23 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 23 インターネット上の人権侵害に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○を

つけてください。 
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69.3 

77.3 

55.7 

29.5 

42.0 

43.2 

46.6 

2.3 

4.5 

2.3 

69.2 

72.9 

65.4 

35.3 

38.3 

43.6 

56.4 

3.0 

3.0 

1.5 

63.6 

66.4 

57.1 

32.9 

32.9 

45.7 

67.1 

0.7 

2.9 

2.1 

70.2 

71.3 

59.6 

36.8 

38.6 

44.4 

62.6 

2.9 

2.9 

4.1 

67.9 

66.7 

55.4 

42.1 

42.5 

45.8 

63.8 

2.5 

2.5 

4.6 

55.4 

52.9 

46.7 

34.3 

34.3 

34.7 

55.0 

3.3 

4.1 

13.2 

37.6 

42.4 

33.5 

25.9 

22.4 

22.9 

38.8 

7.1 

9.4 

18.8 

50.0 

37.5 

50.0 

20.8 

25.0 

25.0 

37.5 

4.2 

0.0 

25.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ネット上の発言が原因となり、さまざまなトラブルが

起こること

個人情報の流出を招くこと

さまざまな犯罪に巻き込まれる危険があること

暴力や性に関し、有害な情報や画像が多いこと

差別を助長したり煽ったりするような表現・情報が

多いこと

年齢に無関係にすべての情報にアクセスできること

子どもや若者のネット依存やスマホ依存に起因する

さまざまな問題

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問23 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２４）３－６ 日本に居住する外国人の人権について 

 

 

 

 

 

 

30.2 

28.7 

17.6 

32.6 

33.9 

32.2 

4.8 

19.3 

8.5 

26.6 

30.0 

13.2 

27.4 

35.2 

32.2 

5.5 

15.5 

15.1 

50.0 

50.0 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

31.4 

22.9 

11.4 

17.1 

20.0 

22.9 

2.9 

14.3 

31.4 

28.4 

29.2 

15.1 

29.5 

34.2 

32.0 

5.1 

17.1 

12.6 

0 10 20 30 40 50 60

外国人に対する差別的言動（ヘイトスピーチ）があること

教育・就労・居住等で不利な扱いを受けること

結婚の際に周囲から反対を受けること

習慣等が異なるため地域社会で受け入れられにくいこと

施設に外国語表示などが不十分なため、利用の際に不便

であること

行政からのお知らせや、公的な情報が伝わりにくいこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問24 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 24 外国人の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてくださ

い。なお、１～３の選択肢は、日本で生まれ育った外国籍の方に関する人権問題、４～６は、

就労や就学のために新たに来日している外国人に関する人権問題としてご回答ください。 
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37.5 

31.8 

26.1 

27.3 

43.2 

31.8 

2.3 

17.0 

2.3 

39.1 

35.3 

16.5 

30.8 

40.6 

35.3 

3.0 

14.3 

3.0 

29.3 

33.6 

13.6 

37.9 

38.6 

40.0 

4.3 

11.4 

5.7 

34.5 

25.7 

21.1 

32.2 

33.9 

34.5 

5.8 

15.2 

7.0 

22.9 

31.3 

12.1 

31.3 

37.9 

32.9 

5.8 

15.8 

11.3 

23.6 

29.3 

11.6 

27.3 

30.2 

30.6 

5.4 

20.7 

19.4 

21.2 

20.0 

12.4 

21.8 

22.9 

22.4 

7.1 

24.1 

25.9 

41.7 

29.2 

16.7 

20.8 

25.0 

20.8 

4.2 

8.3 

33.3 

0 10 20 30 40 50

外国人に対する差別的言動（ヘイトスピーチ）があること

教育・就労・居住等で不利な扱いを受けること

結婚の際に周囲から反対を受けること

習慣等が異なるため地域社会で受け入れられにくいこと

施設に外国語表示などが不十分なため、利用の際に不便

であること

行政からのお知らせや、公的な情報が伝わりにくいこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問24 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２５）３－７ 性自認や性的指向に起因する性的少数者の人権について 

 

 

 

 

 

40.4 

14.3 

33.9 

25.9 

22.0 

27.2 

28.3 

25.9 

6.7 

16.9 

10.0 

44.8 

15.4 

38.7 

30.3 

28.4 

31.1 

26.9 

32.2 

6.7 

10.1 

12.7 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

50.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

25.7 

2.9 

20.0 

20.0 

11.4 

17.1 

17.1 

20.0 

0.0 

17.1 

34.3 

42.3 

14.6 

36.0 

28.1 

25.1 

29.0 

27.3 

29.1 

6.5 

13.3 

12.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

当事者が自身の問題について相談できる人や場

所が存在しないことが多いこと

当事者の成長過程において役割モデルとなる人

が存在しないことが多いこと

性的少数者の問題に関する正しい知識を得る機

会がないこと

家族や学校の先生が、性的少数者の問題に無理

解な場合が多いこと

性的少数者は、病気や異常だと誤解している人が

多いこと

性的少数者を受け入れる状況が、職場や学校に

ないこと

性的少数者への理解を広げるような啓発や教育

が不十分なこと

同性婚問題に代表されるように、性的少数者の人

権を保障するための法律や制度が整備されてい

ないこと

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問25 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 25 「性自認（こころの性）」や「性的指向（異性愛・同性愛・両性愛等）」に起因する、性的少

数者の人権に関することがらで、特に問題であると思うものすべてに○をつけてください。 
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55.7 

20.5 

39.8 

36.4 

35.2 

31.8 

37.5 

45.5 

8.0 

6.8 

2.3 

50.4 

18.8 

38.3 

36.1 

29.3 

38.3 

38.3 

36.8 

3.0 

9.8 

2.3 

55.7 

15.0 

44.3 

34.3 

36.4 

30.7 

34.3 

37.1 

2.9 

11.4 

2.9 

49.7 

16.4 

42.1 

34.5 

26.9 

40.9 

31.6 

30.4 

5.3 

7.6 

7.6 

40.8 

12.9 

36.7 

28.8 

24.2 

27.1 

22.9 

27.1 

6.7 

12.9 

10.0 

35.5 

13.6 

31.8 

21.5 

22.3 

25.2 

25.6 

26.9 

8.3 

16.5 

17.4 

23.5 

11.2 

26.5 

15.9 

11.8 

15.9 

14.1 

14.1 

10.6 

22.4 

28.2 

33.3 

4.2 

20.8 

16.7 

16.7 

20.8 

12.5 

20.8 

0.0 

16.7 

41.7 

0 10 20 30 40 50 60

当事者が自身の問題について相談できる人や場所

が存在しないことが多いこと

当事者の成長過程において役割モデルとなる人が存

在しないことが多いこと

性的少数者の問題に関する正しい知識を得る機会

がないこと

家族や学校の先生が、性的少数者の問題に無理解

な場合が多いこと

性的少数者は、病気や異常だと誤解している人が多

いこと

性的少数者を受け入れる状況が、職場や学校にない

こと

性的少数者への理解を広げるような啓発や教育が

不十分なこと

同性婚問題に代表されるように、性的少数者の人権

を保障するための法律や制度が整備されていないこ

と

その他

特に問題と思うことがらはない

無回答

問25 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２６）４－１ 人権問題に関する知識や情報の情報源について 

 

 

 

 

 

47.0 

21.5 

14.4 

11.5 

31.7 

16.1 

8.1 

11.9 

1.1 

19.1 

4.6 

43.1 

18.9 

17.1 

16.0 

30.6 

14.1 

7.1 

12.5 

2.1 

16.5 

6.7 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

37.1 

17.1 

11.4 

11.4 

22.9 

8.6 

11.4 

8.6 

2.9 

17.1 

14.3 

44.7 

20.0 

15.7 

13.8 

30.8 

14.9 

7.8 

12.1 

1.7 

17.7 

6.0 

0 10 20 30 40 50 60

行政の広報誌やパンフレット

市民対象の講演会やイベント

職業を通しての研修

学校で行われる研修会

マスコミの報道

インターネット

その他のメディア

知人や家族等との私的な会話

その他

特にない

無回答

問26 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 26 あなたが人権問題に関する知識や情報を得る上で、役に立っていると思うものすべてに○を

つけてください。 
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11.4 

6.8 

28.4 

36.4 

22.7 

36.4 

8.0 

10.2 

0.0 

17.0 

1.1 

30.1 

10.5 

19.5 

22.6 

26.3 

31.6 

9.8 

16.5 

1.5 

14.3 

3.8 

40.7 

13.6 

17.9 

13.6 

30.0 

20.0 

7.9 

11.4 

1.4 

22.1 

0.0 

41.5 

17.0 

25.1 

14.6 

33.3 

20.5 

9.4 

9.9 

1.2 

18.7 

4.1 

51.3 

22.5 

14.6 

10.4 

32.9 

9.6 

9.2 

10.0 

2.1 

16.3 

5.0 

57.4 

28.9 

9.5 

8.3 

35.1 

6.2 

5.4 

12.0 

2.9 

16.9 

9.1 

52.4 

25.9 

5.3 

7.1 

29.4 

1.8 

5.3 

15.3 

0.6 

18.8 

13.5 

45.8 

20.8 

16.7 

16.7 

16.7 

8.3 

12.5 

12.5 

4.2 

20.8 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 70

行政の広報誌やパンフレット

市民対象の講演会やイベント

職業を通しての研修

学校で行われる研修会

マスコミの報道

インターネット

その他のメディア

知人や家族等との私的な会話

その他

特にない

無回答

問26 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２７）４－２ 啓発行事や啓発冊子の利用について 

 

 

 

 

 

44.6 

15.7 

15.2 

24.1 

18.7 

4.3 

8.1 

49.0 

16.2 

13.0 

22.0 

17.4 

5.1 

9.4 

50.0 

0.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

37.1 

17.1 

14.3 

17.1 

14.3 

2.9 

28.6 

46.7 

16.0 

14.1 

22.8 

17.9 

4.6 

9.4 

0 10 20 30 40 50 60

広報いいづか

人権いいづか特集号（毎年12月発行）

市民対象の講演会や研修会

開催・発行されていることは知っているが、参加・利

用したことがない

開催・発行されていることを知らない

その他

無回答

問27 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 27 飯塚市主催の啓発行事や、飯塚市が発行する啓発冊子のうち、あなたが人権問題に関する知

識や情報を得る上で、一度でも利用したことがあるものすべてに○をつけてください。 
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15.9 

3.4 

4.5 

18.2 

53.4 

6.8 

4.5 

34.6 

3.8 

3.8 

24.1 

30.1 

4.5 

5.3 

38.6 

13.6 

5.0 

26.4 

22.9 

6.4 

2.9 

53.8 

17.0 

11.7 

18.1 

18.7 

4.7 

5.8 

53.3 

17.1 

18.3 

26.7 

10.8 

3.3 

9.2 

58.7 

24.8 

20.2 

20.7 

7.4 

4.5 

11.2 

45.9 

18.2 

21.8 

25.9 

10.0 

4.1 

18.8 

41.7 

20.8 

16.7 

8.3 

16.7 

4.2 

29.2 

0 10 20 30 40 50 60 70

広報いいづか

人権いいづか特集号（毎年12月発行）

市民対象の講演会や研修会

開催・発行されていることは知っているが、参加・利

用したことがない

開催・発行されていることを知らない

その他

無回答

問27 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（２８）４－３ 人権問題の講演会・研修会・懇談会などへの参加の有無 

 

 

 

 

 

 

13.5 

15.8 

0.0 

17.1 

14.8 

13.0 

12.7 

50.0 

20.0 

13.1 

61.1 

58.8 

50.0 

48.6 

59.5 

7.6 

8.6 

0.0 

2.9 

7.9 

4.8 

4.1 

0.0 

11.4 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

問28 性別

１～２回参加したこ

とがある

３回以上参加した

ことがある

参加したことがな

い

覚えていない

無回答

9.1 

4.5 

10.7 

17.5 

15.4 

18.6 

19.4 

20.8 

5.7 

2.3 

5.7 

10.5 

15.8 

20.7 

18.2 

20.8 

68.2 

82.7 

77.9 

61.4 

57.5 

46.3 

42.9 

50.0 

15.9 

7.5 

5.7 

7.6 

7.1 

7.9 

8.8 

0.0 

1.1 

3.0 

0.0 

2.9 

4.2 

6.6 

10.6 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

問28 年代別

１～２回参加したこ

とがある

３回以上参加した

ことがある

参加したことがな

い

覚えていない

無回答

問 28 市全体や校区で行われた、人権問題の講演会・研修会・懇談会などに、これまで参加された

ことはありますか。あてはまるものに○をつけてください。 
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（２９）４－４－１ 飯塚市主催の啓発行事への参加の経験 

 

 

 

 

 

10.4 

8.0 

11.3 

14.1 

6.1 

4.4 

55.0 

19.4 

6.5 

9.4 

6.7 

8.6 

12.2 

3.3 

4.6 

55.0 

19.5 

5.5 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

14.3 

8.6 

17.1 

8.6 

5.7 

0.0 

60.0 

8.6 

11.4 

9.9 

7.3 

10.1 

12.9 

4.6 

4.4 

55.1 

19.1 

6.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

同和問題啓発強調月間講演会（7月）

部落解放研究集会～人権フェスティバル～(10月)

各交流センター等で開催している人権啓発講演会等

各自治会で開催している人権啓発講座

NPO人権ネットいいづか講演会

男女共同参画に関する啓発事業

いずれにも参加したことがない

開催されていることを知らない

無回答

問29 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 29 飯塚市が主催する次の啓発行事のうち、一度でも参加したことがあるものすべてに○をつけ

てください。 
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2.3 

3.4 

2.3 

3.4 

3.4 

0.0 

61.4 

37.5 

2.3 

1.5 

0.8 

3.0 

1.5 

0.8 

0.0 

68.4 

27.8 

3.8 

5.7 

3.6 

6.4 

4.3 

4.3 

2.9 

60.0 

32.9 

0.0 

9.4 

8.2 

8.2 

8.2 

5.8 

4.7 

62.0 

21.6 

3.5 

12.1 

7.9 

12.5 

17.1 

3.8 

4.6 

53.8 

12.9 

5.8 

14.0 

11.6 

15.3 

23.6 

8.7 

7.9 

45.5 

10.3 

9.5 

14.1 

8.8 

11.8 

18.2 

2.4 

6.5 

45.9 

12.4 

12.9 

20.8 

12.5 

25.0 

8.3 

8.3 

0.0 

58.3 

4.2 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

和問題啓発強調月間講演会（7月）

部落解放研究集会～人権フェスティバル～(10月)

各交流センター等で開催している人権啓発講演会等

各自治会で開催している人権啓発講座

NPO人権ネットいいづか講演会

男女共同参画に関する啓発事業

いずれにも参加したことがない

開催されていることを知らない

無回答

問29 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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（３０）４－４－２ 飯塚市主催の啓発行事へ参加したことがない理由 

 

 

 

 

 

 

 

30.6 

19.5 

7.7 

21.5 

24.2 

13.1 

3.0 

33.4 

29.7 

8.4 

9.5 

20.5 

12.1 

3.2 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

100.0 

100.0 

0.0 

19.0 

9.5 

9.5 

14.3 

23.8 

19.0 

4.8 

31.7 

24.5 

8.1 

15.2 

22.4 

12.9 

3.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

啓発行事の開催を知らなかった

仕事や家庭の都合で参加しなかった

職場等で研修は受けているので参加しなかった

自分は差別していないので関係ないと思い参加しな

かった

自分にとって必要と思われる内容ではなかったので

参加しなかった

その他

無回答

問30 性別（複数回答）

男性

n=297

女性

n=347

その他

n=1

性別無回答

n=35

全体

N=666

％

問 30 問 29 に挙げた啓発行事の「いずれにも参加したことがない」と回答された方だけにおたず

ねします（それ以外に○をつけた方は、問 31 にお進みください）。参加したことがない理由

は次のうちどれでしょうか、あてはまるものすべてに○をつけてください。 
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42.6 

18.5 

13.0 

3.7 

14.8 

13.0 

3.7 

44.0 

29.7 

3.3 

1.1 

27.5 

6.6 

2.2 

40.5 

32.1 

8.3 

11.9 

22.6 

8.3 

1.2 

38.7 

32.1 

14.2 

11.3 

15.1 

12.3 

0.9 

28.7 

25.6 

7.8 

19.4 

26.4 

9.3 

2.3 

18.2 

18.2 

8.2 

25.5 

20.0 

19.1 

4.5 

15.4 

14.1 

2.6 

26.9 

29.5 

23.1 

6.4 

28.6 

7.1 

7.1 

14.3 

14.3 

14.3 

14.3 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

啓発行事の開催を知らなかった

仕事や家庭の都合で参加しなかった

職場等で研修は受けているので参加しなかった

自分は差別していないので関係ないと思い参加しな

かった

自分にとって必要と思われる内容ではなかったので

参加しなかった

その他

無回答

問30 年代別（複数回答）

18～29歳

n=54

30～39歳

n=91

40～49歳

n=84

50～59歳

n=106

60～69歳

n=129

70～79歳

n=110

80歳以上

n=70

年代無回答

n=24

％
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（３１）４－５ 今後の行政施策への考え方 

 

 

 

 

32.0 

24.1 

37.8 

20.9 

24.4 

15.9 

19.1 

24.6 

33.3 

62.2 

1.5 

5.7 

8.3 

28.4 

17.9 

32.8 

15.7 

23.1 

14.7 

14.1 

23.3 

33.6 

68.6 

1.4 

4.4 

9.5 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

50.0 

100.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

28.6 

20.0 

28.6 

17.1 

28.6 

11.4 

25.7 

17.1 

25.7 

60.0 

2.9 

5.7 

11.4 

30.0 

20.7 

34.9 

18.0 

23.8 

15.2 

16.6 

23.8 

33.4 

65.5 

1.5 

5.0 

9.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

人権教育・啓発の充実

部落差別の解消

福祉・医療や教育・行政関係者等に対する研修の

徹底

企業や事業者に対する啓発の充実

人権問題に関する相談窓口の充実や開設

個別の人権問題に対応する新たな制度や社会イン

フラの整備

人権侵害に対する規制や取り締まりの強化

人権侵害を受けた人に対する救済手段の確立

バリアフリーのまちづくりの推進

子どもや高齢者・障がい者等が、地域社会の中で孤

立することを防ぐための見守り・支援体制の整備

その他

特にない

無回答

問31 性別（複数回答）

男性

n=540

女性

n=631

その他

n=2

性別無回答

n=35

全体

N=1208

％

問 31 あなたが今後の行政施策として特に重要であると思うものすべてに○をつけてください。 
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39.8 

22.7 

37.5 

19.3 

26.1 

18.2 

18.2 

21.6 

34.1 

58.0 

2.3 

9.1 

3.4 

33.8 

21.1 

34.6 

20.3 

26.3 

15.0 

18.0 

27.8 

33.1 

69.9 

0.8 

3.8 

5.3 

32.9 

20.7 

35.7 

19.3 

25.7 

12.1 

14.3 

23.6 

37.9 

68.6 

1.4 

2.9 

1.4 

29.2 

23.4 

33.9 

19.3 

32.7 

23.4 

18.7 

29.2 

40.9 

68.4 

1.8 

3.5 

7.6 

27.9 

15.0 

32.5 

16.3 

22.5 

17.1 

15.8 

25.4 

32.5 

66.3 

1.3 

2.9 

11.3 

27.7 

22.3 

38.4 

14.0 

19.8 

12.8 

15.3 

22.7 

26.4 

63.6 

1.2 

5.4 

12.0 

26.5 

22.4 

34.1 

21.8 

17.6 

10.0 

17.1 

15.9 

35.3 

63.5 

2.4 

9.4 

14.7 

29.2 

20.8 

25.0 

16.7 

25.0 

8.3 

20.8 

20.8 

16.7 

54.2 

0.0 

8.3 

12.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

人権教育・啓発の充実

部落差別の解消

福祉・医療や教育・行政関係者等に対する研修の徹底

企業や事業者に対する啓発の充実

人権問題に関する相談窓口の充実や開設

個別の人権問題に対応する新たな制度や社会インフラの整備

人権侵害に対する規制や取り締まりの強化

人権侵害を受けた人に対する救済手段の確立

バリアフリーのまちづくりの推進

子どもや高齢者・障がい者等が、地域社会の中で孤立することを防ぐた

めの見守り・支援体制の整備

その他

特にない

無回答

問31 年代別（複数回答）

18～29歳

n=88

30～39歳

n=133

40～49歳

n=140

50～59歳

n=171

60～69歳

n=240

70～79歳

n=242

80歳以上

n=170

年代無回答

n=24

％
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「飯塚市
いいづかし

人権
じんけん

問題
もんだい

市⺠
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

」へのご 協 力
きょうりょく

のお願
ねが

い 
 

市⺠
し み ん

の皆様
みなさま

には、日
ひ

ごろから市政
し せ い

にご理解
り か い

とご 協 力
きょうりょく

をいただきまして 誠
まこと

にありがとうございます。 

飯塚市
いいづかし

では現在
げんざい

、市⺠
し み ん

一人
ひ と り

ひとりの人権
じんけん

が大切
たいせつ

にされる人権
じんけん

尊 重
そんちょう

のまちづ

くりの推進
すいしん

のため、人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する各種
かくしゅ

啓発
けいはつ

事業
じぎょう

等
とう

に取
と

り組
く

んでいます。 

今回
こんかい

、部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

をはじめあらゆる人権
じんけん

問題
もんだい

の早期
そ う き

解決
かいけつ

のため、市⺠
し み ん

の

皆様
みなさま

の人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する意識
い し き

をうかがい、今後
こ ん ご

の人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する施策
し さ く

をさ

らに推進
すいしん

していくため、「人権
じんけん

問題
もんだい

市⺠
し み ん

意識
い し き

調査
ちょうさ

」を実施
じ っ し

いたします。 

このアンケートは、市内
し な い

に 在 住
ざいじゅう

する 18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

から 3,000人
にん

を無作為
む さ く い

に

選
えら

ばせていただき実施
じ っ し

するものです。（令和
れ い わ

元年
がんねん

8月
がつ

19日
にち

基準
きじゅん

） 

ご回答
かいとう

いただいた内容
ないよう

は統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

しますので､ 回答
かいとう

していただいた

個人
こ じ ん

が特定
とくてい

されることはなく、また、調査
ちょうさ

の目的
もくてき

以外
い が い

に使用
し よ う

することはありま

せん。 

お 忙
いそが

しい中
なか

、大変
たいへん

恐
おそ

れ入
い

りますが、アンケートの趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき、

ご 協 力
きょうりょく

くださいますようお願
ねが

いいたします。 

 
令和
れ い わ

元年
がんねん

９月
がつ

 
飯
いい

  塚
づか

  市
し

 
 

※ アンケートについてご不明
ふ め い

な点
てん

などがありましたら、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 
 

【問
と

い合
あ

わせ先
さき

】  飯塚市
いいづかし

役所
やくしょ

 市民
し み ん

協働部
きょうどうぶ

 人権
じんけん

・同和
ど う わ

政策課
せいさくか

 

電
でん

 話
わ

：０９４８－２２－５５００（内線
ないせん

１４２３） 

ＦＡＸ：０９４８－２２－５５２６ 

Ｅメール：jinken@city.iizuka.lg.jp 
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【記 入 上
きにゅうじょう

のお願
ねが

い】 

1. アンケートは封筒
ふうとう

の宛名
あ て な

の方
かた

が対 象
たいしょう

ですので、ご本人
ほんにん

が記入
きにゅう

してください。 

ただし、対象者
たいしょうしゃ

の方
かた

が記入
きにゅう

困難
こんなん

な場合
ば あ い

は、対象者
たいしょうしゃ

の意見
い け ん

などを代理
だ い り

の方
かた

がご

記入
きにゅう

されても構
かま

いません。 

2. このアンケートは無記名
む き め い

ですので、名前
な ま え

を記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありません。 

3. 回答
かいとう

の記入
きにゅう

は、鉛筆
えんぴつ

または黒
くろ

・青
あお

のボールペンでお願
ねが

いします。 

4. 回答
かいとう

は、該当
がいとう

する項目
こうもく

の番号
ばんごう

を○で囲
かこ

んでください。 

5. 回答数
かいとうすう

については、「１つ」の場合
ば あ い

や、「該当
がいとう

するものすべて」などの指示
し じ

に従
したが

って回答
かいとう

してください。 

6. 質問
しつもん

で「その他
た

」に回答
かいとう

していただいた方
かた

は、その内容
ないよう

を具体的
ぐたいてき

に（ ）内
ない

に

記入
きにゅう

していただく設問
せつもん

があります。 

7. 記入
きにゅう

が終
お

わりましたら、同封
どうふう

している返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

を貼
は

る必要
ひつよう

はありま 

せん）に入
い

れて ９月
が つ

２７日
に ち

（金
き ん

） までにポストに入
い

れてください。 

 
 
 

※ 基本
き ほ ん

項目
こうもく

 

 あなたの性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

についておたずねします。 

 次
つぎ

の中
なか

から、あてはまるものを１つ選
えら

んで○をつけてください。 

 

ア 性別
せいべつ

 

  １. 男性
だんせい

   ２. 女性
じょせい

   ３. その他
た

 

 

イ 年齢
ねんれい

……2019年
ねん

（令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

）８月
がつ

１９日
にち

現在
げんざい

でお答
こた

えください 

１. １８～２９歳
さい

   ２. ３０～３９歳
さい

   ３. ４０～４９歳
さい

 

４. ５０～５９歳
さい

   ５. ６０～６９歳
さい

   ６. ７０～７９歳
さい

 

７. ８０歳
さい

以上
いじょう
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１．人権
じんけん

全般
ぜんぱん

についておたずねします 

 

 

問
とい

１ 現在
げんざい

の日本
に ほ ん

社会
しゃかい

にはさまざまな人権
じんけん

問題
もんだい

がありますが、あなたは「人権
じんけん

 

問題
もんだい

」に対
たい

して興味
きょうみ

や関心
かんしん

がありますか。次
つぎ

の中
なか

から、あてはまるものを 

１つ選
えら

んで○をつけてください。 

 

  １．ある   ２．少
すこ

しはある   ３．あまりない   ４．ない 

 

問
とい

２ 日本
に ほ ん

の社会
しゃかい

には、さまざまな人権
じんけん

問題
もんだい

がありますが、あなたはどの人権
じんけん

 

問題
もんだい

に関心
かんしん

がありますか。次
つぎ

の中
なか

から、関心
かんしん

があるものすべてに○をつけ 

てください。 

 

１．同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）        ２．女性
じょせい

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

３．子
こ

どもの人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

       ４．高齢者
こうれいしゃ

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

５．障
しょう

がい者
しゃ

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

       ６．外国人
がいこくじん

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

７．HIV感染者
かんせんしゃ

・エイズ患者
かんじゃ

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

８．ハンセン病
びょう

患者
かんじゃ

・回復者
かいふくしゃ

およびその家族
か ぞ く

等
とう

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

９．犯罪
はんざい

被害者
ひがいしゃ

とその家族
か ぞ く

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

10. インターネット上
じょう

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

11. アイヌの人々
ひとびと

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

12. 刑
けい

を終
お

えて出 所
しゅっしょ

した人
ひと

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

13. 性
せい

自認
じ に ん

（こころの性
せい

）や性的
せいてき

指向
し こ う

（同性愛
どうせいあい

や両性愛
りょうせいあい

など）に起因
き い ん

する、性的
せいてき

少数者
しょうすうしゃ

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

  

14. ホームレス状 態
じょうたい

にある人
ひと

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

15. 北朝鮮
きたちょうせん

当 局
とうきょく

による拉致
ら ち

被害者
ひがいしゃ

及
およ

びその家族
か ぞ く

に関
かん

する問題
もんだい

 

16. 人身
じんしん

取引
とりひき

（トラフィッキング）に関
かん

する問題
もんだい

 

17. 原発
げんぱつ

事故
じ こ

による放射
ほうしゃ

線
せん

被
ひ

ばく風 評
ふうひょう

被害
ひ が い

に関
かん

する問題
もんだい

 

18. その他
た

の人権
じんけん

問題
もんだい

 

19. 関心
かんしん

がない 
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問
とい

３ あなたは、これまで自分
じ ぶ ん

の人権
じんけん

が侵害
しんがい

されたと感
かん

じたことがありますか。 

次
つぎ

の中
なか

から、あてはまるものを１つ選
えら

んで○をつけてください。 

 

 １．ある   ２．少
すこ

しはある   ３．あまりない   ４．ない 

 

問
とい

４ あなたは、自分
じ ぶ ん

の人権
じんけん

が侵害
しんがい

された場合
ば あ い

、どのように対処
たいしょ

しますか。 

次
つぎ

の中
なか

から、あてはまるものを１つ選
えら

んで○をつけてください。 

 

  １. 何
なに

もせずにがまんする 

２. 自分
じ ぶ ん

で直 接
ちょくせつ

抗議
こ う ぎ

するなどする 

３. 友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

や家族
か ぞ く

に相談
そうだん

する 

  ４. 人権
じんけん

擁護
よ う ご

団体
だんたい

やＮＰＯなど、民間
みんかん

機関
き か ん

に相談
そうだん

する 

  ５. 行 政
ぎょうせい

や警察
けいさつ

・法務局
ほうむきょく

、弁護士
べ ん ご し

や人権
じんけん

擁護
よ う ご

委員
い い ん

など公的
こうてき

機関
き か ん

に相談
そうだん

する 

  ６. その他
た

 

７. わからない 

 

問
とい

５ さまざまな人権
じんけん

問題
もんだい

に関連
かんれん

する次
つぎ

の法律
ほうりつ

や条 例
じょうれい

等
とう

の内
うち

、おおまかな内容
ないよう

 

も含
ふく

めて知
し

っているものすべてに○をつけてください。（右
みぎ

ページにも選択
せんたく

 

項目
こうもく

があります） 

 

１. 飯塚市
いいづかし

部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

をはじめあらゆる差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する条 例
じょうれい

 

２. 飯塚市
いいづかし

人権
じんけん

教 育
きょういく

・啓発
けいはつ

基本
き ほ ん

指針
し し ん

または人権
じんけん

教 育
きょういく

・啓発
けいはつ

実施
じ っ し

計画
けいかく

 

  ３. 飯塚市
いいづかし

男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

推進
すいしん

条 例
じょうれい

 

  ４. 飯塚市
いいづかし

の子
こ

どもをみんなで守
まも

る条 例
じょうれい

 

５. 部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

解 消
かいしょう

推進法
すいしんほう

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

６. 人権
じんけん

教 育
きょういく

啓発
けいはつ

推進法
すいしんほう

（人権
じんけん

教 育
きょういく

及
およ

び人権
じんけん

啓発
けいはつ

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

  ７. 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

基本法
きほんほう

 



 

- 198 - 

  ８. 障害者
しょうがいしゃ

差別
さ べ つ

解消法
かいしょうほう

（障 害
しょうがい

を理由
り ゆ う

とする差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

  ９. ヘイトスピーチ解消法
かいしょうほう

（本邦外
ほんぽうがい

出身者
しゅっしんしゃ

に対
たい

する不当
ふ と う

な差別的
さべつてき

言動
げんどう

の解 消
かいしょう

に向
む

けた取
とり

組
くみ

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

  10. 児童
じ ど う

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

 

  11. 高齢者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

（高齢者
こうれいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼ う し

、高齢者
こうれいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
し え ん

等
とう

に 

関
かん

する法律
ほうりつ

） 

  12. 福岡県
ふくおかけん

部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

解 消
かいしょう

推進
すいしん

条 例
じょうれい

（福岡県
ふくおかけん

部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する 

条 例
じょうれい

） 

  13. すべて知
し

らない 

 

問
とい

６ 結婚
けっこん

に際
さい

しての次
つぎ

の行動
こうどう

のうち、あなたが「おかしいと思
おも

う」ものすべて 

に○をつけてください。 

 

  １. 結婚
けっこん

に際
さい

して「家柄
いえがら

」「血筋
ち す じ

」を問題
もんだい

にする 

  ２. 結婚
けっこん

に際
さい

して、相手方
あいてがた

の「身元
み も と

調査
ちょうさ

」や「信用
しんよう

調査
ちょうさ

」をする 

  ３. 結婚
けっこん

に際
さい

して、家族
か ぞ く

や親戚
しんせき

等
とう

の意見
い け ん

を十 分
じゅうぶん

に尊 重
そんちょう

する 

４. 結婚式
けっこんしき

は「大安
たいあん

」の日
ひ

に挙
あ

げる 

  ５. おかしいと思
おも

うものはない 

 

問
とい

７ あなたは、この５年間
ねんかん

に、仕事
し ご と

の中
なか

で人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する研 修
けんしゅう

を受
う

けた 

ことがありますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

  １. 人権
じんけん

問題
もんだい

の解決
かいけつ

に関係
かんけい

する仕事
し ご と

に就
つ

いている（いた） 

  ２. 繰
く

り返
かえ

し研 修
けんしゅう

を受
う

けている（いた） 

  ３. 研 修
けんしゅう

を受
う

けたことはある（あった） 

  ４. 研 修
けんしゅう

を受
う

けたことがない 

  ５. 覚
おぼ

えていない 

  ６. 働
はたら

いたことがない 
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問
とい

８ この５年間
ねんかん

に、あなたが研修会
けんしゅうかい

や講演会
こうえんかい

等
とう

を通
とお

して、学
まな

ぶ機会
き か い

を持
も

った 

人権
じんけん

課題
か だ い

すべてに○をつけてください。 

 

  １. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

） 

  ２. 女性
じょせい

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

  ３. 子
こ

どもの人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

  ４. 高齢者
こうれいしゃ

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

  ５. 障
しょう

がい者
しゃ

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

  ６. 外国人
がいこくじん

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

  ７. その他
た

の人権
じんけん

に関
かん

する問題
もんだい

 

  ８. 覚
おぼ

えていない 

  ９. 研修会
けんしゅうかい

や講演会
こうえんかい

等
とう

を通
とお

して学
まな

ぶ機会
き か い

がなかった 

 

 

２ 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）についておたずねします。 

 

 

問
とい

９ 同和
ど う わ

地区
ち く

住 民
じゅうみん

の人権
じんけん

に関
かん

する現 状
げんじょう

で、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

うものすべて 

 に○をつけてください。 

 

  １. 結婚
けっこん

に際
さい

して周囲
しゅうい

の理解
り か い

が得
え

られない場合
ば あ い

があること 

  ２. 就 職
しゅうしょく

に際
さい

して不利
ふ り

な取
と

り扱
あつか

いを受
う

ける場合
ば あ い

があること 

  ３. 仕事
し ご と

をする上
うえ

で不利
ふ り

な取
と

り扱
あつか

いを受
う

ける場合
ば あ い

があること 

  ４. 地域
ち い き

社会
しゃかい

の付
つ

き合
あ

いの中
なか

で不公平
ふこうへい

な取
と

り扱
あつか

いを受
う

ける場合
ば あ い

があること 

  ５. 同和
ど う わ

地区
ち く

住 民
じゅうみん

全体
ぜんたい

を誹謗
ひ ぼ う

中 傷
ちゅうしょう

する発言
はつげん

や落書
ら く が

きがあること 

  ６. 土地
と ち

や住 居
じゅうきょ

等
とう

の取引
とりひき

の中
なか

で、人権
じんけん

侵害
しんがい

調査
ちょうさ

が行
おこな

われたりすること 

  ７. インターネット上
じょう

に部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

を助 長
じょちょう

するような情 報
じょうほう

や書
か

き込
こ

みがある 

こと 

  ８. その他
た

 

  ９. 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 
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問
とい

10 あなたが同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）を初
はじ

めて知
し

ったのは、何
なに

によって 

ですか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

  １. 父母
ふ ぼ

から               ２. 父母
ふ ぼ

以外
い が い

の家族
か ぞ く

から 

３. 家族
か ぞ く

以外
い が い

の親類
しんるい

から          ４. 近所
きんじょ

の人
ひと

から 

５. 職場
しょくば

の人
ひと

から              ６. 学校
がっこう

の授 業
じゅぎょう

で 

７. 学校
がっこう

の先生
せんせい

から（個人的
こじんてき

に）       ８. 学校
がっこう

の友達
ともだち

から 

９.  「同和
ど う わ

地区
ち く

」が近
ちか

くにあった 

10.  同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）についての講演会
こうえんかい

や研修会
けんしゅうかい

で 

11. テレビ・ラジオ・新聞
しんぶん

・本
ほん

などで   12.  市
し

や県
けん

の広報誌
こうほうし

や冊子
さ っ し

などで  

13. まわりの雰囲気
ふ ん い き

でひとりでに     14.  インターネットで 

15. その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                        ）  

16. 覚
おぼ

えていない 

 

問
とい

11 あなたの同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）に関
かん

する現在
げんざい

の知識
ち し き

や情 報
じょうほう

は、何
なに

を 

通
とお

して得
え

たものですか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

  １. 学校
がっこう

教 育
きょういく

を通
とお

して得
え

た 

２. 研修会
けんしゅうかい

や講演会
こうえんかい

、行 政
ぎょうせい

の啓発
けいはつ

冊子
さ っ し

や広報誌
こうほうし

を通
とお

して得
え

た 

３. 新聞
しんぶん

やテレビ、本
ほん

や映画
え い が

などを通
とお

して得
え

た 

  ４. インターネットを通
とお

して得
え

た 

  ５. 同和
ど う わ

地区
ち く

出身者
しゅっしんしゃ

を通
とお

して得
え

た  

  ６. 家族
か ぞ く

や親族
しんぞく

を通
とお

して得
え

た  

  ７. 友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

、職場
しょくば

の同 僚
どうりょう

や地域
ち い き

住 民
じゅうみん

を通
とお

して得
え

た  

  ８. 覚
おぼ

えていない 

  ９. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）に関
かん

する知識
ち し き

や情 報
じょうほう

をほとんど持
も

っていない  
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問
とい

12 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）に関
かか

わる、次
つぎ

のような体験
たいけん

のうち、あなた 

自身
じ し ん

にあてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

１. 当事者
とうじしゃ

の友人
ゆうじん

や知人
ち じ ん

がいる（いた） 

２. 授 業
じゅぎょう

や講演
こうえん

、読書
どくしょ

などを通
つう

じ、同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）に対
たい

する認識
にんしき

を 

深
ふか

めたことがある 

３. 部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

事案
じ あ ん

や事件
じ け ん

に対
たい

し、怒
いか

りを感
かん

じたことがある 

４. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）の存在
そんざい

は知
し

っているが、特別
とくべつ

に印 象
いんしょう

に残
のこ

るよう

な体験
たいけん

をしたことはない 

５. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）そのものをよく知
し

らない 

６. 自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が当事者
とうじしゃ

である 

 

問
とい

13 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）に関
かか

わる、次
つぎ

のような意見
い け ん

のうち、あなた 

自身
じ し ん

も「そう思
おも

う」というものすべてに○をつけてください。 

 

１. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）は国民的
こくみんてき

課題
か だ い

であり、社会
しゃかい

全体
ぜんたい

で解決
かいけつ

に取
と

り組
く

む

必要
ひつよう

がある 

２. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）は一部
い ち ぶ

の人
ひと

の問題
もんだい

で、自分
じ ぶ ん

とは関係
かんけい

ない 

３. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）解決
かいけつ

のためには、同和
ど う わ

地区
ち く

の人々
ひとびと

自身
じ し ん

が、自分
じ ぶ ん

の

生活
せいかつ

に責任
せきにん

を持
も

つように努力
どりょく

するべきである 

４. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）解決
かいけつ

のためには、同和
ど う わ

地区
ち く

の人々
ひとびと

が、固
かた

まって 

住
す

まないようにするべきである 

５. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）解決
かいけつ

のために自分
じ ぶ ん

も努力
どりょく

したい 

６. 部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

はいけないと思
おも

うが、自分
じ ぶ ん

だけ反
はん

対
たい

しても仕方
し か た

がない 

７. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）が解決
かいけつ

されるまで、必要
ひつよう

な施策
し さ く

に取
と

り組
く

むこと 

が大切
たいせつ

である 

８. 同和
ど う わ

地区
ち く

や同和
ど う わ

地区
ち く

住 民
じゅうみん

だけに、特別
とくべつ

な施策
し さ く

を実施
じ っ し

したこと自体
じ た い

が差別
さ べ つ

 

だと思
おも

う 

９. わからない 
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 問
とい

14 あなたは、学校
がっこう

教 育
きょういく

の中
なか

で同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）に関
かん

する授 業
じゅぎょう

を、 

受
う

けたことがありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 １. 飯塚
いいづか

市内
し な い

の小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

で受
う

けた  ２. 飯塚市
いいづかし

以外
い が い

の小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

で受
う

けた 

 ３. 受
う

けたことがない        ４. 覚
おぼ

えていない 

 

問
とい

15 部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

をなくすための運動
うんどう

をきっかけとして生
う

まれた次
つぎ

の制度
せ い ど

の内
うち

、 

あなたがよく知
し

っているものすべてに○をつけてください。 

 

  １. 教 育
きょういく

を受
う

ける権利
け ん り

を保障
ほしょう

するための「義務
ぎ む

教 育
きょういく

教科書
きょうかしょ

無償
むしょう

制度
せ い ど

」 

  ２. プライバシーを守
まも

るための「戸籍
こ せ き

や住 民 票
じゅうみんひょう

の閲覧
えつらん

制限
せいげん

」 

  ３. 就 職
しゅうしょく

の際
さい

、企業
きぎょう

が、応募者
おうぼしゃ

の適性
てきせい

・能 力
のうりょく

に無
む

関
かん

係
けい

な事項
じ こ う

を選考
せんこう

材 料
ざいりょう

と 

しないために設
もう

けられた「全国
ぜんこく

高等学校
こうとうがっこう

統一
とういつ

応募
お う ぼ

用紙
よ う し

」 

  ４. すべての高校生
こうこうせい

を対
たい

象
しょう

とした「高校
こうこう

奨 学
しょうがく

金
きん

制度
せ い ど

」の充 実
じゅうじつ

 

  ５. いずれについても、よく知
し

らない 

 

問
とい

16 あなたが同和
ど う わ

地区
ち く

の人
ひと

と結婚
けっこん

しようとしたときに、家族
か ぞ く

や親類
しんるい

から反
はん

対
たい

 

を受
う

けた場合
ば あ い

どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

１. 自分
じ ぶ ん

の意志
い し

を貫
つらぬ

いて結婚
けっこん

する  

２. 反
はん

対
たい

する人々
ひとびと

を説得
せっとく

した後
あと

に結婚
けっこん

する 

３. 家族
か ぞ く

などの反
はん

対
たい

があれば結婚
けっこん

しない   

４. その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                       ） 

５． わからない 

 

問
とい

17 あなたのお子
こ

さんが同和
ど う わ

地区
ち く

の人
ひと

と結婚
けっこん

しようとしたとき、あなたは 

どうしますか。あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

１. 結婚
けっこん

は当人
とうにん

同士
ど う し

の問題
もんだい

なので、子
こ

どもの意志
い し

を尊 重
そんちょう

する 

２. 親
おや

としては反
はん

対
たい

だが、子
こ

どもの意志
い し

が強
つよ

ければ結婚
けっこん

は認
みと

める 

３. 家族
か ぞ く

や親類
しんるい

の反
はん

対
たい

があれば結婚
けっこん

は認
みと

めない 

４. 絶
ぜつ

対
たい

に結婚
けっこん

を認
みと

めない         

５. その他
た

（具体的
ぐたいてき

に：                       ）  

６． わからない 
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問
とい

18 飯塚市
いいづかし

は昨年
さくねん

「飯塚市
いいづかし

部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

をはじめあらゆる差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

 

する条 例
じょうれい

」を施行
し こ う

しました。そこで、同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）解決
かいけつ

のた 

めの今後
こ ん ご

の行 政
ぎょうせい

施策
し さ く

について、あなたの考
かんが

えと近
ちか

いものすべてに○をつけ 

てください。 

 

  １. 人権
じんけん

教 育
きょういく

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んでほしい 

  ２. 市民
し み ん

対
たい

象
しょう

の啓発
けいはつ

活動
かつどう

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んでほしい 

３. 差別
さ べ つ

の規制
き せ い

や、差別
さ べ つ

被害者
ひがいしゃ

の救 済
きゅうさい

などの課題
か だ い

に取
と

り組
く

んでほしい 

４. 同和
ど う わ

地区
ち く

住 民
じゅうみん

の生活
せいかつ

実態
じったい

調査
ちょうさ

等
とう

を踏
ふ

まえ、新
あたら

しい法律
ほうりつ

や市
し

条 例
じょうれい

に基
もと

づい 

て、課題
か だ い

の解決
かいけつ

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んでほしい 

５. 同和
ど う わ

問題
もんだい

（部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

問題
もんだい

）は、そっとしておけば自然
し ぜ ん

に解決
かいけつ

する 

６. よく分
わ

からない 

 

 

３ さまざまな人権
じんけん

問題
もんだい

についておたずねします。 

 

問
とい

19 女性
じょせい

の人権
じんけん

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

うものすべてに 

○をつけてください。 

 

  １. 女性
じょせい

の社会
しゃかい

進 出
しんしゅつ

を支援
し え ん

する制度
せ い ど

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

  ２. 職場
しょくば

や学校
がっこう

における差別的
さべつてき

待遇
たいぐう

（採用
さいよう

・昇 格
しょうかく

・仕事
し ご と

内容
ないよう

・賃金
ちんぎん

など） 

  ３. 職場
しょくば

や学校
がっこう

における性的
せいてき

いやがらせ（セクシャル・ハラスメント） 

  ４. 女性
じょせい

の人格
じんかく

を否定
ひ て い

するような性的
せいてき

情 報
じょうほう

・メディアが多
おお

いこと 

  ５. 「男
おとこ

は仕事
し ご と

で女
おんな

は家事
か じ

や育児
い く じ

」といった性別
せいべつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

意識
い し き

 

  ６. 私的
し て き

関
かん

係
けい

における男性
だんせい

の暴力的
ぼうりょくてき

対
たい

応
おう

（ＤＶ）やストーカー行為
こ う い

 

  ７.  その他
た

 

８. 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 
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問
とい

20 子
こ

どもの人権
じんけん

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

うものすべてに 

○をつけてください。 

 

  １. 保護者
ほ ご し ゃ

による育児
い く じ

放棄
ほ う き

や虐 待
ぎゃくたい

 

  ２. いじめ問題
もんだい

 

  ３. 教師
きょうし

による体罰
たいばつ

問題
もんだい

 

   ４. 家庭
か て い

の経済
けいざい

状 況
じょうきょう

に起因
き い ん

する「子
こ

どもの貧困
ひんこん

」問題
もんだい

 

  ５. 子
こ

どもの意見
い け ん

を尊 重
そんちょう

する社会
しゃかい

意識
い し き

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

  ６. 子
こ

どもにとって有害
ゆうがい

な暴力的
ぼうりょくてき

表 現
ひょうげん

や性的
せいてき

情 報
じょうほう

が多
おお

いこと 

  ７. 児童
じ ど う

買
かい

春
しゅん

や児童
じ ど う

ポルノなどの犯罪
はんざい

行為
こ う い

 

  ８. 子
こ

育
そだ

て支援
し え ん

や相談
そうだん

体制
たいせい

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

９. その他
た

 

10. 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 

 

 

問
とい

21 高齢者
こうれいしゃ

の人権
じんけん

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

うものすべてに 

○をつけてください。 

 

  １. 高齢者
こうれいしゃ

を狙
ねら

った悪徳
あくとく

商 法
しょうほう

や振
ふ

り込
こ

め詐欺
さ ぎ

 

 ２. 孤立
こ り つ

して暮
く

らす高齢者
こうれいしゃ

が多
おお

いこと 

 ３. 高齢者
こうれいしゃ

を対
たい

象
しょう

とした介護
か い ご

・福祉
ふ く し

・医療
いりょう

施設
し せ つ

や制度
せ い ど

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

  ４. 高齢者
こうれいしゃ

に対
たい

する暴 力
ぼうりょく

・虐 待
ぎゃくたい

行為
こ う い

など、その人格
じんかく

が尊 重
そんちょう

されないこと 

  ５. 道路
ど う ろ

の段差
だ ん さ

やエレベーターの未設置
み せ っ ち

等
とう

、バリアフリーが不十分
ふじゅうぶん

なため外 出
がいしゅつ

 

  の際
さい

に不便
ふ べ ん

であること 

  ６. 社会
しゃかい

の情報化
じょうほうか

から取
と

り残
のこ

されがちであること 

  ７. その他
た

 

８. 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 
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問
とい

22 障
しょう

がい者
しゃ

の人権
じんけん

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

うものすべてに 

○をつけてください。 

 

  １. 就 労
しゅうろう

保
ほ

障
しょう

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

  ２. 障
しょう

がい者
しゃ

を対
たい

象
しょう

とした介護
か い ご

・福祉
ふ く し

・医療
いりょう

施設
し せ つ

や制度
せ い ど

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

  ３. 障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する差別的
さべつてき

言動
げんどう

など、その人格
じんかく

が尊 重
そんちょう

されないこと 

  ４. 道路
ど う ろ

の段差
だ ん さ

やエレベーターの未設置
み せ っ ち

等
とう

、バリアフリーが不十分
ふじゅうぶん

なため 

外 出
がいしゅつ

の際
さい

に不便
ふ べ ん

であること 

  ５. 体育
たいいく

・文化
ぶ ん か

活動
かつどう

や地域
ち い き

行事
ぎょうじ

等
とう

に参加
さ ん か

するためのサポートが不十分
ふじゅうぶん

なこと 

  ６. 災害
さいがい

情 報
じょうほう

や行 政
ぎょうせい

からのお知
し

らせなど、公的
こうてき

な情 報
じょうほう

が伝
つた

わりにくいこと 

  ７. その他
た

 

８． 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 

 

問
とい

23 インターネット上
じょう

の人権
じんけん

侵害
しんがい

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

う 

ものすべてに○をつけてください。 

 

  １. ネット上
じょう

の発言
はつげん

が原因
げんいん

となり、さまざまなトラブルが起
お

こること 

  ２. 個人
こ じ ん

情 報
じょうほう

の流 出
りゅうしゅつ

を招
まね

くこと 

  ３. さまざまな犯罪
はんざい

に巻
ま

き込
こ

まれる危険
き け ん

があること 

  ４. 暴 力
ぼうりょく

や性
せい

に関
かん

し、有害
ゆうがい

な情 報
じょうほう

や画像
が ぞ う

が多
おお

いこと 

  ５. 差別
さ べ つ

を助 長
じょちょう

したり煽
あお

ったりするような表 現
ひょうげん

・情 報
じょうほう

が多
おお

いこと 

  ６. 年齢
ねんれい

に無関係
むかんけい

にすべての情 報
じょうほう

にアクセスできること 

  ７. 子
こ

どもや若
わか

者
もの

のネット依存
い ぞ ん

やスマホ依存
い ぞ ん

に起因
き い ん

するさまざまな問題
もんだい

 

８. その他
た

 

９． 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 
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問
とい

24 外国人
がいこくじん

の人権
じんけん

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると思
おも

うものすべてに 

○をつけてください。なお、１～３の選
せん

択
たく

肢
し

は、日本
に ほ ん

で生
う

まれ育
そだ

った外
がい

国
こく

 

籍
せき

の方
かた

に関
かん

する人権
じんけん

問題
もんだい

、４～６は、就 労
しゅうろう

や就 学
しゅうがく

のために新
あら

たに来日
らいにち

し 

ている外国人
がいこくじん

に関
かん

する人権
じんけん

問題
もんだい

としてご回答
かいとう

ください。 

 

１. 外国人
がいこくじん

に対
たい

する差別的
さべつてき

言動
げんどう

（ヘイトスピーチ）があること 

２. 教 育
きょういく

・就 労
しゅうろう

・居 住
きょじゅう

等
とう

で不利
ふ り

な扱
あつか

いを受
う

けること 

３. 結婚
けっこん

の際
さい

に周囲
しゅうい

から反
はん

対
たい

を受
う

けること 

４. 習 慣
しゅうかん

等
とう

が異
こと

なるため地域
ち い き

社会
しゃかい

で受
う

け入
い

れられにくいこと 

５. 施設
し せ つ

に外国語
がいこくご

表示
ひょうじ

などが不十分
ふじゅうぶん

なため、利用
り よ う

の際
さい

に不便
ふ べ ん

であること 

６. 行 政
ぎょうせい

からのお知
し

らせや、公的
こうてき

な情 報
じょうほう

が伝
つた

わりにくいこと 

７. その他
た

 

８. 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 

 

問
とい

25 「性
せい

自認
じ に ん

（こころの性
せい

）」や「性的
せいてき

指向
し こ う

（異性愛
いせいあい

・同性愛
どうせいあい

・両性愛
りょうせいあい

等
とう

）」 

に起因
き い ん

する、性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

の人権
じんけん

に関
かん

することがらで、特
とく

に問題
もんだい

であると 

思
おも

うものすべてに○をつけてください。 

 

１. 当事者
とうじしゃ

が自身
じ し ん

の問題
もんだい

について相談
そうだん

できる人
ひと

や場所
ば し ょ

が存在
そんざい

しないことが多
おお

い 

こと 

２. 当事
と う じ

者
しゃ

の成 長
せいちょう

過程
か て い

において役割
やくわり

モデルとなる人
ひと

が存在
そんざい

しないことが多
おお

いこと 

３. 性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

の問題
もんだい

に関
かん

する正
ただ

しい知
ち

識
しき

を得
え

る機会
き か い

が存在
そんざい

しないこと 

４. 家族
か ぞ く

や学校
がっこう

の先生
せんせい

が、性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

の問題
もんだい

に無理解
む り か い

な場合
ば あ い

が多
おお

いこと 

５. 性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

は、病気
びょうき

や異常
いじょう

だと誤解
ご か い

している人
ひと

が多
おお

いこと 

６. 性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

を受
う

け入
い

れる状 況
じょうきょう

が、職場
しょくば

や学校
がっこう

にないこと 

７. 性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

への理解
り か い

を広
ひろ

げるような啓発
けいはつ

や教 育
きょういく

が不十分
ふじゅうぶん

なこと 

８. 同性婚
どうせいこん

問題
もんだい

に代 表
だいひょう

されるように、性的
せいてき

少 数
しょうすう

者
しゃ

の人権
じんけん

を保
ほ

障
しょう

するための法律
ほうりつ

 

や制度
せ い ど

が整備
せ い び

されていないこと 

９. その他
た

 

10. 特
とく

に問題
もんだい

と思
おも

うことがらはない 
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４ 市
し

が 行
おこな

っている啓発
けいはつ

活動
かつどう

についておたずねします。 

 

 

問
とい

26 あなたが人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する知
ち

識
しき

や情 報
じょうほう

を得
え

る上
うえ

で、役
やく

に立
た

っていると 

  思
おも

うものすべてに○をつけてください。 

 

  １. 行 政
ぎょうせい

の広報誌
こうほうし

やパンフレット   ２. 市民
し み ん

対
たい

象
しょう

の講演会
こうえんかい

やイベント 

  ３. 職 業
しょくぎょう

を通
とお

しての研 修
けんしゅう

      ４. 学校
がっこう

で行
おこな

われる研修会
けんしゅうかい

 

  ５. マスコミの報道
ほうどう

         ６. インターネット 

  ７. その他
た

のメディア        ８. 知
ち

人
じん

や家族
か ぞ く

等
など

との私的
し て き

な会話
か い わ

 

  ９.  その他
た

             10. 特
とく

にない 

 

問
とい

27 飯塚市
いいづかし

主催
しゅさい

の啓発
けいはつ

行事
ぎょうじ

や、飯塚市
いいづかし

が発行
はっこう

する啓発
けいはつ

冊子
さ っ し

のうち、あなたが 

  人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する知
ち

識
しき

や情 報
じょうほう

を得
え

る上
うえ

で、一度
い ち ど

でも利用
り よ う

したことがあるも 

のすべてに○をつけてください。 

 

  １．広報
こうほう

いいづか 

２．人権
じんけん

いいづか特集号
とくしゅうごう

（毎年
まいとし

12月
がつ

発行
はっこう

） 

  ３．市民
し み ん

対 象
たいしょう

の講演会
こうえんかい

や研修会
けんしゅうかい

 

  ４．開催
かいさい

・発行
はっこう

されていることは知
し

っているが、参加
さ ん か

・利用
り よ う

したことがない 

  ５．開催
かいさい

・発行
はっこう

されていることを知
し

らない 

  ６．その他
た

 

 

問
とい

28 市
し

全体
ぜんたい

や校区
こ う く

で行
おこな

われた、人権
じんけん

問題
もんだい

の講演会
こうえんかい

・研修会
けんしゅうかい

・懇談会
こんだんかい

などに、 

これまで参加
さ ん か

されたことはありますか。あてはまるものに○をつけてくだ 

さい。 

 

  １. １～２回
かい

参加
さ ん か

したことがある  ２. ３回
かい

以上
いじょう

参加
さ ん か

したことがある。 

 ３. 参加
さ ん か

したことがない      ４. 覚
おぼ

えていない。 
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問
とい

29  飯塚市
いいづかし

が主催
しゅさい

する次
つぎ

の啓発
けいはつ

行事
ぎょうじ

のうち、一度
い ち ど

でも参加
さ ん か

したことがある 

ものすべてに○をつけてください。 

 

  １. 同和
ど う わ

問題
もんだい

啓発
けいはつ

強 調
きょうちょう

月間
げっかん

講演会
こうえんかい

（7月
がつ

） 

  ２. 部落
ぶ ら く

解放
かいほう

研 究
けんきゅう

集 会
しゅうかい

～人権
じんけん

フェスティバル～(10月
がつ

) 

  ３. 各交流
かくこうりゅう

センター等
とう

で開催
かいさい

している人権
じんけん

啓発
けいはつ

講演会
こうえんかい

等
とう

 

  ４. 各自治会
か く じ ち か い

で開催
かいさい

している人権
じんけん

啓発
けいはつ

講座
こ う ざ

 

  ５. NPO人権
じんけん

ネットいいづか講演会
こうえんかい

 

   ６. 男女
だんじょ

共 同
きょうどう

参画
さんかく

に関
かん

する啓発
けいはつ

事業
じぎょう

 

  ７. いずれにも参加
さ ん か

したことがない 

  ８. 開催
かいさい

されていることを知
し

らない 

 

 

問
とい

30 問
とい

29 にあげた啓発
けいはつ

行事
ぎょうじ

の「いずれにも参加
さ ん か

したことがない」と回答
かいとう

さ 

れた方
かた

だけにおたずねします（それ以外
い が い

に○をつけた方
かた

は、問
とい

31 にお進
すす

み 

ください）。参加
さ ん か

したことがない理由
り ゆ う

は次
つぎ

のうちどれでしょうか、あてはま 

るものすべてに○をつけてください。 

 

  １． 啓発
けいはつ

行事
ぎょうじ

の開催
かいさい

を知
し

らなかった 

  ２． 仕事
し ご と

や家庭
か て い

の都合
つ ご う

で参加
さ ん か

しなかった 

  ３． 職場
しょくば

等
とう

で研 修
けんしゅう

は受
う

けているので参加
さ ん か

しなかった 

  ４． 自分
じ ぶ ん

は差別
さ べ つ

していないので関
かん

係
けい

ないと思
おも

い参加
さ ん か

しなかった 

  ５． 自分
じ ぶ ん

にとって必要
ひつよう

と思
おも

われる内容
ないよう

ではなかったので参加
さ ん か

しなかった 

  ６． その他
た
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問
とい

31 あなたが今後
こ ん ご

の行 政
ぎょうせい

施策
し さ く

として特
とく

に重 要
じゅうよう

であると思
おも

うものすべてに 

○をつけてください。 

 

  １. 人権
じんけん

教育
きょうく

・啓発
けいはつ

の充 実
じゅうじつ

 

  ２. 部落
ぶ ら く

差別
さ べ つ

の解 消
かいしょう

 

  ３. 福祉
ふ く し

・医療
いりょう

や教 育
きょういく

・行 政
ぎょうせい

関
かん

係
けい

者
しゃ

等
とう

に対
たい

する研 修
けんしゅう

の徹底
てってい

 

  ４. 企業
きぎょう

や事業
じぎょう

者
しゃ

に対
たい

する啓発
けいはつ

の充 実
じゅうじつ

 

  ５. 人権
じんけん

問題
もんだい

に関
かん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

の充 実
じゅうじつ

や開設
かいせつ

 

  ６. 個別
こ べ つ

の人権
じんけん

問題
もんだい

に対
たい

応
おう

する新
あら

たな制度
せ い ど

や社会
しゃかい

インフラの整備
せ い び

 

  ７. 人権
じんけん

侵害
しんがい

に対
たい

する規制
き せ い

や取
と

り締
し

まりの強化
きょうか

 

  ８. 人権
じんけん

侵害
しんがい

を受
う

けた人
ひと

に対
たい

する救 済
きゅうさい

手段
しゅだん

の確立
かくりつ

 

  ９． バリアフリーのまちづくりの推進
すいしん

 

  10. 子
こ

どもや高齢
こうれい

者
しゃ

・障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

が、地域
ち い き

社会
しゃかい

の中
なか

で孤立
こ り つ

することを防
ふせ

ぐ 

ための見守
み ま も

り・支援
し え ん

体制
たいせい

の整備
せ い び

 

11. その他
た

 

12. 特
とく

にない 

 

問
とい

32  人権
じんけん

問題
もんだい

や人権
じんけん

行 政
ぎょうせい

に関
かん

し、ご意見
い け ん

やご要
よう

望
ぼう

があればご記
き

入
にゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙
いそが

しいところ、ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 

お手数
て す う

ですが、同封
どうふう

している返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

を貼
は

る必要
ひつよう

はありません）に入
い

れ

て、9月
がつ

27日
にち

（金
きん

）までにポストに入
い

れてください。



 

- 210 - 

 

 

 

このたびは、お 忙
いそが

しい中
な か

「飯塚市
い い づ か し

人権
じ ん け ん

問題
も ん だ い

市民
し み ん

意識
い し き

調査
ち ょ う さ

」にご協力
きょうりょく

いただき、誠
まこと

にありがとうございました。 

 今回
こ ん か い

ご回答
か い と う

いただきました皆様
み な さ ま

の貴重
き ち ょ う

なご意見
い け ん

は、

今後
こ ん ご

の 人権
じ ん け ん

教育
きょういく

及
お よ

び 啓発
けいはつ

の 基礎
き そ

資料
し り ょ う

と し て 、 大切
たいせつ

に

活用
か つ よ う

させていただきます。 

略儀
り ゃ く ぎ

ながら、本状
ほんじょう

をもって調査
ち ょ う さ

のお礼
れい

にかえさせてい

ただきます。 

なお、まだご返送
へ ん そ う

いただいていない場合
ば あ い

は、本
ほん

調
ちょう

査
さ

の

趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

の上
う え

、ご記入
き に ゅ う

いただき、返信用
へ ん し ん よ う

封
ふ う

筒
と う

に入
い

れ

て ９月
が つ

２７日
に ち

（金
き ん

） までに、ポストに入
い

れていただきます

よう重
か さ

ねてお願
ねが

い申
も う

し上
あ

げます。 
 

【お問
と

い合
あ

わせ先
さ き

】
）

 

飯塚市
い い づ か し

役所
や く し ょ

 市民
し み ん

協働部
き ょ う ど う ぶ

 人権
じ ん け ん

・同和
ど う わ

政策課
せ い さ く か

 

電
で ん

話
わ

：0948-22-5500（内
な い

1423） 

Ｆ Ａ Ｘ：0948-22-5526 

Ｅメール：jinken@city.iizuka.lg.jp 

※このはがきは、今回
こんかい

、アンケートをお送
お く

りしました皆様
みなさま

に 改
あらた

めてお送
お く

りさせて

いただいているものです。

飯塚市
い い づ か し

人権
じ ん け ん

問題
も ん だ い

市民
し み ん

意識
い し き

調査
ち ょ う さ

 

【ご協力
き ょ う り ょ く

のお礼
れ い

とお願
ね が

い】 
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